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まえがき

私たちの運動は、過去の成果の上に立っています。私たちは先人たちの勝利の闘いに勇気

づけられ、苦難の歴史に多くのことを学んできました。昭和52年7月刊行の『広島市職労三

十年史』は、こうした三十年間の闘いを正確に跡づけ、亡れからの運動の発展を展望するた

めの、それ自体一つの運動の所産でもありました。

ここにお届けする 『重家豊資料目録』は、 『広島市職労三十年史』の姉妹編として、故重

家豊氏のど遺族のど理解をはじめ、多くの方々のご協力によって刊行されたものです。渡辺

悦次・鈴木裕子両氏には、資料の調査、整理・分類にいたるまで献身的にど尽力いただいた

だけでなく、両氏の労働運動史研究の豊富な畜積を生かした解説を寄せていただきました。

これによって重家資料の全体像がいっそう分かりやすく、 使いやすい目録になっています。

重家氏と親交のあった山代巴氏の玉稿は、この目録を特徴づける大きな魅力の一つです。

山代氏の力強い描写と証言は、一編の優れた文化運動史を見る思いがします。重家氏の内面

とともに、資料の一点一点を生きた史料として理解する上で欠かすことのできない一編とい

えましょう。

奥地圭子氏の 「父重家些の思い出」 は、この目録に温い彩を添えています。運動に生きた

重家氏の人間像が、 ここでは子の目を通して生き生きと描かれ、親子の織りなすいくつかの

エピソードは、 淡々としたなかにも強く胸を打つものがあります。

重家豊氏が闘し、のなかで生み、残した資料は、まだその光を失ってはいません。これらの

資料が語る歴史の戸が多くの人々にしっかり受けとめられ、明日への運動の糧となることを

強く希望するとともに、志なかばにして逝った重家氏のご冥福を心からお祈りいたします。

昭和59年3月31日

広島市職員労働組合

中央執行委員長 佐 藤ー光 雄
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凡 例

この目録は、故重家豊（1918-198砕）I日蔵に州為る社会労働運動関係の原資料、雑誌・

蔵書など4,582点を主体に、山代巴・奥地圭子の回想記および資料解説によって構成さ

れている。

1 回想記・解説の資料引用部分についての凡例事項

(1）資料は横書に統一し、漢字・かなづかいは、原則と Lて原文のままと Lた。

(2）段落・改行は資料の意図をそこなわない限り適宜整えた。

(3）誤字・脱字と思われるものは訂正し、 〔〕内に収めるか、原文のままを掲げて

〔ママ〕を付した。

μ）判読不能の文字は、口口で示した。

2 資料目録の分類・配列

(1）全体を社会労働運動資料と一般図書・逐次刊行物・その他のこ大分類といそれ

ぞれについて、いくつかの分類を施した。

(2）社会労働運動資料は、全体を二期、占領期(1945 1951年〉とそれ以後（1952ー198咋〉

に大別したうえ、さらに内容別に分類した。内容別区分のなかは、おおむね発行年

月日順に配列したが、一部その限りでないものもある。そのなかには重家民の分類

に従ったものも含まれている。

拘）一般図書・逐次刊行物・その他については、それぞれ発行年月順に配列した。な

お、発行年月が同じときは、さらにそのなかを五十音順に配列してある。

3 資料目録の記載事項

(1）社会労働運動資料は、登録番号、発行主体、資料名、発行年月日、形態の順に、

一般図書・逐次刊行物・その他は、登録番号、資料名〈書名・雑誌名〕、著者または編

者・訳者、出版社、発行年月日、ベージ数の順に記載した。

(2）登録番号は原則として、資料1点につき 1番としたが、新聞切抜・書簡などでは、

複数の資料をまとめて1つの番号を付したものもある。

(3）発行主体・資料名は、原則として原資料に記載されている字句を用いた。ただし、

旧漢字は新漢字に改めた。

(4）発行主体・発行年月日が不明な場合、推定可能なものについては〔〕内に記載

したが、それ以外は空欄のままとした。

(5) 〔〉および＊は編者が付したもので、内容を補っている。

加） 資料の形態は、印刷方法、大きさ、枚数〈ページ数〉の順に略号で示した。



(i I 印刷方法の略号は次のとおりである。

活ー活版印刷、 トー謄写印刷、タータイプ、複ー複写、肉ー肉筆。

(ii）大きさは、 A4・B4などの判型で示したが、規格外のものについては、ヨコ

×タテ〈佃〉で示した。なおタプと記したのはタプロイド版の略である。

山）枚数〈ページ数〕が記入されていないものは、 1枚だけのものである。



重家豊と文学運動

山代 巴

1 敗戦すぐの噴

敗戦後の民主化運動の根拠地となったのは、多くの県で県庁のある市で・あったが、広島県

の場合は広島が原爆により復興不可能と言われるほど壊滅していたので、戦災を受けない三

原が、敗戦直後の県下の民主化運動の根拠地の観を呈していた。その中心になったのが三菱

三原車輔工場の労働組合結成の動きであったろうと思う。

重家豊は組合結成（20年12月）後聞もない昭和21年2月、慶応大学卒業という学歴を秘し

てこの工場の労働者となった。彼の遺品の中に、このころの資料を見たとき、私は20代半ば

の燃えるような彼の平和と民主化への情熱の凝縮がそこにあるように思った。

私も彼と同じ頃から三原に足場を持ち、三原農民連盟結成の書記的な役割を担って、連盟

の綱領・規約作成に参加している。 21年の早春、私は農民連盟の事務所でもあった、円一町

の当時の三原農業会の二階の窓から、三原での戦後最初の労働者のデモ行進を眺めたときの

ことを、今も感動をもって思い出す。これは三寧従組が敢行したもので、重家豊はそのデモ

行進の中の一人だったのだ。彼も私も当時は日本共産党に命を託していた。労働組合の活動

家であると同時に、共産党員でもある重家豊たちは、三菱三原草稿工場を、ロシヤ革命の拠

点工場となった赤色プチロフ工場のようにしようとし、う夢を持っていて、県下の至る所の労

働者の中へ、組合結成を促す活動を起こして行き、その翌年の 2・1ゼネストまでに革命は

もうすぐかと思わせる気運を醸成して行った。

私達が文化活動の上で大きな影響を受けている美学者中井正一先生が、戦後初の地方労働

委員として、最高点で当選され、地労委の会長に就任できたのは、三車の労働組合が結成さ

れるや、すぐに文化活動を始め、度々中井先生を呼んで講演を聞き、地方労働委員の選挙に

当っては、中井先生を推薦、その選挙応援の推進力になったからだった。

中井先生が地労委の会長に就任されてからの最初の大事業は、戦争中の政府が強制的に組

織した工場労働者による、産業報国会の財産（多くは会費）を分け取りするのではなく、県下

の全労働者の文化活動の基金として使うことを、地労委の名によって決議し、広島県労働文

化協会を誕生させたことだった。これは文、三事労組の文化活動が、県下全域の労働組合の

文化活動の先駆的な活動の担い手にならざるを得ない宿命を担うことにもなったのである。

重家豊の収集マニヤかとも思える昭和20年代の、雑多なピラやパンフ、新聞、雑誌類の寄

せ集めは、彼の当時の位置がさせたと思われる。しかし私は当時の重家豊の日々を知る位置

にはいなかったから、彼の当時を語るに相応しい存在ではない。私が語れるのは彼の文学運
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動に限られている。

2 お互の文学への近づきの違い

重家豊の場合は学生時代から文学書にひたり、文学を通して反戦平和の目覚めを持ち、詩

作 ・歌作 ・創作 ・評論・同人誌発行など、なんでも一応はやってみた人である。そこから苦

い軍隊生活を経て、とんどこそはの意気ごみで、郷土で一番大きな三菱三原寧輔の労働者と

なり、 労組結成、 共産党細胞結成に参加し、 21年夏までには自分の目躍した職場での一人の

労働者の事故死を扱った佳作「ノロ」と言う短篇を書いた。それは今でも私にはあの饗明の

一点の灯としての作品として記憶にきざまれている。

21、2年の頃の三原は、労働運動 ・農民運動の根拠地であると同時に、勤労者の文学運動

の根拠地でもあって、 22年暮に重家豊が責任者となって勤労者文学会議を持つまでには、ほ

とんど労働者ばかりの会員200余名を持つ『青い花』、三菱車輔の若い労働者が中心になっ丈

階級的立場を守ろうとして集っている『太陽文学会』、旧三原短歌会の機関誌『三原短歌』

が、敗戦後、戦中の産業報国会が、労働文化協会

に変り、指導の主軸が箪自主義から民主々毅に変

るにともない、二転三転して、総合的な文学の世

界へ自を向けて、機関誌『山河』を出すに至っ

た、 『山河』同人等が、措抗してその勢力をひろ

げていた。重家畿はその中での最も力ある詩人で

あり、歌人であり、創作家であり、評論家であ

り、同時に組織者であった。そこから敗戦2年め

の夏、 三菱三原車輔の労働者を中心に「勤労者文

学研究会Jが生まれ、 『青い花』 『太陽文学会』

『山河』の同人達の有志が参加し、数回の研究会

を経て、 「勤労者文学会議」となり重家豊が責任

者となって、 23年1月1日を期して、機関誌『働

く人』を出すに至るのである。

それにくらべて私の方は、学生時代は画家を志
『働〈人』創刊号

望し、文学書にはあまり緩もなく、詩作・歌作・創作・評論・同人誌発行など手がけたこと

はない。 一途に反戦と解放運動の捨石たろうとして戦前の地下活動へ入札挫折からの再起

のために工場生活に入札治安維持法により検挙、起訴、投獄となって戦後を迎えている。

私が戦後最初に依拠した大衆組織の三原農民連盟は、戦前の全長全国会議派〈共産党支持の

幾民組織）の闘土上岡利夫を顧問にして、県下の旧全農全会派の農民協議会に属していたから、

書記局は三原農民連盟の書記と同時に、県下の旧全農全会派の書記でもあったから、私は瀬

戸内の島や泊岸、中国山地と、広い地域を歩くことになり、戦前の自分の視野がいかに狭か
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ったかを知らされた。

当時の広島県下の農民運動は群雄割拠時代とでも言うか、大まかに分けても 5派の勢力が

措抗していた。ーつは社会党有派の森戸辰男を顧問に持ち福山に事務所を持つ勢力、 一つは

社会党左派の高津正道を顧問に持ち日幾広島県連の君坂を掲げて尾道に事務所を持つ勢力、

一つは全農全会派の上岡利夫を顧問に持ち三原に事務所を持つ勢力、 一つは社会党の佐竹新

市・村井一夫らが指噂する広島に事務所を持つ勢力、ーつは社共統一派の有馬四郎の指導す

る県北一帯の勢力。これら5つの各派の中には、不毛の勢力争いはやめて、 5派が日農広島

県連の旗の下に統一して一大勢力になろうとする動きもあり、 21年8月、福山での統一大会

を成功させ、 9月には事務所を県庁所在地の広島に置くこ とになった。

この統ーへの闘いの後、私と境問功順とが県連大会に指名されて、複雑な5派統一後の事

務の責任を負う、県連の常任書記となった。このことは私をも城間功順をも視野を全県的に

ひろげさせ、全国的な観点で行動させ、農民の中での、働く人の立場からの文学を開拓する

方向に動かせた。

敗戦の翌年のこの年、日本農民組合の中央の書記局は、加盟する一切の組織に婦人部と青

年部を置き、婦人と青年のカによって農家の封建制や軍国主義の残津を早急に掃き捨てよう

としていて、矢継早に婦人部設置や脊年部設置の指令や通達を送って来て、私は婦人部を、

城間功j願は青年部を、組織するために、県下全域の農村を歩くことになった。この行脚で私

も域間功！｜院も大衆に語る言葉の訓練のないことを痛切に感じた。

私は「農家の婦人に月に1回、全1日の休養日をJという呼びかけで、組合幹部や行動的

な背年の助けを借りて、婦人部の組織化を始めたが、 int前小作争議の盛んだった香川あたり

では婦人部は早く組織され、共同耕作や共同炊事、共同のパγ焼窯の設置などを成功させて

いたから、私は自分の提唱する月 1回の婦人の休養日に、共同耕作、共同炊事を呼びかけ

Tこ。

だがそれは不人気だった。小作の大集落のない広島県下では戦前の自発的な団結や闘いの

経験がなく、戦時中の上から押しつけられた共同耕作や共同炊事の苦い体験の思い出が色濃

く残るところから、 「少しばかり仕事がはかどるからと言って、少しばかり栄養のあるもの

が食べられるからと言って、あんな気苦労はもうせんどょう。少々は人より遅れても水入ら

ずの稲刈りがええ、味噌汁や＝ウコだけでもええ、親子水入らずで食べる方がなんぼかえ

え」と言う反発が強かった。

では戦時中の婦人の共同労働は何を経験させたのか、第ーには「これは誰にも言ってもら

っては困る。あんただけに言うのだ」と打ち明けた話ほど、右から左へ筒技けになり、打ち

明けた正直者が窮地に立たされるという経験。第こには、自上から関下への批判は針のよう

に鋭く、目下から目上への批判は取り上げられないばかりか、仲間はずれにされてしまう。

第三には、こういう社会ではどのようにすれば言いたいことが言えるようになるのかわから

ない、ということである。この状態を乗り越えないことには、共同耕作や共同炊事が楽しく
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進められる民主的な婦人部は育たない。ここで私は、第ーには互が先ず打ち明けられた秘密

の守れる懐にならねば、お互を民主的な人聞に育てることは出来ないこと、第二には弱者へ

の批判は補促にならねば意味がないこと、第三には互が本音の吐ける場を持って本音の表現

力を育てること、この三つを、農家の主婦の集りで訴えることになった。その訴え方は、人

は顔に墨が付いている場合、「あんたの顔に墨が付いているよ、みっともない、拭きんさい」

と批判めいて言われなくても、鏡を見れば自発的に拭く、その姿に学ぼうとするもので、私

は自分が話に呼ばれた会場へは必ず黒板を用意させ、そこに自分達の地方の一般的農家の屋

敷の中の母屋や納屋のたたずまい、その間取りなどを描き、納戸や台所での言葉のやり取り、

そこに起きる家族の葛藤などを、時には演技を交えながら具体的に話L、 「誰にも言っても

らっては困るJ！：言う本音の世界の打ち明け話を、どこの誰のことかわからぬようにして訴

えた。

それが呼び水となって、ひそかに「どとの誰のことかわからんようにして広い世間の人に

聞いてもらってくれ」と言う、本音の言葉が集って来て、私の胸の中で酸酵することになる。

これがやがて重家豊が編集兼発行人となって創刊する『働く人』に共鳴する土台になった。

つまり私は私の壁を突き破る模索から、震家豊の提唱する文学運動へ近づくことになったの

である。

3 より一層の壁を破るため

2・1ゼネストに対するマッカーサ一司令部からの中止命令。これは我が国の労働者の進

路への大きな鉄槌だったが、農民運動も同じ鉄槌を受けている。日本農民組合第2回全国大

会は、 2・1ゼネストの直後の 2月12・13両日、早稲田大学の大限講堂で開催され、広島県

速からは30人近い代議員がこの大会へ送られ、その中には城間功順も私もいた。

この大会は戦時中軍に加担Lて農民を裏切ったれっきとした戦犯の平野力三らを指導部に

置けないとする勢力と、指導部に置こうとする勢力との激しい衝突の場でもあり、幾多の派

閥のからみ合う裏取引の場でもあり、遂に右派は退場して、やがて日農を分裂させる歴史的

なドラマの場でもあった。

その会場での広島県連は終始統ーを守る立場にいて、この大会で私を中央委員に選出した。

全国の婦人代議員で中央委員に選出されたのは私が一人だったから、私は県連の婦人部長と

兼ねて日農中央の婦人部長を仰せつかることになったのだが、前途は波乱に満ちていた。

「日；農広島県連を守るためには、先ず事務局の共産党員を除名せよ」の裏工作は、大会帰りの

汽車の中から始まっていた。けれども 4月の総選挙がひかえており、森戸辰男・高津正道・

佐竹新市は衆議院議員に、村井一夫は県会議員に、桑木健ーは市会議員に、有馬四郎は村会

議員にと県連の上層はみな立候補の予定だったし、町村の農民組合でも代表が町村会議員に

立侯補するところが多く、また、県知事には労働戦線からの申し入れを受けて、民主戦線統

ーで中井正一先生を推薦する運びとなり、 3月・ 4月は事務局の共産党員を追い出す機会は
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なかった。選挙により森戸辰男・高津正道・佐竹新市・村井一夫・桑木健｝・有馬四郎、み

な当選した。中井正一先生は現職知事の楠瀬常猪とのイ騎打ちで、得票数は4対3の比で落

選した。落選とはいえこの闘いの民主統一戦線の善戦と勇躍は若者を勇気づけ、 5月1日の

メーデーは各都市で爆発的に行われ、 2・1ゼネストの中止も何のそのの感があった。こう

したとき私はNH Kのローカノレ放送で5月3日の新憲法施行を記念して、新憲法と婦人解放

についてのラジオの15分放送を依頼されて、 5月1日のメーデーの日に尾道の千光寺山へ登

った。当時は千光寺山の上に放送局があったから。私は今その放送の内容をはっき りは覚え

ていないが、放送局からの帰り途で、千光寺山名物の岩割りの松のところに立ち止まり、大

岩を割って亭々と立つ松の、風を呼ぶ勇壮な姿よりも、岩の中に張りめぐらされた毛根の網

の呂と、岩の中に太った根によって岩を割っている姿に感動したことは、 今もはっきり覚え

ている。松の実は柔らかい土の中で根を太らせてから岩を割ったのではなく、岩の上に落ち

て、その双葉の時から、岩を溶かしつつ岩の中に根を伸ばし、遂には岩を割るほどの力にな

ったことを自の前に暴露している。私は囚われの5年と、敗戦後この日までの農民の中での

活動を通して、これから施行される新憲法の精神を思い、日本列島に落とされた平和憲法の

精神は、岩ょに落とされた松の種子のようなものだ、我々が松の毛根のようにたえず岩を溶

かして伸びひろがる努力を重ねなくては、とてもこの国の不抜のものにはなるまいと思い、

松の根の姿にこれから先の自分の運命を重ねて涙にむせんだ。これが私のその後の活動のス

タイルをきめる基礎になったのだ。

私はこの感動を4月の総選挙の際、中井正一候補の応援に来て、城間功順と共に山村地待

を行脚して下さった大阪市大の栗原佑教授への礼状の中に書いた。それは全〈の私信だった

のだが、 栗原氏はそれを、当時京都で発行されていた総合雑誌『時論』 の8月号へ、 「岩で

出来た列島Jと題して載せて下さった。私が書いたものが活字になったのはこれが初めてで、

私がものを書く道はとこから聞けることになった。

このころ私が最も書きたいと思っていたものは、アカ功翠への反撃であった。 と言うのは、

県下の農民運動の 5派が統ーしたとき、常任書記として私と城間功順とを満場一致で推薦し、

日農第2回大会への代議員に選び、また中央委員にまで推薦したその人々の多くが、第2回

大会での右派の退場による分裂のきざし以来は、日農県連の一層の大衆化と安全を守るため

にと言うたて前で、共産党員追出しを画策して、 5月の県連大会で一代議員からの 「事務所

からアカを追え」と言った式の緊急動議が出るや、罪状の調査も何もなしにその場で、多数

決で私や城間功順の除名に賛成したからであった。

この豹変も驚きであったが、単位組合の婦人集会へ呼ばれて行き、大会前と同じように黒

板を用意し、絵説きで、 ぐどとの誰のととかわからぬようにして訴える、婦人達の本音の世界

に、涙さえ流しているその最中に、誰からの差図で登場したのかわからない人が、 「そいつ

はアカぞ一、刑務所もどりぞー」とおらべば、座は一度に白けて、人々は聞く耳を持たなく

なる。それも私には鷲きで、アカとは一体なんなのか、治安維持法の罰した囚われとは一体
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どう言うものなのか。普通の人々が異常に恐れている罪人とは一体どんな人間たちなのか、

私は自分の見て来たその人々のことを、千夜一夜の物語りのようにしよう。そうすることが

岩を割る松の根の営みでもあるだろ うと思った。

日最広島県連の事務局を追われた私は芦品郡栗柄村（現在は府中市〉の、 母が営む2反農業

に生活をゆだね、運動としては同じように県連の事務局を追われた誠間功順と共に、自分達

を受け入れてくれる備後路の遅延民と結んで、その夏から労働文化協会が全県的に操りひろげ

る夏期大学に便乗して、労働者の夏期大学に招かれて来た講師を、奥地の農村にも招いて、

地元有志の自営の大学を開校し、とれを土台に文化活動、文化組織を定着させて行こうとし

た。

この運動は必然に、冬という農閑期に、自分達が自分達を楽しくするための活動が求めら

れた。ここから私は日農県連の書記時代から、 「どこの誰のことかわからんようにして、広

い世間の人に話してほしい」と訴えられた生活の聞き書きを、人に話せるように醸酵させた

り、 自分に対するアカ攻撃に対する反撃として、囚われの時代の体験や、そこで学んだもの

を、千夜一夜のお伽話のようにする、文学前夜のノート作りを始めることになった。

現金収入は皆無と言っていい2反百姓のその頃の私には原稿用紙や大学ノートは貴重品だ

ったから、古障子を貼り替えるときに、古い障子紙を丁寧にはがして、それをノ ートのよう

にとじ、ガラスベンに墨汁をつけて、そこに刑務所時代の忘れ難い人々のことを書きはじめ

た。それがやっと400字詰の原稿用紙に50枚ていどたまったとき、『働く人』が送られて来た。

私はその創刊のことばを読んで、 「これだ、この雑誌にこそ、私の千夜一夜の物語の草稿を

載せたいJと思った。ちょうどその23年1月、東京

で共産党の会議があって、私もそこへ出席するため

上京して、 l日友の家に泊った。その家は 『大衆グラ

ブ』という、共産党の大衆雑誌の編集者の来る家で、

私が出かけている聞に、私のリュ y クサγ クからの

ぞいていた、まだ原稿にはなっていない障子紙ヘガ

ラスペγで書きつけた、覚え書き的な草稿を見て、

「これほ大衆タラプの小説にもってこいだ」と、早

速、 『大衆クラブ』の3月号に蹴せることになった。

とれが私の処女作「蕗のとう」で、その出発からし

ても、現在発刊中の 『囚われの女たち』 全10部の始

まちでv とのときから軒余曲折、挫折また挫折の私

の文学勉強が始まっている。

ちなみに『働く人』の創刊のことばは、 次のよう

である。
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創刊のことぽ

働く諸君

働くもの自身の手による永遠の解放と建設のより深刻な、より苦しい闘をむかえ、政治の上でも生産

の上でも、のるかそるかの所に立って、働くものの力が今日程、われわれ自身にもひしひしとせまって

来た時はありません。

しかし、文化の上でのわれわれの力わどうでしょうか。残念ながら過去の日本の支配者階級から押し

つけられて来た貧しい文化の糧わ、われわれ働くものの力を弱める以外にわ何の役にも立たないことが

わかりました。文化の上でも、働くものわ、むかしの患かさや、 貧しさから、不孝や非人間的な陥さか

ら立ち上って関わなくてわ、われわれ最大の任務である日本民主A重量革命わ、むかしのようにかたわに

なってしまうのです。

このことわ文学について特に強く言へます。

それわ、文学の影響力が極めて大きいために、 ’文学をつかつて働くものをもとの奴隷にしてしまおう

とゅう意図がますます烈しく露骨になっている現紋です。われわれ働くものが異に求めているものから

限をそらせるような、闘う気持を摩痔させ、くずしてゆくような、逆に支配者階級にこびへつらわせる

ような、そして社会の正しい判断を狂はせるような多くの小説や鋳や短歌俳句が氾濫しているでわあり

ませんか。

もともと文学わこのようなものでわないのです。社会の奨の姿、人間のいつわりのない悩み、 いかり、

よろこび、をわれわれにぢかに伝えてくれ、それによって正しいもの、異突なもの、より幸福なものを

求めて関与勇気を与えてくれるものなのです。だから文ザわ、働くもののこ Lろといつもピツタリ逮っ

ているわけです。どうしてもわれわれわ、ゆがめられた文学を洗い清めて、正しく高く愛すべき文学に

育てあげてやらなければなりません。やろうとすれば働くものにわ出来るが、働くもの以外にわζの仕

事わ出来ないことなのです。不孝のない社会をつくるために闘ってゆける働くものの手によってのみ、

文学わ本来の獲にかえり人聞の役に立つことが出来ることわもはや疑いわありません。そのために一人

でも多くの働く人々から、飾り気なく、真実に自分のみづみづしいよろこびやかなしみの歌をうたって

もらいたい。

そして、われわれ働く仲間たちの胸にひびかせ、よろこびに充たせて闘いの勇気を与えたい。それわ

最も価値の高い文学となり、文学わ働くもの全部に愛せられるだろう。

こういう気持で、われわれ働くものム文学仲間が集い、その旗じるしとしてこのささやかな雑誌を発

刊することになったわけです。

働〈ものの地方である備南地方の労働者、良民、一般勤労者諸君

働くものの文学の旗をおしたてム進もうでわありませんか。

働クモノノ手ニヨツテ

働Pモノノタメ Z

働タモノノ世界を文学にしよう。

4 新日本文学会と私達

（おもや・ゆたか）

重家豊の『働く人』創刊の昭和23年は、社会党参加の連立内閣の時代でもあり、新憲法は

農村の婦人会活動の中にも社会教育の名で浸透しようとしている時代だったから、私が雑誌：

『大衆グラブ』に載せた 「蕗のとうJは、さっそく県下の農村婦人を対象とした 『新農村新

聞』から連蛾小説を頼まれる糸口になった。 8月の農村夏期大学は前年よりも盛大で、吉舎

と言う山聞の町では400人もの聴講生を得、講義と講義の聞に若い女性たちが自分たちで脚
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色した「蕗のとうJを上演して、大喝采を受けるような場面も展開した。

園内的には政令201号反対の職場離脱が全国にひろがる時代でもあり、全学連が結成され、

学生の社研運動が全国津々浦々に及ぶ時代でもあった。国際的には9月に朝鮮民主主義人民

共和国が成立し、 12月半ばには中国人民解放軍が北京を占領した。暮おしせまった国会で内

閣不信任案は可決。衆議院は解散、東条英機ら7戦犯は絞首刑を執行され、岸信介らA級戦

犯容疑者は釈放された。共産党提唱の社共合同のはじまる中で選挙戦は闘われ、 24年1月の

衆議院の総選挙の結果は、社会党は40、共産党は35の議席を得た。

この空前とも言うような共産党の大飛躍をパックに、新日本文学会の支部結成が各地で行

われた。私は自分の住む栗柄から最も近い尾道支部結成に参加して、この年の2月から新日

本文学会の一員になったが、当時の新日本文学会の事務所となった尾道の寓亀ピノレ3階は、

古ぼけた建物の雨風をしのぐに過ぎないところではあったが、そこには坪田正夫、城間功順

らが屯して梁山泊の観を呈していた。彼らは草命はもうすぐと思っていた。そうした人達に

は岩を割る松の根のようにあろうとする私の文学への志向などは、時代錯誤のはなはだしい

ものだったのだ。三原では重家豊・小川明人・麻井比呂志らが、尾道よりも戦闘的で、私の

ような発想は「手工業的生産の考え方」として排除して、ダイナマイトで一挙に大岩を粉砕

する文学運動の夢を描いていた。そしてその夢はその4月中国人民解放軍が決河の勢いで南

京を占領する報道の中で、すぐにも可能に思えていた。

この年6月の日本製鋼所広島工場の、 600余名の解雇に反対する争議は、県下の労働組合

の一切が応援に立ち上がる大争議になり、警官隊との衝突になった。これに参加した新日本

文学会の会員は誰もが、自分の所属の団体へんポや詩や、コ γトを送った。この闘いできわ

だつ変化を見せたのは峠三吉で、それまではハイネ流の持情詩人と見られていた彼が、戦闘

的な「怒りのうた」や「共闘の誓い」を書き、新日本文学会の県下の同志に大きな影響を与

えた。それは彼を代表とする「われらの詩の会」への動きともなった。

同じ6月、ソ連引揚げ第一船高砂丸は2.00白人を乗せて舞鶴に入港。そこから各人の故郷

へ帰って来た。引揚げ者を迎える故郷の駅々は、出迎えの歓呼にわき、引揚げ者は一様に日

本の民主化のために闘うと叫んだ。私は三原では東洋繊維の女子工員が工場から三原駅まで

長蛇の列で出迎えに行くのを感涙で眺め、 『広島民報』にノレポを送ったことを今も記憶して

いる。

しかし、 7月に入ると国鉄は3万7CD人の第1次人員整理を発表した。続いて下山国鉄総

裁が突然行方不明となり、常磐線の線路に死体となって見つかる事件が起きた。それから10

日もたたないうちに国鉄は6万3,000人の第2次人員整理を発表、騒然とした労働者の抵抗

と廠起の気運の中で、三鷹事件（中央線三鷹駅で無ん電車が暴走して死傷者を出す）、松川事件（東

北線松川駅で列車が転覆して死傷者を出す）が矢継早に起きて、三鷹事件に関しでも松川事件に

関しても、共産党員や活動家の大量の検挙が始まり、あたかも共産党員のしわざであるかの

如き宣伝がなされた。
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しかし広島に於てはこの8月6目、これまでにない盛り上がりの平和の大集会が持たれ、

市長は大集会の席上ででー和都市宣言を行った。 9月トノレーマン大統領はソ連が原爆を保有す

ると発表、次の日ソ連は1947年以来原爆を保有していると発表した。続いて10月1日中華人

民共和国が成立した。それらの報道は、革命的で、同時に平和と民主々義の文学を志向する

文学仲間を大いに刺激し、峠三吉を代表とする平和と革命の「われらの詩の会」が発足し、

11月には『われらの詩』を創刊Lた。評論や創作の方も、全県的なスケールで機関紙を持と

うという相談が始まった。しかしそれは難航した。

難航の第一の原因は25年1月6日のモスク ワ放送が、コミ γフォノレム機関紙が日本共産党

指導者野坂の平和革命理論を批判した、と報道したととから、日本共産党に分派闘争が始ま

ったことに影響された為だった。次の原因はレッドパージと朝鮮戦争である。 2月13日東京

都教育庁は120人の赤い教員に退職勧告を出したが、その前後から各県の教育委員会は闘う

教師のレ γ ドパージを矢継早にやり、文学活動の担い手でもあった教師たちが、新しい職場

を求めて都会へ流出する場面が次々と起きた。そうするうち朝鮮戦争が起こり、特審局は徳

田球ーら共産党の9幹部に逮捕状を出し、共産党機関新聞『アカハタ』に、無期限の発行停

止を指令した。

この急変の中で日本共産党は国際派と主流派に分裂。新日本文学会の中央の幹部も、共産

党の中園地方委員会や広島県委員会もほとんどが、国際派だったから、広島県下の新日本文

学会員も、分裂の当初はみんな国際派の指導の下に活動した。 25年の8月6日は、 国警本部

からの集会やデよその全国的な禁止令のもとに、広島では非合法下の平和大会と平和行進が計

画され、県下の新日文の会員の多くがこれに参加した。参加できない会員も、原爆禁止を提

唱したストックホノレム・アピール、または2月に発足した「平和を守る会」発足の趣意書の

勉強会をするなど、集会やテ’モの禁止令を破って活動を展開している。そうすることが革命

と平和を愛する文学活動だι思っていた。

朝鮮戦争の進むにつれ、レγ ドパージは、造船、鉄鋼、繊維、民間企業へとひろがり、政

府機関のレッドパージだけでも千人を越す状勢となり、重家豊も三菱三原事輔工場を追われ

た。しかし彼はひるまなかった。彼は元来器用で多才で、大学時代に習字は天皇の前へ出て

書かされるほどの達人だったし、油絵もデγサ γもかなりの修練を積んでいたから、看板屋

となって家族を養うことを考え、ご三原市の東町に看板屋（三陽社〉の店を持った。彼が独立し

た場を持っとそこは、たちまち、平和活動家の屯の場となった。

朝鮮戦争が始まるとすぐにトルーマシ大統領は米国の海軍や空軍に朝鮮出動を命令。 在白

米国極東空軍は朝鮮の爆撃を開始。原爆投下を辞さない体制になっている。しかもこの戦争

で日本には特需景気が起こり、朝鮮に投下されるポール爆弾は、中園地方の中小企業で製造

されていると専らの評判である。スト γクホノレムのアピールによる原爆禁止の署名運動もや

らねばならぬ住事だったが、自由の強制によってでっち上げられた松川事件の被告たちの無

実をかちとる署名運動もやらねばならなかった。原爆禁止の署名運動のためには、被爆者の
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実態を広く知らせる文学活動が必要である。これらも重家の店へ寄る平和活動家の談識の課

題であったが、 26年 1月全面講和愛国運動全国協議会が結成されてからは、全面講和の署名

運動も課題となった。 7月の平和推進国民会議結成以後は、平和擁護の大集会を持つことも

課題になった。こ うした繁忙のうちに、対日講和条約の9月8日は到来。全面講和ではなく、

日米安全保障条約をともなう、米国の軍事基地一杯の講和条約が調印された。

不本意でもともかく融和が調印され、原爆に関するプレスヨードは解かれた。かくていち

早く原爆の実態を詩集にして発表したのが、峠三官のガリ版刷りの『原爆詩集』で、続いて

出たのが長田新編の『原爆の子』であった。こうし

た中で、重家豊を中心とする、革命と平和を志向す

る備南（三原・尾道・福山・因島とその周辺）の文学活動

者たちは、ょうやく『沿岸地帯』と言う同人誌を発

行するまでに結集することができた。

『沿岸地帯』創刊号は昭和27年5月 1日を期して

発行された。その扉の「創刊号をおくるJは霊家豊

の言葉である。この間人の主張でもある「文学の地

方位についてJ堀川五郎。詩「瀬戸内海沿岸地帯」

いえ ・しげお。主張「もっと啄木をII 啄木四十年

祭を迎えて」 Y・0。 「詩集『損狂院』を読んでJ

堀川五郎。以上はみな重家並の書いたものである。

それは次の通りである。

5 『沿岸地帯』の重家豊の足跡

創刊号をおくQ

『沿岸地帯』創刊号

私達は人聞の精神を愛し、そのまじめきを愛し、まじめさ放に湧き出でLくる策実えの渇望と情熱を

愛し、それを貫こうとする異剣な行為と勇気を愛せずにはいられません。 それは人聞のまじめな精神を

朗笑するもの、員突えの情熱をゆがめるもの、人間の正しさをまもろうとする勇気を削るものに対して、

つまり非人間的な歪曲、偏向、脆弱、 敗北、虚脱、逃走に対して心からあわれみ、警戒し、憎まずには

いられないとゅうことでもあります。

私達が文学を愛し、非文学的なものに抵抗を感ずるのは、私達がこのような人聞の精神を信じている

からに他なりませんが、私たちの育ったとの余りに温和な風土には、人間性の尊厳さを自ら、権力者の

前に供える奴憲章的屈従がまだまだ根深〈はびこっているようです。それは、文学的にも、人聞の焚くし

くのびよ うとする心を陪くおし包んでいるものに対して、ひそひそと癒しする声も余りに小さく、大声

で発言する機曾は殆んどない現実でもあります。瀬戸内海沿岸地帯人私達地方生活者の周りには、最

も非人間的なすがたをとりつLある最近の日本の現実が具体的に、生 し々く、根深くつまっているとと

を、おそろしく感じ、これに人間的＝文学的抵抗を覚えないわけにゆかないのです。

この小さな雑誌は、この非文物情勢の中にせめてもの人間的＝文学的英突きをまもるささやかなが
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らの主主り所をつくって、この地帯に同じ愛を文学と人聞に抱いている人々によびかけ、互いに肩を温め

合いたいために、皆さんに惨げるものです。

いま集っている人々は、帝人、三原王巨額をはじめ沿岸都市の各工場の労働者あり、学生あり、先生あ

り、失業者も商人も盛民も事務員も、それぞれの職業に亘弘その生活や思想もそれぞれ異なった人達

ばかりです。 しかしすべて人間的なものをまもろうとし生活の中の非人間的なものに対して大きく発言

しようとする共通した意志をもって、日本民族と自らの美しい姿を育てる限りない喜びを共有していま

す。そして、私達にいま面識はないが、もっともっと多くの善意の人々 が、 このよろこびをともにされ

るため参加してもらうことが、ゅうまでもな〈何よりも望ましいことだと知っています。

この雑総がとの附近によどむ一切の悪に対決する旗になって人々の胸tこいつもはためき立つように、

私達は頑張りましょう。きあ、私達の出発です。

文学の地方性について

堀川五郎

終戦後、おびたXしい畳で殺倒した所調 「中間小説Jはもう飽きられ始めて、その逃げ口をさがLて

いるとゆわれているが、その抜点であった小説靭日、小説新潮等を代表とする戦後の肉体主重量文学給供

源が潤喝にあえぎ出したことは誰の自にも判り出すと、もう文滋的創作活動は生色を失って、深刻な危

機tこ見舞われている自覚をかくすわけにゆかなくなったらしい。それは最近芥川賞に 「広場の孤独Jを

選んだとゅうことにも現われている。この危機は、過去、従軍と非政治的ポーズの中を右往左往して保

身の歴史を辿って来た日：本私小説の侍統の落ち行〈先を示しているにしても、そのととを一面的に逆立

ちさして、 「広場の孤独Jが芥川賞として現代日本文学の危機をまtう代表選手にすることが出来るかと

ゅうことは全く疑問がある。いや、現代日本文学の血路は本質的には、あちら風なマネ事の危機意裁を

細工し、単に社会性えのまなざしを移らせることによって、日本的私小説の運命を挽回させ、文壇の閤

感を解消させると早合点することからは開けて来ないであろう。むしろ、 一つの時代錯誤として文学に

対する現実の要請をゆがめるそしりを受けるかも知れない。

このような所に居る現代日本文学にとって、ある暗示的な伐みが提出されて来た。綜合雑誌の沈滞は、

最近になり「平和」「反フアツシズムJの課題をとり上げるようになってから俄に生気を帯びつιある

ようだが、今まで中道的世界に遊んで魅力を失っていた「改造J「中央公論J等が「世界」を先頭にし

て、 再び、戦前日本イ γテPゲンチヤの良心と憂いを代弁しようと僅かに政治的感覚を鋭く（文檀より

ー先づききに）表わして、努力の方向かきがしている試みが、地方に於ける諸問題に手をのばし出した

ことにも見られるとゅうわけである。

地方に於ける諸問題をとりあげるとゅうことは、唯目先きの変った話題を拾いあげるとゅうことでは

なし、。太平洋戦争前、地方主義文学とゅう言葉が問題になったことがあったが、臨戦体制下に於ける政

治的圧力の地方生活に及ぶ影響に無関心でいられなくなった持、支配属は支配層で、知識層は知識胞で、

それぞれの侵入と防衛の立場から地方生活の問題が反省させられたのであったが、 今日の観点から見て

も世界的波紋の中にある日本の良心が、地方えの関心とゅう抵抗力をひそめての防衛的な探索を、

「戦争と平和」の問題に対する｝つの政治的対決の姿勢として押し出したと見てもよいのではないか。

カも、それが対決の姿勢から対決の行動に、はっきり移り うるか否かは、地方生活の諸問題を「平和と
E国

民族解放Jの問題として、どのように地方人民の苦脳を掘り下げてゆくかとゅう点にかιっているので

その点を抜きにしては、早急な過大評価は出来ないが、一応の積極性と日；本民族の当面する課題を内部

から掘ってゆこうとする着実性が見られ、歴史的な契機として地方生活が人民の立場から見つめられる

とゅうことを現在では特に大切にしなければならない。

現在に於ける日本文学の抵抗と凪路も亦、同じようなことがいえると思う。即ちいま、日本文学の春

を呼ぶ声は、地方生活に於ける人民の人間像にくいこむことによって始めて、その季節を迎えるにふさ

わしい戸となることが出来るとゅうものである。
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勿論、いま、日本の現実において地方生活の場所から出発している人間像のみが、人聞の全部的問題

を表現しているとは言えないし、拾かれるべき混笑が唯地方生活に偏在しているとゅう極論は山来なし、。

しかし、現在或いわ現在以後、わが国の地方生活は、いま全日本的に包題されている「l換字と民族奴隷

化の」最も犯され易い所として、それだけに最も深刻な被害個所として、そしてまた、最も肥えた土壊

であり、深々と張りめぐらされる板であり、それを支えている小石である。この中に呼吸する国民の人

間像は、全日本的な苦悩をより生々ししより拡大された形で血と肉をもって、それぞれの階級性を、

それぞれの地方の篠件に融合きしながら具現さしているのである。この観点から進んでゆかなければ、

最早、具体的人間像は現実に把握出来ない所まで至っている。

とのような地方生活の中の人間性の重圧感（それだけに抵抗の開限もまた底深いものであろうから）

ーーそれは全日本的な陪さの最も鋭い、根元的な本質をた与えているーーに文学の阪が注がれることな

しに、現代日本文学の課題的人間像を摘き切ることは出来ないと言うのは言い過ぎであろうか。

方言や風俗を地方色にすることだけで、地方的性絡を色づけようとする創作態度から一歩でて、全民

族的な苦悩の底を支えている地方生活に息ぶ〈人間性を、それぞれの地方の生活の具体的危機現象の中

で刻出する努力こそいま地方文学をとりあげるすべての文学者、特に地方文学雑誌に集る人々の関心事

とならなけれぽ、日本文学の前進を約束する地味な必要な基礎はくずれてゆくのではあるまいか。

中央文燈の作家が、現地ノレボルタージユと題して、原爆の広島に、横須賀、佐世保、立川に、農村に、

工場に筆をとり始めたことは、それが、前に述べたような方向でなされているからには大いに意義があ

ることだけれど、それが、さしみのつま程度に扱われている限り、地方に於ける文学的姿勢を前むきに

することは出来ない。

実際おびたどしい地方在住の作家たちが、 n盤中央文壇に登龍することを目標に、文燈的な課題をその

まL、文学の今日的課題であるかの如く、営々として年期を入れている光景は、相も変らず、目本文学

の｛専統的封建性をそのまL固定化さしている図であろう。やっと宗匠の限鏡にかなって隔の方に登録さ

れた時には、文学は彼を置き去りにし、現実は文学を置き去りにして、日本文学は永遠に小児病薄から

脱却できなし、。

文学が地方えとゅうことは、文壇が地方雑誌え出張することではあるまい。広島から出ている「エス

ポアール」誌が折角策面白な意図で発刊されながら、文学活動に於ける中央と地方の関係を前時代的に

とりあげ、行きづまった文趨の地方雑誌進出とゅう、文壇保守主義の一環を短いだかの疑いを持たせる

方針をとったことは、地方文学の発展、日本文学の成長のために、プレーキの役目をなすものではない

だろうか。

現在の地方文学活動に於いて、中央と地方の翼の結合は、中央作家の原稿が地方雑誌にのり、地方作

家の作品をどしどしとりあげるとゅう車に表面上のことではなく、地方の作家（勿論小学生をも含めて）

が地方生活の現実を、その皮膚と骨肉にぢかに感じているま Lに、 生々しく、具体的に、文学的にえぐ

って提供し、中央は中央なりに（強いて中央作家とゅうものがあり、その役割があるとすれば）地方に

現われた日本の典型的諸現実の文学的把握を整理統一し、之を全日本的諸問題のレールにのせるととも

に、地方作家の現実分析ーーサ巴鐙に隊伍と方向を与えて整列させ、協力して日本文学の前進的歩調を統

一してゆく所にあるのでなければならない。

このことは日本に於ける文学統一戦線が、具体的には、その基礎的課題のーっとして地方文学の確立

とゅう地方生活に対する作家的実援にあづかることが如何に大きいかを示すものでもある。

とまれ、地方生活における非人間的性格の溢量、 半封建的な経給、浮草のような植民地性と頑迷な奴

隷性の同居、そして抜きがたく蔽う非文化性、地方政治の貧困に拍車をかけられている二重三重の経済

的困窮、金白木的苦痛の原型左それを耐えているカをふ左とろに入れて、地方の人民は、明らかな女学

の限を待・っているのである。
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潜戸内海沿岸地帯

いへ・しげお

狂う奏楽とテープのきづな

甘い風一杯

i奄天楼のアメ Pカえの航跡は

岸壁を離れると もう

荒々しくしぶく民族の波打際をもっ

こムは、あの太平洋岸ではなく

こうびようと量産きぬ波頭

凍りついた暗黒の扉

シベロヤ・東北え閲された平和の港が

やがて解氷期をむかえる用意に余念のない

こムは、あの日本海岸でもなく

亜熱帯の情熱に遠〈

きびしい寒冷地帯の現実にとどかず

さZなみがさ Xさみをなだめ

はりめぐる防波堤の奥

暖流のたゆたう

こh 瀬戸内海沿岸地帯

風光明扇、観光国立公園、突然の箱庭、

はやされ、ほめられ

信仰心が篤い住民だとか

海外雄飛の移民地だとか

ここの兵隊はつょいとか

巣〈胞えた赤土の岬々に

松の多い丘すそ

ベンガラの家をたて

果物と魚が安いからよいと言われ

こんな所に住みたいと言われる

無風地帯／

国j業を競う農民よ、一本釣の漁夫たちよ

それから出て来た紡疲労働者よ

子飼いの汽車通勤サラPーマンよ

塩悶の浜子よ、酒のうまさを誇る杜氏よ

父祖の家を改造した小貰商人よ

はだしで歩く子供達よ

君たちの育ったふるさと瀬戸内海沿岸地帯は

そのような姿で君たちを抱いているか

- 13ー

堤防工事は汚職の役人に食いhらされ

軍用道路にせばめられた保来の美田に

暗灰色の濁流は流れ込み

外国人と外国の武器をつくる工場のため

毒液は魚類を遠く沖え追いやって

糸は〈され船は朽ち

糸くずを排ひながら病身の姉は

妹が売られたとゅう家の便りを読む

日傭人夫は安定所にひしめき

京阪神にでていった仲間がまた

もどって来た話

街のパラックはまだ灯のないま主

夜あけに あさり とる子供達に

何とゅう海の冷さ

あL それでも瀬戸内海はもてはやされる

ふるさとは自慢される

山頂まで耕す勤勉さと

領主にしたってー祭を起した素直さと

郷土から出た大臣の話が

子供遣に注ぎこまれる

静まりかえるふるさと

そのひっそりした駅に貼られた

観光ポスターのように

おさまっている

水族館の神話

ふるさとの員空季節

君たちは人前で語られないか
n船

ふるさとの土は このよに緩く

ふるさとの空は このよ うに静か

民実に愛するふるさとがことにあると

全身を貫ぬく大山陽本線の苦悩

この血管に流れる異質の血液濯

西に開丸をおくり

白衣をのせて逆流する死の循環系統

ここはあのふるさとでないと言い切れないか

祖国の波打際を見下して



疾走する軍用道路の貨車

三万台の番号の高級車は

潟に重いと2言い切れないか

速くインドピJレマベトナム

インドネシアフイリツピンの岸辺に

熱く逆まいて流れ出る

あの商からの抵抗の潮が入りかねている

関門海峡のせまさを感じないか

豊かに語り合うふるさとを闘いとった

中国の勤勉な人民にも

ふるさとを荒されて激しい償りにたぎる

あの半島の姿にも

白い手をあげ挨拶した波頭迷が

もうここでは扶ぬいて知らぬ顔するのを

君途は悲しいと言われないか

l
’
lil
i
a－

－

1
 

君たちは海を抱いている

太平洋にも 日本海にも東支那海にも

もっと啄木をグ啄木四十年祭を迎えて

1tt家産と文学運動

そして熱帯を洗うあの海にもつながる

ふるさとの海は絶えず流れている

瀬戸内海沿岸地帯は

流れる潮をもっている

ふるさとは、口一九五二口

絶えず渦となる君等の中にある

いへ・しげお〈重家豊〉の詩「瀬戸内海沿岸地

帯」、『沿岸地帯』創刊号に掲被

Y.O. 

啄木は常に古くて新らしい。どんな時代でも、啄木は古いように利用されもしたし、新しい時代の要

求をみたすために発掘が続けられもした。今からもそうだろう。啄木程親しまれ5をされた詩人も少ない

と同時に、啄木程、みんなから、まだ未発見の業績、来研究の余地を残している作家も少ないとゆわれ

る程、啄木は複雑で豊かだ。それは啄木が「生活」に直視を集め、 「生活的現実Jの中から溢れる感情

を、具体的に、日常的に、表現したからに他ならない。

啄木がどんな文章の技巧に秀れていたとしても、 E茨木が田山花袋について「文学者とゅう職業を離れ

たる赤裸々な田山氏自身と人生の関係を不聞に付して置くような傾きがないかと思うJと奮いた、あの

文学者と人生の生活態度についての確とした立場が啄木に欠けていたならば、啄木は今日の時代からと

っくに葬り去られていたであろう。詩人の豊かさ、新鮮さは、現実社会の豊かさ、，新鮮さを自分の中に

濃い影を落しているから以外ではないのである。かくして啄木は今日尚生々と現実日本の新しさに呼応

して止まないのである。

啄木が死んで今年でちょうど四十年になる。啄木を摘み、彼を愛する人は決して減ってはゆかなかっ

た。啄木は、パチンコとピストル騒ぎの現代青年男女の中でも、やはり、しっかりした地位を占めてい

る。しかし、啄木を呉に愛する人々は、その愛すべき作品が、啄木が生き呼吸し、皮膚にふれ直面して

苦しみ歌わずに居られなかった明治末期の日本の現実と離れ難く結びついていること、そのことから四

十年後の今日の目木の現実に照し合してみて、どのような作品が啄木の限であるかまでゆきその上で再

び啄木を愛するのでなければ、愛のあかしとはならないであろう。
CH耳3 Eマ守3

少年時代啄木が一部もつセンメンタノレに陶酔した人は、啄木を愛すると大声で言うことをはづかしい

がっている。しかし啄木を愛することは誇りである。啄木は絶えず前進した。成長すればする程、啄木

は繰返して愛されるべき盛さと高きを持っているのである。

－

a

E

－

l

i
－
－
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詩集『療狂挽』を続んで

堀川五郎

賃金鍔働者で詩をつくる人が大分増えて来た。それだけ労働者の闘争が精神的な舞台え浸透しつLあ

ることを思わせる。ぐっと黙って居れない労働者の気持、言わねばならぬとゅう強い張りは．そのま L

誇の精神につながって来るものだ。験日寺中その所を得ず片隅で腐っていた日本の詩人たちも！除後労働者

と結びっくことで俄にその舞台と役柄をとりもどし待を、今まで詩に殺しむことのなかった階級の中え

どしどし持ち込むことにある程度成功した。 労働者は今、自らの符を育てるにゃうやく限を開いて来た

ようである。もはや詩は大学の教室や酒場や雑誌の月評で患をしていることから、日々汗にまみれてそ

の日暮しの大衆に抱かれる場所を選んで来た様である。こうして労働者が待を作るとゅうことはもう普

通のこととなり、 詩はハツラツたる精神を持つ者には、誰でも味いつ〈ることが出来る、いやむしろ訟

でもが身の周りの手を差しのべて溺れられる所に輝いてあることこそ詩の本領であることを証明してい

るのである。音寺に対して所謂食わす．採いで敬遠していた労働者階級の中から、勇敢で何ものも恐れず、

すべてをいまから獲得してゆく労働者の精神がやはり、詩を捕え始めたことは、詩の歴史にとって本筋

であろうし、詩の成長はかくして約束づけられる。

この度、東洋繊維三原工場のー青年労働者である高畑宏とゅう人が－fffiの詩集を自費で出版したとゅ

うことは詩と労働者とにとって共に意義ある仕事だとゆわねばならなL、。労働者の意欲にてらして、 一

人の文学青年が詩集を出したとゅう恩納な軽い取扱いが出来ない程、労働者一万数千をかかえる三原市

の詩活動は貧困だったとでも言いたい。

詩を愛する労働者もニつのタイプを持っている。 一つは、労働者の生活、考え方、生活感情、精神的

表現を自店舗し従来詩澄的詩の一見華麗さに幻惑され一種の生活的逃避感と優越感を満足させるため高踏

的な夢や観念の世界に耽溺しようとするもの、一つは生活の現実から居住び覚されて、具体的な自分の周

りに歌声を見出そうとするが、その深い底を採る労をはぶいて流動する感激抜きの患に表面上の叫び戸

に終ってしま う様路的な平凡性に堕しているものこれは、現在の労働者階級がその生活感情、 精神生活

の中に持っている非近代位、封建位、等の残事務の反映左見られ、多くの労働者、職場の詩人速がこιに

止まっていてどちらかの傾向に偏る詩をつくり易い。この詩集にもこの二つの傾向が明らかに雑居して

いる。例えば

拳

それは虚しい街角に／自律し空転する車輪

己の卑小に腹をたて／欝積の振る拳は宙を流れ／自虐の火花を散らします

それは慮しい街角に／自律し空転する車輪

等は前者の傾向を代表し

季節

赤旗／踊り／風坤る／師走

とか

一 本道

約束された／一本の道／その道は／荊線の巡

荊練は踏捕られ／聞かれる道

毒事Ii後者の傾向を語る一例である。

この詩集の殆んどの詩が、まだ生の材料のままで或いは気まぐれに、思いつきに流れ、或いは無感動

に書き並べられた跡があり、文字、ことばが一風変っているとゅうことに遊んでいて、その繁材に耳元く

んで深〈沈み切った底から再び湧き上って来る表現を見出し選択する努力を省いたかのように見える。

作者と同じ様な生活をもつもの、同じような感情年令にある者に、ぢかに手で燭るような温かな働きか

けが作品から流れて来ないとゅうのは、作者自身の、作者をとりまいている周囲の生活の現実をJ主体的

な姿でとりあげていないためではなかろうか。
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霊家設と文学運動

作者個人について私は知らない。しかし、この青年労働者は浮ついた詩人かぶれでなくて、素直な、

病んでいない明るい心をもち、 1￥！に考える策面白さを持っている人のようだ。このような心をもっ労働

者が、自分の生活を長すぐに見つめる努力を績ける限り、この詩集にも二三表はれているように、いL

詩をどんどんっくりだすだろう。

6 『沿岸地帯』から『地方の会』へ

私は『沿岸地帯』の創刊号から、 「トイ物語」と言うお伽話風の創作を裁せた。それは自

分の故里、栗柄村トロモ谷と言う共同体の歴史と、歴史が育てた個性を掘り下げる生涯の仕

事の発端であった。域間功！｜買は創刊号には創作「埋立地の朝」、 2号には「二階の人たち」

を乗せたが、城間功順はここから、彼が死ぬる直前まで続けた創作活動に入ったのである。

2号の巻頭言は重家豊の「石のつぶてを持とう

一一ルポルタージュについて一一」である。そして

坪田正夫の「手術室よりの報告・一一峠三吉の手術に

立会して一一」の記念すべきルポが載り、創作は城

間功順と私のほかに、小川明人の「まき米」。堀川

五郎の名による重家豊の「雨」が載ってL、る。 「ま

き米Jは瀬戸内の烏の暮しと取り組む小川明人の創

作のスタートだった。 「雨」は沿岸地帯の農家の二

男坊、三男坊の運命。妥にはわずかの農業をやらせ、

自分は40分も歩いて小駅に蒼き、汽王手で寧瞬工場へ

通勤する一機械工の内面をえぐる、 60枚の小品だが、

主人公の心の中にはレッドパージ以後の職場の面白

くないことがつまっている。しかし闘う意慾を失っ

ている。差益民側からは勤めがあっていいと羨望され、

工場ではこのインフ νに野菜だけでも買わずにすむ

『沿岸地帯』創刊号掲載の「雨j、堀
川五郎は重家豊のペンネーム

暮L方を羨ましがられる存在の、煮え切らない心や、かつては組合の活動家だった者が、パ

ージ以後の職場の闘いようのない壁にもだえる心などを掘り下げている。これは重家豊自身

が、車輔工場の労働者となった体験をもとにした、現代の転向を描こうとする大作の発端で

もあるのだ。

今読んでみても『沿岸地帯』の創刊号も 2号も、意慾に満ちている。それが短命に終って、

昭和31年5月1日の『地方』発行までしばらく雑誌発行を中止する。その最大の原因はレッ

ドパージのひろがりと、共産党の分裂の深まりにある。広島市では「われらの詩の会」の有

力な活動家且原純夫はパージで広島での職場を奪われて、故郷の山口県へ帰っていた。広島

在住の深川宗俊は『人民文学』（共産党の主流派）の活動家になっていた。増岡敏和も『人民文

学』に移っていた。病弱な峠三吉は手足のない達磨のようだと自分を批評して助けを『沿
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」

岸地帯』へ求めた。

26年の10月9日アメリカ統合参謀本部長は、 トルーマ γ大統領に朝鮮での原爆使用許可を

勧告。原爆投下の危機は追っていて、被爆広島の声は日本全土はもちろん、世界にひろげな

ければならない時なのだ。その声は『原爆の子』や『原爆詩集』では足りない。もっと一般

の生活者の声が盛り上がらなくてはならない。その一般の声も、自主自発の自らの組織を持

って、原爆禁止を訴えるものにならなくてはならない。それらが新日本文学会広島支部の緊

急の最大の任務なのだ。そこから『沿岸地帯』の同人の聞では、誰か一人広島に行き、そこ

にしばらく定住して、一般被爆者を訪問して、被爆者の手記集を作るとか、被爆者自らの組

織を作るような仕事をしなくてはならないことが、論議された。

しかし実際問題になると、重家豊は三陽社と言う看板屋を聞いて聞がないのだから、店を

ほうり出すわけにいかなし、。城間功順は宍扶羅匿を聞いて聞がなし、。重家は2児の父であり、

域聞は1児の父であるo彼らのそうした事情から、白羽の矢は私に立てられた。私としても

ようやく母と 2人の農業で生活できる見通しを立てたばかりである。ここまでの労苦を思う

と農業は捨てがたい。広島へ出てからの生活の見通しもない。手許にあるのはその年の雑誌

『世界』の12月号に載せた「或るとむらい」の原稿科だけ。見通しとしては『世界』へ創作

を送れば使ってくれるかも知れない、使ってくれれば少しは金が入札細々は食えるであろ

う左言うもので、これは捕らぬ狸の皮算用だったのだ。それでも『沿岸地帯』同人の中では

最も動きいい状態だったのだ。

昭和27年1月、峠三吉は国鉄全国大会で原爆展準備中略血。私が広島に下宿を見つけに出

た2月はまだ病床にいたが、彼の文学活動への使命感は燃えていて、 3月中旬の新日本文学

会第6回全国大会に出席をきめ、広島を発ったが、その上京の汽車の中で略血。静岡の日赤

病院に入院した。しかし広島は大学の所在地、ここには文学勉強の学生も沢山おり、学生の

中には川手健や松野修輔のような新日本文学会を支持し、新日本文学会広島支部の当面の緊

急課題を理解する者もいて、彼らは「峠三吉が静岡の日赤病院に入院Jと知るや、学内でカ

ンパを集めて送るとか、青木書店から峠のもとへ「子どもの詩集」を編纂するようにと、依

頼して来ているのを知ると、その仕事に取り組んだ。広島大学内の「われらの詩の会」の活

動家だった佐々木健郎たちのグループは、アルバイトにチγドン屋をやって、その金を活動

費にして、市内の小学校めぐりをやり、教師の協力を得て児童に原爆の詩を綴らせるように

もした。それらがあったから、峠三吉は5月に退院して帰広するや直ちに原爆の詩編纂委員

会を結成、 8月には青木書店からの『原子雲の下より』の編纂を終ることが出来たのである。

当時は未知の被爆者の家へ、被爆の体験を書くようにとすすめに行くことはやさしいこと

ではなかった。私はあるときは城間功順が用意してくれた尾道の海産物を売る行商人として、

あるときは市の失業対策の朝の仕事の振当を待・つ行列の中に入るなどして、未知の被爆者に

近づき、そこからのまた聞きで、また未知の被爆者を知り、聞き書きをし、かなり親しくな

ってから、原爆被爆者の組織化に情熱を燃やしている川手健を紹介すると言うような役割り
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童家践と文学運動

を担った。川｜手健は、当時すでに「原爆一号」と言われ、按爆者の自主自発の組織を作ろう

としていた吉川請や、後に「折鶴の会」を組織する上松時恵らを助けて、組織化をすすめ、

その年の8月10日には「原爆被爆者の会Jを発足させることが出来た。

この会は発足にいたるまでにも、被爆の実態を広い世間に知らせ、原爆禁止を訴えようと

していたから、被爆者の会が出来るとすぐに、その会の仕事として「原爆被爆者の手記編纂

委員会Jを作り、会員に手記を書くことを奨励して、書けない人のは怠が協力することにな

った。多くの被爆者はかつて書くと言うこととは無韓に暮していたから、先ずは話したいこ

と訴えたいことを、こちらが代筆して、それを本人が点検して足りないところは加え、発表

したくないことは削り、本人の責任で発表すると言うやり方にしたが、 28年3月までに27人

の手記を編纂して、その6月、三一書房から『原爆に生きて一一原爆被害者の手記』として

発刊することは難事業だった。こうして新日本文学会の文学的作業は、多様な思想、をバッグ

とする、ごく一般の生活者の、被爆による平和への目ざめと原爆禁止の訴えを記録すること

の道を開いた。

しかしこの実りのまだ見えない27年11月、峠三吉は又も略血。 「われらの詩の会jの再建

会議を開き、 『われらの詩』 17号の編集にかかるが、病状は悪化。今日の広島の国民的課題

に応えるための健康を求めて、 28年2月西条療養所に入院。 3月1013肺葉摘出手術の中途で

永眠した。これは新日本文学会広島支部の大打撃だった。つまり心棒を失ったのであるo こ

れは『沿岸地帯』がやがて「ひろしま・地方の会」に変容する一つの要因であった。 「沿岸

地帯」のもう一つの変容の理尚t士、この季節、広島県下全域の新日本文学会員の周辺には、

創作、評論ともに、手頃な発表の場がなければ、その成長が止まってしまうような人々が育

っていたことである。それが「ひろしま・地方の会」発足への胎動となっていたが、私はそ

れに協力できなかった。それは「按爆者の会」の発足に協力し、被爆者の手記編纂にたづさ

わってみると、被爆者は広島に居住するだけではなく、県下全域の到るところに坤吟してい

ることがわかったことと、救援のあり方に問題を感じたことにある。

被爆者の会が発足して、マスコミを通してそれが宣伝されると、山岳地帯の婦人会からも、

正月ともなれば恒例のボランティア活動のーっとして、団体を作り餅を負うて、被爆者の慰

問に来るようになったが、その場合、 「もっとひどい所へJ 「もっとひどい所へ」と、この

世の地獄への案内を願うのがおきまりだった。被爆によって瞳には星が出来、乳は飛ぴ、ケ

ロイドはひどく、被爆後に生まれた幼な児を抱えて夫には家出され、失業対策事業の土方人

夫となって幼な児三人を育てる人の、暮しの地獄を目撃すると、 「やれやれ、わしも苦労し

とるが、あれよりはましだ。不足は言えん。来てよかったJと、人の悲惨によって自らの不

幸令慰めるのが普通のこ左だった。これは見に来られる被爆者から「私は慰みものではない。

人の不幸を見て慰めにするような救援はいらぬ」と言う反発を招くのは当然のことだった。

これは「原爆被爆者の会」の産婆役を勤めた者の放任できないことだった。被爆の実態と、

生きょうとする被爆者の心とその歩み、原爆禁止の平和を求める心や訴えを、山村の奥深く
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までの池棋婦人会の大衆に知らせ、みんなで被爆者の救援とはどういうことかを考える行動、

これが緊急な課題だと考えた私は、被爆者の手記集 『原爆に生きて』の編纂を終えると、そ

の方向に動き出した。

共産党は分裂抗争を続けており、平和運動にも文学運動にもその影を落としていて、私が

「原曝被爆者の会」の結成や、手記編纂の住事を通してぶつかった、被爆者救援はいかにあ

るべきかの問いに答えてくれるところはなかった。結局私は自分達が編纂した被爆者の手記

集『原爆に生きて』や、『蕗のとう』にはじまる自分の作品を武器として、未知の婦人会や

PT Aの集りへ出かけた。そこでは常に、新憲法の精神が岩の上に落ちた松の実にひとしい

のと河様、原爆禁止の平和の心も、岩の上に落ちる松の実だと思わせた。それは解放区の感

を呈している重家豊の身辺から見ると、孤軍奮闘の遠筏の地であった。

マーシャル群島のピキユ環礁でアメリカが水爆実験をはじめ、第豆福竜丸が放射能の灰を

かぶったと言うニュースを聞いたのは比婆郡高茂（現在は庄原市）であった。死の灰の恐怖も

手伝い、加えて翌年8月の被爆10年を期して、原水爆禁止の世界平和大会を広島で開催させ

たいという気運が盛り上がり、広島県地域婦人会連合会の本部は、これを可能にするために、

婦人会の手で100万の平和署名を集めて、国連のウタソト事務総長に送ろうという方針を立

てた。それは私に中国山地の村も町も武つぶしに歩ける条件を作った。今日まで私の代表作

のように言われている『荷率の歌』は、この行脚のうちに創られた。この作品は女たちが本

音で語る場を持つために、本音を誘い出す呼び水として、この中国山地に生きた一人の女性

の本音の世界を吐き出そうとする目的を持つもので、語るためのものであった。しかしそれ

は『平和婦人新聞』と言う全国的な配布網を持つ週刊紙に、昭和30年の1月から12月末まで

連載されたため、全国に散らばる読者の声から、やがて全国農協婦人部の手により、 一人10

円のヵγパによって映固化されることになったが、私にとっても、私に協力して自分の本音

の世界を私に話した日野イシ（作中のセキ）にとっても、それは予期しないことであった。

三原に根拠地を持つ 「地方の会」が「創作と評論研究のために」のサブタイトルを付けて

『地方』創刊号を出したのは、 31年5月1日。ここに集る有志たちにとって、当時の私は、

何時、どこに居るのかも定かでない、作家活動をやっているのかいないのかも判らない、当

てにならない存在だったのだ。

7 「地方の会Jの成長と挫折

「創作と評論」のサプタイトル付の『地方』は、発行人は中野光也。 31年5月から33年4

月までに5号を出じて休刊するが発行人となった中野光也はこの聞に、「乾いた眠」 「偽手練

者」 「雑木林」などのスケ γチ風な小品から、 農地改革に取材する 600枚に及ぶ長篇の始ま

りを載せる。重家豊は東重の変名で「帰郷列車」、秋津進の変名で「金網の外から」を載せ

ている。評論では、北見遼の「中野重治ノートJや中野光也の「地方文学の諸問題」「今

日の風俗小説の問題点」などと肩を並べて重家豊が変名を用いながら「地方作家の出発点」
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重家盛と文学運動

「戦争責任の根掘り」ほか3篇の実のある評論を

乗せている。彼らのほかに20人以上が創作・評論・

随想・生活記録・ノレポを載せている。これは『沿

岸地帯』から見れば、質・量ともに格段の成長で

ある。

この中の「帰郷列車」は、敗戦により武装解除

されたかつての兵隊を乗せた東海道線下り列車の

中を描く60枚ばかりの作品だ。主人公の大森は大

学を出るとすぐ軍隊へ引っぱられた陸軍見習土官

として、武装解除までをS市の工場へ配備されて

いたのだが、彼の心に浮かびでる軍隊生活の思い

出には、重家豊の体験が重なっている。未完で終

るこの作品は彼の戦争反省を描こうとする試みの

始まりでもあった。

「金網の外から」は、沿岸地帯のある造船所の

重家豊が彼の軍隊生活の体験をもとに書
いた「帰郷列車」、『地方』 No.3に掲載

塗装工を主人公とする80枚ばかりの作品だ。前に『沿岸地帯』に載せた「雨」は広助という

主人公を、主人公自身の内面から描いているが、 「金網の外から」の主人公松さんは、松さ

んを第三者の目から描こうとしている。扱い方も違い舞台も違うが、共にレヅドパージまで

は組合意識の濃厚だった労働者のパージ以後の無気力を扱っている。どちらも重家豊が生涯

のテーマとした転向にいどむ作品の糸口だったと言える。

評論の「地方作家の出発点Jは、私の農村婦人の中での生活記録運動を認めるものでもあ

ったし、後に「地方の会」が、 『記録一一地方』を発行する準備でもあった。

いずれにしても「地方の会」の発足と、創作と評論のための雑誌の刊行と、その内容の充

実は、県北の孤独の位置の私には、琴星のように見えた。それがどうして 5号で中断するに

至ったのか、近くにいなかった私にはくわしいことはわからないが、 「地方の会」に集まる

人はみんな若かったから、生活の変化が解散状態をもたらしたのではないかと思う。ちなみ

に、かつて尾道の高亀ピノレの新日本文学会に集っていた、梁山泊じみた仲間の巣は、この頃

は跡形もなくなっていたことを思えば、三原の三陽社（重家の店）も似たような姿になったの

ではないかと恩う。尾道の場合、坪田正夫は職を求めて大阪へ、鵜野博吉、山岡精ーらは東

京へ仕事場を求めて出て行き、城間功順は私を頼って三次へ来て、三次の日通の労働者とな

っていたのだから。

しかし「地方の会」に残った人々の活動は終ったのではなかった。備後一円の読書サーク

ノレ協議会が、 35年から刊行する年1回の機関誌『みちづれ』と『みちづれニューλ』は、生

活記録誌でもあるが、この力は、 「地方の会」が評論と室町午の『地方』を出せなくなった頃

から、この地方に育って来た新しい力であるとも言える。これがあるため地方の会は、 37年
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10月から『記録一一地方』を出すことになり、発行所は重家豊の看板の店三陽社を借り、私

が編集人代表に担がれることになるが、実際の編集や発行は重家豊や中野光也が負うていた。

この閉じ時期に重家豊や金田正己（『地方』発行人中野光也）は、ラジオとテレピドラマのため

の『劇』の同人や『安芸文学』の同人らと、 「雁木の会」を作り創作誌『雁木』を出すに至

る。 『雁木』は多才で、しかも－応はものの書ける地方作家の集まりである。その他に重家

豊と金固定己が主軸となる『沿岸詩人』も発行した。

『雁木』へ重家豊は、秋津進の名で「R市誕生」を連載した。ここには池田勇人とおぼし

き、この地が生んだ中央政界の人と地元ボスとのつながれそのボスにつながる戦後成り金

も書かれている。名物の老舗の新旧交代の姿も出て来る。これがどうして中断したか、それ

は『雁木』が3号で中断するに至った為もあるが、ここでも重家豊の内省は、自分達と同世

代の人間の戦争責任、自分の学生時代のマルクス主義への傾倒、反戦平和への行動が、大政

翼賛会のもとになぎたおされて行き、軍隊へ投入されることによって、マッスとしての軍国

主義に呑みこまれて行った転向をも、戦争責任として掘り下げねばならないことに突き当っ

た。これがこの作品を未完に終らせる最大の原因だったように私は思う。

『沿岸詩人』での重家豊は「いえ・しげお」の名で、 4号にわたって長詩「わが愛する町

にて」を載せている。そこには三原の住人の誰もが知っている、三原誠跡が、帝人通りが、

三原駅が、三原堀川が、旭町が、三原港が、風俗的にではなく、社会的な構造の見える深く

鋭い視線で捉えられ、！動く者の立場からのもだえる心で歌われている。彼はまたこの詩誌に

「道具について」を我せているq ここでは身辺にある爪切りに、歯ぶらしに、箸に、肩叩き

に、自が向けられ、一人の平凡な人聞の恥らいや悲しみで歌っている。

私がもっと早く、彼のこの平凡さに気づいていたら、 「j也方の会」は挫折することはなか

ったろうと、今にして思う。

私は重家豊の平凡な詩情に長い間気付かずにいた。それは敗戦すぐ後に、三菱三原車輔工

場の労働組合結成に乗り出し、共産党員として活動した、その論理性や組織力が、あまりに

も強く印象づけられていた為もある。彼が地方文学のチャンピオンであることを知ったのは

『働く人』創刊のころからであるが、創作に評論に、詩に短歌に、組織力に、彼は万能選手

で、しかも会議での彼は群を故いて頭の回転が早く、政治的センスが高かったから、岩の上

に落ちた松の種のような伸び方をする私との歩l隔は合わなかった。その合わなさは彼の政治

性にリードされる形になつって『沿岸地帯』の発行になって行った。ところが被爆者の手記

集を出し、被爆者の会を組織する過程を通して、彼の政治性はー層強まり、行動の歩幅はひ

ろくテンポは早まった。それに引きかえ私の方は、ここから県北の山岳地へ足を入れること

で、前よりも一層、砦の上に落ちた松の種子に似て、同に見えない歩l隔で、テ γポは踊牛の

ように遅々と動かねばならなかった。この歩l国のひらきはお互を疎援にもさせた。

この時期、私は地域婦人会の中での原水爆禁止の 100万署名を集める過程で、はからずも

『荷車の歌』を生み出すが、重家豊たちの当時の政治性や行動の歩幅から見れば『荷車の歌」
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筆家重量と文学運動

は鬼子だったと言える。あれは書くこと以前の、語り部的な行為の中で生まれている子守歌

である。

その鬼子の放に私は、 『荷車の歌』が映固化されて一般化する時期には、前より一層固い

岩に突き当っていた。 31年から33年にかけて私は 100万署名に参加した地域婦人会を、出来

るだけ広〈歩こうとした。そして歩けば歩くほど、この平和行動が、砂に打たれた釘のよう

であることに気付いた。ここからの一歩のために『民話を生む人々』〈岩波訴審〉を書き、そ

の印税を持って、甲奴郡上下町に、平和を目ざす自主自立のグループを育てる研究所のよう

な家を持ち、地域婦人会だけでは伸びられないと感じている数人を誘って、自分たちが質問

を出し、質問を掘り下げる勉強会を持った。時は34年1月、翌年は日米安全保障条約改訂の

年を迎えようとしていたから、勉強は次第に安保条約に向って歩んだ。しかしその歩幅はせ

まく、テンポはのろく、思想的には成長しているのか、成長していないのかわからないほど

のものだった。

35年6月、安保阻止の実力行使で、国会議事堂を取り巻くデモに加わり、デモ隊と警官隊

との衝突を見て帰った私には、上下の町の閑かさ、国会周辺の興奮などには無縁な対話にぶ

つかると、絶望さえ感じた。やってもやらなくてもどれだけの聞きがあるか。そう思いなが

ら，も、上下の家での地域婦人会育ちの女性たちの勉強会は、その8月広島大学の手島正毅教

授の安全保障条約と日本の独占資本、独占資本と日本の農業のかかわりを聞くことになり、

1泊2日の合宿の勉強会を持った。ちょうどその合宿の場へ、安保阻止のテ．モに参加した学

生数人が、 「我々は帰郷隊として、山村工作をやっているのだ」と言って、国会通用門前で

のデモ隊と警官陵の激突、激突の中で東大生の樺美智子が殺されたことなどの報告に来たが、

彼らは警官隊への怒りに興奮しているが、我々農家の主婦はこれからどうしたらよいのかと

言う質問には、全く答えられなかった。安保改訂が日本の零細農業を死滅に追いこむことに

ついても、彼らはほとんど何も知らなかった。これ

は驚きであった。反体制の運動のこの体質は放って

は置けないと私は思った。それは重家豊の中にもあ

った。そこから、 「私と私のまわりJのサブタイト

ノレ付の『記録一一地方』を発刊することになり、

私が編集人となり、発行所を三原市東町、三陽社

（重家盛の看板店）の「地方の会」に置いてスタートし

た。原爆被爆者の手記集編纂から、原水爆禁止の

100万人署名。その後のグループ活動などで知り合

った、少しでも 自分と自分の身のまわりに審くこと

を持っと思える広い人々に呼ひ’かけた。そこから37

年12月の 『記録一一地方』の創刊号には被爆17年を

生きる被爆者の生活記録、共同耕作や鶏飼いの記
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録、婦人会の営む敬老会のこと、母の生活記録、女教師の職場の記録、等々、今まで「地方

の会」とは撮のなかった多様な生活者からの投稿が集まった。 2号は1号よりもっと幅の広

いものになった、特に農村婦人の投稿が多かった。その中に「ある会議室Jと題する、町役

場での農民の集りの記録があった。 これはプライベートにかかわることをも克明に書いたた

め、筆名を「堀川ナイロン子」 として、 全く どこの誰が書いたかわからないよ うにしていた。

だが差出しの封筒へは、住所氏名を明らかに書いていたはずである。ところがそれは、編集

人の私が見ないうちになくなった。誰がその責任を取るべきか。その責任の取り方について

の論争の中で、私はとてもこの発行の編集の代表にはなれないことを感じて、雑誌の方は3

号で、月報は6号で、編集人であることをことわった。

ちょう どその時期は、重家豊も私も、互の創作活動の上でかつてない試練に立たされてい

た。加えてお互が寄って立つ思想の場も、中ソの論争の深まり、新日本文学会の分裂、中国

の文化大革命、日本共産党と中国共産党の決裂、 等々 、お互の思想、がかつてない試練を受け

ることになり、お互の 「地方の会」とのかかわりも息をひそめた。

8 蘇生への歩み

『記録一一地方』を発行するころまでに、 私の文学活動は、 『蕗のとう』に始まる、戦前

戦中の私自身の抵抗を主題とする流れと、私の生まれた村落共同体での、治安維持法に対決

させられる私の家族の抵抗を主題とする流れと、戦後の「岩で出来た列島」以後の農村での

活動を主題とする流れとの3つに大別することが出来る。

重家豊の場合は「帰郷列車」に始まる戦中の彼自身の抵抗を主題とする流れと、「雨」「金

網の外から」等の職場の労働者を主題とする流れと、 「R市誕生Jに始まる町と言う共同体

の運命を扱う流れと、雑誌『働く人』『沿岸地帯』『地方』に於ける評論と雑誌の運営、 『沿

岸詩人』に見るような作詩の領域など多岐にわたっていた。しかしその多岐なるものの根は、

「帰郷列車」に始まる戦中の転向にかかわっていた。例えば 「雨Jの主人公も、 「金網の外

から」の主人公も、レ γ ドパージ前は組合の活動家であったが、レッドパージ後は、気力を

失い、時の流れと集団の雰囲気に呑みこまれると言う形の転向に流れて行く人々である。彼

は戦中の自らの転向と、戦後の彼の体験した労働組合への弾圧と、そこから生まれる組合の

体質変化、ひいては労働者一人一人の日々の志向の変化左言う転向の問題を重ねて、「転向」

をテーマとする創作を試みようとしていた。一時期彼は、この作品を完成させることが第ー

で、これが出来なければ「地方の会」もそこでの評論活動も前進できないと、私にもらして

L、Tこ。

私の『蕗のとう』は、最初の50枚を雑誌『大衆グラブ』に君主せたあと、 24年7月暁明社か

ら150ページの本にして発行したが、私には不満で、これを改作することがその後の課題に

なった。主平にいるころ、自分の戦前・戦中を4部作にする計画で改作に取り組んだ。 38年

の9月1日から、 39年の12月末まで共産党の機関新聞『アカハタ』に連載した「道くらけれ
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ど」は、改作『蕗のとう』の第1部に相当する。第2部の「濁流を越えてjは第1部と同様

『アカハタ』に、 40年7月1日から42年3月21日まで連載した。この3年半の聞に、中ソの

論争は深まり、新日本文学会は分裂した。続いて中国に文化大革命が起こり、日本共産党と

中国共産党とが決裂する時代が来た。これは霊家豊にとっても私にとっても思想の大試練の

時となった。

「道くらけれど」「海流を越えて」に続く第3部は、戦前の共産党が組織を失った昭和10

年春から、私が検挙される15年5月までを扱おうとするものであった。私はこの作品のため

と、もう一つは戦後の活動で始まった生活記録グループの壁を破るために、敗戦までの聞に

治安維持法によって体刑を受けた丹野セツ・田中ウタと、東京での生活記録運動の壁にぶつ

かっている牧瀬菊枝を誘って、戦前の党活動の研究会を持っていた。この中の田中ウタは、

私の昭和13年から15年までを書く為には欠かせない重要な登場人物だった。 13年から15年ま

での問中ウタは、獄中にある袴田里見を妻の立場から救援しており、私たちはそれを助けて

来た。ところが彼女は17年の段階で袴田里見と離別した。この離別は組織にかかわることで

はなく、あくまで個人の生活上の困難から来ているのであるが、袴田里見からは裏切者と見

られていた。従って私達の研究は、裏切者美化、転向者美化に通ずるものとの批判を受けた。

研究会をやっている頃、田中ウタは中国派に傾倒した。そこから「田中ウタとの交友をやめ

よ」とか「党史にかかわることを党史の出来ないうちに書かれては困る」と言うようなこと

を、党の権威ある筋から忠告されることにもなった。これは私にとって大変な難題であった。

結局、私は第3部を正直に、自らに忠実に書こうとすれば『アカハタ』連載はやめなければ

ならなかった。ここで私は、戦前も戦中も心の支えとして来たし、戦後もまたその末端にい

ることに意義を感じていた共産党を離れることになった。 43年夏であった。このころの私と

重家豊とは、思想の上で全くわからない間柄になっていた。

私と重家豊との旧交を取り戻させたのは城間功順だった。重家豊と宮、との交友は最初から、

政治をバックにするたてまえ上のものであったが、域間功順と私とはそれとは違っていた。

彼と私とを近づけたのは中井正一先生で、県下の農民運動の5派が統ーして、日本農民組合

広島県連になる過程で、彼は私と共に事務担当者となり、 9月から正式の書記となり、県下
やみ＜ t 

を飛び回ることになった。私も闇雲を五里霧中で歩いたが、彼もそうで、何かにぶつかった

りころんだり、顔には出さないが心の中は、いつも額に癒を出したり、膝をすりむいたりの

傷の絶え間のない有様で、その傷だらけの心をそのままぷっつけ合って成長したのである。

これから何かやると言う場合も互に手のうちはまる見え、まる見えだから相手の足りなさを

補う同志愛も生まれた。日本農民組合広島県連を追放されるときも同罪を負わされた。再起

の道の農村夏期大学の運動も 2人で開拓した。その過程では、無一文の腹ベコで、甲担郡上

下町から神石郡牧村までを徒歩で越える冒険もやった。夜をこめてピラを書きポスターを描

くようなこともした。私が母と共にする農業を助けるために、彼は田植にも稲刈りにも援農

に来た。そうした汗水たらす労苦の中で私は、沖縄戦で父と母と3人の弟妹の命を奪われた
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彼の中には、 書かずにいられないものが喉までつまっていることを知った。彼も私の中に、

敗戦までに夫を獄死させ、理解者を5人も失い、 父の喪も獄中で迎えた悲しみが渦まいてい

ることを知った。だから25年から30年までの5年に亘る共産党の分裂抗争の中で、城間功！煩

は共産党を離れたが、私と彼との交友に変わりはなく、 29年の春、彼は私を頼って三次に来

た。三次での彼は日通に勤務しながらも妻子を養う義務感も持たず飲み歩くような脱線ぷり

守、私と何度も絶吏覚悟の喧嘩をした。しかし買は命ある限り平和の戦士になる以外に道の

なL、ことを知っており、互の欠点と欠点、ポロとポロを突き合わせて助け合って来たし、心

の底で信じ合って来た。だから、中ソの論争の深化、新日本文学会の分裂の中でも、話し合

えばわかる間柄と、互に信じていた。

重家豊の文学勉強は学生時代の文学勉強に根ざしており、戦前のプロレタリア文学を継承

しようとするものであったが、域間功j瞭の場合は、 22年の春の県知事選挙の際、中井正一候

補の応援に来られた大限市大の栗原佑教授を案内して、山村を歩く 聞に、同教授の博学に感

化を受け、それ以来同氏を個人教授のよ うにして勉強したものだった。だから中ソの論争の

中で栗原氏がソ連派であれば、域間功順も当然ソ連派支持である筈だ。私は中国派として行

動したことはない。けれども心の中では中国の文化大卒命に期待をかけていたから、互のか

つての同志愛が思想の立て前に止まるもので、あったら、胸襟は聞けない筈だった。だがかつ

て、失点も弱点もさらけ出して助け合い、相手の心の中に燃えている書かずにいられないも

の、行動せずにいられないものを理解している互は、 会うとすぐ会わなかった数年を飛び越

えて、すぐに肝胆を鍍くこJとができた。そのと普域間功j瞭は、 「L、ま僕は重家さんが政治的

には何派に属しているか知らない。知ろうとも思わない。知る必要もない。しかし我々がや

ってきた『働く人』『沿岸地帯』『地方の会』 と続〈文学運動の心を、いまどうしたらいい

かについては、立場を越えて話せる人です。会って下さいJと、私と重家豊とが旧交を戻す

ことをすすめた。

城間功順が三次の日通をやめて尾道に帰ったのは36年の秋だったと思う。一時は漁業組合

の書記もしていたが、それでは生活の助けにはならないので、喪の多加子さんの営む小さな

パーの手伝いをして、一尾道市民として生きる道を徐々に開拓していて、私が尋ねて行った

ころには、浄土寺山の南面の眺望のよい家を持ち、昼はそこに休息して、夜はパーのマスタ

ーの位置にいた。しかし，心は、父母と 3人の弟妹と多くの故里人を奪った沖縄戦の悲惨に働

央Lているのか床にも柱にも机の上にも、古い砲弾の破片が飾ってあった。『記録一一地方J

の月報廃刊以来の重家豊と私とは、城間功順の、この山の家で会った。

既に重家豊は何度も此処に来て、銑間功順と歓談を重ねていたらしく、 会うと話題はすぐ

に、 23年1月彼が編集兼発行人として発行した小雑誌『働〈人』の投稿者のこ.！：tこ及んだ。

あの頃はこの沿岸地帯にだけでも、書きたくてたまらないものを持って、鉛筆を握ることを

喜びとした労働者が、数百人を下らなかったのであろうが、いまその人々はどうしているだ

ろうか、多くは工場から帰ればテレピの前に坐る人になってし必。 転向と言う場合、とかく
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天皇制打倒の側から天皇制支持に回った日本共産党の転向者のことのように思われ勝ちだが、

我々はいまそう言う高い次元の少数者の転向ではなく、レ γ ドパージの嵐までは本音を吐き

出して闘うこ とに意慾を燃やした多数者が、 バージ以後は保身のために本音はかく し、無気

力となり、暇があればテレピに向かうのを常習とする人になったことまでもふくめる、広い

大衆の無意識の転向をも転向として問題にしようと言う ところへ話は進んだ。

『沿岸地借』発行の27年5月のころの心で、いまもこの沿岸地帯の文化と文学に執念を持

ち、それの実行できる位置にいるのは、我々 3人だけではなかろうかと言う話になると、沿

岸地帯と不可分な瀬戸内海はいま死の海に変わろうとしている、このことを置いて何が出来

るかと言うことにもなった。 『沿岸地帯』が『地方の会』へと変貌したのは、原爆按患の問

題は単に広島市の問題ではなく、全県民の問題であったからで、広島県全域の被爆者と被爆

者の救援が課題となったととにある。そこから見ると、瀬戸内海が死の海と化すとともまた、

広島県全域の問題である。被爆の問題と取り組んだように、今は死の海と化しつつある瀬戸

内海と、海を汚す沿岸部の工業のあり方や、 Jllを汚す住民のあり方と取り組む必要について

も、重家豊は整然とした理論を展開した。

彼は自分がいま取り組む長編が、 『地方』 3号の「帰郷列車Jに始まる、戦中の自分の転

向から始まり、三菱三原寧輔工場の労働組合の、平和と民主々義建設の志が、レッドパージ

によって、守人一人の労働者の上にどのように微妙に転向をうながしたかを描き、ぞれがひ

いては、今日の死の海への無抵抗の人間像への根底になっていることを証明しようとする大

望で密かれていることを話した。日本鋼管福山製鉄所の誘致に、県議会が賛成し調印したの

はお年10月。 1,000平方メートルの広大な埋め立て工事に着工したのは37年4月。 38年11月、

年間組鋼生産量2,000万トンをめざす世界最大の新鋭大型製鉄所の起工式を行い、 40年2月

から単一製鉄所としては世界最大の製鉄所として動き出した。この巨大企業は構内作業をは

じめ、補修、輸送など、常に関係会社会:10近くも抱えているが、関係会社はみな下請会社安

幾つもかかえ、下請会社の下にはまた下請会社がある。この最下位の下請会社までふくめた

従業員の日々の生活は、備後地方全域の住民の動向を左右する。だから、かつては勢いよく

自己の本音を吐露しようとして鉛筆を握った多くの組合活動者が、職場では本音を吐かず、

家に帰ればテレピの前に坐ることをあたり前とする、その転向は備後地方全域の思想問題で

あり、瀬戸内海を死から救うか否かにかかっている。 重家盛の 「転向」を主題とする創作の

内容は、そうした政治性を持つものであった。

重家豊は私の創作活動について幾っか質問した。 「党史にかかわることを、党史の出ない

前に勝手に創作されるのは困る」と言う趣旨の助言から、 『アカハタ』への連載を中断した

私は、残りの第3部と第4部を、党とは無関係だった両親を主人公にして、古い村落共同体

の拘束の中での治安維持法との闘いに代えて書こうとして、かつて 『沿岸地帯』へ連載した

「トイ物語」以来の、共同体ノ ート をもとに、 「病める谷間」を奮いていた。後にそれは雑・

誌『人間として』の5号から10号へ連訴することになったが、重家豊も域間功願も、 「それ
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は困難を避けることで問題の解決にはならない。村落共同体と治安維持法とのかかわりな書

くことは意義があるが、それによって、戦巾の工場内で抵抗を試みた当事者を主人公とする

体験や検挙や体刑を書く作業を中断するのは、これも一種の転向だ。党に関係のない人民の

海の一滴になり切っても、その体験は望書いてもらわねば困る」と言った。 55年11月から出版

を始めた私の『囚われの女たち』全10巻は、彼らのこの助言から、本腰取り組んだ作品であ

る。

お互に猶も飲んだ。話は互の体のことに及び、城間功順はこの日当り と眺望のよい家を住

み家とした理由を、酒客相手の夜の商売で肝臓を痛めたため、昼間は日光を裕びて、土いじ

りをし、野菜作りもして、健康を取り戻したいためだと言っていた。 重家豊は「自分はいま

どこも悪くない。 45年前に広島駅付近で、自動車を運転していて、後ろから来た自動車に追

突されて、一時は後遺症を心配したが、いまのところ後遺症はなさそうだjと言っていた。

だが彼の命を奪った不治の難病は、後遺症がないかに思えた追突事故が原因だったように、

私には思える。ともあれその夜、私達は「地方の会」を蘇らせるために力を合わせようと約

束した。

9 模索と繁明

「地方の会」を蘇らせるための準備は、 3人とも何処からも誰からも拘束されることなく、

自分の意志ですすめた。

私の場合は『アカハタ』連載の「道くらけれど」と「濁流を越えて」に続く、昭和10年か

ら20年の敗戦までを、 「囚われの女たち」として書くことが何よりも大きい仕事だったが、

そのかたわらで急がねばならない仕事が2つあった。その1つは重家豊も取り上げている瀬

戸内海の生死にかかわる内閣企画室の新全国総合開発計画（田中角栄の列島改造論はこのあとに

出る）による、広島県下の自然破壊、 日本鋼管誘致に見られるような巨大企業の出現が、人

々に自分が歴史のどこに立っているかも解らなくさせている現実を、かつて「原爆被爆者の

手記集」を作ったように、誰にもわかるようなルポルタージュにすることにれは叩年5月ち

くま少年図書館から『君はいまどこにいるか』と題して出版）、もう 1つは34年1月 上下の家で始

めた婦人ばかりの勉強会タソポポグループを蘇らせることであった。ルポノレタージュを作る

ためには、県北の山岳地帯から、日本鋼管誘致後の福山を探訪すれば、どうやら少年向けの

l冊の本は出来るが、タンポポグループを蘇らせることは容易ではない。 60年の安保闘争の

前後、府中市の図書館に集まる読書サークノレを中心に「みちづれ」と言うサークルの連合体

が出来、タソポポグループはそれに入った。「みちづれ」は自分を確かなもの？こするために、

生活記録をはじめ、 35年12月から年1回の生活記録誌と、月 l回のニュースを発行していた

が、 『みちづれ』 8号から9号までの聞には3年（44年5月～47年4月）たっている。ニュース

も途だえがちになっている。その理由の第ーは原稿が集まらないことである。原稿の集まら

ない理由を一口に言えば、高度経済成長に足を掬われたと言える。もう少し詳しく言うなら、
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かつては原水爆禁止の 100万署名を集め得た地域婦人会にも、意識しない転向が進んでいる

のだ。少し詳しく言うなら、戦後の地域婦人会は、かつての大日本婦人会の地域性をそのま

ま受けついで、新憲法の守り手として育成されたもので、家の勤めとしてl戸に1人の婦人

が参加する仕組みで、最初に取り組んだ結婚改善運動では、県本部にある婦人会館に簡素化

の模範的式場がもうけられ、醤いの言葉には、新憲法25条の「結婚は両性の合意のみによっ

て成立 」が朗読され、すべて質素をモットーにして進められていた。ところが婦人会館

の結婚式場が経済的に成り立たなくなった。それは各単位の婦人会の新憲法の取り組みが、

意識的にか無意識的にか転向していたことの証拠なのだ。各単位の市町村の公民館で行われ

る結婚式は、高度経済成長の中で、簡素化とは反対に派手になる一方、女はうちかけ姿、ウ

エディ Yグドレス、訪問着と着せかえ人形のように貸衣裳を着替え、男までお色なおしの着

かえをする。神前結婚では祝詞が、洋式結婚では誓いの言葉が読まれ、どちらも指輪を交換

するが、かつて読まれた新憲法の結婚の条などまるで忘れられている。結婚の条がそうなの

だから、軍備を持たないと言う第9条が、どんな手痛い犠牲から生まれたかを考えるところ

は少しもない。これらに何の矛盾も感じない婦人会活動の中で、平和憲法の精神をもって、

自分の中の矛盾を見抜く目を持ち、自分を追い抜く知性を持つために、仲間と集まって記録

すると言うような営みが育つわけがないのである。遂に『みちづれ』機関誌は47年4月の9

号で廃刊になり、 『みちづれニュース』は48年2月の 100号で廃刊になった。ここからどう

して蘇るか。 『みちづれ』の中の、やる気の人たちは50年夏から、自分の足元の町に、自分

違で編集する『地下水』と言う月報を出すようになった。またとの人々はいままでに機関誌

やニュースへ載せた記録をもとに、 1人がl冊づっ本を出そうという呼びかけに答えて、 1

冊にするためには足りないところを書き足すことになった。とれは52年4月から叢書『民話

を生む人々』として、而立書房から刊行することになるが、ここに至るまでの問には、 1人

対l人の膝つき合わせた、どこで書けなくなっているかを掘り下げる討論の時闘を、何度も

積み重ねる作業が必要だった。この暗中模索にとって重家豊はよき相談柱であった。

城間功順の場合、彼はバーは妻にまかせて、自分は浮舟と言う小さい旅館を営むことにな

り、ここを根城にして、つぶれない「地方の会」の土台を築こうとした。その築き方は彼独

特のものだった。第1に彼はこの宿を、宿帳を書く必要のない宿にした。それはユーゴーの

『レ・ミゼラプノレ』に出て来るミリエノレ司祭のように、宿を乞われたら、罪人であれ、何人

であれその身元を聞かず泊めると言う思想からであった。文、泊めた部屋は完全に宿泊者の

自由の領域で絶対に犯してはならぬと言う精神から、何かの不安があっても絶対に警察へと

どけなかった。それは彼の自治の思想の闘いで、そこから彼の書きたいものは湧くように出

て来た。

彼はまた一つの宿屋の主として、尾道の住民の様々な問題の解決に協力した。例えば今ま

ではバ兄の通らなかった狭い商店街へ、大型の市パy、が乗りこんで、商店の軒をかするとか、

店先の商品をはねるとか、それらへの抗議やら対策やら、漁師の妻が釣れたばかりの鮮魚を
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箱事に乗せて、街路で売るのは尾道の名物だったが、衛生を楯に保健所と警察がこれを圧迫

した。売る側も買う側もこれに抵抗して、従来の売り方を守ったが、域間功順はこの抵抗に

も加わった。そうしたととのほかに彼は、ある朝新閣を読んでいて、そこに朝鮮からの密入

国の一群が、三原の沖で上陸してタクシーに乗り、タクシーの運転手の密告でっかまり尾道

刑務所に収容されているのを知ると、早速救援運動を起こした。高校入試の定員削減に対し

ては、 PT Aの母親達と県教委に削減反対を陳情に出かけた。これらー旅館の経営主として

の、自治のための市民活動は絶えるこ となし これを書〈のが彼の文学活動となった。

旅館の夜は、いつ客が来ても、泊った客がいつ呼んでもいいように、誰か1人は眠らない

で待機していなければならなし、。城間功JI原はその不寝の番の聞に、心の友ヘハヵ・キを書いた。

それはかたまった時聞が取れないためであったが、その時聞は彼の思想闘争であり、同時に

書く ことの訓練で、こんど「地方の会」を蘇生させたときには、原稿が集まらないから中断

すると言うよ うなことが、絶対にないようにと言うのが、域間功順の念願であった。

重家豊は相変らず看板屋を経営、その位置から三原の市民活動に参加していた。彼の母の

住む安芸津の沖の海上には東邦亜鉛の無気味な煙が昇っており、山地には巨大な火力発電所

の誘致が進んでいた。これらがもたらす公害に無関心で・いられるわけがない。火力発電所は

100メートルの煙突を200メートルの高さにするととで、地元の承諾を取りつけているが、高

さ200メートノレの煙突が3本もそびえることは三原市をもその汚染の圏内に入る広域な自然

を汚染するこ とになる。 火力発電誘致に反対の重家豊は、いままでは関心のなかった健康と

自然の関係を探る本、中でも食べものに関する本を、漁った。日本はいま水力発電、火力発

電に頼るだけでは足りず、至るところに原子力発電所を建設している。それが危険で・あるこ

とは良識ある人の誰もが認めるところなのだ。一体日本の電力事情はどうなっているのか、

電力事情の底にある今日の文化は一体どうなるのか。文化を今日に追い上げた宰福への希求

はどう変わらねばならないのか。これを掘り下げるために本も、原始宗教にまでさかのぼっ

て読んだ。ヨガや自律神経の訓練に関する本までも読んだ。

はたから見れば運動とはかかわりない、読書好きが流行を追う、手当り次第の乱説にも見

えたであろうが、重家豊の場合は、 この地方の全域が取り組まねばならない、近代文化のも

たらす公害と闘う文学活動のための、準備のためであった。彼は高度の知識をやさしく伝え

るための文寧の訓練として、小学生の孫へ美しい絵入りのハガキを送るようになった。こう

して互が拠りどころとする「地方の会」の蘇りは饗明を迎えていた。

私が県北の吉舎町の友人の家に、小さな仕事場を作ったのは52年の夏だった。 その秋、重

家豊と城間功順とが、いきのいい贈を持って祝いに来た。このとき私が驚いたことの一つは、

重家主主の歩行困難が、土聞から床へ上がるのも、誰かに後から押してもらわねばならないと

ころまで進んでいることだった。もう一つは転向と取り組む彼のライ フワークが、 相当に進

んでいることだった。彼は「マッスの中での孤独に耐えられなくて転向した、僕の戦中の転

向は、戦後のレγ ドパージによる、労組大衆の第2組合への歩みに似たもので、この歩みに
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歯止めをかけるには、その対象的な生き方との比較がいるんだ。それには、あなたの戦中活

動が必要だ。あなたとの対比で、僕は僕の転向を結論づけて行きたいんだ。協力して下さ

い」と言った。 「協力はしたいけど、どうすればいいの」と私が聞くと、 「僕はいま『山代

巴諭』を書こうとしている。これを書くことで僕は僕の戦中の転向を今目的に踏み越えて行

けるんだと思う」と彼は言った。そこからも私は『囚われの女たち』の発行を急がねばなら

なくなった。

2度めに重家豊は1人で私の仕事場を訪ねた。彼の歩行困難は、パスの乗り降りもあぶな

つかしいほどに進んでいたのだから、その体で、世羅台地を越える長時間のバ兄に敢えて乗

ろうとした彼の心中には、よほど思いつめるものがあったのだと思う。彼はこのとき、いよ

いよ雑誌を出すとしたら、お互はどういうものを発表するかを相談に来たのである。かつて

の『沿岸地帯』や『地方』発行のころと違い、お互は書ける条件も用意していたL、書く訓

練もかなり積んでいるから、話しているうちに、夜明けは近いと言う感じがひしひしと感じ

られた。しかし私には、重家豊の病状が前に来たときよりよほど進んでいるように思えた。

それで吉舎の按摩へ案内した。この按摩は戦争のとき中国の風土病にかかって失明した人で、

学聞はないがヨガも勉強し、指先の感が鋭く、よく病根をあてる人だった。重家豊はこの人

に按摩されながら、自分がときどき鉛筆が倒れるように倒れることを話していた。私は聞い

ていてこれは大変なことだ、もしかすると、自動車の追突事故のときに、背骨のどこかに異

変が起きているのではないかと思った。治療を終えて按摩は、 「脊髄の胸の後の方の骨が1

つ、水落ちの方へへとんでおりますなあ。外には変ったとこはない。あれがわざわいしとる

ように思いますのう」と言った。もとより重家豊もこれまで信頼できる病院で、種々と検査

もやり、医者の助言も聞いていることだから、治療について私が口出しする必要はないと思

っtこ。

3度目の重家の来訪は、いよいよ地方の会を再開するとしたら誰たちに呼びかけるかと言

う具体的な相談と、 「山代巴論」を書くについての打ち合わせのためだった。そのときは時

間の余裕もないところから、按摩へも寄らず帰ったが、パエ停へ送って行〈私に彼は「くた

びれて来ると、手足の先や唇がふるえてくるんです」と言った。 「中風にならなきゃいいけ

ど」 「そうはならんと思う、とにかく早く創刊号を出すところへ槽ぎつけたい」。パスに乗

った重家豊は、 『沿岸地帯』創刊号を出したころの若さと情熱を取り戻したような顔を窓に

近づけて手を振っていた。

10 折り重なる異変

吉舎への3度の来訪の後、しばらくたって重家豊から封書が来た。そこには「御無沙汰を

お詑び致します。御覧のような恰好とれない字が遅々としてたどたどしく書かれるため、書

字困難のせいで御無沙汰勝ちになるのをおゆるし下さい ー」。
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私は一目で、これが番に自信があるから看板屋になった重家豊の字であろうかと、涙がこ

み上げて来た。字はたどたどしくても彼の精神活動は旺盛で、 「山代巴諭Jを書くには私の

年譜が必要だと、年譜の書き方を丁寧に指導していた。

生活記録のサークノレ誌『みちづれ』の行きづまりを打ち破るために始めた、私の暗中模索

は、 1人が1冊ずつの生活記録書を出版することになり、而立書房と言う小さな出版社か

ら、叢書『民話を生む人々』として52年4月から刊行を始めた。（1）は、かつての『記録一一

地方』に「原爆投下直後のこと」を蹴せた、内回千鶴子の「1945年8月からの出発」。（2）は、

『記録一一地方』に 「母の生活記録」を載せた小野菊枝の「まちの選挙」。（3）は、『記録一一

地方』に「共同耕作まで」を載せた小林みさをの「主婦専従農業」。（4）は、『記録一一地方』

に「人工早産」を敏せた永久直子の「平木屋三代の女たち」。いずれも私の解説をつけた、

300ページを越す厚い本である。 重家豊は、 この人々の出発のころを知っているから、 この

成長に勇気づけられていることを私への手紙に奮いたが、それはもう読めないような字にな

っていた。もはや彼は手紙の書けない、 1人では外の歩けない人になっていたのである。だ

が私も域間功順も重家堂を最も必要とする時代に入っていた。

尾道では、 54年10月、美ノ郷という 山聞の農業地帯で、絵画と写真を愛した 1人の青年

が、警官の凶弾に倒れる事件が起き、城間功願たちは時を移さず「尾道市民の命と人権を守

る会Jを発足させ、 12月には射ち殺された森本直輝の遺作展を開き、警官の専横に反撃行動

を起こした。このとき私も応援者の 1人に加わったが、重家豊は応援に加われなかった。そ

れから1年めの55年10月、城間功順は、鈎を楽しむために糸崎海岸に出かけ、国道2号線ぞ

いの慣れ親しんだ釣場の近くで、暴走して来たトラックにはねられて、その日のうちに落命

した。全く予期しない突発の異変である。この異変を第一番に知らせねばならぬのは重家豊

であったが、重家豊の近況を心配する、城聞の家狭はこの悲しみを知らせることが出来なか

った。

この悲しみの最中の11月30日、私の『囚われの女たち』の第1部「霧氷の花」が、径書房

から出版され、続いて12月8日、城間功II闘がこの 1年、尾道市立長江中学校の3年生、八ツ

塚学級の学級記録へ、送り続けたハガキ通信が、八ツ塚学級の生徒たちの手によって、「257

枚のハガキ」と して出版された。それは朝日新聞、中国新聞などの大新聞にも紹介された。

「1人のおじさんが毎日、 1枚ずつ、 中学生たちにハガキで『愛と平和』について語りか

けた。沖縄出身の自分の生いたち、友だちのこと、家族のこと、世の中のこと……。 50枚、

100枚と、ハガキは増え、 ”生きた教科書”として中学生の心を打った。そのおじさんがこ

の10月、車にひかれてなくなった。ハガキが257枚になった朝だった。中学生たちゃ先生は、

このハガキを 1冊の本にまとめた。 12月8日、太平洋戦争開戦の日を前に、自費出版された

本は、おじさんの親しかった人たちに配られる……」そんな紹介の前書きを添えてあった。

この出版のあり方は、故人棋間功順の霊を慰める最も有効なものと思う。同時に、自分違

のやろうとする文学活動の前途を占うものでもある。病床の重家豊が新聞の「257枚のハガ
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キ」に関する紹介を読んで、どんなに感涙したか、想像にあまる。

城間功順の妾多加子と私とは、 56年の春早く、安芸津の重家豊の病床を見舞った。老いた

母も床についている重家の家には、神戸から重家豊の姉上が看病に来ておられた。もはや彼

は自分の立ち居も、身の始末も思うにまかせなくなっていた。顔は童顔になっていた。言葉

は遅々とじていた。しかし内面の動きは鋭く旺盛であった。それが多加子さんをも私をも泣

かせた。こんなことがあっていいものだろうか。だが私たち2人にはどうしてあげることも

出来なかった。

家族は彼をはじめは呉の病院へ、次には草津の病院へ、最後には東京の王子にある生協病

院に入院させた。そこで彼の病気の根源は、脊髄小脳変成症と言う現在までの近代医学では

なおせなかった難病であることがわかった。娘の奥地圭子からこの状態を知らされたときの

私は、宿摘のりユーマチの治療のため、伊豆の山地にいて、彼を見舞うことが出来なかった。

57年4月、「257：枚のハガキ」除、筑摩ぷっくすで『パクおじさんの来る教室』と題して出版

された。このときの重家豊は、四肢の動かない、言葉も出ない病人としてベットに寝たきり

の人になっていたのである。

私が死せる重家豊と対面したのは、彼の棺が安芸津の家に運ばれてからであった。棺の中

の彼の顔は病苦を知らぬげな若い顔であった。彼の臓器と脳髄が生きている問、彼の脳裏か

らは自らの始めた文学運動の戦線と、その署喜朗のあかりとが、絶えず明滅していたであろう

と思うと、涙がとめどなく私の頬を濡らした。私の知る限りで、彼ほど再びの転向を恐れた

人は稀だ。敗戦後の第一歩からの平和と民主々義の文学運動をまっすぐに仲ぼそうとした人

も稀だ。彼の遺品となった蔵書の総ては、その文学運動のための背景である。
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父重家豊の思い出

長 女 奥 地 圭 子

私の記憶にある、もっとも古い父の姿というのは、疎開先の岩手県三沢村に私達家族（母・

弟・私）を迎えにきた軍服姿の父である。戦争が終り、父が満州カミら帰国したあとの、昭和20

年秋のことだったそうだ。私の眼に、くっきりと今も残る一面の黄色い稲穂。その中の、松

の木のある一軒家のたたみの部屋で、黒ぷちの眼鏡をかけて父はすわっていた。私は4歳だ

った。疎開先に、東京都が指定したという家は、お寺のお堂のように、ただ四角い建物で、

畳何十畳だかだだっ広い部屋が1つしかなく、そこに何十世帯も、かたまりを作って生活し

ていた記憶からすると、父のいた一軒家は、父の宿泊先だったのだろうか。生まれて 2年暮

すか暮さないうちに兵陵にいってしまった父の顔を覚えていなかったのか、つったっていた

私を、母が「お父さんですよ」と押し、 「おいで」と手まねきした父の腕にだっこされたの

だった。父、 27歳の時である。

記憶はこれだけだから、その時の父の胸中は、わかるわけがない。しかし、疎開先から実

家のある広島県安芸津町に戻ってきて、祖母共5人暮しを始め、その3か月後の21年2月に

は、父は慶応大学出という肩書きを隠して、三菱重工三原車細工場に、工員として就職して

いる事を考えると、かなり、悩み、考え込んでいたのではないかと思える。何についてか。

一一それは、戦争責任についてであった。私が、大学生時代、安保闘争（回年安保）を経験す

るのだが、それ以後、なぜ、父が大学出の肩書きを隠してまで工員になったか、私にはよく

理解できるようになった。父は、自分が学生時代、慶応大学の社研にいて、いっぱしの反戦

運動もやり、国家を批判した己が、最後には、あのおろかな、いまわしい戦争の協力者にな

っていたことに深い深い衝撃を覚えたのだった。そして、二度とこんなことがないようにす

るためには、最後には、戦争の遂行に兵隊として力を貸してしまった己の、つまり人民の弱

さをえぐり見つめる必要と同時に戦後の人民の生きる道は、労働運動しかないこと、それも

インテリの運動ではなく、工場労働者がその中心を担わなく ては、新しい日本の建設はでき

ない、と考えたのだった。妻も、母親も反対したのに、その頃差別的職階制がきっく残り、

工員は人聞とは思われない空気の中で、あえて、大学出を隠してまで工員になったのは、戦

争責任の問題についての、童家豊における生き方を、言葉でなく実践で示したということだ

と思う。

戦後、そして今、ますます H平和”が風化し、戦争にかかわった人聞が、己の戦争責任を

ごまかし、中には180度功利的に身をかえ、政治の方向が、寧拡へ向かつてもなお鈍感にその

政府を支持する層が減らない時だからこそ、この父、重家豊の、戦争へのこだわりを私は、
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誇りに思うということを強調したい。

父のこの選択は、社会的には、ある道を切り開いていくのだが、家庭的には負を背負うこ

とになる。そして、それは、その後一生、尾を引く事になるのだが、工員になる道を選択し

た時、父にとって、最も大事だったことに身を熔けたのだから、そのために生じた負を一生

かかえこんでいくのは、仕方のないことだったと思う。

家庭的な「負」とは、離婚である。すでに、 tH征中、私の母と祖母（父の母）はうまくいか

ず、衝突をくり返しており、両者の間に入って解決する父はいなく、母は何度目かの家出を

Lて、東京にいる所を疎開させられたのだった。幼い子をかかえ、苦労の日々、待ちわびた

迎えは遅かった。そしてやっと家族がそろい、安定した生活ができるかと思えば、経済的に

も、社会的にも最底辺に近かった工員になったので、母の失望も大きかったようだ。 「私

は、工員と結婚したのではない」と、就職3か月後ついに離婚に至ってしまうのである。

昭和21年の2月、三菱の工員になってからは、父は実家のある安芸津で暮さず、三菱の寮

に入っていた。そして、 1週間に1度、土限日か日曜日に帰ってきて、 1泊したらまた寮に

帰るのだった。私と弟は、その実家のある安芸津町で、しばらくの問、祖母に育てられるの

である。週に1度、父に会えるのがうれしくて、父が、奥で食事などしていると、遊んでい

る途中で、何度も、玄関からのぞいたのを覚えている。父は、しだいに忙しくなり、帰って

これない週や、帰っても、すぐまた次の上り列車で行ってしまうような時もあった。あとで

知るのだが、就職6か月後には、共産党に入党しており、労組も結成、そのリーダーとして、

はなぱなしく活動していた時期であった。私達姉弟が大きくなってから、父と盆暮れいっし

ょにゆっくり飲む時によく話に出たのが、この頃のことである。東の収東芝”、西の”三車，．

といわれるほど、日本ーの共産党細胞をつくり、多い時は三百何十人もいたこと、 2. 1 ;< 

トの時の伊井弥四郎の話を涙を飲んで聞いたこと、天皇が西日本における労働運動の拠点の

一つをゆさぶる為、三車工場へくることになり、天皇の戦争責任、天皇の人間宣言の追求か

ら、組合大会では万場一致で「会う必要なし」と決めた。ところが、当日、事務所で執務中、

「パンザーイ」というどよめきがきこえて、窓から見ると、何千人という組合員が日の丸の

小旗を誰が用意したのか渡されて、手にふりながら沿道にならび、天皇を迎えて熱狂してい

る。「これをみた時、わしゃ、負けたと思うたまっし、」。表面はいさましく、民主主義だ、なん

だといっても、民衆の意識の底の部分は、何も変わらない、変えられなかったと痛感したと

いう話である。第二組合が、このあと、どんどん広がったというが、この天皇の話は、よほ

ど忘れられなかったとみえ、何度聞いても、そ町時の父の想いが伝わってくるような気が毎

回したものである。

昭和24年に、父は、西国康子という同じ三原市内の東洋繊維工場の寮母さんと再婚した。

私達の育ての母である。祖母が、もう自分では子供の面倒を見きれないからと再婚をせかし

た事情もあり、いっしょの活動仲間で大の仲よしだった小越さんの紹介が、きっかけだった

らしい。私が小学2年の3学期であった。
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結婚を境に、私達｝家4人は、祖母の家を出て、父の工場のある三原市に転居Lた。坊IJll

町といって、すく・後はさくら山、すぐ前は、小川が流れていて、ザーザー、チョロチョロ、

枕辺に水音が聞こえる所で、裂が小学校だった。父は、この堀川町の家を、いつも自転車で

出、なだらかな坂道を下っていくのだった。もっとも、 1年後の昭和25年には、レγ ドパー

ジで、何千人だかの従業員の首切り撤回とひきかえに、幹部が全部パージをうけることにな

り、失業して、着板屋を始めているから、自転車の行き先も、遣ってきたわけだが、子供に

は、その変化はよくわからなかった。パージ以後も、メーデーといえば、あの小さな地方都

市に、こんなに人カ旬、たかなあ、というほどの行進にいっしょに行ったし、父の肩車で歩い

たこともある。他のおじさんがやってくれたこともある。小学校の校舎の窓から、父のいる

メーデ一行進に手をふったこともある。堀川町の家には、よく客があり、会議や相談を父の

せまい部屋で、やっていた。泊まりの客もちょくちよくあり、序文をかいて頂いた山代さんも、

時々泊まっていかれた。私は、山代さんの話し声がすきだったし、一言、二言私に話しかけ

てくれることがとても新鮮だった。父の部屋は、四畳に変形の板聞がついていて、本や書類

でぎっしりという感じで、朝顔のつるですずしい窓ぎわに座卓がおいてあ り、 その机の上は、

誰もいっさい、いじってはならない事になっていた。壁には、自分たちがつくったというD

51の写真があり、あの頃はレーュγの写真もずっと貼ってあった。私は、よくその部屋に入

つては、読めそうな本を読んだり、父の書きかけの原稿を見たりするのが好きだった。

看板農をやりながら、労働運動、平和運動、生活記録運動や、文化運動をエネルギッシュ

に展開していた多忙さの中で、父は、私や弟にはよく限を向けてくれていた。 『原爆の子』

や『峠三吉詩集』 ・『君たちはどう生きるか』・『山びこ学校』など、これはいい本が出たぞ、

読んでみるか、とわたしてくれた。 「白毛女」・「砂漠は生きている」・「チャップリソ」など

の映画はつれていってくれるか、母といけるよう手配してくれた。人形劇団 「プーグ」とか

「前進座」とか新劇の三原公演は全部観た。というより、父はそれらに対して新しい文化運

動として三原公演ができるよう誘致し、積極的に上演協力をしていた。それだけでなく、父

達大人のグループが、人形劇や紙芝居を作って子供速にみせるという時期もあり、私もいっ

しょになって、新聞紙をちぎり、くさいユカワをたいて、人形づくりをやった。父のつくる

人形は、表情が大きく、子供心に魅せられたものである。図書館で行われるコンサート・考

古学教室・演劇教室みたいな催しものも、教えてくれたし、父の友人達からの情報で、私は

どんどん出かけていった。

父と遊んだ覚えは少ないが、うらのさくら山公園に母と弟と三人で行っていると、あとか

らきてくれたり、海水浴、瀬戸内に舟を出しての釣りなどは、毎年のように行った。一番の

楽しみは、外食デーだった。月 1回だか、掌節1回だか、中華料理店で、ごちそうしてくれ

るのだった。今とちがって外食産業のはなやかな頃ではない。もう、その日がうれしくて、

待ち遣しくて、ふだん質素なくらしだけに忘れられない。そういう時に、夜もいない日の多

い父との会話をうんと補うのだった。
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こう書いてくると、経済的に、ゆとりがあったように感じられるかもしれないが、 パージ

以後は、大変な貧しさが続く。 ー般的にも昭和20年代は貧しいが、弁当や洋服、持ち物をみ

ても、他の子よりずっと貧しかったと思う。貧しかったけど、本人の心や頭の栄養になるも

のは、ずい分豊かに与えてもらったと思う。母のやりくりがとても大変だったこムセろう。

父も母も「勉強しろ」とは、ー度もいわなかった。本人が考えることだ、という一貫した

態度だった。成績が下がることがあっても叱られたことはなかった。それだけでなし私は、

父におこられた記憶がない。どなったり、イライラしたりした父をみたこともない。もし、

こちらがわからない時は、根気よく、言い方をかえて、考えさせるように言い続けるだけだ。

父の前で、びくびくしたり、自分をつくろったりする必要も一度もなかった。実に、やさし

く、大らかで、尊敬する父であった。私はあまり、父に甘えたりおしゃべりする子ではなか

ったようだが、父がL、ると、ほっとし、安らかな気になるのだった。小学生の頃、堀川町の

家に、早朝、突然警官が4、5人来た。びっくりどころではなく、息をひそめて寝巻のまま

見ている私達に、 「心配するな。お父さんは、 何もまちがったことをしていないのだから、

すぐ帰ってくる」と静かな声で、言った。それを聞いて、私は、全く案ずることはないような

気がしたのだった。父は、それほど落ち着いて、堂々としておりJむしろ警官の方が、ペコ

ペコしている ように見えた。 「捜査令状を見せて下さL、。こんな人がまだ寝ている時聞にく

るからには、はっきりした根拠があるのでしょうな」 「寝巻を着替える間ぐらい、部屋から

出て下さいJ警官達は、全員玄関に降り、態度が丁重になった。ドンドンと玄関の戸をたた

かれて、鍵をあけに出て、あわてた戸で父を呼んだ母も、すぐ落ち着いて、黙って、着替え

を手伝った。何の事で警察にひっばられたのか、今はもう覚えていない。しかし、私には権

力にへつらわず、毅然とした態度での、 一人の人聞の誇りと勇気を見て、子供心に、人聞の

ありょうを一瞬に学んだ気がする。言葉通り父はまもなく帰ってきた（その日だったか、 1泊後

だったかわすれたが〉。

ずい分長い間うちの玄関には、いつも「国民救援会」という小さい板ぎれの看板がかかっ

ていたL、父や母が、裁判の話や、さし入れの話、そのさし入れをしてあげる人がどんなす

ばらしい人かという話をしているのを耳にしていたので、「警官が正しく、つかまる人が悪」

ではなく、その逆もたくさんあることを私は感じていた。

三原簡易裁判所や、尾道地裁で、裁判官の仕事や弁護士の仕事にあたることをたのまれて

やってくる事もあった。

「むずかしかろうねえ」というと「人間だからまちがう。まちがうから疑わしきは罰せず、

それとわしの信念は、弱い者、しいたげられている者の立場に立つ、という事よJと言って

いたが、その言葉通り、弱者の側にたっ生き方を、生涯、父は生き方として選んだ人生だっ

たと思う。

選挙にたったこともある。三原市議会議員選挙であった。中学生だったか、高校生だった

か、制服を着て、カパンをもったまま、学校帰りに聞いた父の演説は、とてもうまく、説得
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カがあるよ うに思った。 しかし，保守の地盤をくずすととなどはるかに及ばず、 当選しなか

った。私の記憶では、最下位だったと思う。最下位でも「働く人のための政治を」という姿

勢は一番すばらしいと思った。

そういえば、中学の時、私は、自治会の役員選挙に立候補したことがある。今の、管理の

中の生徒会活動とはちがって、戦後のある時期まで、本気で民主主義を実践化しようとした

教師が、地方都市にはまだまだいて、いっさいを生徒の手で決定し、運営させていた。その

役選の草稿を夜、ぶつぶつと唱えながら覚えていたら、帰宅した父が、 「どれ、やってみろ

／」とみてくれて、 自治とは何かということを本気で話し込んだのを覚えている。私は、副

会長に当選し、親友が会長で、学校生活のすごし方は、生徒達の手で、と生徒手帳の会則い

っさい、私たち子供で作ったのだった。

ここで、 私の継母、父の二度目の奥さんにふれなくてはならない。

母は、台湾にあった大きい商家の末娘で、父母、兄達にかわいがられ、お茶、お花、お琴

を身につけ、ほっそり したスタイルのいい奨人で、和服姿も洋服姿も似合って、子供ながら

得意であった。教義もあり、よく本を読み、日記を書き、結婚後も、洋裁学校へ通って、た

ちまち師範の免状をとり、その他和裁、編物も教えられるという人であった。台湾からの引

き揚げ後、両親もすでに亡く、三原で女工の寮母として働いていた時、共産党員でもあった

という。似合いの夫婦であった。

しかし、結婚後1年で父はパージに会い、生活は困窮をきわめ、今思い返しても、この母

がしっかりと生活をやりくりしていなかったら、とうてい暮せるものではなかったと思え

る。今、主婦として生きる私から見て、よくやれたなあ、と。だが、経済的大変さは、まだ

耐えられたであろうが、精神的な問題は、耐え難い悩みであったにちがいない。

というのは母と私たち〈私と弟〉は、しっくりし、かなかったのである。今、亡き母に私は何と

も返す言葉がないのだが、まわりから「後妻」といわれ、子どものことも、たえずその目で

見られ、つらい日々であった。素直にならない私たち（特？と長女の私は、第よりもずっと母に反発

していた）にイライラする母、そんな母にますます反抗する私、家庭の中は、 とげとげしくな

っていった。表面的な夫婦げんかはみたことがなかったが、父も母も、お互いに、子供のこ

とで、亀裂が生じているのを私たちは知っていた。どちらも、家庭のことでは、悶々とする

時期を何度もかかえたにちがいない。訟は、高校生になった時、 2度家出を決行した。 1度

は、母が机の走り番きから見つけたとかで父に連絡し、授業が終っていよいよ、という時、

父が学校の玄関に迎えにきていて、未遂に終った。父は何もいわず、私を自転車にのせ、沼

田川の大橋の上までいって、二人で河口の披のうねりをじっと見たのだった。 「すまないと

思っている、お前Tこちには｜と父はいった。もう 1度の家出は、家からどん乞ん西へ歩き続

け、日が沈んでも、夜になっても歩き続け、どこにきたのかもわからなく、犬の遠吠えの中、

小さなお堂のすみで一晩をすとした。みんなが心配していることが気になり出し、 夜があけ

ると、東へ東への道をたどって、やっと家についた。親戚中へ問い合わせがいったらしく、
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祖母たちが汽車でかけつけていた。母の立場はどんなにつらかったであろう。しかし、父も

母も何もいわず、すぐ、布団を敷いて寝かしてくれた。ふとねむりからさめると、母が障子

の前で泣いていた。

こんなぐあいだったから、父は、自分がふがし、ないために、子供も妻も幸せにしてやれな

い、という事を、わが罪として背負い、自責の念をもち続けて重い日々を暮らした。

この関係が好転したのは、私が横浜国立大学に入学し、家から離れて、鎌倉の寮で生活す

るようになってからである。ちょうど60年安保闘争の高揚期で、私も、自治会の書記として、

忙しくかけまわっていたが、共に活動していた自治会の委員長に、私が失恋をする。その時、

父に手紙を書く。父とは、自己の内面を語れる手紙のやりとりができていたから。父の長い

返書と共に、思いがけず、無言の母からのはんてんが小包みで届いた。母の大事にしていた

着物をつぶして、つくられた、あたたかい綿入れのはんてんであった。ガラスも破れ、暖房

も何もないオンポロ大学寮で、私は、友人達のはんてんをみては、ほしくて仕方がなかった

が、帰省しても、ねだることができなかったものだ。どうして通じたのだろう。私は手紙と

はんてんの前で泣けて泣けて仕方なかった。そのあとの帰省から、すっかりこだわりがとれ、

自然な親子関係にもどるのである。日本は高度成長期に入り、看板屋の「三陽社J11.順調に

のび、経済的にも安定して、わが家に、春が訪れる。弟が上京してきて、美大に入るための

予備校に通う。晩年、父が時々「わが家の一番いい時期は、あの頃だったなあ」といっていた。

私が大学時代、父は、よく上京しては、寮や下宿先を見たり、友人に会ってくれたり、レ

ストラ γでごちそうしたりして

くれた。そして、いつも「これ

なら安心だ。娘も息子もわが道

を歩いているなあ」といって広

島へ帰っていくのだった。その

時の、父親としてのたのもしさ

もさながら、私にとっては、世

界観や人間観、自分の生き方や

考え方をつかむ上で、父との往

復書簡や、帰省の時の食卓での

会話は意味が大きかった。社会

主義・大衆運動・社会の矛盾・

組織・教育・人生等々、私の疑

問やぶつかっている問題を真正

面にぶつけられる対象であった。

安保闘争で、連日30万人が、国

会をとり囲んだ、という時、私

回年安保当時国会議事堂前に集まったテ’モ隊

中央カt•家豊
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、

は、学生として、父は、広島から上京して、その輸の中にいた。そして、有楽町で寸暇の対

面をした時の感激は忘れがたL、。父からの手紙は、私だけではなく、友人から友人へ読まれ、

いつかぐるぐるまわし読みされるようになった。父の『地方』・『雁木』等の生活記録運動に

も、大学の友人たちが興味をもち、父と交流が始まった。

私は、初心をつらぬいて、望み通り、教師になった。子供たちと私のさまざまな話を、一

番楽しそうに聞いてくれたのは、父と母だった。私は、帰省のたびに、何時間でも、学校や

教室や自分の実践についてしゃべり続けた。

そんないい時代もまもなく終りをつげる。

私が結婚して、 二人目の子を身ごもっている時、母は突然倒れ、逝ってしまう。昭和46年

春のことだ。それも、もうけ主義の救急病院で、誤った処置のもとに死んだとしか思えない

疑問だらけの死だった。父の嘆きはひとしおだった。もっと、手を打てたのではないか、少

しも寧せにしないままあの世へ旅立たせてしまった、という悔恨は、ぬぐいがたく、うすぐ

ら〈なった実家で、一人ポツンとすわって考えこんでいる時聞が多くなった。この時をきか

いに、父は、医療問題・健康問題セ真剣に研究し始める。それに関する本がたちまち、つみ

あげられる。一人暮らしの中で、玄米食、菜食の生活になる。健康食品を色々ためす、自己

の体を、自力で守り、蘇生させていくいくつもの東洋的健康法を身につける、…・いこんなに

注意していたのに、その父が、あんな難病で亡くなるとは思いもかけなかった。前向きの姿

勢を実践し、私違にもよく教えてくれた。そして、父は 「公害から三原市民を守る会」の活

動にエネルギーを傾けていく。このあたりの変化は、私には、突によくわかる。

母が亡くなってから11年後に、父が他界するのであるが、母亡きあとの父の人生は、あま

りいいものではなかった。弟と父の対立、商売上の失敗、祖母〈父の母）の入院と老衰……最

も気になったのは、社会的にやりたい仕事がどうやったらできるのかという悩みだったろう、

しかし、いつも、父は大変やさしかった。がんとして、すじは通すが、家族には、自分がで

きるだけのことをしようとした。

祖母が、小さな田舎町で、一人暮しもおぼつかなくなったのを見て、父は、祖母の商倒を

みるために、三原中之町の家をひき払い祖母の家で暮らす苦手を決意する。ところが皮肉なこ

とに、自分の体の方がいうことをきかなくなり、ひっこして1年位で、もはや、 1時間汽車

に乗っての三原までの通勤は無理となった。

すでに53年頃から、足のよろけが出はじめていて、階段で倒れたり、よけようと思う電柱

にぶつかり、後へ擦のように倒れ、コングりートで後頭部を打ったりしていた。 2年間位、

三原市内の病院、日赤、広大、広島市民病院等病院まわりを続けたが、病名も治療もはっき

りしないまま、病状だけが進行し、帰省のたびに、ぐっと悪化しているうとを見るのが本当に

つらかった。足は、自分でくつがはけなくなり、 5分程度の所まで買物にいくのがやっと、

ベッドへの寝起きもやっと、というようになり、正月、よろけてガラスに頭をつっこんだま

ま、起きることもできないぞっとする事故もあった。ロも、ろれつがまわらなくなり、家族
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父重家豊の思い出

以外は、発音がききとりにくくなった。腕や手を自由に動かすことができなくなり、あれほ

どの達筆だった父が、米つぶほどの、しかもふるえる宇しか書けなく、年賀状も、頂いたも

のの返事だけ、私が代筆するようになった。当然、しばらくするうち、口もとにうまく食物

を運べなくなり、また、ロの中でかんだり、飲みこんだりするのもうまくできなくなった。

排法器官がだめになり、尿はパイプでとるようになった。

医者のすすめで、呉の労済病院にしばらく入院し、リハピリを受けていたが、本当は、そ

のような病気ではなかったのである。なるべく自分でやらないと動けなくなるという事で、

きびしい訓練が続き、それは父にとっては大変な苦痛だったらしく「もう死んでもよいから

家に帰りたい」といったらしい。私には、あとで「毎日が悲鳴をあげるほどで、力を使いは

たし、もう食べる気力もなくなった」といっていた。食欲がなく、病状も進み、結局入院し

ている意味がないということで、自宅に帰されて、なすすべもなく、ベッドの上に一日中ゴ

ロY としはじめたのが、 56年の7月。

夏休み早々に帰省して、一見しておどろいた。目が光を失って、別人のようである。どう

しても何とかしな〈てはと、東京関係の病院をさがし始めた。その時、父が、もう長くみな

かった健康雑誌で、草津に、難病を直す東洋式療法の温泉療養館をみつけ、そこに行ってみ

ると言い始めた。電話で直接話すだけでなく、私の夫に現地にいってもらい、信頼できそう

なので、意を決して父を広島から草津まで慎重に運んだ。祖母とは、これが今生の別れとな

ってしまった。父は、途中で一泊した方々の宿で、心の中でおばあちゃんとは別れをつげて

きた、と語った。もちろん車椅子であり、新幹線ひかり号の身障者室を予約し、名古屋から

私が車でつれていったのだった。

草津では、はじめ効を奏し、ふつうにしゃべれるようになったりしたが、 2週間後、尿感

染のための高熱て、たおれ、群馬大学医学部附属病院にその後2週間入院する。やはり、全身

症状が、すでにこういう療養館では、ムリな所にきているという医者の判断で、東京の王子

生協病院に入院した。新聞記者で、医療情報のくわLい知人の紹介で、やっとこの病気の専

門家をみつけたのである。

はじめ小脳失調症らしい、それなら今はよい治療薬もあり、かんまんに進む病気だから生

活もある程度できるようになるかと希望がもてたが、 1週間後、くわしい検査の結果、もっ

と大変な病気であることが判明した。

体の神経の中枢部をつかさどる小脳と背髄のつけ根から脳が縮んでいって、その侵された

部分から体がだめになっていく病気で、だいたい発病して4年位で死に至り、原因も治療法

もわからない、ということであった。 「背髄小脳変成症」とか。すでに、発病して4年近く

tこっていた。入院して1週間後、全く口がきけなくなった。また、それまで飲みこめていた

食物が、 1か月後には全く飲めなくなり、鼻からパイプを通して栄養剤をおくるようになり、

8か月後には、点滴だけになった。手足はちぢまり、硬直L、ベッドの上で、むきをかえる

とともできなく、すでに、たんを出せなくなって、気管支切開もしていた。はじめ、首がう
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なずけるうちは、文字板で会話もどうやら可能だったが、首をうごかすこともできなくなっ

て、意思疎通は全くできなかった。痛みすら訴えられなくなった。

その状態で、じっと耐え、たえず目で何か訴えながら9か月も日を送り、ついに体力つき

て、昭和57年7月10日王子生協病院にて、永眠したのである。 64歳であった。

父の顔は、大変安らかで、葬儀のため遺体を広島まで運んだが、対面した祖母達に、まる

でうそみたいと涙を流さ．せた。父の心境も安らかなものであったとそばにいた私には感じら

れた。

やり残した仕事をそのままで、もっともっと生きたかったにちがし、ない。しかし、こうし

て、渡辺悦次さん、鈴木裕子さんの献身的なお力で、父の残した資料が整理され、労働運動

史や地域運動史の研究に役立つ形にして頂けて、父もどんなにか喜んでいることと思う。遺

族として、 心から感謝し，この出版に際し、お世話になった山代巴さん、松林俊ーさん、佐

藤光雄さんにもあわせて心よりお礼申し上げます。

1983年7月20日
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解 説

1 重家豊氏の経歴とその資料

渡辺悦次

鈴 木裕 子

まず、本書刊行のもととなった故重家豊氏（1918年～1982年）の経歴とその資料について簡単

に述べる。

重家氏は、 1918（大正7）年5月27日、神戸市にて出生。呉中学（現三津田高校）、慶応大学予

科を経て、 1942（昭和17）年9月、慶応大学独文科を卒業された（同期生に作家の堀田善街氏などが

し、る）。

慶応大学在学中の1940年1月、 「中日戦争反対」を叫び、東京・雲谷警察署に留置される

などのこともあった。

慶応卒業と同時に、福山連隊へ入隊、即日帰郷を命ぜられ、東京へ鉾い戻り、周年11月、

大日本産業報国会（産報〉本部企画局に入った。当時の局長は三輪寿壮氏（戦後、社会党代議士）

で他に、当時の上司、同僚に穂積七郎（斡後社会党代議土）、 中林貞男（現、日：本生活協同組合連合

会々長）、畑中繁春、並木正吉氏ら、戦後、各方面で活躍した人たちがいる。

翌43年11月、軍隊入隊で産報を休職、野砲兵24連障に入営、さらに西部軍教育隊を経て、

第9航空教育隊に転属され、 1945年8月の敗戦を静岡で迎えた。

将校として静岡での悲惨な戦災状況を自のあたりで見たこと、学生時代の反戦・左翼活動

から転じて産報に入札心ならずも戦争協力したこと、こうした経験が重家氏の戦後を決め

た。

敗戦の年の秋、広島県安芸津に帰郷し、翌46年 2月、三菱重工業三原寧輔製作所（三車）に

学歴を偽って、鋳型工として入所。同年8月、日本共産党に入党。

1947年、樋口利夫民のあとを受けて、三車従組組合長に就任（のち組合長には樋口氏が返り咲

いて、副組合長となる）。以後、 1949年11月に解雇されるまで三事従組の幹部として終始、指導

的立場にあった。

その問、敗戦直後に『文学説』（1946年6月創刊。三原市の若い文学なかまが集まって発刊。同人

に松江澄前広島県会議員、村上菊一郎早大教授らがいる）の創刊に加わったのをはじめ巴 47年12月

には、三車を中心に勤労者文学会議（機関誌『働く人』発行）を組織、 48年12月には新日本文学

会三原支部を結成して、働くものの文学活動を展開した。

重家氏のこうした労働運動、文学活動への挺身は、重家氏長女の奥地圭子氏の回想、にもあ
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るように家庭的な不幸を生み、前夫人との離婚に至った。離婚後、東洋繊維三原工場従組の

婦人部長であった西国康子氏（1971年病死）と再婚。

最盛時300人の共産党員を誇った三草細胞も、 48年の組合分裂で激減、 49年から50年にか

けての大首切り攻勢がそれに拍車をかけ、三事従組の運動は大きく後退した。 49年11月の第

1次解雇で蹴首された重家民らは、三事再建同盟を組織（1950年）し、不当解雇反対の闘争を

組むが、ほとんど成果をみぬうちに終息した。

解雇後、重家氏は同じ首切りなかまの同志たちと三陽社（看板製作等の請負）を創立、かたわ

ら新日本文学会、労農救援会（のち国民救援会）、平和運動等に従事。さらに49年の広島県議補

選（解康前）、 50年の三原市議選に共産党より立候補（いずれも落選）するなど共産党の活動にも

積極的にかかわられた。

晩年においては、健康問題、安全問題（食品の安全問題など）に大きな関心を持ち、公害反対

運動の先頭にたたれた。

こうした活動に加え、とりわけ目を睦るものに重家氏の文学活動がある。〈わしくは別稿、

山代巴氏の「重家豊と文学運動」をみられたいが、敗戦直後の『文学域』・『働く人』の発刊

から始まって、民が深く関与した文学サークル機関誌だけでも以下のようなものがある。

沿岸地帯 1952年5月創刊

沿岸詩人 1954年7月創刊

地 方 1956年5月創刊

雁 木 1964年4月創刊

これらの諸雑誌に重家氏は多くの作品を発表（ペンネーム堀川五郎、秋津進、主国文平、いえ・

しげお、おもや・ゆたかなど）し、生涯のテーマである戦争と「転向」の問題を追求されようと

した。同時に「地方文化」・「地方文学」の可能性を自らの文学的営為を通じてさぐろうとさ

れた。その志は、不幸、病魔のおかすところとなり、挫折したが、とはいえ、氏の H種蒔く

人”としての功績は長く記憶されてよい。

本資料目録は、冒頭に掲げた目次からもうかがいしれるように、重家氏の経歴を反映し、

民が深くかかわった活動分野のものが中心となっている。

もとより個人所蔵にかかるものであり、かつレッドパージ、共産党の50年分裂問題といっ

た諸事情が重なって、保存状況に精粗はある。が、特－に戦後初期の三車労働運動史や三原を

中心とした労働者文学運動の歴史などを理解するうえで必要不可欠な資料が多く含まれてい

る。また広島が生んだ作家の故峠三吉氏や山代巴氏の書簡など興味深いものもある。さらに

全国的レベルでは、三鷹事件（1949年）の被告、故竹内景助氏が山代巴氏に宛てた獄中書簡類

など、三鷹事件の真実を知るうえで意味深長な貴重なものも合まれている。この他、各地で

発行された戦後初期のサーグJレ雑誌、労働組合関係のパソフ νγ トなど枚挙にいとまがな

し、。

これらについてくわしくは直接、現物にあたっていただくことにして、以下、本資料目録
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解説

の主体をなす戦後初期の三率労働運動について叙述することで、解説にかえたい。

2 戦後初期の三車労働運動小史

三車従組の結成

三車（三姿三原事柄製作所）は、1943年 4月の開所以来、三原地方のー工場というローカル的

なものではなく、 日本の大工場として位置していた。職員272名、工員2,013名、合計2,285

名（内、女子160名）の従業員を擁L、「本格的な車輔専門工場」として発足した三車は、 43年末

には3,000名を突破、翌44年末には約6,000名（勤労動員による学徒、女子挺身隊、徴用工を含む）と

なり、戦時体制の進展とともに従業員数はふくれあがっていった（『三原製作所20年史』、 1966年

刊）。

三車は敗戦後も戦災をまぬがれ、また三菱重工業唯一の非賠償工場として、生産設備も全

面的に確保でき、引き続き寧鋼生産に励むことがで・きた。鉄道の復旧 ・整備は焦眉の急をょ

うしたので、需要は増すばかりであったという（前掲『三原製作所20年史』）。

とはいえ、敗戦後のとどまることを知らないインフレーションは、三事に働〈労働者の生

活をも極度におびやかし、 「三菱一家」を誇っていた従業員の聞に、団結 ・組合結成の気運

を生じさせた。

こうして1945年12月12日、三車従業員組合が結成された。このときの綱領・宣言を掲げて

おこう（なお、発足時の組合員数は2,728名〔内、女子228名〕で組合長は伊勢本鹿市）。

三車従業員組合

綱領

一、封建的支配及帝国主義的思想ヲ排除久民主主義的団結ト自己訓練ト ニヨリ我等ノ

経済的生活ノ安定ヲ確保ツ且之ガ向上ヲ期ス

一、我等ノ、我等ガ従事スル三事ノ生産ヲ通ジ、世界ノ承認ツ得Jレ新日本ノ建設ニ貢献セ

ンョトヲ期ス

宣言

吾等勤労生産人ハ皐固有史以来未曽有ノ民族的悲運ユ逢着シ今ヤ敗戦の冷厳ナル事実ノ

代償トシテ露呈セラレタノレ深刻苛烈ナル世局ト事象ノ為国民否全勤労生産人ノ生活z重

大深刻ナ／レ不安ト脅威ヲ招来ツ明日ノ生活最低線ノ確保モ難キユ至レリサレパ斯ノ如キ

事態ノママ推移放任セゾカ直ニ急速ナJレ生厳力ノ低下勤労意欲／減退トナリ再建日本ノ

前途憂フベク全産業ヲ‘ンテ恐ルベキ危殆ニ瀕セジムノレヤ必セリ今ヤ帝国主義的封建的支

配カハ厳正ナノレ輿論看視ノ下一途ニ没落崩潰ノ過程ヲ辿リッ、アル一方再建新日本ノ産

業ハ新ナJレ理念ト構想ノ下ニ勤労生産人ノ手ユ依ノレ真ノ民主主義的産業トシテ久シキニ
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亘レJレ飽クナキ搾取ト不当ナノレ権力ノ腐紳鉄鎖ヨリ解放セラレ健実ナル新発足漸ク其ノ

緒＝就キ之ガ維新ノ察明期ヲ迎へγ トス是＝於テカ吾等勤労生産人ハ真ニ生産人タノレノ

自覚ト使命ニ基キ全従業員個々ノ盛リ揚ノレ総力ト熱意アル要望トニ依リ弦ニ霊園ナル団

結ノ下吾等勤労生産人ノミ ノ手ニ依ノレ健全ナノレ組合ヲ組織シ組合綱領ニ明示セラレタル

組合ノ基本精神ヲ遵奉シ規約ヲ厳守シ以テ内組合員相互ノ勤労精神ノ昂揚育成ニ努メ且

組合員及其ノ家族ノ生活ヲ擁護確保シ並ニ共済福利ノ 向上発展ヲ図リ外組合員ノ健全真

魅ナノレ総力ヲ傾注シテ勤労生産ニ遇進シ再建新日本産業ノ急速ナル復興ニ貢献センコト

ヲ期ス

右宣言ス

昭和二十年十二月十二日

〔以下規約が続くが省略〕

三車従業員組合組合員一同

〔資料目録登録番号1〕

片かなまじりのこの綱領・ 宣言は重家豊によれば、戦前、神戸塗装工組合で活動した全協

（日本労働組合全国協議会、左派・半非合法の労働組合〉系の活動家松本によって起草されたものと

いう。 「民主主義的団結」、「新日本」などの言葉にまじって「皇国」、「勤労精祢ノ昂揚」な

ど、新旧の言葉 ・思想が入りまじった転換期・激動期ならではの産物といえよう。 なお「規

約」第12条にある組合役員の「職場常会長J、「工場委員」制は、戦前の産報組織にならった

ものだった（重家氏談）。

広島県下では日立造船因島労働組合（1945年11月23日結成）に次いでのいち早い組合結成であ

ったが、そのウラには、次のような事情もあった。すなわち 「基幹産業、金属・機械工場の

強力な労働組合、党組織の結成が革命のカギをにぎると認識したうえで三車にオルグ活動を

展開した」（当時、三原地方で共産党の再建に従事した小見山富恋氏談）とし、う 共産党サイドの働き

かけである。敗戦時においても従業員3,300名を抱えていた（なお46年末には4,100名、48年末に

は4,260名の従業員がいた）県下有数の民間企業である三車を制することは、 三原地方のみなら

ず、県下労働運動の帰趨に甚大な影響を与えるものと意識されたのは当然であった。まもな

く西日本最大の共産党経営細胞の基盤となる三寧従組の結成に、共産党が猛烈に働きかけた

のは先に述べたよ うな三車の占める位置の大きさであった。

なお、 ご寧従組の結成に続いて12月20日、三車職員組合が社会党系の戸田勝巳（のb三原市

長）らの働きかけで結成をみた。

「団体協定」締結と三車細胞の発展

1946年2月20日、 三原車鋼製作所は、三車職員組合の組合長林哲夫ほか 組合幹部 119名に

一方的な解雇通告を行なった。これは三菱本社の指示によるもので、三車従組と比較してカ

の弱い職組に攻撃の矢が向けられたので、あった。争識は4月20日まで続けられたが、その過

程で職組から分れた第2組合がつくられ（4月7日）、会社側と独自の交渉を始めた。一方、

三車従組は組織をあげて職組支援に乗り出し、①賃金値上げ、②1時間の休憩を含む81時間
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解説

労働制、③団体協約締結、などの要求を掲げて3月15日から22日まで・争議に入った。

4月13日、職組は労働組合法第11条違反として県地方労働委員会に提訴、県下初の不当労

働行為提訴を行なった。これに対し、 会社側は、労組法の施行は46年3月1日であるから、

雇傭契約の解除にすぎないと反論した。地労委は4月18日、第3回臨時総会を聞いて、調停

小委員会を構成、 4月21日、 5月4日の 2固にわたって斡旋を行なった結果、 119名中 8名

の解雇で妥結、組合側有利のうちに解決した。

三車従組も、要求をほとんど獲得したうえ、団交権の追認、所内機構の民主化などを含む

次の「団体協定J・「覚書」を締結し、会社側の大幅な譲歩をかちとった。なお、この「団体

協定」は49年7月の会社側からの「失効通達」まで有効だった（前掲『三原製作所20年史』〉。

団体協定

三菱重工業株式会社三時輔製作所ハ三専従業員組合ヲ録シ服組合ヲ通ジテ一切

ノ交渉ヲ行フモノトシ三車従業員組合ハ誠意ヲ以テ組合員ノ勤務ヲ統制スルモノトス

一、組合幹部（副部長以上）ハ必要ニ応ジ組合事務ユ従事スルコトヲ承認スノレコト

一、組合員ノ人事異動ハ組合ト合意ノ上行フコト

一、 職制改廃ハ組合ト合意ノ上行フコト

一、就業勤務に関スル制度及規定ノ改廃ハ組合ト合意ノ上行フコト

一、生活費ニ適応、スル様給与ヲ調節シ生活ノ保証ヲナスコト

一、賃金給与制度ノ変更ハ組合ト合意ノ上行フコト

一、従業員ノ福利厚生施設ノ運営ニ組合ヲ参加セシムルコト

一、従業員ノ賞罰ハ組合ト合意ノ上行フコト

一、 会社側代表ト組合員ノ総意エヨル代表ヨリ成ノレ事業経営協議会ノ決定事項ハ責任

ヲ以テ実行スルコト、但シ協議会ノ内容ハ別ニ之ヲ定ム

万ー会社側ユ此ノ協約違反アリタル場合ハ三車従業員組合ハ三菱重工業株式会社三原

車輔製作所ニ対・ン三寧従業員組合ノ生活擁護向上ノタメニ）切ノ行動ノ自由ヲ保留スル

コト、但シ本契約ノ期限ハ六ヶ月トス、但シ一方エ於テ期限満了一ヶ月前ニ本契約ノ破

棄ヲ一方ニ通知セザルトキノ、引続キ本契約ヲ有効トス

昭和二十一年四月二十日

三官義鮮語長田清次郎
三車従業員組合長樋口利夫
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覚書

三菱重工業株式会社三原車胴製作所ハ三車従業員組合ノ健全ナル発達ヲ図ル為メ本組

合ヲ全面的ユ支持スルモノトス

昭和二十一年四月二十日

三菱重工業株式ム社
三原車輔製｛乍所長田清次郎

三車従業員組合長極日利夫

〔資料目録登録番号2〕

この争議の解決を機に「職組は第1、第2組合の合同を行ない、産別〈注・全日本産業別労働

組合会議）加盟を決定、従組、職組の合同さえ話し合いが進められるようになった。こうした

闘争の勝利は益々組合員の意識を高め、遂に一時共産党450名を擁し、産別の牙披を誇って、

全国及び県下にその存在をクローズアップさせたのである」（広島県立労働科学研究所 『広島県

に於ける戦後労働運動の概要』、 1950年刊〉と概括されるほど、活発な組織活動を展開した。同年

8月ごろまでには約10人の共産党員を数えるにすぎなかった（重家盛氏談〉のが、「西のレヱシ

グラード・プチロフ工場、東の三菱三原寧嗣J、あるいは産別会議で強かった東芝の堀川と

ともに「東の東芝・堀川町、商の三菱・三原車輔Jと並び称されるほどの大細胞組織をつく

りあげていった。

その模様は『労働者J1947年6月号（日本共産党出版部発行）掲載の次の「細胞便り」からも

うかがえよう。

広島県三原市の三原奉輔工場は東京機器下丸子工場とともに、三菱重工株式会社のな

かでも、もっとも統制のある組織の強い組合として知られている。それもその管、ここ

の工場には労働者の利益のためならいつでも火のなか、水の中でもとびこもうという共

産党員が、従業員三千三百名のうち一割以上をしめていて、工場細胞は職場のすみずみ

まで組織され、組合のため先頭に立って闘うからである。

石炭キキンで町の風呂屋が休みがちになれば、細胞はすぐこれを取上げて、工場に風

目場をつくるように職場常会にもちこむ。職場常会が決議すればすぐ工場長に交渉する。

口八丁の会社側はこんなときいつも

「材料がない」 「レソガが一枚何円するJ 「石炭がなし、」

と労働者の要求をふみにぢろうとする。共産党員が先頭にたっているここの組合では、

「ああそうですか」とは引きさがらない。

「会社がやらねば組合員が材料をきがしてみせる、職人がなければ組合員の手でもつ

くってみせる」

とキピキピ仕事をすすめてゆくので、さすがの会社も逃げる口実がなくなって承認して
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解説

しまう仕末である。

大和寮と敷島寮の寮細胞が、火鉢かくとく闘争をとりあげたときも、寮生大会は「各

室に一個ずつ火鉢を支給せよ」と決議したが、寮舎係長は「練炭がない」 「火鉢が手に

はいらぬ」と逃げた。そこで決議促進委員会は火鉢の買入れさきから練炭の入手先まで

調査して、会社側と交渉したのでついに要求を貫徹した。

部屋に一個の火鉢といえばなんでもないようだけれど、山中街道を酉に吹きまくる寒

風にふるえあがっていた寮生のみじめな生活にとってはどんなに大きな収穫だったろう。

楽しいはずの休日を、寒さのため一日床にもぐりこんでいた青年達が、火鉢をかこんで

なつかしい故郷の思い出や楽しい座談にときのたつのも忘れ、朗かな笑いが火鉢を中心

にうずまく有様をみれば、一つの火鉢が寮生の生活をどんなに豊かななごやかなものに

したかを知るであろう。

そういうこまかい人使いをする共産党員だけにこの細胞には幾つかの美談がある。

工場から約2旦ほど離れた登町沖浦町は源平盛衰記に出てくるあの平家の落人の末孫

が住んでいる部落として有名であるが、市内とは名のみで、切りたつ山にさえぎられ、

今でも電灯一つないラ γプ生活をしている。ところがこの部落の青年達にも時代の波が

おしよぜて、二百名の青年聞が先頭にたって「納税と供出を強いながら、市制がひかれ

て十年になるのに、電灯一つ引こうとしない」。

市当局の無能ぶりに憤慨して闘争にたち上った。そこで党細胞は遠藤、宮原、板垣の

三同志を応援のため派遣し、夜を徹して青年達と懇談する一方、他方ではこの実情を職

場の工場委員会に持ちだしたところ、

「よし、労働者の手で電灯を引こう」

と決議した。さらに一月廿八日の吉田内閣打倒国民大会の席上で市民に訴えたら、
~，.. 

、－ "--

でも同様の決議がなされたので市当局に交渉を開始し、電産の組合員の応援を得て架線

工事の測量に着手し、ついに新年度予算にこれを計上させることに成功した。自由党の

地方ボスが選挙のたびに約束しながら今日まで実行できなかった仕事を、ここの細胞は

またたく聞に実行した。この水際だった活動ぶりに部落の老人までが共産党に対する今

までの偏見をすてた。

また、同志大原の住んでいる沼田西村は戸数が四百戸、人口千五百名のきわめて封建

的な農村で、今までも幾度か農民組合をつくろうと働きかけたが、そのたびに失敗して

きた。そこで党細胞は同志大原を中心に、まづこの村の青年に呼びかけ、さらに一軒一

軒説きまわって苦心惨たんした結果、とうとう農民組合の組織に成功した。ところが地

主等は県の奥農業会長をつれてきて、天下り式に農業同砲というものをつくり、村民達

にめくら判をおさせて古い顔役を役員にまつり上げ、農民組合の切りくずしをはじめた。

だが新しい農民組合は十二カ条のスローガソを押したて自主的供出、空俵の無償返却、

農地委員不正選挙責任追及、配給機構の改正、吏員の怠慢追及、等の要求をつぎつぎに
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獲得した。この闘争の先頭には党細胞だけでなく同村から三原寧細工場に働きにきてい

る労働者が一斉に立った。そればかりでなくー鉄工場では職場全体が闘争資金カンバを

して農民を激励した。農民組合はまたこれに答えて農産物を労働組合にすすんで持って

きて労働者と農民は文字通り固い握手をした。

こうした量的成長・拡大とはウラハラに、三車の従業員の意識の中には「三菱を飯ピツ」

と考える（霊家盛氏談〉意識がなお色濃く残っていた。また1947年12月の天皇の工場行幸の際、

整列し、天皇の到着を待っていた従業員の聞から期せずして「天皇陛下万歳」の戸が一斉に

あがるなど、戦闘的といわれた組合の、その基盤は意外に古い意識のうえに築かれていたの

である。なお余談だが、このとき天皇行主主に抗議して組合事務所に待機していた重家豊は

「天皇陛下方議」の声を聞き、 「これで敗けた」と思った、という。

西日本最大の経営細胞を誇った玉率従組にして、かくたる有様であったが、 との H脆弱

さ”は、後述する分裂問題の際、はっきりと顕現したのである。まさに300人からの細胞が

「一夜にしていなくなった」〈重家氏談）といわれる状況が生まれたのであった。

なお、三寧従組結成時より1951年11月、従組、職組とも解散のうえ、 l本化し、三原車鋼

労働組合として発足するまでの系統図を次に掲げておく。

三事従業員組合結成

1945. 12.12 

三車従組〈従分会〉系統国

三車験員組合結成
1945.12. 20 

全国事綱産業労働組合結成

1946. 5. 6 
一一三車職員労働組合結成

全事三車従組

1946. 5. 6 
ー」一一一一一一一

全車三事支部発足

1946. 11. 15 

全車三寧職組
1946 5 6 

一原寧網組合粛正本部発足

I 1948. 2. 25 

三原率制労働組合〈第2組合）結成

1948. 3. 19 

．一｜
1946. 8 合同

1946. 4. 7 

第3組合結成
1948. 8 

全日本金属広島支部三事従分会

1948.10. 11 

－ 

全日本金属広島支部三車職分会

｜附10.11

'j"'¥一一一一一一一一一I 附 .2 合併

解散 1951.10.31 解散 1951.10. 31 解散 1951.1仏 31

三原車輔労働組合 1951. 11. 1 

* 1948. 10. 11～14 全日本金属労働組合結成大会（機様・鉄鋼・草輔の合同〉

ホ1948.12. 10～11 全日本金属産業労働組合（大金属）協議会結成大会

本 1949.10.27～30 大金属結成大会（金属・電工の合同）
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解説

相次ぐ組織分裂と三車従組・三車従分会の後退

1948年に入り、三事従組は激しい分裂の時代に入った。そして翌49年にはドッジ ・プラン

による企業整備が始まり、 車綱産業はと くにその影響を集中的に受けた。三原製作所では臨

時工の解雇のあと10月に本工の解雇発表が行なわれた。解雇に先立って7月5日に第1次懲

戒解雇011上問題）、 8月31日第2次懲戒解雇（15名〉、 9月1613第3次懲戒解雇（5名〉が出た。

とれは第2、第3組合と組織の分裂下で会社側が産別、 全日本金属に所属する三車従分会に

対する執搬な攻撃を行なったもので、大きな打撃となり、財政的にも苦境におもいった。

翌1950年は6月25日に朝鮮戦争が勃発、新聞、通信放送に始まるレッドパージが全国的に

広がったが、 三車従分会でも樋口利夫ら14名が共産党員および同調者としてパージされた。

このパージによって三事従分会は事実上組織力が解体され、翌日年11月1日に結成の三原

車鋼労働組合に政収されてしまうのである。

以下、 1948年の組織分裂以後の三事の運動を簡単に述べる。

粛正本部の発足と第二組合の結成

産別会議の西の牙城といわれた全国車輔三原支部で1948年に入札組織分裂問題が起っ

た。この分裂は、いわゆる産別民主化運動と Lてではなく、同年1月に日本労働組合総同盟

（総同盟）中央委員会が提唱した労働組合民主化運動に治うものであった。

三原支部を離れ、 新たに3月19日に結成された第2組合は三原寧輔労働組合（三寧労組）を

名乗った。同組合は5月10日に総同盟に加盟した。

全国車輔三原文部は、三寧職員組合と三率従業員組合の職員、工員の 2つの組合から成っ

ていた。同年10月、全国事柄、機器などが合同し全日本金属労働組合（金金属）が結成される

や三車従業員組合は全金属広島支部の中核として三原寧綱従業員分会となった。

さらに三率従組と三車労組の分裂に対して、その統ーを計ることを目的として8月には第

3組合が結成された。

翌1949年2月、三車労組と第3組合は合問、三車労組となった。

さて、 これより前の1948年2月、 全国寧珊三車従組の動きに反対するグループは同月20日

に執行部に対し、 「壮年部の結成」を申し入れてきた。その理由は

① 壮年部結成申込はー般の意識水準が低いからこれを自成するために作りたい

＠ 青年部と同ーの部活動をやりたい

であった。23日の幹部会、翌24日の工場委員会は①青年部との対立、 ②組合の存在がぼやけ

る、③とれが大きく浮かびあがると支部統ーに支障がある、などを挙げて反対した。

この反対を待っていたかのように、 25日に壮年部結成が一方的に否決されたとの理由で工

場内のみならず三原市内に「三寧組合粛正木部」の名でピヲが貼りめぐらされた。

こうして反対派は粛正本部として公然と活動を始めた。

翌26日から組合幹部と粛正本部代表との会見が行なわれ、粛正本部から

①現組合を全面的に解散すること
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＠ 再出発の際政党色をもつものは、一切の組合の役員には就かせない

＠ 工場委員会にて上記主旨が採沢されれば可、採沢されないときは行動の自由を留保

する

を提案、 27日の拡大工場委員会で検討となった。

3月3日に粛正本部の見解、執行部の見解がプリ ントして提出され、審議となったが、双

方の意見が対立するばかりで、 4日の幹部会は粛正本部の解散を決定した。だが翌5日の工

場委員会は大衆討議の結果、 21対22、保留3で解散しない事に決定Lた。

次いで3月8日に三車従組臨時大会が開催され、粛正本部側は産別脱退、組合解散、全車

脱退、新組合には政党色を注入する人を役員としない、を主張、結局、組合解散について翌

日に無記名投票実施となった。

3月9日の投票の結果は、組合解散賛成とする者1,149票、解散反対とする者1,724票とな

った。解散せず、とはなったものの事態は深刻で、執行部は総辞職した。

これは粛正本部にとっては予想外の得票数でこれに勢いを得て、 3月11日に三原車輔労働

組合創立準備会を発足させ、声明を発表、 19日には結成大会を開いた。

三事従組は準備会の発足に対して16日にその中心人物5名を団体協約（クローズドジョップ）

により除名を決定、会社側に解雇を申し出た。この労働協約の適用、第2組合の三車労組の

承認をめぐり、紛糾した。だが、 3月24日の地労委に対しての三事労組と会社側との団体協

約権承認申請に対し、地労委は、団体協約は第三者（第2組合〉に及ばず、 しかし、第2組合

（三事労組）が組合法上正式に認められれば、団体交渉権は会社側との間で当然ある、 との解

釈をし、三事労組に労働協約権の確認ではなく組合資格の申請をさせ、これを承認したので

あった。

こうして産別系の三車従組と民同派の三事労組の 2つの対立した組織が工員層の聞にでき

てしまったのである。

粛正本部 ・三車労組と三事従組の対立点は、三率労組が地労委に提出した次の「三原車輔

労働組合結成経過」が端的に示している（3月3日のプリ γトの粛正本部の見解とほぼ同ー趣旨）の

で紹介する。

三原車輔労働組合結成経過
C三事従業員組合3

三事従業員労働組合は過去二年有半に亘り完全に政党員（共産党）のフラク活動に依り労

働組合たるの自主性を失い、完全なる政党の支配下に置かれている。例をあげれば、執

行部役員中、二、三を除く総ては党員か、シγパを以て構成し且つ唯一の決議機関たる

工場委員会の構成も之等の分子であり、執行部提出の議案も事前に細胞合議にかけ、結

論を出して置き、後始めて是を決議機関の工場委員会にかける、すぐ様得たりと細胞は

結論に基き、賛成意見を述べた。分子は是に応じてー勢に挙手声を大にして賛意を表し、

是等分子以外の委員発言を求め、反対意見を述べれば、組合意識低調なり、レベルが低
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解説

い等と噺罵、又は弥次を飛ばし其の発言を妨害し一挙に採決にもって行き、之を決定す

る非民主的な其の独裁ぷり、ー．二の例は本年三月中旬、組合闘争資金二十万円（ー人

六十円宛積立して絶対に他に流用しないと確約あるもの）を組合長、財政部長、共済部長之等三

名が秘密裡に引出し闇物資の取引に流用費消した事件、調査に名を借り謀消運動に狂ほ

んした。ー二、 三の者も皆之共産党員であり、組合員の受けたる損害は甚大である。又、

一組合員が不幸にして八カ月に及ぶ入院加療のため、経済的に行詰り、餓死一歩前に正

当なる組織を通じ、此の救済方法を暁願した時、一紙半銭の拠出もせず、其の盛時日は

経過した。然るに同じ党員が一度病気tこなればすぐさま五千数百円の大金を見舞金とし

て贈り、之を全組合員に一人二円宛の頭割りとして徴集した事実、又、同時に他の党員

が盗難にあった時、是も又全組合員に資金カンパの名のもとに金を集め党員に贈る等々、

一々あげれば限りのないほど党第一主義であ り、特に背年部の役員になるには共産党員

か、シンパ以外はなれない規約があるが如き有様である。此の青年部役員は終日会議だ、

研究だと殆んど作業に従事していない。斯る状態では生産は阻害され、基本的人権すら

じゅうりんされ、自主性もなく民主的労働組合が一つの政党に依って支配されるので労

働者の立場から此の鉄の鎖を切り明朗なる真の民主的自主性ある組合となさん為、同憂

の組合員数拾名相寄り組合粛正運動を展開した。之を組合粛正本部と言う。運動方針と

して第ーに壮年部結成（組織を遜じて要求した）、内容と結果省略、第二段階、豪末の反省

の色なく遂に弾圧を加ふるに歪りし為、是非なく組合を一応白紙に置き再出発（組合を政

党支配下に置かんとする危険あるものは何党に依らず組合役員につけぬ事を第一条件とす）し、真

の組合統一化、以上の方針にて実現に努力せしも彼等のあらゆる脅迫と暴圧デマ宣伝個

人攻勢言語に絶するものあり、特に労働者とし尊重すべき臨時大会すら議長の独裁と細

胞分子の謀略に依り流会に終り、又其の二日自の大会も同様混乱となり粛正本部員は退

場の止むなきに歪り、一方的に大会の決識をなせり、此の有様を目撃せる組合員多数は

激怒し彼等の野望と其の独裁振りに見切りをつけ遂には新組合設立に飛躍したのであり

まして設立準備会発足となり是等一般組合員多数の盛り上った意志のもとに三原寧輔労

働組合は三月十九日結成となり、本日に至りました。 〔以下略〕
(/¥) 

一九四七年三月二十九日 三原草稿労働組合

〔資料目録呈録番号118〕

三車労組結成時の三原工場内の組織別現勢を地労委の資料では次のようにみていた。

現在の勢力関係は職組約五00名、従組約一，四00名で、全車の三原支部を構成し、

第二組合の三車労組は職員を含まず従組の脱退者約一，八00名を結集して居る。

労政事務所の話では同工場の共産党員は約一四O名シγパ一五O名前後と言 う。第一組

ー ・52ー



合の話では正式な共産党員は十名足らずと言う。

〔資料目録登録番号118〕

この三車労組の結成は当然のことながら三車従組にとって大きな痛手であった。三車従組

はこの動きの背景には反共民同運動の全国的な流れ、総同盟、社会党の指導によるものと次

のように見ていた。

昭和二十三年二月、社会党代議土高津正道、総同盟高野実、鍋山貞親らは相次いで三原

市に来り、三原地方に於ける民間的勢力を育成、広島県に於ける革命的拠点であった三

原地方労働戦線の分裂、弱化を図る計画が着々なされていた。三原地方労働組合連盟は

常人（六000)、東洋繊維〈二五00）、三菱三原寧輔〈四000）を主体にしその戦闘的性絡

を維持して来ていたが、その支柱をなしていたものは全国車輔産業労働組合三原寧輔支

部であった。

民主戦糠候補として市長に当選した社会党戸田勝巳は間もなく労働者を裏切り始め三

原車酬を中心とした労働者から漸く糾弾の声が昂っていたが、帝人東織に於ける社会民

主々義分子は除々に勢力を拡大すると共にその闘争力は極度に御用化し三原車胴支部は
auヵコ
派立的立場に置かれつつあった。

その時機に日本社会党三原車輔班を中心として三寧労働組合分裂が画策され職制の圧

力、会社幹部の隠然たる援助のもとに二十三年三月下旬、第二組合を結成、公然と反共

反産別のスローガンを掲げて狂奔しまもなく約六00名の組合員を獲得。三原寧輔総ム

部長を使用者側委員の筆頭とする広島地方労働委員会も亦クローズショップ協約に於け

る第二組合結成を認可し、全車労組の抗議的再審査要求も却下した。

かくして会社のヒ謹のもとに職制の庄迫による第二組合拡大は功を奏し、組合員の日

和見は助長され脱退が相次いで組合も亦その闘争力を漸減し、全国車珊労組が合同して

全日本金属労働組合に発展するや、職員組合は戦線を一応離脱して別個に分会を結成し、

三原寧輔製作所内には、全金属広島支部三車従業員分会、同職員分会、及び総同盟主原

寧輔労働組合（第二組合）の三組合は鼎立、相互に牽制し合った。

〔資料目録登録番号271]

この組織分裂への三車従分会の対処は、当初幅広い統ーということで・の活動であったカL

ますます組織的に後退を重ね、 1948年年末近くでは800名にまで落ち込んだ。一方三車労組

はその頃2,300名の組合員を擁するほどになった。

一方三事従分会はその年の越年資金闘争で自信をもち、従来の運動のやり方を日和見と自

己批判し、 「闘う中にのみ統一戦線はあり得る」との方針に転換、金属の方針を忠実に守る

との方針を出した。
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解説

ドッジプランと大量解雇

翌1949年t士、前年12月の経済安定9原則発表に続いて、超均衡予算、竹馬経済脱却のドッ

ジ・プランの実施となった。

政府受注のウエイトの大きい王手綱産業にとってドッジ・プランの打撃・受注量の大幅削減

は大打撃であった。その状犯を前掲『三原製作所2咋史』よりみてみよう。

ドッジ旋風によって倒産するものも続出したが、 「三原車輔製作所」としてもまたそ

うした影響をうけないわけにはいかなかった。それはまずドッジ・ラインの実施によっ

て国鉄の予算が大幅にけずられたことである。主要な受注先である国鉄の大幅な予算減

少によって、車両新製および修繕工事の需要は次の表にみられるように激減し、しばら

くは苦難の時代をすごさねばならなかった。

昭和白～26年車両生産実績

23年 24年 25年 26年

修繕工事 250両 45両 21筒 55両

貨 事 124 94 89 114 

蒸気機関卒 10 25 16 5 

電 気機関車 8 5 4 2 

〔『三原製作所初年史』より〕

三原工場では最初に①臨時工の解雇、＠給食施設の縮小、厚生費の節約、③定時間内の生

産量の増加、として3月中旬に組合への申入れが工場側からなされた。

臨時工は、第2組合の三車労組の影響の下に「三友会」という組織を結成していた。三車

労組は、 ドヅジ・ プラγの前に臨時工の就業保障は他企業への転職についての援助のみで首

切り反対は打ち出せなかった。このため臨時工は第1組合の三車従分会に支援を求めたが、

三寧従分会も首切りを撤回させるだけの力はなかった。

こうして臨時工の首切りのあとに10月7日に第l次首切りが出された。これについては退

職金の増額などの要求で結果的には落着き、解雇撤回は出来なかった。

重家はこの解雇の際に該当者とされ、 11月7日に解雇された。

翌日年6月の朝鮮戦争後のレッドパージによる解雇を含め、 1943年末に4,260名に達した

従業員のうち約l,100名が解雇された。

こうして重家が最後まで頑張った三事従分会も事実上解体に追込まれたのであった。
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この三事従分会の解体のあとの三原地方の労働運動は民同運動路線による組合がヘゲモニ

ーを握り、左翼労働運動は完全に後退していったのであった。

故重家豊氏はこの敗北の歴史の教訓として H階級意識の変革こそ大切である”といってお

られたが、その教訓は今なお重要な実践課題として残されているのではなかろうか。
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社会労働運動資料



1945-1951年



労働運動

労 働 運 動

1 二車従組・全車二原支部・全日本金属広島支部三車従分会・三車再建同盟

1 三車従業員組合 三車従業員組合綱領・宣言 ・規約 1945年12月12日活ー19cmx42.5cm

2 〔三事従業員組合〕 団体協定 1946年 4月 ト－B4

ホ三原事綱製作所と三車従組とで

3 三事従業員組合組合長陳謝状 1946年 6月13日肉－AS-2枚

樋口利夫・教育出版部 *]fl崎車網支部労働組合長Jll上組作

長岩田誠一 ・幹部ー同 宛， 機関紙『鶏進ニ晶ース』第1号

でのJI!崎寧綱争議についての誤報

のため

4 〔重家盛〕 陳情書〔起案〕 〔1946年〕 肉ー使袋一 6枚

＊飢餓突破資金1人500何， 中食給

与の要求

5 全車三原支部 メッセイジ【重家起案〕 1946年 9月 肉ー使君主－4枚

ホ1946年 9月の広島鉄道局組合員と

海員の合同大会宛

6 三車従業員組合組合長祝詞〔重量突起案〕 1946年9月7日 肉ー使第一8枚

樋口；利夫 ホ私立三菱糸崎青年学校卒業式

7 三車従業員組合 組合長談箆〔重家起案］ 1946年9月 肉ー使築－ 4枚

＊三車従組の精度運動について談話

末尾i火

8 三事従業員組合 電力潤渇に関し組合員諸君に訴う 1946年11月HI ト－B4

9 〔全率三原支部〕 全国事綱産業労働組合三原支部規約 1946年11月15日 ト－B4

10 〔全率三原〕支部長樋ロ 如何に関ふべきか一組合員諸君に訴 1946年12月19日 肉ーB4-3枚

利夫 ふ〔重家起案〕

11 〔三車従組〕 三車従業員組合規約 1946年 ト－B4

12 c霊家建〕 執行部運蛍方針〔起案草稿〕 1946年12月 肉－B6-3枚

13 〔重家並〕 事務の能率化〔起案草稿〕 肉－B6

14 〔重家盛〕 会議の能率化〔起案草稿〕 肉－B6

15 〔重家盛〕 〔三平の寮問題についてのメモ〕 〔1946年〕 肉－B4-2枚

16 三事従組教育出版部 『ばく しん』第3号 1946年8月25日 活ータブー 2p

＊「自主的生産増強運動展開，資本

攻勢への反撃だ／」ほか

17 三寧従組教育出版部 『ばく しん』第4号 1946年9月25日 活ータブー 2p

＊「われらの生活権を守れ，キガ突

E度資合要求／／Jほか

18 三事従組教育出版部 『ばく しん』臨時特緯号 1946年10月18日 活ータブー2p

$民主主義孝命へ怒鴻となるゼネス

ト， 吉岡内閣をこのままにしてお

いていいか
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社会労働運動資料 1945-1951年

19 s車従忽教育出版部 『ばくしん』第5号 1946年12月20日活ータブー2P

＊「ぱ〈しん座談会一新段階に立つ

労働組合運動．｜ほか

20 三車従組 労働協約書 1946年12月22日 ト－B4

ホ草紙連盟と全寧労との

21 「全車労」三原支部情報勝利への搬 〔1947年2月〕 トーB4-2枚

部

22 〔三車従組〕 工員昇格登用規程 〔1947年〕 ト－B4-2枚

* 1947年2月 18より実施

23 三車従組 ｜秘｜工員成絞査定基準表（昭和22年 1947年 肉－B5

2月11臼附）

24 三事従組組織部 本年度三事労組運動一般方針大綱 1947年 ト－B4ー 2枚

【草案〕

25 〔蚤家輩〕 本年度三車労組運動方針大綱C草稿〕 1947年 肉－B4-2枚

26 〔重家主主〕 支部統一は如何にして進めるか (1947年2月18日〕肉－B4

〔草稿〕

＊三車従組・職組の統一問題で

27 三卒従業員組合教育出 『ばくしん』第6号 〔1947年 2月〕 活ータブー2P

版部 ホ「（解説）革命団結復興本年度三

車労組運動一般方針決る」ほか

28 〔三車従組〕教育出版部教育調査〔表〕（1947.1.20現在） 1947年 2月 ト－B5

29 （三車従組〕教育出版部教育調査集計（1947.1.20) 1947年 肉－B4

30 〔三車従組〕 社会党ハ果ツテワレワレノ味方ヵ？ (1947年 2月〕 ト－B4

＊末尾欠

31 「全車労」三原支部情報選挙闘争を開始せよII 〔1947年 3月〕 ト－B4・B5各l枚

部

32 〔三寧従組〕教育出版部『教育指針』第3号 1947年4月4日 ト－B4

33 ［三車従組7教育出版部 『ば〈しん選挙エユース』 1947年 4Jj18日 ト－B5-2枚

34 〔三車従組〕教育出版部 メーデーに就いて 〔1947年4月〕 ト－B4

35 〔三車従純〕教育出版部常会長座談会開催の件 1947年5月12日 ト－B4

36 〔三事従組〕教育出版部 『教育指針』No.4 いま行われている 1947年5且18日 ト－B4

物価値下運動とはどんなものか

37 E三車従量E〕 三恵従業員組合青年部A則・青年部 1947年 5)'jl5日 ト－B4

事業内容

38 〔三Iii従組〕 三車従業員組合婦人部々則・三車従 1947年 6月13日 ト－B4

業員組合婦人部々則案

39 〔三菱重工業三原率繭三車体育文化委員会設置について 1947年 7月22日 ト－B4

製作所）厚生課長 「写」

学従業員組合長宛

40 三車従業員組合組合長声明書・社会党機関紙「社会新聞J61 1947年 8月 ト－B4

樋口利夫 号〔7月21日〕所載本組合に関する記

事に就いて反駁す
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41 〔三車従総〕組合幹部一 声明書・組合員諸君へ 1947年8月 ト－B4

同 ホ幹部会報告一組合への非鍵・中傷

に対処

42 三車従業員組合書記部組合役員名簿昭和22年10月3日現 〔1947年10月〕 ト－B4

在

43 〔三事従組〕 闘争に関する状況報告（10月3日正 〔1947年10月〕 ト－B4

午現在〉

44 〔三寧従組〕 工員賃金（専門委員会案） 1947年10月9日 ト－B4

45 奨励金（専門委員会祭） 1947年10月9日 ト－BS

46 〔三車従組〕 最近ニ於ケル各社賃上ゲ要求経過ー 1947：年10月 ト－BS

覧表昭和22.10.6現在閥 ・神戸地

区主要会社給与比絞褒（昭和22年9

月分）

47 生活資金要求案ぬ1 ト－B4-2枚

48 〔三車従組〕 〔カロりー計算委〕 ト－12cmx33.5cm

49 〔カロリー計算表〕1947年9月15日現 ト－12CJOX33.5cm

在

50 自由市場物価調査表 ト－B4

51 〔全率三原支部〕 支部案〔新賃金案〕 1947年10月 ト－BS

52 〔三寧従組〕 〔賃金表〕 :1947年〕 ト－B4

53 〔三事従組〕教育出版部 『壁新聞』第1号 さあゆこう闘いの 1947年10月9日 ト－B4-2枚

秋／ 我々はどう関うか賃金値上を

54 〔三事従組〕教育出版部『壁新聞』第2号新しい労働者 1947年10月13日 ト－B4-3枚

55 「全車労」三車支部情報『ニュース』ぬ2 「全車労」各支部統 1947年10月16日 ト－B5

宣伝部 々起ツ俄然／ 全面的闘争へ／

56 「金事労J三1li支部情報 『ユユース』ぬ3 誰が此の悪税を作 1947年10月17日 ト－B4. 

宣伝部 ったのだ／

57 〔三事従組〕教育出版部『壁新聞』第3号関ひの火は遂につ 1947年10月17日 ト－B4

けられた

58 「全車労J三寧支部情報『ユユース』ぬ4 H特ダネ”会社の台 1947年10月19日 ト－B4

宣伝部 所を探せば有るぞ，有るぞ金のいも

づるグ

59 全国車綱産業労働組合闘争方針II 1947年10月31日 ト－B5-3枚，

三原文部 B4-5枚

60 三II!従組財政部 会計収支報告（1947.4-9) (1947年10月〕 ト－B5-8P 

61 ［三車従組〕 原価調（22.9.In買） 1947年10月 ト－B4

62 〔三事従組〕 損益予想（1カ月平均） 1947年10月 ト－B4

63 〔三寧従組〕 資金収支予算表 1947年10月 ト－B4

64 全車労組三車支部情報『ニュース』ぬ6 経営者の争議対策 〔1947年10月〕 ト－B4

宣伝部 ”虎ノ巻”

65 三事従組 〔松本財政部長らの処分について理 〔1947年10月〕 トーB4

由開示〕
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66 〔三寧従組3 〔松本財政部長らの組合裁判・処分に 〔1947：年10月〕 肉－BS

ついて〕

67 〔三~1事従級〕 〔全寧労本部宛財政部・共済部不祥問 (1947年10月〕 肉ー使袋一4枚

題についての番簡〕

本松本財政部長除名問題1ベージ目

欠

68 〔三寧従組〕教育出版部『壁新聞』第6号労働基準法につい 1947年11月3日 ト－B4

て（其の三）

69 （三車従組〕教育出版部 『壁新聞』第7号労働基準法につい 1947年11月4日 ト－B4

て（其の四〉

70 全国事綱産業労働忽合最近の情勢にあたり全組合員諸君に 1947年11月16日 トーB4

三原支部支部長重家坐訴ふ

71 「全車労」三車労組情報『エ品ース』No.7 税金は如何消費さ 1947年11月 ト－B4

宣伝部 れているか？

72 〔三事従組寮食費値上 食費値上げに就て 1947：年11月13日 ト－B5-3枚

対策委員会〕

73 〔三車従組〕教育出版部 『壁新閣』第10号改正刑法の華客点 1947年11月初日 トーB4 

74 念事労三原文部情報室 『ニュース』No.9 E差別会議は如何に 1947年11月30日 ト－B4・BS各1枚

伝部 動くか？ 産別第2回大会結論

75 全事労三原支部情報室『ユユース』ぬ10 越年資金要求の意 1947年12月2日 トーB4

伝部 議！！

76 〔三事従組〕 支度料荷造費等改正ノ件（労連第87 1947年12月9日 ト－B4

号写）

77 三原寧綱支部田島河成企業整備打開策私案 1947年12月10日肉－A4-3枚

78 従業員就業規則（会社案） 〔1947年〕 ト－B4-3枚

三車従組第3固定期大会

79 （三車従組〕 第3固定期大会〔次第〕 1947年12月12日肉ー使袋

80 〔重家鐙〕 一般報告〔草稿〕 1947年 肉－14cmx24cm

81 〔霊家鐙〕 ｝般報告〈掌稿） 〔1947年12月〕 肉－B4-3枚

82 （盛家重量〕 教育出版部部員活動方針〔起案草稿〕 〔1947年12月〕 肉－B4-2枚

83 〔三車従組〕 三事従業員組合規約 〔1947年〕 ト－B4

84 三事従業員組合財政部昭和22年度会計報告（自昭和21年12 〔1947年12月〕 ト－B5-14P 

月1日至昭和22年11月30日）

85 C全事労三原支部〕 1948年度全国草稿産業労働組合三原 1947年10月 ト－B4

支部従業員部運動方針大縞

86 〔全車労〕三原支部財政 支部闘争資金支出内訳 ト－BS

部

87 〔全車労〕三原支部財政支部闘争〔資］金決算内訳（昭和22年 〔1947年12月〕 ト－B4

部 11月19日）

88 〔全率労〕三原支部財政支部闘争〔資〕金決算内訳（昭和22年、 1947年12月 ト－B4

部 11月19日）
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89 〔三車従組〕教育出版部『壁新聞』第15号生産復興闘争とは 1947年12月26日 ト－B4

90 ［重家豊〕 （メモ・生産復興闘争について草 【1947年12月〕 肉－B4-2枚

稿〕

91 生産復興闘争〔メモ〕 〔1947年12月〕 肉－84

92 〔重家盛〕 生復闘争指針C起案草稿〕 〔1947年12月〕 肉－B4

93 ［重家盈〕 生産復興闘争にどんな組織が必要か 〔1947年12月〕 肉－B4

C草稿〕

94 〔重家豊〕 支部統一組織案〔草稿〕 (1947年12月〕 肉－B4

95 〔重家豊〕 企業整備対策委員会行動計画〈青年 〔1947：年12月J 肉－B4

部）（草稿〕

96 〔震家堂〕 企業整備教育指針（続き） 〔1947年〕 肉－B4

97三亭従組 購売関係昭和21年12月～昭和22年 ト－B4

11月

98 三事従組共済部 22年度共済関係 ト－B4

99 〔三車従組〕調査部 1・2・3月生活補助金一案 1947年12月29日 ト－B5

100 ［三車従組〕調査部 手取各ベースを示す 1947年12月29日 ト－B4

101 〔重家盛〕 〔労働講座講座案〕 〔1917年〕 肉－B4

102 三事調査部 給与形態説明 1948年1月11日 ト－B5

103 〔三車従組〕文化部 文化活動のやり方 1948年1月 ト－B4

104 三車従組財政部 各種寄附金（内訳） 1948年2月 ト－BS

105 〔三事従組〕 〔収支決算〕自22年10月至23年 1月 トーB4・B5各1枚

106 悶村久子 書簡〔重家豊宛・全電工菅婦対策に (1948年3月6日〕肉－B4-2枚

ついて〕

会主主三原支部分裂問題

107 〔重家盛］ 三原支部事件本部対策活動の報告 [1948年〕 肉－B4-2枚

108 （三車従組〕 声明書 (1948年〕 ト－B4

109 三事従業員組合長樋口 要求書〔重家起案草稿〕 1948年3月16日肉－B4

利失 キ除名組合員5名の骸首要求，三車

長田所長宛

110 全車三原支部事件対策三原支部の分裂について 〔1948年3月〕 ト－B4・B5各1枚

本部

111 第二組合結成迄の経過 〔1948年4月〕 ト－B4

112 〔重家堂〕 三原支部分裂闘争方針〔起案草稿〕 [1948年〕 肉－BS-3枚

113 〔重家盤〕 〔全車本部宛第二組合問題での間合 〔1948年〕 肉－B4

せ・起案メモ〕

114 全草木部 三事事件金事対策部編成計画 1948年3月 ト－B4

115 全卒対策部 情報日誌（3月22日～25日） (1948年〕 ト－B4-4枚

116 ：震家豊〕 三原支部事件について [1948年3月29日〕肉－BS
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117 〔重家盛〕 三原支部分裂事件について 〔1948年〕 肉－B4

抱案メモ〕

118 〔三車従組〕 国広島県地方労働委員会・三原第〔1抑制月〕 ト－B5-llp 

二組合問題調査表

119 〔三車従組〕 三事従業員組合規約 1948年 ト－B4

120 〔盤家霊長〕． 三事労働組合認可再審議申立 〔起案 〔1948年〕 肉－BS

草稿〕

121 全国寧制産業労働組合 異議申出書（4月8自に地労委が三 〔1948年4月13日〕トーB4-2枚

三原支部従業員部三車 原車輸労働組合設立を認可したこと

従業員組合組合長松村 に対し〕

正文

122 全国寧鯛産業労働組合全国草稿三原車縞支部分裂の真相 1948年4月10日肉－BS-6枚

〔重家起案草稿〕

123 全国車縞産業労働組合平輔特報分裂をおこすものは何か (194必F〕 活－BS

全国事額三原支部第二組合問題の真

相

124 全国車綱産業労働組合第三組合関係調書 1948年4月 ト－B5-53p 

三原支部従業員部三車

従業災組合

125 〔震家盛〕 三車問題について 〔1948年〕 肉－B5-4枚

126 全国寧胴産業労働組合三原支部分裂闘争応援の件 1948年4月29日 ト－B4-1枚，

本部組織部 BS-2枚

127 〔三車従業員組合〕 “反託の数々 ” 〔1948年〕 ト－B5-6p 

12渇 〔三車従組〕 だんだん怪しくなって慌て出した仮 1948年 ト－BS

組合のお偉方！！

129 〔金事〕三原対策部 三原分裂問題対策具体案 1948年6月16日 ト－B4

130 C三寧従組〕 （宰）労働協約案 〔1948年〕 ト－B4

〔三原事柄労働組合と三原事鋼製作

所との〕

131 三原事鋼労働組合 労働協約昭和お年6月22日調印 〔1948年6月〕 ト－B4・BS各 1枚

〔三原草鋼労働組合と製作所との〕

132 〔重量実量的 労組と従組との協約の相違について 1948年 肉－B4

〈メモ〕

133 三車従組 労働協約 1948年 トー－B4 

＊第3組合と製作所・昭和23年10月

28日調印

134 〔三1jt従組〕 〔労働協約覚書・ 1948年10月28日第 〔1948年〕 肉一便築ー2枚

3組合と製作所の問の〕

135 日本放送協会労働組合 〔放送支部分裂問題〕 1948年3月22日・ト－B4

136 日本放送協会労働組合放送支部分裂の真相一放送しんぶん 1948年4月1日 活－BS

特別号一

137 支部別計算賃金定期調査表〔全率三 〔1948年〕 肉－B4-3枚，

原支部〕 BS-1枚
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138 〔重家堂〕

139 〔重家盛〕

140 〔重家盛〕

141 〔三車従組〕

142 〔三事従組〕管

労 働 運 動

声明書〔草稿〕

* 7月23日付会社掲示に抗議

〔国際青年デー・講演メモ〕

常任委員会議題〔起案メモ〕

三菱三原事柄健康保険組合規約

本昭和23年7月1日改正

規約改正の件〔メモ〕

ホ三菱重工労連の規約（6月27日大

会決定）

143 〔全日本金属労働組合全日本金属労働組合広島支部三原車

広島支部三原車柄分会〕輔分会規約

144 c企口：本金属労働組合

広島支部〕三車従業員

分会

145 

146 

147 

148 

149 

150 

151 

152 

153 

154 

155 

156 

157 

158 

159 

160 

〔重家豊〕

〔霊家豊〕

〔重家豊〕

〔重家重量〕

〔重家豊〕

〔重家豊〕

〔重家重量〕

〔三寧従分会〕

三車従分会

三車従業員分会

〔震家堂〕

161 〔三車〕従組キカン車育

162 

163 

年部

三事従組常任・大金属

中央委員竹田太一

〔重家差是〕

本1948年11月4日施行

協定書案【組合員の範囲・組合活動

で〕

当面の情勢と組合運営確立の急務

〔起案草稿〕

教宣部への提案・文化部への提案

〔起案草稿〕

生産調査部への提案〔重家起案草稿〕

〔税金の話・講演メモ〕

声明書

キ汚職告発

司会原稿〔メモ〕

〔賃金表〉

賃金改正案

従業員賞罰規程

組合用務出張手当支給規定

三車従業員組合教育委員会要綱

（草案）（起案〕

三車従業員組合教育委員会構成草案

〔起案〕

結婚資金貸金制度慶帯規則休暇（実

施1949年3月1日）

支払給与調 23年10月分

支払給与調（幻年12月分）

〔賃金査定メモ〕

懇談会招請状〔製作所生産計画批判・

自主的生産計画・生産復興のため〕

〔3月29日大金執行委員会の内容・重

家委員長宛〕

われわれは如何に闘うか三事従業

員分会当面の闘争方針草案
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〔1948年7月〕

1948年8月

1948年8月18日

〔1948年〕

〔1948年〕

〔1948年〕

〔1948年〕

1948年

〔1948年〕

〔1948年〕

1948年

1948年

〔1948年〕

1949年3月10日

1949年3月10日

〔1949年〕

肉－B4

肉－B4

肉－84

ト－B4-4枚

肉－B4

トーB4

ト－B4

肉－B4-3枚

肉－B4

肉－B4

肉ーノートー3p

トーB4-4枚

肉－B5

ト－B4

ト－B5

ト－B4

トーB5

肉－B4

肉－B4

ト－B4

ト－ B4

ト－B4

肉－B4

〔1949年3月28日〕ト－B5

1949年3月29日 肉－BS

〔1949年3月〕 肉－B4-2枚
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164 〔重家豊〕 分会役員構成（案） 1949年3月19日 肉－B4

165 全日本金属広島支部三一般経過報告 1949年3月31日 ト－B4-B6各l枚

事従分会

166 全日本金属労働組合広組合役員名簿 1949年4月1日 ト－B4

島支都三寧従業員分会

167 〔三車従分会〕調生部 昭和24年 3月定期昇給の月額換算系 〔1949年〕 ト－B4-4枚

数表〔従組案〕

168 〔三車従分会背婦部〕 当面の関争方針（案） 〔1949年〕 ト－B5

169 〔三事〕従業員分会 指示第2号 (1949年〕4月2日ト－B5

170 薪炭組合の件 1949年 肉－B5-2枚

171 金金属労組三原車輔従組織部調査報告ノ件〔三菱重工労連 1949年4月12日 肉－B4-2枚

業員分会 組織部の3月17日依密資 ・重家起案草

稿〕

172 〔霊家豊〕 市民問題・ 農民問題対策妥員会設置 1949年4月 肉－B4

案 49.4.12（起案草稿〕

173 〔重家盛〕 車翼線闘争研究会〔起案草稿〕 〔1949年 4月〕 肉－B4

174 公安委員会声明書に関し市民労働者 〔1949年 4月〕 肉－A5-2枚

諸君に訴える

175 金属広島支部三事従業全日本金属産業労働組合（大金属）協 1949年5月 ト－B4

長分会 議会第2固定期全国大会提出資料

176 金金三車育婦部 『部報』No.1 1949年6月 ト－B4

177 〔重家豊〕 声明書〔起案〕 〔1949年6月〕 肉－B4

＊都公安条例反対闘争で東交労働者

が虐殺されたことに対する

178 全金属広島支部三事従組合専従者の給与について 1949年 6月2日 ト－B4

分会

179 三寧従業員分会教育宜組合専従者給与と労働賃金について 〔1949年6月〕 ト－B4

伝部

180 三事職員組合組織部 組織部公報第1報 1949年6月29日 ト－B4

181 〔重家堂］ 組合法改惑にともなう組合の方針 1949年6月 肉－B4

〔起案草稿〕

182 〔重家豊〕 労働組合法改慈にともなう闘争方針 1949年 肉－BS

〔起案草稿〕

183 〔重家叢〕 銚発にのるな アウトサイダー組合 (1949年〕 肉－B4

に対立する正 しい考え方〔起案草稿〕

184 アウトサイダー組合と労働関係法に 〔1949年〕 ト－B4

就て

185 労働組合形態別各条文適用有無一覧 1949年 肉－25.5C11X52cm 

表

186 組織部〔竹田太一〕 組合規約及び分会規約について 1949年6月 肉－B4

〔労組法改正にともなって〕

187 〔重家盛〕 全日本金属労働組合広島支部三事従 1949年 肉－B4

業員分会規約〔案〕
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188 〔三寧従分会〕 全日本金属労働組合広島支部三原従 1949年8月 トー－B4 

業員分会規約

189 E三車従分会〕 全日本金属労働組合広島支部三車従 1949年6月 ト－B4-2枚

業員分会規約

* 1949年6月10日改正

190 〔重家豊〕 労働協約についての労組のウソはこ 【1949年〕 肉－B4

うだ〔起案草稿〕

191 （重家豊〕 労働協約案〔草稿〕 。949年］ 肉－B4ー7枚

キヨ君主三原専塙弛作所と全日本金属

広島支部三車従業員分会とり

192 〔三車従分会〕組織部 協定書案 1949年6月 ト－B5

193 〔三車従分会〕 協定書（案） 1949年6月10日 ト B4-5枚

＊三車職分会・従分会・三事労組と

製作所とり

194 三車従分会 協定書 〔1949年〕 ト－B4

＊三菱三原車輔製作所と全金属広島

支部三車従業員分会とで昭和24

年 6月10日調印

195 〔三車従分会〕 協定書案（全金属広島支部三原事調 1949年 6月 ト－B4

職員分会）

196 〔三寧〕従業員分会情宣「教宣指針JN•2 応援工問題を如何 1949年 6月29日 ト B4

部 に闘うか

197 三車東京出張所連絡委金・電合同指令第13号白件 1949年6月30日 トーBS-2枚

員

198 〔三事従分会〕 三菱重工業側三原草調製作所衛生委 1949年 ト－B4-2枚

員会規則昭和24年7月 1日施行

199 三亭従業員分会 不当弾圧に対する決議案〔重家起案 1949年7月7日肉 BS・B6各1枚

草稿〕

2日0 全金属三車従業員分会『三事情報』恥l 会社不当労働行為 1949年 7月16日 トー－B4 

ひんびん

201 全日本金属労働組合広依顧状 19岨年7月20日肉ー使築

島支部三車従業員分会 本労連宛会社登録抄本送付で

2日2 全金属労働組合広島支 『三事情報』目立2 1949年 7月20日 ト－B4

部三事従業員分会

203 〔重家盛〕 何故組合は沈滞するか〔草稿〕 〔1949年7月〕 肉 B4-9枚

春日月 5目白大会準備のメモ・大会

議題・解雇反対闘争スケジュール

など

204 〔重家豊〕 ＠川上盛夫誠首反対闘争についての 〔1949年〕 肉 B4 2枚

報告〔起案草稿〕

205 重家豊 川上問題闘争スケジュール〔起案メ 1949年 7月 肉 B4 2枚

モ〕
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206 〔重家盛〕 プラカード原稿 1949!年 肉－B5

*)II上盛夫解雇反対

207 〔重：家盛〕 街頭ピラ〔メモ〕 1949年7月 肉－B6

りfl上解雇問題

208 三車従業員分会組立常勺II上t主権力闘争の犠牲者ではない 〔1949年〕 ト－B4

会 ぞ”

209 （箆家盛〕 会社側不当労働行為の数々〔起案〕 〔1949年〕 肉－B4

210 従組 暴露する会社のファッショ狂人振り 〔1949年7月〕 肉－B4

正体

＊川上盛夫懲戒解雇で

211 〔三事従分会執行委員 資料川上盛夫不当懲戒解雇問題に 1949年 7月25日 ト－B4

長樋口利夫〕 関する基準監督署長の証羽番〔写〕

(7月25日）

212 全金属労組広島支部三非常事態闘争体勢の確立ーわれわれ 1949年 7月 ト－B5-7p 

事従業員分会 は当面いかに闘うかー当面の闘争

方針

213 〔重；家捜〕 ”日本民族の動脈・国鉄をまもれ日本 〔1949年〕 肉－B4

の汽車・電車をつくらせろ”運動要領

〔起案〕

* 8月5日大会運動方針骨子

214 〔三寧従分会〕 われわれは次の如く当面の闘争を進 〔1949年8月〕 ト－B4

めるグ

215 〔霊家盛〕 要求書〔起案草稿〕 【1949年〕 肉－25cmx 12.5cm 

＊人員整理反対ほか14項目

216 〔重家重量〕 要求書（案）〔起案草稿〕 肉－BS

217 〔三事従分会〕 従業員退職手当規程（案） 〔1949年〕 ト－B4

218 〔三車従分会〕 退職金要求闘争の基本的態度につい 〔1949年〕 トー－B4 

て

219 〔三事従分会〕生鈎部 退職金及休臓給表 1949年8月7日 ト－B4

220 配置転換希望者名簿 1949年 トー－B5 

221 〔重家殺〕 〔休業手当額計算メ モ〕 1949年 肉－B4

222 〔三事従分会〕 残業料早見表 1949年 ト－B4

223 〔生産量と人員配置の関係〕 1949年10月24日 ト－BS

224 全日本金属労働組合広 お願ひ（証明書に代へて）〔解魔者救 1949年 9月1日 ト－BS

島支部三車従業員分会援財政活動のための行商に関し〕

225 〔三事従分会〕 事件の概要（応援工問題〕 '(1949年9月〕 ト－B5-29P 

226 金属・三車従業員分会 『三事情報』No.5 不当猷首にたいし 1949年10月5日 ト－B5

反撃はいかに進みつつあるか

227 〔重家盛〕 当面の闘争方針〔起案草稿〕 〔1949年10月〕 肉－B4

228 全日本金属労働組合広大会宣言〔重家起案〕 1949年10月 肉－B4ー 2枚

島支部三事従業員分会

臨時大会

- 68ー



労働運動

229 〔蛍家盛〕 会社提案の整理計画の本質〔起案草 1949年11月6日肉－B4

務〕

230 〔三事従分会〕 三三菱重工業側三原事綱製作所経営協 1949年 ト－B4-3枚

議会規程案

本 1947年制定

231 全属労組広島支部三率 『三車情報.l)No.7 中経協の協定を無〔1949年11月10日］ト－B4-3p 

従業員分会 視 ・歪曲した三事の不当首切り意図

が暴露された一団体交渉経過報告ー

232 〔三車従分会〕 中経協の協定による整理基準（組合 〔1949年11月〕 トー－B6 

案）

233 〔三寧従分会〕 極秘（会社解震基準〕 〔1949年〕 ト－BS

234 〔三車従分会〕 考課基準表〔労働組合〕 (1949年11月〕 ト－BS

235 〔三車従分会〕 極秘 5項用考課表の綬点基単 〔1949年〕 トー－B4 

幻6 〔三率従分会〕 考諜基準表 〔1949年〕 ト－B4

237 〔三寧従分会〕 〔解雇についての主要基準〕 〔1949年11月〕 ト－BS

238 三事従業員分会組織統基準案訂正案〔重家起案〕 〔1949年11月〕 肉－B4

制部

23!1 〔三車従分会】 〔験ilifjによる考課・筑間についてのア 〔1949年10月〉 トーB6

yヶート〕

240 長田清治郎（三菱三原 解雇通知に係る件〔重量皮革主宛〕 1949年11月17日 トー使袋

車綱製作所所長）

241 三康従業員分会教宜部『三事情報』No.8 中経協協定を破棄 1949年11月19日 トー－B4-2p 

した一方的国交打切り l7R附解雇

状一斉返上して闘争に起つ

242 全日本金属広島支部三皇室別会議に結集する全労働者及び悶 1949年11月26日 ト－B4-2P

寧従業員分会闘争本部ふ第5国産別大会代議員諸君に訴ふ

243 〔重家盛〕 分配案〔被解雇者救援カンパ等起案 〔1949年〕 肉－B4

草稿〕

244 〔重家盛〕 〔被解雇者の闘争のやり方に就ての 〔1949年〕 肉－B4

メモ・起案草稿〕

245 〔重家盛〕 〔首切り撤回闘争についてのメモ・起 1949年 肉－BS

案草稿〕

246 〔不当労働行為・首切り裁判順序メ 〔1949年〕 肉一使袋

モ〕

247 三原率鞠首切ギセイ者首を切られた者はかく要求する 〔1949年11月〕 ト－B6

同盟準備会

248 〔三車従分会〕村田宮太仮処分申請 1949年11月24日 ト－B4・BS各 1枚

郎外百名

249 〔三寧従分会〕村岡吉太答弁書 1949年12月12日 ト－B4-3枚

郎他壱百名

250 23.12月末現在員（工員のみ） ・24.1 〔1949年11月〕 肉－BS

月以降の退践者〔数〕
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251 会計報告 (1949年11月〕 ト－B4

ホ解雇闘争

252 河野 〔重家宛闘争経過プ9Yト依願〕 1949年12月 肉－B6

253 全日本金属労働組合広 申立書 1950年 1月27日 ト－B4-4枚

島支部三寧従梁員分会

254 金金属労働組合広島支声明義 1950年6月10日 ト－BS

部三事従業員分会

255 〔盆家盛〕 三事再建同盟結成趨意〔起案〕 (1950年〕 肉－A4

256 〔盆家盛〕 三車再建同盟組織案〔起案草稿〕 〔1950年〉 肉－A4

257 ギセイ者大会 三事再建同盟結成趣旨ー宣言にかえ 1950年6月12日 肉－A4-2枚

て－（重家起案草稿〕

258 〔盆家坐〕 三車再建伺盟綱領・三事再建同盟規 (19叩年〕 肉－A4-2枚

約案G包案草稿〕

259 三事再建同盟 ある退職者の手紙 1950年6月24日 ト－BS

2回全金属広島支部三寧従退職金要求案 1950年7月5日 ト－B4-2枚

業員分会

261 全日本金属労働組合広労働撤り（会社草案） 1950年7月 ト－B5-7p 

島支部三車従業員分会

262 全日本金廃労働組合広労働断り（案） 1950年7月 ト－B5-12P 

島支部三事従業員分会

263 〔三車従分会〕 財政部会計報告（1950年7月31日現 1950年 8月 肉－A4

在）

264 三寧再建同盟宣伝部 首切防衛対策No.1一家族のために (1950年〕 ト－B6

265 〔軍家盛〕 重家豊訊問事項〔メモ〕 〔1950年〕 肉－BS

266 〔重家坐〕 人員整理に対する闘L、〔草稿〕 〔1950年〕 肉－B4-2枚

267 三原車綱従業員組合 赤追放事件法廷闘争資料 1950年12月 ト－B4一日p

268 三原草稿従業員組合 申立書〔中央労働委員会宛〕 1950年12月17日 ト－B5-2lp 

269 〔三本再建同盟〕 プリント目録表 〔1951年〕 ト－BS

本次の資料270～285を含む

270 全日本金属労働組合三事従業員分会 19閃年6月30日 ト~B 4

御挨拶

271 全日本金属労働組合広烏支部三車従 1950年7月 トー－B5-42P 

業員分会首切反対闘争経過報告

一成果と自己批判一

272 懲戒解雇事件顛末要旨 トー－B4 

273 再審査申立書（写） 1949年12月16日 ト－B4-5抗

B 5-1枚

274 判決（写） 1949年12月20日 ト－BS-5枚

275 判決（写） 1949年12月23日 ト－BS

276 第三次懲戒解庭〔応援工関題） ト－B5-5P

地労委tこ於ける組合側最終陳述の要

旨
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277 申立番（写） 1949年9月15日 ト－B4

278 仮処分命令申鯖盆（写） 1950年10月28日 ト－B5-34P 

279 答弁書（写） 1951年 1月20日 ト－B5-52P 

泌0 地裁尾道支部＝於ル身分保全仮処分 19回年2月27日 ト－B4

申請事件準備蓄函（写）

281 〔人員整理基準表〕 ト－B5

282 5項目i考課表の採点基準 ・6項目考 ト－R4

課表の採点基司書（極秘）〔会社側〕

283 考課基準表〔第二組合〕 ト－B4・B5各 1枚

284 和解協定密〔「経過報告Jの中にあり〕 ト－B5

285 三車再建同盟結成趨意書・綱領・規 19日年6月12目 ト－B4

約抄

286 三原寧綱従業員組合外反駁書 1951年 2月15日 ト－B5-34p 

14名

2 三菱重工業労働組合連合会・中日本重工業労働組合

287 〔三菱震工労連〕 三菱重工業労働組合連合会規泊 ト－B4

ホ1946年制定

2部〔三菱重工労連〕 労働協約 ト－B4

本1946年三菱重工と三菱重工労連

との

289 c三菱重工労連〕 三菱重工業労働組合連合会規約 〔1947年〕 ト－B4

290 〔三菱重工労連〕 〔賃上げ闘争メモ 9月7日～10月 〔1948年〕 10月 肉－AS

25日〕

291 〔三菱重工労連〕 三菱重工業労働組合連合会規約 活－BS

(1949年 2月15日実施）

292 c三菱重工労連〕組織部組織部調査依績の件 1949年3月17日 ト－B4

293 三菱重工業労働組合連『三菱重工業労組連合会』第4号 1949年4月10日活ータプ

合会

294 三菱重工業労働組合 従業員合宿規則 1949年4月 1日実 (1949年〉 ト－B4

委員長基政，包 施

295 〔三菱重工労連〕 重工連合会臨時大会報告 〔1949年5月〕 ト－B4

* 1949年5月14・15日於神戸造船所

三石倶楽部

296 三菱重工業労働組合連『印，000人』第10号総カを再建整備 1949年8月3日 活一全紙一2p

合会 闘争へ結集せよ

＊機関紙

297 〔三菱重工労連〕 重工中部プロッF組合運営状況 1949年8月17日 ト－B4

298 三菱重工梁労働組合連第九回及第十問中央経営協定書 1949年 8月20日 ト－B4-3枚

合会 ＊企業整備 ・解雇手当について
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299 〔三菱重工労連〕組織部三菱重工中部プロック労働組合組織 1949年11月19日 ト－B4-6枚

案

300 中日本重工業労働総合第1回中央経営協議会経過報告 〔1950年7月〕 活－A5-8P

書記局 （中労通第70号・第2報）

301 〔中日本重工労組〕 企業再建に係る合同経協経過 (1950年8月〕 ト－B4-2枚

302 〔中日本重工労組〕 中日本重工梁帥経営再建案 〔1950年〕 ト－B4

303 〔中日本重工労組〕 第一線企業合理化中央説明会 〔1950年〕 ト－B4-4枚

(7月3日）

304 中重労組労働部 退職金の件（中重労組労働部） 1950年7月27日 ト－B4-2枚

3 全国車摘産業労働組合

305 全車労 労働協約（案）〈全車労と連盟との〕 〔1946年〕 ト－B5-4枚

306 〔金事労〕組織部 全国車綱産業労働組合本年度一般運 〔1947年〕 ト－B4

動方針大綱草案

307 全寧労 改正労働協約（案）〔会寧労と連盟と 〔1947年12月〕 ト－B4・BS各 1枚

の〕

308 全国車綱産業労働組合『しやりょう』創刊号 1947年12月25日 活ータプー2p

309 全車本部調査部 労働者災害補償保険に就いて 1948年2月17日 ト－B4

310 全車調査部 労働安全衛生規則（基準法総行令主主 〔1948年2月〕 ト－B4

粋）

311 全寧調査部 保健衛生闘争に就いて 〔1948年2月〕 ト－B4・B5各 1枚

312 全国寧瀬産業労働組合 『管年婦人対策部報』（ 1号） 1948年2月19日 ト－B4

青年婦人対策部

313 全国車車両産業労働組合汽車・電車をつくらせろグ生産復 1948年2月29日 ト－B4-3枚，

調査部 興闘争資料 B 5-8枚

314 全車青年婦人対策部 国際婦人デーについて 1948年 ト－B4

315 全国車綱産業労働組合祖国再建のために汽車電車つくらせ 1948年3月 活－B4

ろ 一千万署名運動に御重量加下さい

316 全国車頼産業労働組合三原支部分裂闘争応援の件〔各支部 〔1948年〕 ト－B4

本部組織部 長宛〕

317 全国事綱産業労働組合弾圧の実例 日本タイプライター事 1948年4月29日 ト－B4-2枚，

組織部 件 ・ 東宝映画事件 ・ ~光堂印刷事件 B 5-1枚

318 金目本機援労働組合・ 機！！ c寧輔・金鉄労・機著書の戦線統 1948年5月 ト－B4

全日本鉄鋼産業労働組ーについて全車労組合員へ〕

Iロ.. 

全国寧輔1948年度定期大会議案集

319 全寧 『しやりょう』ぬ8 1948年度大会号 1948年 4月11日 活ータプ－8p,

キ1948年度大会 5月5日～8日 半誠一 lp

於山口県日立笠戸支部
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l 

320 

321 

322 

323 

324 

325 

326 

327 

328 

329 

330 

331 

332 

333 

334 

335 

336 

337 

〔全車〕

全国車綱産業労働組合

〔全車〕

〔全車〕

〔全車〕

〔会事〕

〔全車〕

〔全車〕

〔全車〕

〔全車］

〔全車〕

全国率調産業労働組合

定期大会

〔重家盛〕

〔霊家蛍〕

〔金寧〕

〔霊家豊〕

〔重家豊〕

〔全車組織部〕

338 全国車斬産業労働組合

全国大会

339 〔全事〕

340 〔全車〕

341 〔全寧〕

342 全:qr

343 〔全車〕

344 〔全車〕

345 〔全車〕

346 〔全車〕

347 〔全卒〕

労 働 運 動

1948年度全国車柄産業労働組合定期

大会日程・大会スローガン

綱領（案）・全国家柄産業労働組合改

正規約案・役員選出細則一部改E案・

会計細則改正案

一般報告

労働者の基本的権利確保のための闘

争

鉄道草輔振興会議運営方針対策（案）

”車綱つくらせろ”運動に就いて

具体的闘争方法について（全車教育

資料）

車輸振興会議の議題

青年婦人の活動について

調査について・調査の方針

生産復興対策について

大会宣言

大会議案説明草稿

ついて

企業整備闘争に

企業整備闘争について大会議案説明

〔草稿］

大会議案E 企栄整備闘争について

青年婦人部予算申請1948年度〔メモ〕

〔全車青年婦人統一組織の確立につ

いての草稿 l枚欠〕

産別傘下金属4単産合同について

（全車組織部案〉

宣言（案）・綱領（案）

過去の活動の批判

一般報告

当面の任務と闘争方針

農民市民との共同倒争

生産復興闘争

汽車・電車つくらせろ闘争実質賃金

盤得のための闘争

最低賃金闘争（案〕

企業盤備闘争について

労働関係諸法規改悪反対闘争につい

て
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1948年5月 ト－B4

〔1948年5月〕 ト－B4-5枚

ト－B4-2枚

ト－B4-3枚

ト－B4-2枚

ト－B4

1948年4月1日 ト－B4

ト－B4

1948年4月10日 ト－B4

ト－B4

ト－B4-2枚

1948年5月sa ト－B4

〔1948年5月〕 肉－B4

〔1948年5月〕 肉－B4

(1948年5月〕 肉－B4

〔1948年5月〕 肉－B4

C1948年5月〕 肉－B4-3枚

[1948年5月］ ト－B4

1948年5月 ト－B4

〔1948年5月〉 ト－B4

1948年5月 ト－B4• B5各1枚

〔1948年5月〕 ト－B4-2枚

1948年5月 ト－BS

1948年 ト－B4

〔1948年5月〕 ト－B4ー2枚

〔1948年5月〕 ト－B4

194＆年5月 ト－B4

〔1948年5月〕 ト－B4
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348 〔全車〕 協約改正闘争に就いて 1948年5月 ト－B4

349 C会事〕組織部 組織活動について 〔1948年5月〕 ト D4

350 c全車〕 政治活動のやり方 1948年5月 ト－B4

351 〔全車〕調査部 調査に就いて 1948年5月 ト－B4

352 〔全車〕 文化活動の方針・財政活動の強化・ 1948:年5月 ト－B4

教育活動の方針

353 〔全車〕 機関紙活動の方針 1948年5月 ト－B4-2枚

354 〔全車〕 青年婦人の活動について 1948年4月10日 ト－B4

355 〔全車〕 全車青年婦人統一組織の確立につい 〔1948年5月〕 ト－B4-2枚

て

356 〔全車〕 実質賃金獲得のための闘争（案） 1948年5月 ト－B4

357 〔全車〕 規約改正提案理由 1948年5月 トーB4

358 〔全車〕 全国車鯛産業労働組合規約 1948年5月 ト－B4-2枚

359 〔会事〕 全国車ill可産業労働組合役員選出細則 1948年5月 ト－B4

一部改正（案）

360 〔会事〕 組合運動犠牲者扶助規定案・組合連 1948年5月 ト－B4

動犠牲者扶幼規定提案理由（書記局〉

361 〔全率〕書記局 会計細則改正案・旅費規定改正案 ト－B4

362 〔念事〕 全国事綱産業労働組合改正規約案 1948年5月 ト－B4-7枚

363 c会事〕 生産復興対策について ト－B4-2枚

364全国事柄産業労働組合大会宣言 194ぷ手5月8日 ト－B4

定期大会

365 日本共産党第7田中央 平和と民主主義民族独立のための 1948年3月26日 活－B5

委員会総会 宣言

＊大会配布資料

366 〔全車〕 青年部長会議議事録第1日目 ト－B4ー2枚

業 1948年3月21日於本部

367 〔全寧〕 〔青婦〕部長会議第2日目 ト－B4-2枚

* 1948年3月22日於本部

368 〔全車〕 運動方針（青年婦人対策部） ト－B4

全車輔労組生産・調査資料（附〕企業整備

369 全車調査部 支部別総平均月収謁査表 〔1948年〕 ト－B4-4枚

370 産業復興会議企業整備企業整備対策委員会議事録〔1948年 〔1948年〕 ト－B4-2枚

対策委員会 3月15日〕

371 〔全車〕 現行退職手当金規定〔日本車痢族支 〔194群町 ト－B4-3枚

部・新潟支部・帝国車網支部・立山

支部・東芝草斬支部・）fl崎草綱支部

日立笠戸支部〕

372 産業復興会議企業整備集中排除対策資料「再繍成計画」につ 1948年3月13日 ト－B4-3枚

対策委員会 いて
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373 農業復興会総 企業整備対策~員会議事録(1948年 〔1948年〕 ト－B4

3月23目〕

374 c全車〕 議案説明書〔生産振興運動〕 〔1948年〕 タ－B4

375 〔金事〕 生産録興会議具体的運動方針 〔1948年〕 ト－B4

376 〔全車〕 23年度生産計画について 〔1948年〕 ト－B5-5p 

377 〔全車〕 23年度新進寧綱生産計画 〔1948年〕 ト－B4-4枚

378 経済復興会議 ・生産復生産実績調査表〔米記入〉 〔1948年〕 活－B4

興運動本部

379 〔全寧〕 労務者用言者物資の配給に就いて 〔1948年〕 ト－B4-3枚

380 〔全車〕背婦対策部 青年部長会議参考資料結婚資金に 1948年3月初日 ト－B4

ついて

381 〔金事背婦対策部〕 『全国草稿産業労効組合青年婦人対 1948年3月913 ト－B4

策部々報』~2号

382 全国事柄産業労働組合 〔生産管理について〕 1948年3月27日 ト－B4ー2枚

383 全車調査部 11月分平均実収賃金集計表 〔1948年〕 ト－B4-4枚

384 全国車騎産業労働組合過度経済カ集中排除法の手続と基準口948年〕 ト－B5-8p 

本部 の解説

385 企業盤備対策専門委員企業整備相談所の路設に就いて 〔1948年〕 ト－B4

会

386 産業復興会議 企業整備対策会議議事録 1948年2月3日 ト－B4

387 三車従業員組合企業整企業整備指針 〔1948年〕 ト－B5-33p 

備対策委員会

お8 〔全車〕 集中緋除指針 〔1948年〕 ト－B4-12枚

389 全国車縞産業労働組合全1jI指示第17号集中排除指定労組は 1948年2月18日 ト－B4

本部書記局 手続当事者となったか

390 〔全車〕調査部 調査資料 1948年2月15日 ト－BSー13P

391 E全王手〕 会社別社用出張旅費調査表（宿泊出 ト－B4・BS各1枚

強ノ分〉・同〈日帰り出張ノ場合〉，

全寧支部別4月分総平均賃金調査表

392 〔全車〕調査部 東京都自由及ヤミ物価資料（3月第 ト－B4

3週）（国際統計社調〉

393 〔会事〕生産振興部 23年度貨車新進計画・お年度補修計 ト－B4

菌表（国鉄）

394 〔全車〕調査部 生活必需品価格調査表－2月分一 ト－B4

395 c全車〕調査部 23年度修繕:41馴各社創当表 23.4.1 トーB4

決定

396 〔全車〕 失業保険保険料額表・失業手当金額 ト－B4

表・失業保険金額表

397 〔全車〕調室部 失業保険 ト－B4

398 〔全寧〕調査部 鉄道草綱2月分生産突縦一覧表 ト－B4

399 全車調査部 一般職種別賃金に就いて ト－B4
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400 調査部 全官公庁2,920円の内容 ト－B4-2枚

401 全寧調査部 支部別総平均月収調査表（2月分〉 トー－84

402 全車飼査部 昭和23年度鉄道事綱各社生産割当表 ト－B4

（第2回） 23. 4 . 7決定

4閃全車企業整備対策委員企盤発第3号 企業整備闘争指針。） ト－B4

会 再編成計画蓄に対する闘争を集中せ

よ

404 全国事胸産業労働組合 汽車・電車つくらせろグ（生産復興 1948年3月27日 ト－B4-8枚，

調査部 闘争資料） B 5-5枚

405 日本電気産業労働組合逃度経済力集中排除法適用による電 1948年3月9日 活－B4

気事業再建計画

406 全国車綱産業労働組合企業整備闘争 ト－B5-IOp 

情報宣伝部

407 全車労三事支部情報室 『ユユース』ぬ3（勤労所得税一覧表） 1947年10月17日 ト－B4

伝部

408 〔全車〕 鉄道草腕生産振興会議規約 ト－B4

409 運動方針〔鉄道車輸生産振興会議〕 ト－B4

410 運輸省鉄道総局資材局鉄資監第287号新年度労務加配制度 1947年 9月15日 ト－B4

長 改訂に関する意見〔安本生活物資局

長宛〕

411 別紙1 鉄道車車問工業労務者用諸物 ト－BS-2枚

資配給事情

412 別紙2 陳情書〔鉄道草綱工業協会 ト－B.f

会長，12会社16工場逮署］

413 別紙3 鉄道＊網工業労務加配米基 1947年10月9日 ト－B4

司自:I:改訂陳情に関する件（鉄道事綱

工業協会〕

414 別紙4 鉄道率縮製造工場の労務厚 1947年 9月20日 ト－B4

生対策につき特段の御配慮懇請に関

する件〔鉄道草鋼工業会会長下回文

吾・〕

415 鉄道事稲生産振興会議規約 ・運動方 ト－B5-4p 

針

416 工場経営協議会規程 ト－B5-4P 

417 鉄道王詳細工業経営者速 労働協約改訂案 ト－B5-8p 

思

418 全国車綱産業労働組合 Z.S.RNEWS Nl69〔昭和23年度国 1948年 1月9日 ト－B4

情報宣伝部 鉄E巨額修繕計画内定率車両数工作局長

決済にて決定す〕

419 全国事綱産業労働組合掘問題（1947年10月第9回中央委員 ト－B5-8p 

会）〔組合費横ー領事件〕

420 〔会事〕 運動方針（案）〔寧綿会議〕 ト－B4

421 〔目立笠戸工場労組〕 笠戸工場給与制度（祭） ト－BS-4枚
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422 〔金事〕 事鋼会議常任委員会報告（1947年12 ト－B4

月19日）

423 〔金事〕 中央経済再建盤備委員会構成・同労 ト－B4

働者委員・産別選出経済再建整備委

員会準備会（1981.1 .29～30) 

424 産別選出経済再建整備経済再定控備委員会議事規則（案） ト－B4

委員会国会議 (22年2月8日）

425 f産別会議〕 産別選出経済再建整備委員全国会議 トーB4

資料経済再建整備委員会官制〔写〕

（昭和22.2. 5発令向7.7改正）

426 E差別選出経済再建委員全国会議資料， ト－B4-4枚

地方及都市府県経済再建整備委員会

の組織及び権限に関する件（案）

427 第6因企業整備対策委員会議事録 ト－B4

(1948年1月16日）

428 企業整備闘争指針第5号（闘争指針 ト－B4

の補遺）

429 全電工生産復興委員会生産復興闘争指針第2号企業整備 ト－B4-3枚

事業計画の立案に就いて

430 企業再建整備法の盤備計画について ト－B4

の経理に関する認可基準（昭和22年

10月 7 日付~秘第2946号大蔵省理

財局長発各財務局長宛通牒）

431 生産能力調査表（昭和22年10月現在） ト－B4-2枚

432 全車調査部 生活必需品自由価格地区別対照表 ト－B4

（昭和22年12月中）

433 〔全車〕 鉄道事摘振興会議対策（案） ト－B4・BS各 l枚

434 21・22年度東京都食糧配給状況及チ ト－BS

配状況

435 〔会事〕 12月分支部別平均実収比較表（除越 ト－B4

冬越年資金）

436 全車調査部 10月分総平均月収調査表 ト－BS

437 全車調査部 支部別11・12月平均月収一覧表 〔1947年〕 ト－B4

438 （全車〕 10月分平均実収賃金集計表 (1947年〕 ト－B4-2枚

439 〔全車〕 鉄道草輔生産振興会議具体的運動方 ト－BS

針（案）

440 全車調査部 鉄道車車両生産能力調査（昭和22年10 ト－BS

月現在）

441 〔全車〕 最低賃金算定基準調査表説明書 ト－B4ー 2枚

（第3号調査表）

442 産業復興会議 ・企業整過度経済力集中排除法の手続と基準 ト－B5-12P 

備対策委員会 の解説

443 生産復興対策部 省機関車外註修繕計画表 ト－B4
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444 金務調査部 11月分平均実収賃金集計表・ 12月分 ト－B4-3枚，

平均実収賃金集計表 ・1月分総平均 B5-l枚

月収関査表・1月分平均実収賃金集

針表・各支部12月分総平均月収調査

表

445 大金偶労働省大会の決議に対する回 ト－B4

答（22年12月12日）

446 企業整備対策専門委員企業整備相談所の開設に就いて ト－－B4-2枚

会 (1948年2月3日）・企業整備対策会

際議事録（1948年2月313) 

447 〔全車〕 全国1II綱産業労働組合退職手当規定 トーB4

（基準案〉

448 DSl型価格変遷表23ー7筒 1948:年 肉－A4-10枚

449 産業復興会議賃金専門験階飼及び物館改訂について 1948年 4月8日 ト－B5-llp 

委員会

450 産業復興会議企業設備 企業遊備 ・集中排除法闘争の経過と 1948年 4A7日 ト－B5-35p 

対策委員会 現況に関する報告

451 鉄道事綱工業協会 『資料月報』 第13号 1947年12月15日 ト－B5-52p 

452 第15号 1948年2月25日 ト－B5-43P 

453 〔全車〕 〔労働協約資料〕 〔1948年〕 ト－B5-36p 

4 全日本金属労働組合・ 全日本金属産業労働組合協議会

454 〔全日本金属労働組合〕 全日本金属労働組合規約 ・諸規定 1948年11月 活－B6-39p 

455 全日本金属労働組合 『金属労働者は如何に斗うか』 1948 1948年11月 活－BGー74P

年10月の結成大会できまった運動方

針

456 全日本金属労働組合中金属指令第3号数階級に対する反 1948年11月29日 ト－B4-4枚

央執行委員会 選闘争組織化の件

457 C霊家重量〕 大金属産別中国プロック組織方針 〔1948年〕 肉－B4

〔起案〕

458 全日本金属労働組合常政治戦線統一えの要望 1949年1月10日 ト－B5

任執行望号員会

459 全日本金属労働組合本金属指示第11号世界労連第2回大 1949年1月12日 ト－BS

部 会日本代表派遣に関する指示

460 全日本金属労働組合 金属指令第4号資本家階級に対す 1949年 1~13日 ト－B4-3枚

る反感斗争を強化せよ

461 全日本金属労働組合背金属家部指令郷4号に基く脊婦対指 1949年1月26日 ト－B5

年対策部 ・婦人対策部示第7号

462 全日本金属労働組合？古鉄鋼対策資料 1949年2月5日 ト－B4

任中失執行委員会

463 全日本金属労働組合常第3回中央執行委員会議案 〔1949年2月〕 ト－B4・BS各1枚

任中央執行委員会
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464 〔金金属〕 調査部活動報告1948.11-1949.2 〔1949年3月〕 ト－B4

465 〔金金属〕 第 2回中央執行委員会以後の組織状 〔1949年〕 トー－B4 

況（現勢）

466 〔全日本金属労働組合 全日本金属労働組合第三田中央執行 〔1949年3月〕 ト－B5-4p 

愛般支部〕 委員会愛岐支部提出資料

467 C全日本金属労組神奈 金属神奈川支部報告 1949年 ト－BSー14P

川支部〕

4G8 金金属労組山口支部 全金属労組山口支部情況報告及情勢 〔1949年〕 ト－84-5枚

分析

469 （念日本金属労働組合〕機関紙部報告 1949年2月 ト－84

470 〔全日本金属労働組合〕越冬闘争（越冬資金） 〔1949年〕 ト－B4

471 （念日本金属労働組合〕 業種別対策部「報告J 〔1949年2月〕 トー－B4 

472 〔全日本金属労働組合〕 （協約闘争） 〔1949年〕 ト－B4

473 〔全日本金属〕 金属財政務活動報告 〔1949年2月〕 ト－B4

474 〔全日本金属労働組合〕 第2回中央執行委員会以後に於ける 〔1949年1月〕 トーB4-3枚

行動日誌

475 全日本金属労働組合青 青年婦人対策部活動報告 第 2回中 (1949年3月〕 ト－B4

年婦人対策部 央執行委員会後に於ける腎年活動の

状況

476 〔全日本金民労働組合〕組織争議部活動報告 1949年 ト－B4-3枚

477 〔全日本金属労働組合〕 第 1回金属電工合同常任中央執行委 ト－B4・BS各1枚

員会議事録（1949年3月16日）

478 全日本金属労働組合中金属中執委員長通達第2号第4回 1949年3月30日 ト－B4

央執行委員長和悶次郎 中央執行委員会招集に関する件

479 全日本金属労組兵磨支 第 4回中央執行委員会会場案内 〔1949年4月〕 ト－B4

部

480 〔全日本金属労働組合〕 国内情勢 ト－B5-14P 

481 全日本金属労働組合紛家庭婦人の生活調査表 1949.4. 1 ト－B4

人対策部 ・全日本電気 調査〔ア γケー ト調査〕

工業労働組合背筋対策

部

482 大金属教宣部 『大金属情報』 ぬ 4 .1949年4月4日活－B5-2p 

483 ぬ 6 1949年4月22日活－B5-2p 

484 〔全日本金属産業労働 『資料速報』第l号 〔1949年4月〕 トーBS

組合協議会〕

485 全日本金属労働組合調輸送防衛資料 〔1949年4月〕 ト－B4

査業対部

486 全日本命属労働組合間 鉄道車綱工業の現状分析と其の対策 〔1949年4月〕 ト－B4

ヨ筆業対部

487 金金属 ・全電工青年婦 金属電工青年婦人対策部指示第2号 1949年5月23日 ト－B4・BS各 1枚

人対策部 青年部婦人部活動についての指示

C各支部管年郡婦人部宛〕
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488 全日本金属産業労働組第2回大会資料（1949年5月30・31日 活－B4-8p 

合協議会 実施）

489 〔全日本金属労働組合〕 金属第2回大会に提出する議案と報 〔1949年5月〕 ト－B4-10枚，

告書作製に関する要綱 ・関争の経過 B5- 1枚

と批判

490 〔全日本金廊労働組合〕 経過報告 〔1949年5月〕 ト－B4-3枚，

B 5-1枚

491 〔全日本金属労働組合〕 全日本金属労働組合中央執行委員名 〔1949年〕 ト－B5-13P 

若草・全電工役員及び中央委員名簿

（第4回中執以后）

492 大金属教室部 『大金属情報』肋.7 1949年5月30日 活 －B5-4P 

493 全日本金属労働組合組金属労働者組織表 1949年 6月12日 ト－B4

織部

494 全日本金属産業労働組大金属府県別分会名薄（1949年5月 1949年5月30日 活 ーB5-62p 

合（大金属〉協議会 1日現在）

495 全日本金属産業労働組大金属府県別分会名部正銀表 1949年5月30日 ト－B5ー 7p

合（大金属）協議会 （金属と電工）

496 全日本金属労働組合・ 全電指示61号民擁同の地方組織を 1949年6月6日 ト B5-4p 

全日本電気工業労働組強化発展促進せしめよ

合

497 全日本金属労働組合 『金属験線』 国鉄防衛共同闘争 1949年6月14日活ータブー2P

特集号外

498 〔全日本金属 ・全電工〕 金属第5田中央執行委員会・全電工 1949年6月22日 ト－B4

第5回中央委員会合同会磁召集の｛牛

499 全日本金属労働組合協要求書 1949年 6月30日 ト－B4

議会

500 全日本金属労働組合・ 声明 1949年 6月30日 ト－B5

全日本電気工業労働組

.Le広志... 

501 〔全日本金属 ・電工〕 第五回金属中央執行安員会・電工中 1949年7月5日 トーB5

央委員会合同会議議事次第 ～6日

502 金百本金属労働組合・ 速報臨時 1949年7月5日 ト－B4

全日本電気工業労働組
l日... 

503 全日本金属労働組合 行動日誌〔4月14日～7月5日〕 1949年7月 ト－B4・B5各1枚

504 全日本金属労働組合文文化サークル協議会の紹介 ト－B4

化部

505 全日本金属労働組合教教室活動方針について 〔1949年〕 ト－B4

育宣伝部

開6 〔全日本〕金属 中央執行委員会提出議案（機関紙部 ト－B4

提案）

507 〔全日本金属労働組合〕 中央執行委員会教室部報告 1949年 ト－B4-2枚

- 80-



労働 運動

508 〔大金属〕 組織争議部活動報告資料分会規約〔1949年1月〕 ト－B4

につL、て

509 〔全日本金属労働組合〕 全日本金属労働総合労働協約基準家 〔1949年〕 ト－B4-2枚

510 全日本金属労働組合 『金属験線』l¥¥J.43 1949年8月17日 活－B5-20p 

511 〔全日本金属労働組合〕機関紙活動について ト－B4

512 金属・電工財政部 1949年度予突第一覧表 1949. 8 .31 〔1949年〕 ト－B4

現在

513 〔全日本金属労働組合〕 全日本金属労働組合規約 1949年11月 活－B6-8p 

ホ『金属戦線』ぬ54(11月15日）と同時

配布

514 全日本金属労働組合 『金属戦線』ぬ54 1949年11月15日活－B5-6p 

515 全日本金属労働組合調経営者団体の越冬資金対策に関する 〔1949年11月〕 ト－B4

査部 基本的態度（越冬資金闘争資料）

516 全日本金属労働組合 指示第4号財政確立に関する件 1949年11月例目 ト－BS

517 全日本金属労働組合青生活を泉くするために青年・婦人部 1949年12月12日 ト－B4

婦人対策部 を確立しよう

518 全日本金属労組 『金属殺線』 ぬ56 1949年12月6日活－B5-8p 
I 

ぬ57 〔1949年〕12月13 活－B5-2p 519 

日

520 大金属 『大金属新開JNo.4 1949年12月24日活一全紙－4p

521 全日本金属労働組合 首切り反対闘争状況 (1949年〕 ト－B4

522 〔全日本金属労働組合〕 11月30日現在閥組織状況一覧表 〔1949年〕 トー－B4 

523 〔全日本金属労働組合〕 〔加入・脱退表〕 〔1949年〕 ト－B4・BS各1枚

524 全日本金属労働組合文 （中執愛資料）今后・文化活動はこう 〔1949年12月〕 ト－B4

化部 いう方針ですすめていきたい

金属広島（県）支部

525 全日本金属広島支部管『金属宥年』t-k2 1949年4月10日 ト－B5-8p 

錫部書記局

526 大金属広島県支部 法規闘争について指令第2号 〔1949年〕 ト－B4

527 全日本金属広島支部教『支部ニュ＿，，，、』 1949年5月23阿 ト－B4

育宣伝部

528 大金属広島県支部 大金属県支部指示4号（写） ・1949年〔1949年6月〕 ト－B4

6月10日

529 〔大金属広島県支部〕 支部大会運動方針草案 〔1949年〕 トーB4-2枚

金属，広島以外の支部・分会

530 全日本金属労働組合口闘争経過記録 〔1949年〕 ト－B4-2枚

口支部九州機工分会
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531 〔全日本金属労働組合〕 山口支部東洋銅銭争臓における不当 〔1949年〕 ト－B4

部庄の抗議並びに犠牲者数援資金カ

ンパの件

532 全日本金属労組神奈川資料付表4越年資金獲得状況1949 〔1949年1月〕 ト－B4

支部調査部 年 1月31日現在

533 金金属神奈川支部教育金属労働者を狙いうちの弾圧 特殊 1949年10月 活－B6-17P 

宣伝部 製鋼分会幹都の検束は教える

534 〔全日本金属愛岐支部〕 愛岐支部分会実情調査集録（但25分 〔1949年〕 ト－BS

会のみ）1949.2. 5閥

535 〔全日本金属労働組合 労働組合規約・労働協約に関する県 〔1949年2月〕 ト－B4→ 5枚

神奈川支部〕 労働部との懇談会

536 全日本金属労組富山支 『組合しんぶん』ぬ3 1949年2月5日 ト－BS
部立山重工分会情丘部

537 全日本金属労働組合東業種別対策部強化の件 〔1949年〕 ト－BS
京支部

538 全日本金属労組京滋支ばね座金値段表 1949年 ト－BS

部志賀工業分会

539 全日本金属労働組合茨鬼膏の資本家と闘った吉田分会の突 ト－B5-Bp 

裁支部 相

540 全日本金属労働組合千要務 地労委の反動露骨化す 【1949年〕 ト－BS

業支部

541 全日本金属労働組合神闘争情況報告延長6ヶ月，年を越〔1949年〕 ト－B4-2枚

奈川支部月島機棋総見 えての闘争卜よいよ重大段階に到達

工場分会 す

542 全日本金属労働組合神月烏機械鶴見工場分会仮処分法廷闘 1949年2月11日 ト－B4
奈川｜支部 争経過

543 全日本金属労働組合兵争議部資料最近の資本攻勢に現れた 〔1949年2月3日〕トーB4

庫支部 協約改怒

544 全日本金属労組 『金属戦島知ぬ70 1950年4月11日活－B5-4p 

545 金属常任中央執行委員通迷指令第三号の笑~状況につい 1950年7 月 5 日 ト－B5
会 て

546 全日本金属労働組合 『金属マメ 日報』ぬ13 1950年7月10日 トーハガキ

547 金属7常任中央執行委員通途次期〈第5回〉中央執行委員会 19印年7月13日 ト－B5
会 について

548 全日本金属労働組合教 〔争議記録『目立物語』購読依額〕 1950年8月15日 ト－B5
宣部

549 全日本金属労働組合第大会宣言（祭） 19日年10月18日 ト－B4
2回全国大会

550 〔全日本金属労働組合〕 綱領〈現） (1950午〕 トーB4

551 全日本金属労新潟支部『金属新潟JNo.24 〔1950年7月7日〕ト－B5-2p 

552 全日本金属労働組合育英相を訴える 〔1950年〕 トーB6

森支部東北農機弘前工

場分会
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553 全日本金属労働組合茨 『日立闘争エユース』No.6

裁支部日立闘争対策部

554 全労連 ・金属山口支部尻ッポは出〔か〕かっている／

5 産別会議 ・全労連

555 全日本産業別労働組合 『ソ連労働組合の文化活動』

会議文化部

556 念日本機器東京支部三都民の皆様へ

菱重工業東京機恭分会

557 全日本機器東京支部三 『闘争ユユース』

菱重工業東京機器器分会

558 全日本機器労働組合束御家族の皆様へ

京支部東京機然分会 本三菱重工東京機密器製作所ストライ

キについて

559 全日本機器東京支部三 『闘争文芸』ぬ4

菱重工業東京機影分会

560 全日本産業別労働組合『生産管理の合法性と戦術』

会議法律部

1950年 7月10日活－BS

1950年7月18日ト－BS

1946年11月 ト－B6-40p 

194伺ー8月 ト－BS

1946年 8月Zl日 ト－B5-2p

1946年8月28日 ト－BS

1946年8月29日 ト－BS

1947年 1月 ト－B6-31P 

561 全日本産業別労働総会 マーケヲト代将及びコーェ γ労働科 1947年 1月 ト－B4

会議 学課長による G.H.Q労務課の日

本労働組合に対する勧告（非公式メ

モラングム）(1947年1月25日）

562 全日本産業別労働組合会国拡大執行委員会提出議案 1947年3月 ト－A4-2P

会議

563 重家重量 産別会議拡大執行愛員会議記録 1947年 3月 肉－B5-27p 

本1947年 3月12～13日，早大大限務’主

564 全日本産業別労働組合『労働組合と選挙』 1947年 3月 ト－B6-20p 

会議選挙対策委員会

565 全日本産業別労働組合 f労働組合法と労働者』 1947年10月 活－B6-lOOp 

会議調査部

5回全日本産業別労働組合『遇刊情報』ぬ33 1947年12月13日 活－B5-16P 

会議

567 全電工背年婦人対策部＠＇. 別青年婦人運動方針について 1947年12月24日 ト－B4

568 全日本電気工業労働組『労働者の立場から見た企業整備早 1947年 活－BGー31P

会神奈川支部闘争委員わかり』

会書記局

569 全日本機器労働組合出 機紫パンフレット第1集『”企業再建 1947年7月 活－B6-29p 

版部 ま室備”と努働組合j

570 日本新開通信放送労働 『トウシャ印刷の知識と実技』 1947年2月 ト－B6-79p 

組合教育室伝部
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571 全日本産業別労働組合 『産別会議はどう闘うかー1947年11 1948年1月 活－B6-87P 

会議 月第2回定期大会できまった運動方

針－J

572 全日本産業別労働組合 『企業整備と如何に問うかーその具 19481'!三1月 ト－B6-58p 

会議調査部 体的活動方針一』

573 全電工企業整備対策委 『集中排除法を如何に闘うか』 1948年1月 ト－B6-9p 

員会

574 全日本産業別労働組合 『週刊情報』No.42 1948年2月7日活－B5ー16P

会議 ＊企業整備はどう進んでいるか？

575 全日本産業別労働組合 『週刊情報』ぬ50 1948年4月3日 活－B5-20p 

会議 ＊企業整備と大衆闘争

576 産別会議調査部 団体協約基準案 (1948年初14日〕 トーB5-12P 

577 全日本産業別労働組合産別ツHーズ1『俳伊最近の労働情 1948年4月 活－B6-39p 

会議出版部 勢』こんの ・じゅん著

578 全日本産業別労働組合産別、ンリーズ2『生産管理の合法性』 1948年5月 活－B6-61P 

会議出版部 森長英三郎著

579 産別会議 『~別特報』Nl36 1948年5月na活－B5-2p 

580 全日本産業別労働組合 『産別特報』ぬ37 1948年5月15日活－B5-2p 

会議情報宣伝部 ホ生管弾圧に反撃せよー仮処分攻勢

とどう闘うかー

581 産別会議 『産別特報』No.38 1948年5月18日活－B5-2p

582 産別会議教育部 漫画パンフレット第2t集rわれらの 1948年6月 活－B6ー14P

生産復興闘争』労働験線編集局

583 全日本産業別労働組合産別ツリ ーズsr外資滋入と国内態 1948年6月 活－B6-45p 

会議出版部 勢』小椋庚勝著

584 全日本産業別労働組合声明書 ・全逓非常宣言 1948年7月 ト－B4

会議 ホマ書簡について 箆別会議 ・全逓

585 全日本産業別労働組合産別シリ ーズ5『インフレはどうな 1948年8月 活－B6-49p 

会議出版部 るか』川崎己三郎著

586 C産別会議〕 第4回全日本産業別労働組合会議大 1948年11.R トー84-2枚

会報告

587 全日本機器労働組合常産別民主化同盟は解散すべしf 1948年3月101:1 活ータプ－2p

任中央執行委員会 1948. 2 .29全日本機器労働組合常任

執行委員会の決定

5回全電工調査部 ・背婦対結婚資金資料第2斡 1948年2月10日 ト－B4-2枚

策部

589 全電工青年婦人対策部 国際婦人デーを迎えて〔各支部分会 1948年3月1日 ト－B4

宛〕

590 全電工青年婦人対策部青年婦人対策要綱 〔1948年〕 ト－B4

591 全電工神奈川支部脅婦全電工全国青年婦人協般会細則（案〉 〔1948年〕 ト－BS

対策部
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592 全電工管婦対策音II 第3回3支部背婦協議会議事録 ト－B5

〔1948年 1月12日開催〕

593 全電工書記局 国鉄労働組合非常E事時3態宣言〔写〕 1948年8月1日 ト－B4

594 全日本電気工業労働組物価改訂の会社経理に及ぼす影稼 〔1948年〕 ト－B4-6枚

合調査部

595 全電工曾記局 声明書 1948年8月1日 ト－B4

*1948年7月28日 生活権確立共闘

委員会の国家公務法反対声明書の

写

596 日本新開通信放送労働『労働組合の文化活動』 1948年3月 活－B6-55p 

組合教育宣伝部

597 全日本造船労働組合掌 『鉄槌』第3号 1948年7月15日 ト－B5-4p 

崎分会

598 全遜信従業員組合中央『宣伝指針JNo.48 1948年5月14日活－B5-2p 

闘争委員会

599 電産中央本部婦人対策 婦人戦線の統ーと国際婦人デー 〔1948年3月〕 ト－B4

部

600 全国財務労働組合 『重い税金をどうするかー更正決定 〔1948年11月〕 活－BG-39p 

に備えてー』

601 東北地方労働組合連絡 『われわれは企業盤備に対していか 活－B6-31P 

会議準備会 に闘うか』

602 大金属神奈川地協準備 【ピラ〕ゼネストかけて労働法改悪と 1948年3月 活－B6

会 闘え／

603 全日本産業別労働組合賃金白書 1949年4月2日 ト－B5-9P 

会議

604 労働続線編集局通信部 『労戦通信』 1949年4月24日活－B5-2p 

605 全日本産業別労働組合参考資料・労働組合法解釈例規 〔1949年〕 ト－B4-5枚

会議教室部 〔厚生省労政局編の写〕

606 全日本産業別労働組合 指示第81号健康保険改悪特に｛健康保 1949年6月11日 ト－B4-3枚

会議 険組合解散に関する闘争〔各単1€.

地方組織宛〕

607 全日本産業別労働組合産別シローズ7f労働者階級とあた 1949年6月 活－B6-47p 

会議出版部 らしい文化』中野蚤治箸

6倒産別会議 『労働験線』N:i.235 1949年12月22日活一全紙一 2P

609 〔全法協〕 全法協資料 ・組合専従者の有給制に 1949年5月14日 ト－B4-4枚

ついて

610 全国労働組合法規対策 『新労働法の問題点とその対策』 1949年8月 活－B6ー136p

協議会編

611 全法協資料判例批評第8例 1949年8月30日 ト－B4-4P 

612 全法協判例批評第1袋一最近に於け 1949年8月3日 ト－B5-SOp 

る法廷闘争の成果ー

613 国鉄労働組合情報宣伝 『国鉄新開』号外 1949年6月16日活－B4

部 ホ国電ストの真相
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614 全労働省労働組合総連『失業白書』 1949年7月 活－B6-16P 
j日'-

615 国鉄労組岡山支部宣伝 『国鉄新聞』号外ぬ2 1949年7月3日活－19.5cnx33.5cm

部

616 国鉄労働組合情報宣伝『国鉄新聞』号外 1949年7月6]3 活－B4

部

617 国鉄労組岡山支部宣伝 r国鉄新聞』号外No.3 1949年7月7日活ー19.5cmx35.5c皿

部

618 国鉄労働組合岡山支部吉岡百鬼夜行内閣打倒 1949年7月 活－13c皿X18.5叩

619 東芝労働組合連合会 ・ 正義と自由を愛する人々に松川｜事 〔1949年〕 活－B6-4P 

国鉄労働組合統一委員件の真相を訴える

会

620 産別会議 『労働戦線』ぬ237 1950年1月1日活一全紙一4P

621 全国労働組合連絡協議会労連要請第156号当面する闘争 1950年7月613 ト－B4

会第57回受員会 の急速な拡大について

622 全国労働組合連絡協議『全労連情報』ぬ26 生活擁護と峨争 19印年7月HI ト－B4

会 反対・民族独立の統一闘争方針

623 全国労働組合連絡協議 『全労連情報』ぬ27 反峨の大衆行動 1950年7月10日 ト－B4

会 を組織

624 全国労働組合連絡協議 「全労連情報』No.28 日本船を戦争に 1950年7月11日 トー－B4 

会 参加させるな

625 全国労働組合連絡協磁要請第159号要請電産闘争の重 1950年7月13日 ト－B4

会 要位と分裂策動の粉砕について

626 全国労働組合連絡協議 『全労連情報jNo.31 労働新聞三倍化 1950年7月15日 ト－B4

会 で不当弾圧にこたえん／

627 全国労働組合連絡協議『全労連統一闘争エユース』No.7 1950年8月14日 ト－BS

会

628 全国労働組合連絡協議 rソ速の見た日本労働組合運動の現 〔1950年〕 ト－B5-lOP 

会 状』M ・ラザーレフ著

629 全国労働組合連絡協磁 フラソス経済復興闘争と外資導入の 〔1950年〕 ト－B5-20p 

会 諮問題

630 『平和擁護闘争における世界労連の 〔1950年〕 ト－B6-108p 

任務と活動』『世界に於る統一運動の

現状とそのあり方に就て』ルイ・サイ

アン，プノア・ブラシg ン箸

631 全労連関東地協構備会要請〔犠牲者救援活動に関する姿鰭］ 1950年6月19日 ト－B4

632 日本セメ γト労働組合 『セメン ト戦線J第10号 1950年l~l 日活ータプ

633 大金属労働組合協議会戦争準備 ・奴隷への道低賃金 ・労 (1950年〕6月22 活ー15cmx26.5c皿

－全労連会日本金属労働強化を打破れ／ 日

働組合・大金属関西地

方協議会・全労連全日

本金属労組福岡支部

634 全労連金属大阪支部淀 『淀報』67号 1950年6 ~30日 トーB4

川製鋼所分会
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635 日立製作所亀戸工場労労働者と都民の皆様に訴えるグ 1950年 7月 1日活－B4

働組合執行委員長御宿

良治

636 51.前地区東北農機織物戸明書Z 1950年7月1日 ト－B4

共同闘争委員会

637 日映演東宝支部 『全国情報』ぬ15 1950年7月5日 ト－B4

638 全労連・全印刷労組・ 職場の労働者諸君に訴える／ 〔1950年7月〕 ト－B5

日本機関紙印刷分会・

あかつき印刷分会

639 全労連東海地協準備会『全労連東海地協速報』ぬ10 1950年8月7日 ト－B4

640 大問屋崎教宣部 ・調査『週間情報』ぬ15 ト－B4

部

641 全自動車水島分会 水島再建案 〔1950年〕 ト－B4-2枚

642 会法協 『全法協タイムズ』ぬ8 1950年12月11日 活ー全紙一2P

643 世界労働運動研究協議『世界労働旬報』No.8 1950年12月15日 活－B5-16P 

会

644 産別会議調査資料室 『調査旬報』ぬ24 1951年5月11日活－B5-16P 

＊目立総連の新労働協約は何を意味

するかー協約闘争の正しい前進の

ためにー

645 全国労働組合生活対策『生活対策ユユース』 ぬ94 1951年 1月15日 ト－B5-21P 

646 協議会 No.101 5月 l目 ト－B5-15P 

647 No.102 5月15日 ト－B5-21P 

648 金属労組生活対策協議『大衆生活を無視した強制医薬分業』 1951年5月 活一四六－llp

』品」匙‘ 

6 県下地域組織

649 中国労働組合協議会 「信号旗J 創刊号 1946年8月1日 ト－B5-8p 

650 第2号 11月1日 ト－B4-6P 

651 第2号付録 11月1日 トー－B5-2p 

652 三原地方労働組合連盟決議文〔盤家豊起案草稿〕 1946年12月17日肉－B4

653 〔霊家盛〕 宣言C起案草稿〕 1946年12月24日肉－B4

654 （三原地方労働組合連 有限責任三原労働連勝買組合定款 〔1946年〕 ト－B4-5枚

盟〕 （案）

655 〔三原地方労働組合連 三原地方労働組合連盟背年部結成大 〔1947年〕 ト－B4-2枚

盟育年部〕 会提出磁案

656 〔三原地方労働組合連 〔三原地方労働組合連盟〕大会（議事 〔1947年〕 1-.-B  5-2枚

盟〕 解説）議案要綱

657 三原地区共闘委員会 情報市長・市会議長 ・公安委員長 1948年4月 ト－B4

団交ノ成果

658 〔三原地方労働組合連 三原地区労働組合連盟名薄 〔1948年〕 肉－B4

盟〕
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659 判決〔日本セメント労組糸崎支部地 〔1949年4月22日〉ト－B5-14P 

位保全仮処分申請事件・首切り〕

660 日本セメント労働組合 日本セメント紛争経過傾姿 〔1949年4月〕 ト－B4ー 7枚

糸約支部

661 〔三原地方労働組合連 議事報告【三原地方労働組合連盟大 〔1949年5月〕 ト－B4-6枚

盟〕 会〕

662 三原地方労働組合連盟 自1948.12至1949.5 半期決算報告〔1949年 5月〕 トーBS

【大会報告〕

663 〔三原地方労働組合漣 労働会館建設資金収納状況報告書 〔1949年5月〕 ト－B4

盟〕 (1949. 5 .16現在）. ~20回メ ーデー

会計報告（中間報告・ 5.18現在）

（大会報告〕

664 〔三原地方労働総合連 運動方針 〔1949年 5月〕 ト－B4

盟〕

665 全金属三車従業員分会地連定期大会議案修正案 1949年5月26日 ト－B4

666 三草従分代議員 ・幸田委任状〔三原地連大会退場で〕 〔1949年5月7 肉－17.Scmx12.Scm

武士

667 三原地方労連書記局 資本家のイトせる労働関係法規改悪 〔1949年〕 ト－B4

を我々は如何に粉砕すべきか

668 総同盟三原地区共同闘激グ 〔労働法規改慈絶対反対〕 〔1949年〕 ト－A6

争委員会

669 日銅闘争目誌 〔1949年 6月〕 トー・B4 

670 日鋼闘争記録 〔1949年 6月〕 ト－B4

671 情報〔日鋼闘争〕 〔1949年 6月〕 ト－B4

672 広島県産業防衛会議準金人民諸君に訴える．／ 1949年 6月17日 ト－B4

備会 ・日銀動衛共同闘

争委員会

673 国鉄労組糸崎分会執行 〔産業防衛会議準備会結成懇談会招 〔1949年 6月〕 ト－BS

委員長 粉状 ・各労組宛〕

674 全逓信労働組合三原支三事の労働者諸君に訴える 〔1949年11月〕 ト－B6

部

675 三原地方首切反対共同共同闘争宣言 1949年6月24日 ト－B5

闘争委員会 本資料年月日の1946年は繰り

676 三原鈴鹿労働組合 提訴状 1949年 9月 ト－.R5 

677 呉儀申立書〔会社側の企業再建整備 〔1949年〕 ト－B4-4枚

計画に対する東洋繊維労働組合協議

会代表委員長佐藤義雄の異議申立

書〕

678 重家盛 企業整備〔ノート〕 1949年 ASノート 1冊

679 尾道地方労働組合連合 請願書O也方税法反対〕 1950年8月31日 ト－B4

会副委員長寺本利得、

680 東級三原工場従業員組第4回定期大会議案喬 〔1950年〕 ト－B5-8p 

合
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681 尾道自由労働組合

伺2 沖敏行

1 本 部

6回日本共産党

労働運動共産党関係

”自由労組幹部20数名不法検挙さる” 1951年4月 ト－B6

〔帝人〕研究所三原分室存置に就ての 1951年12月8日 夕ータプ

御願

II 共産党関係

『党報』 1946年12月1日 活ータブー4p

＊土地改革早わかり

684 日本共産党中央委員会『宣伝教育指針』ぬ10 1946年12月10日 ト－84-2枚

宣伝教育部 ホ初等党学校・政治学校のやり方

国5 日本共産党 『党報』 1947年2月1日 活ー全紙

＊第2回全国協議会経過

伺6 日本共産党 日本共産党早わかり 1947年2月28日 活 ータブー4P

687 1947年4月21日 活ータブー4P

688 日木共産党中央委員会第4回中央突員会総会報告及び決定 1947年6月5日 活ータブー6P

集（5月18日～20日）

回9 日本共産党中央委員会 『宣伝指針』 1947年3月15日活－B5-4p

703 宣伝教育部 3月22日活－B5-4p 

3月22日活－B5-4p 

3月27日活ーB5-4p 

3月29日活－B5-.tp 

4月13日活－B5-4p 

4月18日活－B5-4p 

6月15日活－B5-4p 

7月15日活－B5-8p 

7月15日 活－B5-8p 

8月1日活－B5-4P 

8月1日活－B5-4p 

9月1日活－B5-4p 

10月15日活－B5-8p 

10月15日活－B5-4p 

704 日本共産党組織指噂部『組織宣伝指針』 1947年12月20日活－B5-6p 

725 －宣伝教育部 12月20日活－B5-4p 

1948年1月26日活－B5-4p 

1月31日活－B5-4p 

2月23日活－B5-4p 

2月27日活－B5-4p 

3月8日活－B5-4p 

5月20日活－B5-4P 

5月27日活－B5-4p 

6月12日活－B5-4p 

6月19日活－B5-4p 

6月30日活－B5-4p 
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726 日本共産党関東地方餐

員会

727 日本共産党中央委員会

書記局

728 日本共産党中失望書員会

書記局

729 日本共産党中央委員会

書記局

社会労働運動資料 1945ー1951年

1948年7月10日活－B5-4p 

7月17日活－B5-4p 

ぬ24 7月24日活－B5-4p 

No.25 7月31日活－B5-8p 
ぬEマ2守5) 

8月13日活－B5-4p 

ぬ26 8月22日 活－B5-4p 

ぬ27 9月6日活－B5-4p 

No.28 9月19日活－B5-4p 

No.29 10月14日 活 ーB5-4p 

No.32 11月4目 活 －B5-4p 

『関東週報』 国際婦人デ｝特集号 1948年3月8日活－B5-4P 

第6回大会第1回中央委員会におけ 1948年3月10日 活ータプ

る徳図書記長の報告要旨

第2回中央委員会報告決定集 1948年6月14日 活ータブー4p

(5 .30～31) 

徳田球一 組織活動について 1948 1948年7月19日 活－B5-6P 

年6月27日全国オルグ会議における

報告要旨

730 日本共産党中央委員会新しい段階とわが党の任務第3回 1948年9月10日 活－B5-6p 

書記局 中央委員会総会における徳回総記長

の一般報告要旨

731 日本共産党中央委員会 日本共産党第6回大会報告集 1948年 活－B5-24p 

療記局 *1947年12月21日～23日

732 日本共産党中央委員会『党活動指針』 No目 1 1948年11月10日 活 －B5-6p 

750 ぬ 2 11月27日活－B5-4p 

No. 5 1949年 2~22日活－B 5-4p 

ぬ 6 3月12日活－B5-4p 

ぬ 7 3月25日活－B5-4p 

No. 8 4月14日活－B5-4p 

ぬ.9 4月29日活－B5-4p 

ぬ10 5月5日 活 －B5-4p 

No.11 5月9日 活 －B5-4p 

No.12 5月14日 活 －B5-4p 

No.13 5月21日活－B5-4P 

No.14 6月30日清一B5-4p 

No.16 7月18日 活 －B5-4p 

No.17 7月25自 活 －B5-4p 

No.18 8月13日活－B5-4p 

No.19 10月8日活－B5-4p 

No.20 10月20日活－B5-4p 

No.23 11月21日 活－B5-4p 

ぬ25 12月20自活－B5-4p 

751 日本共産党中央委員会 『党内資料』 〔1949年〕 活－B5-Sp 

市民自党と山林問題反動の巣林友会

とは
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752 日本共産党中失望S員会『党内資料』 〔1949年〕 活－B5ー18P

調査部・科学技術部 ＊筋力、いをたどる国際独占資本・民

族を売る貿易政策・.i!'t梁・はかいの

吉田政策 ・人民ギセイに大銀行救

草寺・技術医療機関の危機

753 日本共産党中央委員会 『党内資料』 〔1949年〕 活－B5-16P 

調査部 ＊地方産業の崩かいと農村危機の深

イじ

754 日本共産党中央餐員会『党内資料』 〔1949年〕 活－B5-Gp 

調査部 ホ吉田売国政策のギセイ

755 日本共産党中央委員会 『党内資料』 〔1949年 8Jl〕 活－B5-18P 

調査部 ＊国際独占資本の矛盾の激化

756 日本共産党 『アカハタ』 第720号 1949年6月22日活ー全紙

759 第774号 8月24日活一全紙

第810号 9月30日活ー全紙

第9お号 19四年1月24日 活ー全紙

760 日本共産党中央委員会『来るべき革命における日本共産党 19印年5月18日 活－B6-52p 

宣伝教育部編 の基本的な任務について草案』

ホr党活動指針』別冊（1)

761 L日本共産党〕 『技術論』 1950年8月 ト－B6-37P 

定非合法活動の技術・非合法活動の

国際的経験

762 組合問題研究会 『北京人民日報の社説（9・3アピーノレ） 〔1950年〕 活－B6-55p 

をいかに理解し・行動すべきか？』

763 〔日本共産党〕 『大十月社会主義革命第三十三周年 〔1950年〕 ト－B6-36p 

記念日におけるエヌ・ア ・プルガー

ニンの報告』

764 C日本共産党〕 『失業者の組織形体と闘争方法』 プ ト－B6-12P 

ロフイエテルン第5聞大会を前にし

て M・ウオイトキエウィツほか箸

765 （日本共産党〕 『ポリシ品ヴイキ的自治体政策のた 〔1950年〕 ト－B6-13p 

めに』

キ1930年 3月のコミンテルン鉱大

執行委員会の決議

766 日本共産党 『アメ日カ帝国主義の朝鮮侵略戦争 〔1950年〕 ト－B6-21P 

が日本経済に及ぼした影響』

朱『世界知鍛』1950年 9月30日号掲載

の翻訳荘務著

767 （日本共産党閣僚派〕 『解放戦線』ぬ.3 1951年2月 1日 ト－B5-16P 

キ同志の宮本百合子の5霊前に脊う他

768 【日本共産党〕 『市民対策部報』Nd 1951年10月 1日 ト－B4

本社会保険及び医療戦線の動向と統

ーの急務一社会保険医療強化全国

大会をもり上げるためにー
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769 〔日本共産党〕 『資料JNo.6 1951年10月58 ト－B4

＊「四全協」以後の財政活動の諸経験

770 〔日本共産党〕 『資料』ぬ7 1951年10月9日 ト－B4

ホ秋岡県由利郡の調査報告

771 〔日本共産党〕 『資料』No.8 1951年10月12日 ト－B4

＊平和擁護闘争の経験を生かせ

772 〔日本共産党〕 『資料JNo.9 1951年10月16日 ト－B4

本農民闘争の飛躍的拡大と強化のた

めに一最近の四つの燥民政策会議

から一

773 「平和のこえ」公判資料特別審査局編 〔1951年〕 ト－B5-SOp 

「アカハタ」後継紙停刊理由書

774 全日本将棋同好会 『詰将棋』「当面の要求」などの共産党 〔1951年〕 活－A6-164P

〔日本共産党〕 非合法出版物〕

775 闘民体育促進会 『健康法』No.26 1951年 活－B6-39p 

〔日本共産党〕 〔「日本共産党の当面要求一新しい統

領Jほかの共産党非合法出版物〕

776 日本共産党宣伝教脊部 『宣伝指針』 ト B4-2枚

本増加所得税にたいして

777 日本育年会議情報No.l ト－B4

778 秋月二郎 『私の自己批判一何よりも正しい態 ト－B5-32P 

度，全党的観点をつらぬくこと』

779 〔日本共産党〕 「インド共産党綱領草案』 ト－B5-8p 

780 日本共産党 『大衆組織活動におけるイタリア共 〔19日年〕 ト－B5-6P 

産党の任務』ピエトロ・ セツキヤ著

781 『人民民主主義と社会主義革命』 活－B6-64P 

ベ・＝ヌ ・マニコフスキほか箸

2 広島県党関係

782 第4四三率経営細胞総決議文 1946年11月15日肉－24cmx 28cm 

会

783 共産党広島地方~員会 『広島地方党＝品ース』 第1号 1946年11月 ト B4

7~4 日本共産党三原地区委 『赤いロット」 No.2 1947年3月3日 ト－B4

786 員会三事細胞 No. 4 3月31日 ト－B4

ぬ6 9月10日 ト－B4

787 〔日本共産党三事細胞 指令第1号 ・賃金共同闘争について 1948年6月8日 ト－B4

委員会〕 の第二組合決定の回答に対する党の

態度について，指令第2号 ・当面の

宣伝活動について

788 〔日本共産党三事細胞 指令第3号・賃銀闘争に対する党の 1948年6月20日 ト－B4

委員会〕 態度について
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789 日本共産党三原事靭細全党員に訴える 1948年7~15日 ト－B4

胞委員会

790 日本共産党三原事柄細声明書〔重家草稿〕 1948年7}l20日 肉 －B4-4枚

胞

791 日本共産党国鉄糸崎機松山機関区の闘争を勝たせる／／ 1948年8月7日 ト－B5

関区細胞

792 〔日本共産党三車細胞〕 本年度第5回細胞総会議案「一般報 1948年11月3日 ト－B4

告J要旨

793 白本共産党広島県委員 『ヒロシマ県ニュース』 1948年11月21日 トータブー2P

会

794 〔日本共産党三車細胞 宣伝指針第2号・第三組合が締結・し (1948〕 ト－B4

委員会〕 た労働協約のギマンについての宣伝

のやり方

795 日本尖産党三原車綱締 官製労働学校反対闘争方針〔重量皮革 〔1948年〕 肉－B4

胞 積7

796 日本尖産党三車細胞 労働会館建設資金を資本家に要求す (1948年〕 ト－B4

る闘争を起せ／／

797 水般会〔三車細胞組織 最低賃金制の経済理論（中川有三＝ 〔1948年〕 トー－B5-7p 

か〕 上林貞治郎の筆名『前衛』34号より）

798 日本共産党忠海細胞 忠海町政綱領案 (1948年〕 ト－BS

799 日本共産党広島県委員 資料No.l〔共産党中央委員会調査部 〔1948年〕 ト－B4

会宣教部 「昭和23年度『予算』中間分析〕

800 日本共産党日本セメソ『窯』No.1 1949年 1月14日 ト－B4

ト糸崎工場細胞

801 日本共産党三原車輔純 『ロッドJNo.14 1949年2月初日 ト－B4

胞

802 日本共産党広島県委員共同闘争申入レ 1949年2月26日 トーBS

会

803 日本共産党三原地区委 『ベルト』創刊号 1949年4月5日 ト－B4

員会敷島寮細胞

804 日本共産党国欽・糸崎機 『ロット』No.4 1949年4月24目 ト－B4

関区細胞

805 日本共産党三原地区委 『だんご』〔『ベルト』改題〕 第2号 1949年5月7日 ト－B4

sb6 員会敷島寮細胞 第3号 6 月 5~ ト－B4

807 日本共産党中国地方委 『中国戦線」 第4号 1949年5月20日活ータブ

員会

8?8 日本共産党三原地区委 『新三原』 第2号 1949年 9月4日 トーB4

809 員会 第 3号 9月7日 ト－B4

810 日本共産党中園地方委 『中国党報』No.6 1949年10月25日活－B5-4P 

員会

811 日本共産党東部地区委入党申込書 1949年 ト－BS

員会〔広島県〕
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812 〔重家盗〕 最低賃金制闘争を如何に押し進める 〔1949年〕 肉－B5ー5枚

か【草稿〕

813 〔農民問題対策委員会・市民問題対 〔1949年〕 肉－B5

策委員会のメ γパー〕

814 〔霊家堂〕 選挙闘争を利用した党員教育につい 〔1950年〕 肉－BS

て

815 〔日本共産党三原地区 公安条例一斉制定の陰謀を粉砕せよ 〔1950年〕 ト－B4

委員会〕 fl 

816 〔日本共産党三原地区 団体等規正令（昭和24年4月4日政 〔1950年〕 ト－B4・BS各l枚

委員会〕 令第64号）

本三原市公安条令制定反対闘争資料

817 日本共産党広島県宣言員 〔重家堂除名通知〕 1950年12月27日肉ーハガキ

会 ＊主流派による

818 前県委員長の自己批判書を発表する 〔1950年〕 ト－B5

について

819 日本共産党中国地方委『寧命戦士』ぬ32 1951年3月15日 ト－B5-4P 

員会 本地方自治体選挙からメーデーへ平

和擁護闘争を強力に展開せよ

820 〔日本共産党国際派 最涯の『めまぐるしい変動』に際して 〔1951年〕 ト－a4-2枚

（広島）〕 全愛国者に訴う

821 〔日本共産党広島県議 民族解童文のための広島県民の反米愛 〔1951年コ ト－B4-2枚

員会〕 国統一綱領

822 国際問題研究所 『世界政治経済情報』第一集 活－A5-48p 

823 『国際情勢について』共産党・労働者 ト－B6-36p 

党情報局会議

824 共産党・労働者党情報局会議の報告 〔1950年〕 活－B6-170p 

と決議第1回.ti'! 2回・第3回会

議党内研究資料

皿 救 援 運 動

825 労農運動救援会出版部 『検挙から公判闘争まで』不当弾圧と 1948年8月 活－B6-62P 

如何に闘うか背柳盛雄事E

826 判決 1948年12月 ト－B4

＊島亨 1948年7月15日大阪人権擁

能大会での公務執行防害事件の無

罪判決

827 労農運動救緩会出版部救援会パンフレγ ト第3集『借家間 1949年12月 活－B6-67p 

題はやわかり』家屋追い立てに悩む

人々のために 東本紀芳著

828 松川事件対策委員会 三鷹事件公判速記録一特別領布につ 1949年12月 ト－BS

いてー
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829 日本労食事支援会東京支 日本労農救援会東京支部の目的と活 1949年 ト－B5-4P 

部 助・主なる綱領，スロ ーガγ・規約

830 日本労農数援会

831 広島地方検察庁

・役員一覧表

『救援活動情報』ぬ3 1950年2月5日 トーB4ー2p

処分結果通知について 1951年1月初日 夕－BS

本坂田昭・長瀬一正・佐A木突義・

日本労e基数援会三原支部重家盛宛

832 日本労後数援会出版部教援会文庫1『スターリ γ・毛沢東 1951年2月 活－B6-48P 

えの手紙』死刑と闘う松川の労働者

とその家狭

833 日本労農救援会中央委勅令325号事件関係調査表 〔1951年7月〕 ト－B5

員会

834 人権民報社 人権民報に就いてお願い 1951年8月初日 ト－BS

835 日本国民救援会中央本 宣伝部だより 中央認さ員会を終っ 〔1951年8月〕 トーBS

部宣伝部 て

836 日本国民救援会中央本 『救援活動情報」Nn56 (1951年8月〕 トーB5-4P 

部

837 松Jll事件無罪釈放百万 〔制II署名について閉会せ ・日本労 ~951年11月 3 日 肉ーハガキ

人署名世話人会喜屋武農救援会三原支部宛〕

由放

838 自由法曹団本部

839 上村進他6名

840 日本労農救援会三原支

部

841 日本労農主主援会三原支

部

842 日本労農救援会三原支

部

843 日本労農数援会三原支

部

844 松JI(事件〔後告〕無罪釈

放百万人署名世怒人会

845 松Jll事件被告無罪釈放

百万人署名世話人会

846 ，；：：：：鷹・松川対策委員会

847 日本労農救鐙会

848 

849 臼本労食事k援会本部

852 

擬装追放無効確認訴訟の提起につい 1951年12月6日 活ー19cmx54cm

て〔上村進代議土らの公職追放〉

擬装追放無効確認の訴状

入会申込書

1951年12月6日活－B5-17P 

〔1951年〕ト－BG

日本労長救援会はどんな団体か 〔1951年〕 ト－B6-15P 

〔調査表〕 〔1951年〕 ト~e s- 4枚

労働災害後牲者調査表 〔1951年〕 ト－BS

『松川ユユース』ぬ7 1951年9月l日 ト－BS

〔幻灯「松Jfl事件Jなどの広告〕 〔1951年〕 ト－BS

死刑5人 ・無期5人の松川事件と

は〔広告ポスター〕

〔1951年〕

一円カンパ袋〔松川・三鷹犠牲者〕

起訴状

1951年

〔1951年〕

本朝鮮人暴正事件

『救援活動情報』 ぬ23 1951年2月3日

ぬ24 2月17日

No.25 2月24日

No.26 3月9日
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853 『人権民報』第16号 1951年8Jl25日 活ー全紙一2p

854 『水源池』 Ni.53 1951年12月25日 ト－B4-4P 

855 ＊賀茂病院患者協生会の機関 No.54 1952年 1月10日 ト－B4-2P 

紙

856 〔重家盛〕 労農救援会活動記録 1950-51年 ASノー トl冊

N 平 来日 運 動

857 沖縄大島解放同盟準備 『解放』第5号 1950年7月5日 ト－B4

会

858 平和擁鑓世界大会委員戦争はくいとめうるか〔リーフレッ 〔1950年〕 ト一新番大－8p

会 ・平和を守る会 ・世 ト〕

界労連 ・全労連加既日

映演

859 世界労働運動研究協議われわれは平和闘争をこう考え，こ 〔1950年〕 ト－B5-17P 

会 う実践しているー各国平和活動家の

生きた体験と実例ー

860 広島平和祭祭典準備会世界青年学生平和祭・広島平和祭の 〔1951年〕 ト－B5-8p 

察

861 ヴエ ・テレシキγ 平和擁護運動の新段階『星』パンプレ 1951年5月16日 活－AS-lOP

ット第1集

862 勝利投票 【1951年〕 活－9cmxl3cm

863 中園地方平和の闘士団第1回中国地方平和の闘士回大会報 〔1951年〕 ト－B5-29p 

協議会 告集

v 文化 ・文学運動

1 新日本文学会関係

部4 渡辺順三 む稼 批評に対する返事および『人民（1946年10月1日〕肉一便袋一6枚

短歌』への寄稿要望・重家 姐

865 新日本文学会 『新日本文学会会員ユユース』ぬ15 1947：年9月25日 ト－B5-4 P 

866 新日本文学会書記局 第3回常任委員会記録 1948年12月 ト－B4-2杖

867 新日本文学会三原支部 品ういさつ 〔1948年〕 ト－B5-4 P 

868 新日本文学会三原支部『みはら文学新聞』No.l 〔1948年〕 トータプ

869 新日本文学会主原市友新日本文学会友の会に入りませう・ 〔1948年〕 ト－B5

の会 同会規約

870 新日本文学会常任中央法隆寺壁画焼失について文学者はか 1949年1月 タ－B4

委員会 く訴える
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文化・文学運動

871 新日本文学会・新日本声明 1949年8月16日 タ－B4

歌人協会・新俳句人連

盟

872 新日本文学会組織部 G続日文組織綱領の意見集約依額・各 1949王手12月5日 トー－B5 

支部宛〕

~73 C箆家盛〕 C新日本文学会三原支部集会での重 1949年 肉－BS

家挨拶メモ〕

874 三原事項暗演劇ザーt7Iレ【リーフレット〕アリバパ物務前進 (1949年〕 活－B5-4P

新日本文学会三原支部座少年劇場第1回公演

875 新日本文学会・組織部小林多喜三祭開催その他について 1950年 2月1日 ト－B4

.妃局

876 〔新日本文学会〕 刊行物配布団収調査 1950年 2月 ト－B4

877 新日本文学会常任中央機関誌定期刊行確保と会財政確立の 19"'.，（）年3月10日 ト－B4

委員会 ための訴え

878 新日本文学会 新日本文学会刊行物取次規定 1950年3月 ト－B4

879 新日本文学会 『小説委員会々報』ぬ2 1950年5月 ト－B4

部0 新日本文学会禽記局 1950年度第2回中失委員会開催につ 1950年6月5日 タ－B4

いて

881 新日本文学会書記局・ 支部現状調査について 1950年6月27日 ト－B4-2枚

組織部

882 〔新日本文学会〕 『新日本文学会小説委員会々報』No.3 1950年6月 ト－B5-4P 

883 新日本文学会詩委員会委員会（第1回）記録 1950年6月 ト－B4

884 新日本文学会書記局 ・ 〔支部への活動強化要請〕 1950年7月4日 ト－BS

組織部

885 新日本文学会 『小説委員会々報』No.4 19同年7月7日 ト－B5-4p

886 新日本文学会・組織部各支部御中 1950年 7月15日 ト－B4

＊ストッ PホJレム ・アピール署名要

議ほか

飽7 新日本文学会 新日本文学8月号予告 〔1950年7月〕 ト－B6

回8 新日本文学会常任中央啄木祭の全国的開催のために 1951年 3月10):1 ト－B4-2枚

委員会

889 新日本文学会 全国啄木祭企函報告書 〔1951年3月〕 トーハカ．キ

890 新日本文学会持委員会新日本詩集（1951年版）発刊について 1951年3月 ト－B4

・新日本詩集線築3委員

会

891 藤野菊治（山口市〕 『文化新聞』No.9 1951年5月15日 トーB4

892 藤野菊治 （新日文中間プロック幣倣について 1951年7月1日肉－A4

重家宛書簡〕

893 新日本文学会中国地方プロック会議 1951年 7月8El トー－B4 

開催要領

894 菊地章一 〔重家宛喬筒・三原支部会費滞納問題 1951年 8月9日 肉－AS-2枚

など〕

895 新日本文学会組織部 技部調査書送付依額〕 〔1951年8月〕 トーハガキ
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社会労働運動資料 1945-1951年

896 〔新日本文学会〕 在E草書籍並に代金精算内訳表 〔1951年〕 ト－BS

897 新日本文学会 新日本文学会綱領 ・規約 (1951~〕 ト－B4

898 啄木祭事織委員会 啄木祭を行わう 【1951年〕 ト－BS

899 〔新日本文学会〕 『中常委ニュ｝ス』No.2 1951年9月10日 ト－B4

900 新日本文学会呉支部 『小さな火』創刊号 1951年11月 ト－B4

901 新日本文学会 入会確認通知〔盤家重量宛〕 ト－BS

902 新日本文学会県協書記 〔三原の活動報告依頼〕 8月15日 肉ーハガキ

局〈広島〕

叩3 新日本文学会財政部 稔代の前納と読者倍加にご協力を トーBS

904 御庄博実 場主中詩集〈解放）1号発刊について (1951年 7月〕 ト－BS

＊峠三官の蚤家坐宛の添え密き有り

叩5 新日本文学会 『文学新聞』 第37号 1951年10月1日活ータブー4P

908 第38号 11月1日活ータブー 4P

第39号 11月20日活ータブー4.p

第40号 12月25日活ータブー4p

2 勤労者文学会議

909 〔霊家堂記録〕 勤労者文学会議日誌 〔1947年5月～ ASノート 1冊

1948年10月〕

3 労働者教育 ・文化運動

910 財団法人広島県労働文三原支部規約案 1946年12月25日 トー14c田x57.5c由

化協会

911 〔鑑家盆〕 第 1国労働学校教対〔草稿〕 1947年 1月29日肉－B4

912 三原労働学校 三原労働学校々則 ・綱領 1947年 3月1日 トー14cmx39cm

913 Cli家重量〕 三原労働学校〔税義メモ〕 〔1947年9月7日〕肉－B4

914 三原労働学校第1期生受講者側当 1947年 ト－BS

915 〔震家鑑〕 社会教育研究大会鱗演原稿（5月28 〔1948年5月〕 肉－B4-2紋

日・ 10時・於福山中講堂）

916 社会教育研究大会開催要綱 1948年 ト－B4-3枚

4 日本民主主義文化連盟・その他

917 日本民主主義文化連盟 日本人民文化賞の制定について 1948年 活－B5-2枚

918 日本民主主義文化遼盟文化年鑑調査資料 〔1948年〕 活－BS

調査部

919 三原図書館・ 三原文化夏零外語学校会員証 1949年 8月 トー7cmX9Cll

協会

- 98-



占領軍三原市政・その他

VI 占 領 軍

920 連合軍最高司令部 日本帝国政府＝対スル覚書・題名 1945年 9月19日 ト－B4

日本＝与フノレ新聞紙法〔写〕

921 福山市第三検閲局新聞 〔検閲局移転通知〕 1947年3月24日 ター－Bfl 

部l

922 極東軍最高司令部民間 〔『働く人』の受領通知 ・重家盛宛〕 1948年2月12日 夕 ーB5-3枚

情報部民間検閲所第三

地区検関局（米軍郵~

929号）司令官エリッ タ

・M ・ウ 場Yハースト

VIl 二原市政 ・その他

923 三原市生活権擁護総販〔三原市公安委員会宛公開質問寄〕 1949年6..827日 肉ー使第一 4枚

起人民大会

924 三原地方共闘 声明書〔企業整備反対・重家起案草 1949年7月7日肉－B4

稿〕

925 三原市生活権ヨ｝ゴ人公安委員会を市民の手へ〔重家起案 (1949年7月〕 肉－B4

民大会 主主総ゴ

926 公安委員会に対する公開質問書〔三 1949年 ト－BS

原市公安委員会宛〕

927 三原市三原図書館後援 三原図書館後緩会結成趣意書 1949年 ト－B4

会

928 三原市三原図奮館後援 三原市三原図書館後援会規約 1949年 ト－B4

会

929 全日本造船労働組合中請願書〔第6次船建造量拡大要請〕 1950年6月16日 ト－B4

国支部日立向島分会

930 広島県御調郡向島東村新造船建造量拡大要望意見書 1950年7月17日 ト－B4

村会議長

931 三原市長戸回勝巳 議第110号昭和25年度広烏県三原市 1950年 9月21日 ト－B5-20P 

追加更正予算（tg4号）

932 三原市長戸田勝巳 議第111号滋決更正の件 1950年9月21日 ト－B4

933 三原市長戸田勝巳 裁第112号自昭和5年度至昭和初年 1950年9月21日 ト－B5

度広島県三原市南小学綾建築事業費

継続年期及び支出方法

934 三原市長戸田勝巳 議第113号 昭和25年度広島県三原市 1950年 9.F.121日 ト－B5-4p 

特別会計公益質農事業費追加更生予

算（第1号）
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935 三原市長戸田勝己 議案114号三原市金庫設燈援びに市 1950年 9月21日 ト－B5

金庫事務の取り扱いをする銀行を定

める件

936 三原市長戸田勝巳 議第115号 三原市議員定数条例のー 19回年9月21日 タ－BS

部を改正する条例制定の件

937 三原市長戸白勝巴 議第116号三原市職員退職手当支給 1950年 9月21日 タ－B4

条例の一部を改正する条例制定の件

938 三原市長戸田勝巳 銭第117号三原市吏員退隠料・退職 1950年 9月21日 タ－B5-3p 

給与金・遺族扶助料及び死亡給与金

条例臨時特例の一部を改正する条例

制定の件

939 三原市長戸回勝巳 議第119号行進及び集団示威運動に 1950年 9~21 日 タ－B5-Gp 

関する条例の全邸宅ピ改正する条例制

定の件

940 三原市長戸田勝巳 磁第120号 議会の議決又は住民のー 1950年9月21日 タ－BS

般投票に付すべき財産営造物又は議

会の議決に付すべき契約に関する条

例の一部を改正する条例制定の件

941 三原市長戸田勝巳 昭和25年度広島県三原市特別会計運 1950年 9月21日 ト－B5-4P 

輸事業費歳入歳出追加吏正予算（第2

J切）

942 三原市長戸田勝巳 議第127号三原市税減免臨時措置条 1950年9月21日 ト－B5

例制定の伶

943 三原市議会議長小林態発第61号糸崎天神山公園補強工事 1950年9月27日 トー－B4 

並児童遊園地併殺について誘願の件

944 三原市議会議長小林 愈発第ω号糸崎御山公園充実d嘉こ附年9月m ト－B4

ついて翁－際の件

945 三原市議会議長小林癒発第62号西宮公園盤備について諸 1950年 9月27日 ト－B4

願の件

946 三原市 〔三原市議会議員名簿〕 1950年 トー13.Sc皿x34cm

Vil 重家選挙・経歴

947 飼査察〔選挙管理委員会提出重家豊 1949年 6月12日活－B5-17P 

経歴・控〕

948 〔箆家瑳〕 （農民大会での挨拶のメモ〕 1949年6月 肉－BS

ホ県議補選で

949 〔日本共産党〕 〔広島東部略図・選挙区〕 1949年 ト－B4

950 〔重家豊〕 三原市内参院選得票数〔メ号〕 〔1950年〕 肉－B4

951 〔重家重量〕 （市議立候補演説草稿〕 〔1951年3月〕 肉－B4-3枚

952 〔日本共産党・国際派〕 『党活動』No.3 1951年 3月10日活－B5-6P 

ホ革命的議会主義主当面の地方選挙

闘争．／
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重家選挙・経歴

953 〔日本共産党・国際派〕 『アジプロ指針』ぬ 7 1951年 3月25S ト－B4-2枚，

＊選挙演説のために（1) B5-l枚

954 〔日本共産党 ・国際派3『アジプロ指針』ぬ.9 1951年4月HI ト－B4

本領土問題を如何にと りあげるか

955 地方選挙闘争勝利のために（三原市 〔1951年4月〕 ト－B4

政縦領案）

956 呼び込み原稿（第一例）一般市中肉 〔1951年4月〕 ト－BS

〔重家豊推せん〕

957 c重家盛】 〔日本共産党市会議員候術者重家盛 1951年 肉－B4

ポスター〕

958 〔窓家盛〕 労働者の皆さん〔原稿・三原市議選に 1951年 肉－B4

向けて〕

959 〔m家盛〕 自治体綱領〔メモ〕 〔1951年〕 肉－B4

960 三原市選挙管理委員会違反文書図画の撤去について 1951年4月11日 ト－B4

委員長渡辺庄三郎

961 選挙運動費用収支報告書 1951年4月 ト－B4-4枚

962 三原市会議員立候補予定者 1951年3月8日 ト－B4

963 日本農民組合広島県連広島県会議員候補高額一視〔経歴〕 〔1951年4月〕 ト－B6

合会

964 〔重家登寧歴・也 肉－B4

965 〔重家豊〕身分延明書 1946年2月14日活－BS

キ呉市長発行

966 〔重家捜経歴 ・舶 肉－B4

967 〔重家盤の昭和22年勅令第l号第7 1949年9月30日 活－B5

条第1項の審査について「公職追放J
非該当についての〕確認書

ホ広島県知事発行
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文化 ・文学運動

文化 ・文学運動

1 新日本文学会

968 新日本文学会第6回大講和条約・日米安全保障条約・その 1952年3月 トーB4

会 行政協定に対する反対・新日本文学

会第6図大会経過

969 新日本文学会第6回大朝鮮人強制送還に反対する 1952年3月初日 ト－B4

会

970 新日本文学会 新日本文学会役員名（1952年4月1日） 1952年4月 ト－B4

971 新日本文学会書記局 『新日文中常委＝ユースJNo.4 1952年4月 ト－B4

972 新日本文学会常任中央第6回大会の到達に立って前進せよ 1952年4月17日 ト－B4

委員会

973 新日＊文学会常任中央『新日本文学』および文学会館防衛の 1953年10月 活－BS

委員会 〔以下不明〕

974 新日本文学会 入会申込書〔井上治郎・吉見純一 － 1952年 ト－B4-4枚

田中敏博・吉田昇〕

975 〔新日文〕入会申込書〔石原紀文〕 1952年 肉－BS-3枚

976 新日本文学会 『文学新聞』 復刊第3号 1954年4月20日 トータブー4P

978 復刊第4号 5月28目 トータブー4P

復刊第5号 8月25日 トータプ－2p

979 新日本文学会常任中失 一人の会員が二人以上の読者獲得を 195.f年5月 トー－B5 

委員会 一会員のみなさんへお願いしますー

980 〔新日本文学会〕大会準追いかけてお知らせ 1954年12月22日 ト－B4

備委員会 ・常任中央委

員会

981 新日本文学会 新日本文学会創立十周年機関誌百号 1955年9月 ト－B4

記念にあたってのおねがい

982 新日本文学会 『新日本文学会エユース』 第19号 1956年12月1日 ト－B5-4p 

984 第20号 1957年lJD日 ト－B5-4P

第24号 5月1日 ト－B5-lOp 

985 新日本文学会組織部 領収書〔重家の会費〕 1957年2月26日ハガキ

986 新円本文学会常任幹事財政について緊急のお願い 1957年5月10日 ト－B4

会

987 新日本文学会事務局長 この際3,000円を 1957年8月19日 トーハガキ

中野重治

988 新百本文学会事務局長すべてを大会で明らかにするために 1957年9月初日 トーハガキ

中野重治・財政部長室

井然治

989 新日本文学会 組織部報告 1957：年9月25日 ト－B4

990 新日本文学会常任幹事われわれは声明する 1958年10月17日夕－B4

会
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991 新日本文学会 滞納誌代一掃についてのお願い 1957年10月四日 トーハガキ

992 新日本文学会幹事会 新日本文学会第8回大会のおしらせ 1957年10月 ト－B4

993 新日本文学会 一般報告要旨 1957年10月 ト－B5-18P 

＊第8回大会

994 新日本文学会 全組織の問題 ・その新しい焦点 1957：年10月 ト－B5-16P 

一新しい協同の方式をつくりだすた

めにー

995 新日本文学会 財政報告 1957年10月 ト－B5-lSp, 

＊第8回大会 付表4枚

996 壷井繁治 〔お礼および新日文財政部長退任の 1957年12月24日 肉ーハガキ

報告・重家盛〕

997 新日本文学会緊急拡大緊急カンパのおねがい 1958年10月23日 ハガキ

常任幹事会

998 新日本文学会 領収書〔重家の会費・大会カソパ〕 1959年9月26日 ハカ・キ

第 9回大会

999 新日本文学会幹事会 大会御案内 1959年10月初日 ハガキ

1000 新日木文学会 活動機略 1959年11月 1・－B4

1001 新日本文学会 新日本文学会第9回大会ーその草案 1959~ ト－B4-6p 

の草案一

1002 新日本文学会 財政報告資料 1959年 ト－B4

1003 新日本文学会 新日本文学会規約〔第9回大会改正 1959年 ト－B4

草案〕

1004 新日本文学会 松川事件被告の無罪判決姿締・緊急 1961~三 6月21 臼 トーB4-2枚，

のお願い タ－B4• B5各1枚

第10回大会

1005 新日本文学会 第10回大会招集状 1961年11月27日 ター－B4 

1006 新日本文学会 大会議事日程 1961年12月 ト－BS

1007 新 日本文学会 一般活動報告要旨 1961年12月 ト－B4-3p 

1008 新日本文学会 第9回大会から第10回大会までの新 1961年12月 ト－B4

日本文学会の活動経過〔日誌〕

1009 新日本文学会 創造活動報告草案 1961年12月 ト－B4-6P 

1010 新日本文学会 財政報告資料 1961年12月 ト－B5-4P 

1011 新日本文学会 会費 ・機関誌の切離しについてお知 1962年1月22日 ト－B4・BS各1枚

らせ

1012 新日本文学会 領収容〔重家の会費〕 1963年9月12日ハカ’キ

1013 新 日本文学会常任幹事年末のりきりカンバの訴え 1963年12月21日 ト－BS

会

1014 新日本文学会幹事会 おねがい 1964年12月9日 ト－B4-1枚
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1015 新日本文学会 『新日本文学通信』 1 1962年 3月 活－A5-8p

1025 2 4月 活－A5-8p

4 6月 活－A5-12p

7 9月 活－A5-8p

9 11月 活－A5-8p

10 12月 活－A5-8p

15・16 1963年 6月 活－A5-12p

17 7月 活－A5-8p

18 8月 活－A5-8p

21 12月 活－A5-4p

23 1964年 3月 活－A5-16p

1026 日本文学学校 『日本文学学校通信』No.l 活－A5-4P

2 地 方 の 会

1027 地方の会〔三原市〕 研究会テキスト（1) 1956年 5月7日 ト－B5-4p 

1028 地方の会 地方の会方針（案） 〔1956年〕 ト－B4

l~~ 9 地方の会 『地方月報』 第3号 1956年 8月31日 ト－B5-8p 

1 1 第4号 1957年 1月15EI ト－B5-16P 

第5号 1957年 6月28日 ト－B5ー12p

1032 地方の会 〔官憲の人権じゅう りんについての 〔1958年〕 ト－B4

報告依頼〕

1033 重家豊 1958年地方の会一研究会ノート 肉－A5ノート

1034 地方の会 「地方」入会申込書 1962年10月 ト－~、コゲキ

1035 地方の会 〔原稿投稿依頼状〕 1962年10月 ト一一BS

1036 地方の会〔三原市〕 『「地方」月報』 第1号 1962年10月10日 ト－B5-8p 

1039 第2号 12月20日 ト－B5-4p 

第5号 1964年2月25日 ト－B5-6p 

第6号 6月20日 ト－B5-6p 

1040 国民文化会E誕生活記録 〔サークル調査 ・地方の会宛〕 1964年 トー往復ハガキ

部会

1041 岡田明美 書簡〔地方の会について〕 1964年 3月15日 使 築3枚

1042 地方の会 〔『地方』発行についての指導・協力の 肉ー使袋

要請〕

ホ重家執筆

1043 早家笑美子（日本作文 〔中国・四国地区日本作文の会会員り 肉一原稿用紙一3枚

の会事務局） スト〕

1044 〔重家盛〕 「地方の会」再出発方針案 肉－B4

1045 大出俊幸（日本銃強新 〔地方の会の状況問い合せ〕 1955年 4月13日 肉ーハガキ

開）

3 広島県文化会議

1046 姻博自ほか6名 「平和のための広島県文化会議」仮称 1952年7月16日 活ーハガキ

結成準備会（7月18日）ご案内
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1047 平和のための広島県文平和のための広島県文化会議結成総 1962年7月18日 肉・脊焼き－B4

化会議輩備委員会 会への参加のよびかけ（案）

1048 平和のための広島県文化会議規約 〔1962年7月〕 肉・背焼き－B4

（案）

1049 姻博自 〈重家造宛・平和のための広島県文化 1962年7月26日 肉ーハガキ

会議第2回準備会報告， 同会議結成

総会議長就任・同会議幹事就任要請〕

1050 〔平和のための広島県文化会議結成 〔1962年7月〕 活ーハガキ

準備会〕入会申込m
1051 深川家俊 〔広島県文化会議第1団幹事会決議 1962年8月M日 肉一周第一2枚

事項について〕

1052 深川宗俊 〔広島県文化会議〕第3回幹事会のお 1962年10月29日 肉ーハガキ

知らせ

1053 広島県文化会議 ・峠三 峠三宮詩碑建設のためのお願い 1963年4月 活－B5-4P 

吉詩碑建設委員会

1054 広島県文化会議・峠三お知らせ 1963年4月 活－BG

吉詩碑建設委員会

1055 平和のための広島県文 〔経過報告〕 1963年9月6日 ト－B4-2枚

化会議・隙三吉詩碑建

設委員会

1056 平和のための広島県文 幹事会隣催について 1963年10月1日 トーハガキ

化会磁

1057 広島県文化会議 平和と民主主義を愛する県内文化活 19臼年10月20日 ト－B4

動家のみなさんへのアピール

第2固定期総会

1058 平和のための広島県文第2回総会招集篠 1963年10月14日 ト－BG

化会議

1059 広島県文化会議 平和と民主主義を愛する県内文化活 1963年10月20日 ト－BS

動家のみなさんへのアピール

1060 広島県文化会議 事Lたちの仕事とすすめ方 1963年10月初日 ターB5-4P 

l叩l 広島県文化会議 規約改正の要点 1963年10月20日 タ－B5-4P 

1062 広島県文化会議 第1回部会・ 支部会開催について 1963年10月21日 ト－BS

1063 広島県文化会議 〔文学部会開催通知・ 11月1日〕 1963年10月29日 トーハカ’キ

1064 平和のための広島県文人聞のよのあるかぎりくずれぬ平和 1963年10月20日 活－A3-8P

化会議・峠三吉詩碑ii!を

設委員会

1065 広島県文化会議・峠三峠三吉詩碑完工記 念 講演とグラン 1963年10月 活－18c皿X13.5cm

古詩碑建設委員会 トカンタータ人聞をかえせ(L.P)

を聞くタベ

1066 広島県文化会議 〔第1回幹事会開催通知〕 1963年11月 肉・ト－B5-2枚
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1067 広島県文化会議 『広島県文化会議』 ぬ 2 1963年11月15日 ト－B5-4P 
I 

1074 ぬ 3 1964年 1月1日 ト－B5-4p 

ぬ 6 4月IE ト－B5-4p 

ぬ 7 5月1日 ト－B5-4p 

No.8 6月1日 ト－B5-4P 

No.IO 9月l日 ト－B5-2p 

ぬ11 11月 ト－B5

ぬ12 12月 ト－B5-2P 

1075 広島県文化会部 『広島県文化会議ニュース」 〔1963年12月〕 ト－B5

1076 広島県文化会議 広島県文化会議美術部門小品展 1964年2月 活ーハフザキ

1077 広島県文化会議 楽焼制作のご案内 1964年7月 ト－B5

1078 広島詩人会議グループ捌ひろじ詩集『凍てつく大地に』出版 1964年8月20日 活ーハガキ

記念会のご案内

第3固定期総会

1079 広島県文化会議 第3回定期総会招集書 1964年10月l目 ト－B5

1080 広島県文化会議 第3回定期総会出席屈 1964年10月 トーハガキ

1081 広島県文化会議 第3固定期総会議案書 1964年10月10日 タ－B5-8p・表1

1082 〔広島県文化会議〕 〔広島県文化会議名簿〕 ト－B4

国民文化会議その他

1侃3 国民文化会議 国民文化全国集会〔集会スケジュー 1962年4月 活－18.5cmx 52cm 

ノレ〕

l伺4 国民文化会議 『国民文化』 第43号 1963年6月1日活－B5-16p 

1095 第44号 7月1日活－B5ー16p

第4.7号 10月1日活－B5-16p 

第49号 12月1日活－B5-16P 

第50号 1964年1月1日活－B5-16P 

第51号 2月1日活－B5-16p 

第54号 5月1日活－BSー16p

第56号 7月1日活－B5ー16P

第59号 10月1日活－B5-16P 

第72号 1965年11月1日活－B5-16p 

第87号 1967年2月1日活－B5ー16p

第138号 1971年5月1日活－B5-16p 

1096 片山溌生誕百年記念会 片山潜生誕百年記念会趣意；密 1959年2月 活－19Clll×24c皿

1097 〔片山潜生誕百年記念 片山潜年時 1959年2月 活－B4

会〕

1098 大山郁夫後援会 犬山郁夫先生療養基金応募者芳名簿 活－B5-4P 

4 三原みんな歌う会 ・その他

1099 新日本歌人三原支部 新日本歌人三原支部第1回短欧会 1953年12月19日 ト－B4
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1100 第3回新日本歌人帝人三原工場サー 1954年3月 ト－B4

グル短歌会

1101 広療短歌会・高原音寺の 啄木・晶子祭〔チラシ〕 ト－12.Sc皿x18.5四

会 e広療文学研究会

1102 〔新日本歌人協会三原 短歌維感 ト－B5-3p

支部〕啄木祭実行委員

会

1103 三原みんなうたう会文 〔機関紙送付挨拶〕 1959年10月 肉－B5

芸部

1104 三原みんな歌う会 『ねぎぼうず』 14号 1959年10月15日 トーB5-20P 

1106 号外 11月10日 トーB5-4P 

15号 12月1日 ト－BSー15P

1107 三原みんなうたう会 〔楽譜〕炭掘る仲間 1960年5月 ト－BS

1108 麻井比呂志 E書簡〔童家盛宛・統一時総の件につ 1955年9月22目ハガキ

いて〕

1109 三原文学会とりきめ ト－B5

mo中国映画鑑賞会 第2回例会のおしらせ ト－B5

1111 リアリズム研究会 入会申込書 1959年12月 ト－BS

1112 Hアりズム研究会 〔rリアりズム』購読願い，リアリズム 1959年12月 ト－B4

研究会・規定〕

1113 Pアリズム研究会 『リア Hズム研究会ユュ－7.』第5号 1960年l月25日 ト－B5-4P

1114 知加害房 列島詩集刊行のおしらせ 1955年10月 ト－B5

1115 〔三原映画サークJレ〕 l決厨サークル御案内No.1 〔19印年〕 ト－B5-8p, 

B 4-2枚

5 峠 三 吉関係

1116 新日本文学会広島支部 〔総演会講師謝礼の分担金集め依頼・ 1951年7月18日 肉ーハガキ

峠〔三吉〕 震家宛〕

1117 新日本文学会広島県協 〔文芸競演会を三原又は尾道で8月 1951年7月26日肉ーハガキ

議会事務局ゆ普三官〕 10日に開催を要請・重家宛〕

1118 新日本文学会広島県協 〔8月10日の三原での文芸鱗演会開 1951年7月初日 肉ーハガキ

談会事務局C峠三官〕 ffii不可能の通知 ・盛家宛〕

1119 l時三官 〔会費納入御礼およびiJ5!井重治の諦 1951年8月22日肉ーハガキ

演会報告 ・重家宛〕

1120 曲者三官 〔病気見舞，カンパに対するお礼一峠 1952年4月3日 肉ーハガキ

が新日文大会出席のため上京する途

中、倒れ入院した絡岡・日赤病院か

ら一重家宛〕

1121 坪問正夫 「手術祭よりの報告ー峠三吉の手術 1953年3月10日 肉－B4ー20伎

に立会してー」 「時三吉の死J〔『沿

岸地帯』2号の原稿〕
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1122 峠和子・治，峠一夫， 〔峠三官会葬おネし〕 1953年 3月15日活－18.Sc田×37c皿

新日本文学会広島支部，

われらの詩の会

1123 峠和子・除三宮追悼集喪中につき年賀を欠礼させていただ 1953年12月 活ーハガキ

出版委員会，われらの きます

詩の会

1124 われらのうたの会

6 山代巴 来 翰

1125 山代巴

峠三吉祭会員券

〔霊家豊宛密筒〕

〔1956年〕

1953年3月11日

1953年5月2日

1953年5月12日

1953年5月30白

1953年8月1日

1953年8月16日

1953年9月24日

1958年8月4日

1958年10月10日

1958年12月26日

1959年2月8日

1959年3./HO日

1959年5月4日

1962年6月91'1

1963年6月23日

1963年 9月24日

〔日付不明5通〕

活－19ct1x13cm

JI 平和運動 ・原水爆禁止運動

1 平 和 運 動

日本平和委員会

1126 日本平和震員会 安保条約路止，平和共存推進日本平 1959年 l月16日 活－39cmx 18 .Scm 

和大会へのよびかけ

1127 日本平和委員会 沖縄＝東京間2,500粁沖縄返還貫徹 1960年 1月26日 活－19cmX35cm

大行進への参加よびかけ

1128 沖縄返還貫徹大行進日程（案） 1960年 ト－B4-2枚

1129 日本平和委員会 沖縄返還貫徹大行進歓迎ステ ッカー 1960年2月 活－12.5csnX34m

1130 安保改定阻止広島県民 『沖純ニュース』沖縄行進特集号 1960年2月22日 活ータブー2P

共闘会議 ・原水爆禁止

広島県協議会・広島県

平和委員会
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1131 日本平和委員会 ピカソ陶皿傾耳)1会申込書 1960年5月 活－14.5cmx30cm

1132 口：本平和委員会 軍備全廃促進寧国主義反対日本平和 1960年10月 お－19cmX21.5臼ll

大会開催のよびかけ

* 12月9～11日・東京・日本橋公会堂

1133 日本平和委員会 日本平和大会資料引換券 1960年12月 ハカ．キ

1134 第1回世界平和評議会決議と報告 活－B6-48p 

1135 日本平和委員会 『平和岡本』 第332号 1958年10月1日活ーB5-23p 

1164 第333号 10月15日 活 －B5-23p 

第339号 1959年2月1日活－B5-23p 

第340号 2月15日活－B5-23p 

第341号 3月1日活－B5-23p 

第342号 4月1a 活－B5-50p 

第343号 5Jil日活－B5-39p 

第344号 6月1日活－B5-39p 

7月号第345号 7月l目活－B5-39p 

8月号第346号 8月1日 活 －B5-39p 

9月号第347号 9JH日 活 －B5-39p 

10月号第348号 10月1日 活 －B5-39p 

11月号第349号 11月1日 活 －B5-39p 

12月号第350号 12月1l3 活－B5-39p 

新年号第351号 1960年1月1日 活 －B5-49P 

2月号第352号 2月1日 活 －B5-39p 

3月号第353号 3月1日 活 －B5-39p 

4月号第354号 4}':11日 活 －BS← 39p

5月号第355写 5月1日 活 －B5-39p 

6月号第356号 6月1日 活 －B5-39p 

7月号第357号 7月1日 活 －B5-39p 

10月号第360号 10月1日 活 －B5-39p 

11月号第361号 11月1日 活 －B5-39p 

12月号第362号 12月1日活－B5-39p 

新年号第363写 19Gl年1月1日活－B5-55p 

2月号第364号 2月1日活－B5-39p 

3月号第365号 3月1日活－B5-39p 

4月号第366号 4月1日 活 －B5-39p 

5 月号 ~367号 5月1日活－B5-39p 

6月号第368号 6月1日活－B5-39p 

1165 日本平和委員会 『平和活動の指針』 第四号 1958年12月15日 活－B5-8p 

第8~マ・マi3号合併 12月15日 活－B5-Sp 1184 

第85号 1959年 1月15日 活 －B5-Sp 

第86号・ 2月15日 活 －B5-Sp 

第87号 3月15日 活 －B5-16P 

第88号 3月25日活－B5-12p 

第90号 4月15日活－B5-lOp 

第91号 4月25日活－B5-lOp 

第92号 5月5日活－B5-Sp 

第93号 5月15日活－B5ーlOP

第97号 7月15日活－B5-14P 
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第100号 1959年8月25日活－85-lOP 

号 外 1960年11月17日活－85-18p 

第134号 12月15日活－BSー14p

第137号 1961年 1月15日活－85-Gp 

第139号 2月5日活－B5-lOp 

第140号 2月15日活－B5-lOp 

第144号 3月25日活－B5-lOp 

第145号 4月5日活－B5-8p 

t()l46号 4月15日活－Bfi-lOp 

ii 広島（県）平和委員会

1185 広島平和委員会 入会申込書 1958年10月 ターハガキ

1186 上問正夫 生活と権矛IJと教育を守り日中関係を 1958年11月 ト－B5-8p 

打開する国民大行進に重量加して

1187 広島平和委員会 広島平和委員会へ御入会の要請 1958年12月 3日 ト－BS

1188 広島平和委員会 第 2回総会開催についての御案内 1958年12月2日 タ－B4

1189 広島平和委員会 第2回総会討議資料（資料1) 1958年12月7日活－B5-4P 

1190 広島平和委員会 第 2回総会討議資料（資料2) 1958年12月7円 ター－B4 

1191 広島平和餐員会 広島平和宣言員会結成1周年第5回総 1959年10月11日 ト－B4-4p 

会

1192 広島県平和委員会・村 〔霊家宛書簡・三原市で平和委員会総 1959年10月15日 肉一使袋－2枚

中好税l 会の報告会の組織化依頼〕

1193 広島県平和委員会 広島県平和妥員会規約・入会申込書 〔1959年10月〕 タ－85

1194 広島県平和委員会 1959年度最後の平和集会開催につい 1959年12月21日 トーハガキ

て

* 12月27日・広島平和会館

1195 広島平和委員会 『広島平和ニュース』ぬ1 1958年10月10日 タ－B5-Gp 

＊「広島平和委員会発足す」他

1196 広島平和委員会 『広島平和ニュース』ぬ2 1959年1月25日 ターB5-12P 

ホ佐久間澄「1959年の年頭に当って」

他

1197 広島平和委員会 『広島平和ニュース』ぬ3 1959年2月16日活－B5-lOp 

＊安保問題特集号

1198 広島平和委員会 『広烏平和ユュ｝久』ぬ4 1959年5月23日 タ－B5-6p 

キ「第4回総会の案内」他

1199 広島県平和委員会 『広島平和ニ品ース』No.11 1959年11月5日 タ－B5-8P 

本「日本平和大会に私たちの代表をJ
｛也

1200 広島県平和委員会 『広島平和ニュ－;J.』No.12 1959年12月22日 タ－B5-6P 

キ「広く，深く，強く，さらに改定

阻止にとりくもう」他

1201 広島県平和委員会 『広島平和ニュース』ぬ13 1960年1月8日 タ－B5-4P

＊「岸首相渡米を前にしてJ他
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1202 広島県平和委員会 r広島平和ニュース』No.14 1960王手2月19日 タ－B5-2P 

本「沖縄問題の重大な意義を徹底さ

せよう」他

1203 広島県平和委員会 『平和ニュース』ぬ16 1960年7月2日 タ－B5-8p 

＊「さらに追E慢を／一平和委討論集

会より一」他

1204 広島県平和委員会 『広島平和ユユース』l¥¥i.17 1960年11月29日 タ－B5-Sp 

＊「広島平和委員会第3年を迎える

に当って」他

1205 広島平和委員会 絢j案内 1960年6月20日夕－B4

＊国民闘争研究討論集会 ・6)123日

1206 広島平和委員会 広島平和委員会財政確立についての 1960年11月23日 ター－B4 

お願い

1207 広島県平和委員会 総会開催について 1962年2月5日 ター－B6 

1208 広島県平和委員会 広島県平和委員会総会議案集 1962'.年2月11日 タ－E5-6p, 

付表B4-l枚

1209 広島県平和委員会 お願い〔会費滞納一掃〕 1962年4月28日 ト－B4

iii 平和問題研究会

1210 平和問題研究会 『平和問題月報』Ni.2 1959年 3月5日 ト－B5-4P 

1211 〔重家盤〕 平和研究会 ASノート 1冊

iv そ の 他

1212 三原子どもを守る会 平和をねがう市民のみなさんグ 197~－ ト－BS

1213 核武装阻止岩国基地平国際共同行動核武装阻止岩間基地平 1958年11月 9El ト－B5-8p 

和大行進山口広島県民和大行進

集会

1214 岩国平和友の会 岩国基地 1958年11月9日 ター－BS・ー15P

1215 反戦青空写真展通信 1972年2月 ト－B5-Sp 

1216 日本アジア ・アフリカ 寧事条約 ・外国軍事基地とアジア・ 〔1961年〕 タ－B5-14p 

連帯委員会 アフリカ人民の闘争

1217 学生報編集委員会 f中国留日学生報』号外 195埠 8月15日活－A4-2p

1218 ”中国封じこめ”反対・日中国交回復 1963年 活－BS

実現・日中貿易，漁業政府間協定実

現・アメりカを含むアジア，太平洋

地域の非核武装地帯設置に関する官官

願主旨〔請願署名用紙〕

1219 日中友好文化会磁（集） ト－B4

1220 在日本朝鮮人総連合会新春には帰国第一船を一再び在日朝 1959年 1月 活－BS-8p

帰国対策委員会 鮮人の帰国問題について

1221 在日本朝鮮人総連合会 r朝鮮総連』号外 1施。年11月20日活ータプー6.P

中央本部
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平和運動・原水爆禁止運動

1222 日朝協会 『日本と朝鮮』第87号 1960年11月25日 活ータプー2p

1223 新日本婦人の会 『新婦人しんぶん』第505号 1962年12月27日 活ータブー4P

2 原水爆禁止運動

1224 新日本医師会 『新しい医師』号外 1952年8月20日活ータブー2p

$「全世界に訴えよう／この原爆の

惨禍をノ」「原子爆弾症の被害につ

いて」

1225 原水爆禁止日本協総会請願〔斧首相宛，絞武装，安保改定l包 1959年 活一往復ハガキ

止のための〕

1226 原水爆禁止日本協議会 『原水爆死か平和かー第4回世界大 1958年6月3日 活－ASー52p

会はその鍵をにき．っている・』

1227 原水爆禁止広島県協議 3・1ピキエデーと沖縄行進のとり 1960年2月初日 タ－B4・BS各2枚

会 くみについて

1228 原水爆禁止広島県協議核武装阻止 ・原水爆禁止 ・軍事基地 1960年4月10日 ト－B4

会 反対（新烏 ・沖制連帯）・原爆基地撤

去西日本大会への積極的多加と協力

要請の件

1229 原水爆禁止広島県協議全県代表者会議への招諮 1960年7月25日 タ－B4-2枚

会

1230 原水爆禁止広島県協議 第6回世界大会日程会場一覧表 1960年7月 ター－B4 

会

1231 原水爆禁止広島県協綴鰐6岡原水爆禁止世界大会 8・6 1960年7月 活－9cmxl4.5cmー

会 広島県民大会はこう行われる 16P 

1232 全学連広大教養部学友 アメリカ太平洋篠突験を中止させよ 〔1962年8月〕 ト－B4

会 う．／ソ連核実験再開を阻止しよう／

1233 広島平和記念館 第8回広島平和美術展 1962年8月 活－B6ー16P

1234 日本共産党 原水禁運動と分裂主義者の主主総と突 1964年7月11自 治ー全紙一4P

践〔『アカハタ』第4955号のp.9～p.12

掲載〕

1235 原水爆禁止日本協議会第10回世界大会速報 1964年 7月30自活ータブー 4p

1236 三原地区平和委員会 第10田原水禁世界大会の報告集会 1964年8月11日 ト－BS

1237 原水爆禁止三原協議会 三原市原水協ニュース ぬ 1 1974午 7月26日 ト－ns
’ 1245 No.2 7月27日 ト－BS

No.3 7月28日 ト－BS

ぬ 4 7月29日 ト－BS

No目5 7月30日 ト－BS

No.6 7月31日 ト－B4

ぬ 7 8月1日 ト－BS

ぬ 8 8月2日 ト－BS

No. 9 8月3日 ト－BS

-113ー

』



社会労働運動資料 1952-1980年

3 60年安保闘争

1246 平和と民主主義を守る 安保改定阻止一路楽のための平和署 1959年4月 活－BS

広島県協議会 名

1247 全日自労三原分会教室安保問題第一l降平和と幸福の道は 1959年11月10日 ト－B4-3枚

部 安保改定阻止廃棄中立へ

1248 安保改定阻止広島県民安保改定阻止・日中国交回復・生活 1960年2月3日 ターB-2枚

共闘会議 と権利を守る国民大行進の実施につ

いて

121¥9 安保改定阻止三原地区安保改定限止のための居住地会議の 1960年2月23日 ト－B4

共闘会議 開催について

1250 安保改定阻止三原地区行動予定安（2月18日～3月20日） 1960年2月 トー－B4 

共闘

1251 安保改定閉止三原地区三原地区共闘速報 1960年6月9日 ト－B4

共闘会議

1252 安保改定阻止広島県民第18次にわたる統一行動の成果と欠 1960年6月24日 ト－B4

共闘会議 かん並びに当面の闘いについて

1253 日本労働組合総評議会 『総務』号外（農村特集号） 1960年7月18日活ータプ－4P

＊安保阻止国民会磁・総評共同編集

1254 安保改定阻止三原地区時局大総演会（安保闘争の総括と今 1960年7月28日 トーB6

共闘会議 後の見通について）ピラ

1255 三原地区共凋会総 安保批准反対，安保資金カンパ及日 1960年 ト－BS

中友好回復署名簿配布表

1256 安保改定阻止三原地区活動家名簿 1960年 ト－B5-13枚

共凋

1257 〔滋家盤〕 安保闘争目録 1960年 肉－A5-6枚

12泊 三原地区労働組合評議要求書〔三原市長宛〕 1961年 活－B5

会，安保反対・平和左

民主主義を守る三原地

区共闘会議

III 公害反対運動

1 公害をなくす三原市民連絡会

1お9 〔重家豊〕 公害をなくす三原市民連絡会【1973 A5ノート 1lli 
年5月1日～1974年2月19日〕

1260 〔重家坐〕 公警をな〈す三原市民連絡会（1974 ASノート 1冊

～1977年〕

1261 〔重家盛〕 公害をなくす三原市民連絡会公害 ASノート l冊

をなくす三原市民連絡会会議メモS

50. 6(1975年6月～1978年8月〕
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公害反対運動

1262 三原市 市長の附属機関に関する条例（三原 タ－B4

市公害対策協議会）

* 1967年10月19日制定

1263 公害をなくす三原市民第5回公害勉強会ご案内 1972年4月13日 トーハガキ

連絡会

1264 公害をなくす三原市民第7回公害勉強会ご案内 1972年6月 トーハガキ

連絡会

1265 公害をなくす三原市民要望書〈公害防止対策で町市長宛〕 1972年7月7日 タ－B4

連絡会代表i中三保子

1266 公害をなくす三原市民陳情書C衆殻院公害対策委・環境保全 1日72年8月24日 夜ーB5-3p 

述絡会代表/<I＞三保子 特別委瀬戸内海汚濁状況調査団宛〕

1267 公害をなくす三原〔市三原ー竹原沿岸・公害関係地図 1972年8月25日 ト－B4

民〕連絡会

1268 公害を無くす三原市民〔除草剤Fラモキソンについて帝人 197ロ1'年9月 肉 A4-4枚

連絡会 アグロケミカノレ株式会社への質問原

縞〕

1269 公害を無くす三原市民 C除草剤グラモキソンについて帝人 1972年9月 複－A4 3枚

連絡会 アグロケミカノレ株式会社へり質問〕

1270 公害をなくす三原市民三原市民は公害から守られているか 1972年11月 ト－B4-2枚

連絡会

1271 浜脇勇治ほか 瀬戸内海町にごり 1972年11月19日 ト－B4 3枚

＊公害をなくす三原市民連絡会公害

研究会資料

1272 〔公害をなくす三原市生体と大気汚染 〔1972年〕 ト－B4-4枚

民連絡会〕 権第11回公害勉強会資料

1273 三原市長長尾正三 回答書 1973年1月26日 ト B5-6p,

* 1972年7月7日付町公害をなくす B 4-2枚

三原市民連絡会の要望に対して

付・事務局原案

1274 湧原川を守る会準備会湧原川水系に関する問題打合会御案 〔1973年3月〕

内

1275 湧原川を守る会〔三原「湧原川を守る会』発足の主旨 1973年4月14日活 B4, 

市〕 復－A4-2枚

1276 太郎谷川を守る会・公湯原川を守る集い御案内 〔1973年5月〕 活 B5

害をなくす三原市民連

絡会

1277 〔公害をなくす三原市高級アルコールの例 SDS（ドデシ 1973年4月21日 タ－B4

民連絡会〕 ノレス硫酸ナトリウム）

ホ第16回公害勉強会資料

1278 〔公害をなくす三原市活動報告・総括・ 1973年度運動方針 1973年7月14日 ト－B4ー6枚

民連絡会〕 （第2回総会）

1279 公害をなくす三原市民昭和48年度総会報告と方針。市民 1973年7月14日 ト B5 18P 

連絡会 は如何にして公害から身を守るか。

1280 公害をなくす三原市民 1973年総会アピールすべての親た 1973年7月14日 ト B4

連絡会 ちが決意するときが来た
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1281 公害をなくす三原市民

連絡会

1282 公害をなくす三原市民

連絡会

1283 

1284 

1285 

1286 

1287 

1288 

1289 

1290 

1291 

1292 

1293 

1294 

1295 

1296 

1297 

1298 

1299 

1300 

1301 

13日2

公害をなくす三原市民

連絡会

公害をなくす三原市民

連絡会

公害をなくす三原市民

連絡会

公害をなくす三原市民

連絡会

重家豊

公害をなくす三原市民

連絡会

〔公害をなくす三原市

民連絡会〕

公害をなくす三原市民

連絡会事務局

公害をなくす三原市民

連絡会

宮崎一郎

〔公害をなくす三原市

民連絡会〕

公害をなくす三原市民

連絡会代表沖三保子

〈公害をなくす三原市

民連絡会〕

公害反対〈火電阻止〉総

決起集会

C重家豊〕

芸南地区火電阻止連絡

協議会

C公害をなくす三原市

民連絡会〕

公害をなくす三原市民

連絡会

火電公害をなくす三原

市民会議

火電公害をなくす三原

市民会議

社会労働運動資料 1952 1980年

第23回公害勉強会御案内牛乳を勉

強しましェうー

要望書〔中曽根通産大臣宛〉

抗議文（草案〕

抗議文

合成洗剤について日本学術会議の見

解を問う

要望書C湧原川上流の住宅団地着工

差止めで・広島地域尾道支部宛〕

世話人会への提案

昭和49年度総会

針

活動報告と運動方

測定の方針

三原から公害をなくす闘争

（当面の活動課題一覧表）

アルカリろ紙法による三原市大気汚

染測定記録（52年度）

〔沖三保子宛書簡コピー〕

伏気汚染測定〕三原⑮1978.6.6～7

芸南地域火電増建設による大気汚染

の三原市への影響に係る質問書

〔大気汚染測定〕（S.51.8 .2-9 .2) 

竜島火電建設に反対するアッピール

〔公害反対（火電阻止）市民総決起集

会メモユ

芸南火電阻止総決起集会ポスター

アンケート白集約

御案内〔大気汚染調査について〕

御案内〔竹原3号機建設について対

策〕

芸南火電に関する緊急報告会〔案内〕
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1973年12月 ト B6

1974年1月22日 ト－B4

1974年1月22日 ト B4

1974年1月22日 ト B4

1974年2月5日 ト B4 3枚

1974年2月8日 複 B4 2枚

1974年2月5日 肉－A4

1974年7月13日 ト－BSー18P

1974'年11月11日 複－A4-2枚

1974年 複－B4

〔1977年10月〉 ト－B4

〔1978年〕8月29日複 B4

1978年6月 ト B4

1979年3月11日 ト－B4-2枚

1976年 9月 複 A4 2枚

1977年9月22日 ト B4

1977年9月22日 肉－AS-2枚

ト B4 21枚

1977年10月 ト B4

198日年2月 トーハガキ

1980年3月5日 トーーハガキ

1980年2月 ト－B6



公害反対運動

1303 公害対策全国連絡会議公害反対・住民のいのちと健康を守 1980年3月 活 BS

ろう・環境行政の後退と大企業の横

暴を許さず住民といのちと健康を守

る全国交流集会

(3月13～14日・三原市）

1304 公害をなくす三原市民〔三原市会議員に対する公害問題ア トーB4 4枚

連絡会 γヶート集約〕

1305 公害をなくす三原市民無公害り洗i理石けんと食器洗いをど ト－BS

連絡会 うそ

1306 心身障害児を生まないために タ B5 7P 

ホ研究会資料

1307 公害をなくす三原市民『公害をな〈する三原市民』 凪 I 1972年7月1日活ータプ 2p

1314 連絡会 N•2 9月20日活ータブー2p

凪3 1973年2月20日活ータプ 2p

No.4 7月10日活－B5 Sp 

No5 11月20日活ータプ 2p

No6 1974年7月10日活ータプ 2P

N•7. 8合併 1975年1月10日活 B5-6p 

肱9 4月22日 タ－B4-2p 

1315 公害をなくす三原市民『会報』 出2 1974年6月初日 ト－B4

1316 連絡会 No.5 1975年1月1日 ト－B4-2枚

1317 No7 7月22日 ト－B4-3枚

~~~~ 公害をなくす三原市民「公害勉強会案内と報告』 第26号 1977年10月11日 ト ll4 

連絡会 第30号 1978年2月17日 ト－B4-3枚

第31号 4月20日 ト B4

第37号 10月13日 ト B4

第41号 1979年2月22日 ト－B4

第42号 3月22日 ト B4-2枚

第47号 8月初日 ト－B4

第48号 9月25日 ト－B4

第49号 10月8日 ト－B4-2枚

第51号 12月3日 ト－B4-2枚

第52号 1980年1月14日 ト－B4-2枚

第53号 2月14日 ト－B4

第54号 3月7日 ト－B4

第55号 4月21日 ト－B4

2 そ の 他

1332 「火電公害」をなくする 『報告』 1号 1979年6月初日 ト B4

三原市民会議

li~3 芸南火郁E止連絡協議『スナメリ通信』 2号 1979年6月 ト－B4

1 6 会 3号 7月 ト－B4

4号 8月 トーB4

5号 9月 ト B4

1337 建設省福山工事 三原パイパス〔対策委研究資料〕 ト－B5ー14p

事務所
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1338 ［建設省福山工事事務 三原バイパス対策委員会誕生 1973年 ト－B5-6P 

所対策委〕

1339 三原市教育委員会，公公害と教育 H工場をめぐる公害 1972年10月 ターーBS一一27P

害と教育部会

1340 三原地区支部山本棋佐 「公害をどのように教材化したか。 1972年 タ B5 28P 
品ヌヨヒ -H工場教材化を中心に 」第22次

教育研究広島県集会報告書〔三原市

内町H工場公害実態調査〕

1341 公害をなくす広島県連公害に反対し，県民のいのもとくら タ BS

絡会準備会他 しをまもり，美しい自然をとりもど

す広島県民集会

1342 公害をなくす呉市民の 『公害ニュース』第14号 1973年6月15日活ータプ

会

1343 広島大学工学部土木工『福山市における生活環境意識調査 1971年12月 タ一一B5-24P 

学科都市研究グループ結果小学校5年生を対象とするア

γヶートより』

1344 福山公害研究会 『福山市公害研究会機関誌』 。号 1972年7月1日 ト←ーBS一一6P

1345 福山から公害をなくす r中電火力誘致に反対し福山から公 1973年4月 活－B5 76P 

市民の会 害をなくそう』2一宇井純来福特集

1346 全水道福山水道労働組芦田川を守ろう 1973年6月 活－B5-41P 
j口"-

1347 佐々木宮三 『瀬戸内海大橋（尾道～今治）の架橋 1973年6月15日 ト－B5 15P 

と農業環境保全からの対策事項』

1348 日本科学者会議瀬戸内 『第3回瀬戸内シγポジウム＝ュー 1973年12月15日 ト－B5-4P 

シγポジウム実行委員ス』血5

会

1349 公害をなくし・安心して魚をたベら 1973年 活－BS 4p 

れる自然環境をとりもどすことを要

求する請願書〔広島県会議長宛〕

1350 公害と闘う水島連絡会「重金属公害Y>犯人は”殺人工場” 活 B4

議 川鉄だf

1351 笠岡の環境を考える会あなたD知っている公害。被害を知 ト－BS-1枚，

らせて下さい／ B6-2枚

1352 大企業の環境破壊を告『海よ怒れ』恥2 1973年7月31日 活 －B4

発する会〔岩国市〕

1353 関西新空港建設反対策『東灘区住民の会ニュース』 No.24 1974年5月16白 ト－B4

灘区住民の会〔神戸市〕

1354 新潟・地域問題研究会『新潟県住民運動公害日誌』第11号 1973年3月1日 ト－B5 17p 

1355 第12号 4月1日 ト一一BS一一17p

1356 粉ミルクを調べる会 おそろしいPCB 1972年B月 活 B6 21P 

~~！~ 森永ミルグ中毒のこど『ひかり』 第37号 1972年8月m日活ータプ－2p

もを守る会〔岡山市〕 第38号 9月初日活ータプ 4p 

第39号 10月20日活ータプ－ 4p

号外 1973年1月15日活ータプ 2p

第46号 5月20日活ータブー4p

第47号 6月初日活ータプ－ 4p

第48号 7月20日活ータプ－ 4p
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1364 

1367 

1368 

1369 

1380 

1381 

1398 

1399 

14日目

1401 

1402 

1414 

耽素ミノレグ製造会社

「森永」とその犯罪を支

えた一切を告発する会

〔岡山森永告発］

水俣病セYター設立委

員会

水俣病を告発する会

〔熊本市〉

水俣病を告発する会

自主講座実行委員会

日本町医療を告発する

すべての人々りつどい

日本の医療を告発する

すべての人々のつどい

『森永告発』

公害反対運動

第11号

第12号

第13号

第14号

水俣病セγター（仮称）をつくるため

tこ

『告発』

『水俣』

第24号

第25号

第幻号

第39号

第40号

号外

第41号

第42号

第43号

第45号

第48号

終刊号

第1号（通算 50号）

第5号（通算 54号）

第6号（通算 55号）

第12号（通算 61号）

第14号（通算 63号）

第15号（通算 64号）

第17号（通算 66号）

第18号（通算 67号）

第59号（通算108号）

第60号（通算109号）

第61号（通算110号）

第62号（通算111号）

第63号（通算112号）

第64号（通算113号）

第65号（通算114号）

第66号（通算115号）

第67号（通算116号）

第68号（通産117号）

『自主講座通信』 第28号

アリナミ γこの危険な薬

〔告発ステッカー〕

第29号

『日本の医療を告発するすべての人

1972年3月1日

4月1日

5月10日

6月10日

1972年頃

1971年5月25日

6月25日

8月25日

1972年8月25日

9月25日

10月15日
10月25日

11月25日

12月25日

19何年2月25日

7月25日

8月25日

1973年 9月25日

1974年 1月25日

2月25日

8月25日

10月25日

11月25日

1975年 1月25日

2月25日

1978年9月25日

10月25日

11月25日

1979年1月25日

2月25日

3月25日

5月25日

6月25日

7月25日

9月25日

1972年11月16日

1973年1月1日

1971年5月

ト B5-Sp 

トー→B5-Sp 

ト一一B5-Sp 

ト－B5-Sp 

活－20.5cm x 31cm 

-7P 

活 タ プ Sp

活ータブーSp

活ータブーSp

活タ プ Sp

活ータプ－ Sp

活ータブー4p

活タ プ Sp

活ータブーSp

活ータブーSp

活タブーSp

活ータブー4p

活ータブ－Sp

活－B5-Sp 

活－B5-Sp 

活 B5 Sp 

活－B5-Sp 

活 B5-Sp 

活－B5-8p

活－B5-8P

活－B5 Sp 

活ータプ－ 4P

活 タ プ 4p

活ータブー4p

活ータブー4p

活ータフ－ 4p

活ータプ－ 4P

活ータプ 4P 

活ータブー4p

活ータブー4p

活ータプ－ 4P

ト B5-4p 

トーB5-4p 

活－54cmx19凹

々のつどい』 N• 1〔1971年4月4日］活－B5-14p 

No.2 〔4月4日〕活－B5ー13P

N•3 〔 4 月 4 日〕活－B5-15P
N• 4 1971年4月30日 活 －B5ー14P

凪 5 5月初日活－B5ー13P

N• 7 7月初日活－B5ー15P

N•lO 10月初日活－B5-13P 
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社会労働運動資料 1952-1980年

Nn19 1972年7月30日 活 －B5 14p 

肱 20 8月30日 活 －B5-28p 

Nn22・23合併 11月初日活 B5 13p 

1415 婦人民主グラブ 『婦人民主新聞』第1315号

＊「公害白被害者・加害者」他

地24 12月初日活－B5 15p 

地25 1973年 1月初日活 B5-24p 

No.30 6月初日活－B5 15p 

1972年10月27日活ー全紙－4P

lV 労 働 運 動

1416 労働者共同編集委員会『統一日報』 1952年 9月15日 ト B4-2p 

1417 労働者号外地12 1952年9月 ト B4-2p 

1418 三原市役所職員組合 『始動』創刊号 1953年7月1日 活 タ ブ ー2p

1419 新三菱重工業労働組合『労働』No.58 1953年8月21日活ータプ 2p

1420 全日本自由労働岨合三市民のみなさまえ！！ 組合の名をカ 1954年6月18日 ト－B5

原分会 タッテ白寄付集めについて

1421 帝人三原工場労働組合『わたしたもり組合の十年の歩み」 1956年1月25日 活 －B6-30p 

：千42~ 新菱重労組三原支部 『さんろう』 Nnll 1958年11月1日 ト タブー2p

地12 12月1日 ト タプー2p

1424 全日赤労働組合連合会『全日赤通信』2月号（臨19) 1961年2月20日 タ B5一一22P

ホ中央委員会議案

：~~~ 全日赤労働組合連合会『全日赤速報』 出57 1961年3月17日 ト－B4

No.60 3月18日 ト－B4

Nn61 3月18日 トーB4

No.62 3月20日 トーB4

出65 3月25日 ト－B4

Nn66 3月25日 ト－B4

1431 全日赤労働組合連合会『全日赤ユユース』Nnl57 1961年3月25日活ータプ 2p

1432 全日赤労連・全日赤近岐阜日赤病院はつぶされようとして 1961年3月 活 B5

畿地協・岐阜日赤労組います

1433 〔重家豊〕 〔1961年糸崎赤十字病院争議メモ〕 1961年 肉－B4

1434 糸崎赤十字病院従業員県民の皆様へ／ 〔1961年〕 活 B5

組合

1435 第32回メーデー三原地祝第32回メーデー前夜祭 1961年4月初日活－B6

区実行委員会

1436 第32固メーデー三原地 『私たちは針をもっている』 1961年4月28日 ト B5-Sp 

区実行委員会 事「地方の会」作メーデー前夜祭シュ

プレッヒ・コール公演台本

1437 第32回三原地区メーデ メーデー歌集 1961年4月 ト B5-4P 

ー実行委員会

1438 三原地区共闘会議 三原地区共関連絡 1961年5月27日 ト B5
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労働運動三原市・御調郡向島町共産党関係

1439 三原地区民背 C歌詞〕 1961年

1440 失対打切反対広島県共福祉国家建設と国民の公益を破壊す 1962年6月

閥会議 る池田内閣の「失対事業全面打切り j

政策について県民町皆様に訴えます

v 一原市・御調郡向島町

1441 三原市 昭和35年度施政方針と予算概要説明 1960年

1442 三原市教育委員会 市民演車祭 1956年11月11日

1443 三原市三原図書館 昭和35年中三原市内上映映画のベス 1961年2月16日

ト作品選定〈ァ γヶート用紙〕

1444 三原市三原図書館 映画批評会御案内 1961年2月19日

ト B4

活－B4

タ B5 12P 

ト－B5-5p 

ト－B4

ト B6

1445 三原市役所 『広報みはら」第381号 1972年8月15日活タプ 2p

1446 三原市成人教育委員会公害から子どもは守られているか 1972年11月12日 ト B5-12P 

芦刈秀太郎 （昭和47年度PTA連合研究会）

1447 三原市・三原市公衆衛春町衛生 1973年3月 活 B5 14P 

生連合会・広島県三原

保健所

1448 三原市教育刷新協議会主原市教育刷新協議会結成海意書 1975年2月 活－B4

1449 向島町議会 昭和29年第35号議案・昭和29年度 1954年3月25日 ト B5 74P 

向島町歳入歳出予算

VI 共産党関係

1 本 部

1450 日本共産党臨時中央指 〔党員へり訴え〕 1952年1月1日 ト－B4

導部議長小松雄一郎

1451 日本共産党臨時中央指吉田内閣を倒L国会即時解散を全国 1952年1月22日 ト－B5

導部・日本共産党国会民に訴える

議員団

1452 日本共産党 『電気熔接〔党建設者第2巻第4号通 1952年2月 活 B6-31P 

巻19号〕』

1453 あかつき印刷株式会社 あかつき創立について白御あいさつ 1952年3月 活 B5

1454 書記長論文にこたえて 1952年8月12日 ト－B4 2枚

14日 〔日本共産党〕 党内教育の方針（草案） 1952年10月 活タプ－4p

1456 板野勝次紹介要旨 〔1952年〕 ト－B4
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1952 198併手

1457 

1459 

活－A6 64p 

活 B6-64p 

活－B6 97p 

1952年 7月1日

8月1日

12月1日

第40号

第41号

第45号

社会労働運動資料

『国民評論」日本共産党

活タプ－4p1953年2月22日『平和と独立のために」第237号〔日本共産党〕1460 

ト B6ー16P〔1955年〕新綱領草案の討議を終結するに当っ

て

1461 

活 B5ー12P1956年5月25日選挙地方自治体資料（第9号）日本共産党中央委員会

書記局

1462 

活－B6-4p 

活 B4

1958年11月

〔1959年7

（党内資料〉党員とご家族の皆さんに

訴える

（弁士用資料〕参議院議員選挙・日本

共産党候補者全国区須藤五郎

〔日本共産党〕須藤五郎

〔日本共産党〕

1463 

肉ー使筆1959年 5月25日〔勧1襲五郎参議院選立候補推せん白

手紙〕

1464 

中野重治1465 

活 B5-6P

活 B6-56p 

1959年3月10日

1960年1月30日

『党報』N•3

『新安保条約をめぐる15問ー批准反

対闘争の勝利回ために』

本日本共産党政策シリーズ第13集

日本共産党中央委員会

日本共産党中央委員会

宣伝教育部

1466 

1467 

活タブーSp1960年12月19日『アカハタ』号外

ホモスクワ81ヵ国共産党・労働者党

代表者会議コミ品ニケほか

日本共産党1468 

活タフ196日年12月初日『アカハタ』号外

＊新しい情勢のもとで安保り共闘を

さらに前進させよう

日本共産党1469 

タ B5-4P 

タ－B4 3枚

1961年7月14日党の危機に際して全党白同志に訴う山田六左衛門ほか1470 

1961年7月22日真理と卒命のために党再建の第一歩

をふみだそう

安部公房ほか1471 

ト－B4 3枚

活 B4

1961年8月18日

1961年11月21日

革命運動の前進のために再び全党に

訴える

核戦争反対・軍事墓地撤去のために

アジア・太平洋を核非武装地帯とす

るために核兵器の実験・貯蔵・使用

の禁止をふくむ全般的軍縮協定のた

めに署名運動を精力的にひろめよう

安部公房ほか

日本共産党中央委員会

幹部会

1472 

1473 

活タプ1963年8月2日『アカハタ』号外

キ原水禁也界大会統ーを堅持し成功

に全力

日本共産党1474 

活 B5-4p 1963年12月25日『党報』第50号日本共産党中央委員会

書記局

1475 

肉背焼き－B5

活－B5-Sp 

1964年2月

1964年7月25日

農の門日今マテ蹄

欄

即

時

同

捕
刊
民
向
財

布

C

A考

F
U
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アカハタ文化部

日本共産党中央委員会

書記局

1476 

1477 



共産党関係

1478 〈日本共産党〕 4・18スト前の情勢について ト B5-4p 

一党中央指噂部ー

2 広島県党関係

1479 松川事件被告太田省次広島県委員会の同志諸兄へ 1952年 7月15日 ト B4

外一同

1480 日本共産党広島県委員神戸英水兵強盗事件は吉田自由党政 〔1952年8月25日〕ト－B5

会 府が米帝りカイライ政府である事を

証明した

1481 高橋武夫紹介要旨 〔1952年〕 ト－B4

1482 アカハタ編集局文化部〔重家豊宛・アカハタ掲載「新日文大 1953年 3月14日 肉ーハガキ

会を前にして」の原稿依額〕 付

1483 日本共産党広島県委員 『学習指針』凪1 1953年5月13日 ト－B5-4p 

会

1484 〔日本共産党広島県委 三原の自労・居住細胞り思想的偏向 1954年 4月28日 ト－B4

員会〕東部B とその克服について

1485 日本共産党中国地方臨中園地方における党活動の総括と当 1955年11月 活－B5-22P 

時指導部 面の任務第5回中国地方党会議の

報告草案

148fi 日本共産党・三原地区通達諸滞納金の年内ー掃運動につ 1958年11月28日 ト－B5

委員会 いて

1487 日本共産党広島県委員 『県党報』 N• 8 1959年3月26日 ト B5-4p 

1490 会 N•12 1959年10月28日活 B5-4p 

N弘6 196生年5月6日 ト B5-2枚

N• 7 1964年5月14日 ト B5ー 1枚

1491 日本共産党広島県委員第17周広島県党会議報告草案 1959年10月 タ－B5-35p 

会

1492 日本共産党広島県委員 第18回広島県党会議報告草案 1960年 9月 活－B5ー13p

会

1493 林謎（日本共産党広島 私の経歴 〔1960年〕 活 B6-4P 

県委員会東部地区委員

長〕

1494 林護後援会趣意書 1960年 活 18.5四 X36cm

1495 日本共産党広島県東部第4回東部地区党会議報告（草案） 1961年11月 ター－B5 36P 

地区委員会

1496 日本共産党広島県委員住民をギセイにして軍事基地・独占 1962年4月20日 活 B 5-4p 

会 資本に奉仕する自民党県政をたおし

働く県民の利益を守る県政を／

1497 村上経行・鈴木市蔵後加入の上びかけ 1962年 活 19.5cm X 54cm 

援会

1498 日本共産党広島県委員連絡新日本文学会第11回大会につ 1964年 3月16日 肉－B5

会 いて
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社会労働運動資料 1952ー1980年

1499 日本共産党広島県委員広島県党D全同志のみなさんに訴え 1964，年7月31日 ト B4

会 る

1500 日本共産党広島県委員連絡県文化会議グループ会議申招 1964年 9月8日 菅焼ーBS

会 集

1501 C日本共産党U広島県中 日本共産党広島県中部地区党報恥1 〔1964年〕 ト B4-4枚

部地区委員会〕

1502 三原民報社 『三原民報』復刊5号 1972年 9月9日 トタプ

1503 〔日本共産党広島県委 三良坂町の農村調査 タ B5 25p 

員会〕

1504 〔日本共産党広島県東 うったえ福山・尾道・三原町同志 ト B4

部三地区委員会〕 諸君

四 救 援 運 動

15~5 発起人一同 東京合同法律事務所増築資金70万円 1952年6月1日 活 B5 

カシパ趣意書

1506 日本国民救援会福島県 〔中華人民共和国北京・隙標虚の松 1952年6月 ト－B4

本部 川事件被告へ白激励文〕

1507 メーデー・ 530犠牲 メーデー・ 5.30犠牲者国民葬式次 1952年6月26日 ト B5-4p

者国民葬実行委員会 第

1508 日本国民救援会東京都『都民白人権』第8号 1952年8月25日 ト B4-2p 

本部

1509 日本国民救援会中央本 〔各県別松 H事件無罪釈放署名活動 1952年 9月15日 ト←ーB4

部 家名簿〕

1510 日本国民救援会 「メーデー統一公判速報j肱 l 1952年 9月16日 ト－B4

1511 日本国民救援会 緊急通達 1952年 9月25日 ト－B5

1512 三原松川の会 『三原松川の友』創刊号 1957年 2月1目 トタプ＇ 2p 

1513 故樺美智子さんの剖検所見に就て 1960年6月21日 タ B4

（中田友也・坂本昭）

1514 『故援ニュース』N•2 1960年6月27日 ト B4

1515 日本国民救援会東京都竹内景助『三鷹事件真実の訴え』 1961年 7月15日 タ B5ー12P

本部

1516 日本国民救援会 三際事件竹内景助氏。再審・助命要 1961年 7月 活 B5-4P 

請署名のお願い

1517 竹内景助 〔山代巴宛書簡〕 〔1962年3月～

11月〕 肉 B5ー123枚
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般図 書

般 図 書

1518 社会問題研究 河上捺 弘文堂書房 1923年11月 36p

1519 子供を丈夫にする新育児法 竹野芳次郎著 主婦之友社 1925年 514P 

1520 国文竪 5巻 垣内松三 文学社 1926年10月 315P

1521 社会問題研究第72冊 河上肇著 弘文堂書房 1926年 34p 

1522 口語歌集晴れた日 西村陽吉著 紅玉堂書店 1927年 4月 208P

1523 原文対訳唯物弁証法（マノレグス・エン経済学批判会編 弘文堂書房 1927年7月 251P

ゲノレスおよびレーェ γの諸著Weより

の抜孝）

1524 文芸思想大思想エンサイクロベヂア神田豊穂箸 春秋社 1928年 1月 392p

第10巻

1525 思想家人名辞典大思想且ンサイクロ 神田豊穂著 春秋社 1928年4月 456p

ベチア第24巻

1526 文芸辞典大思想ェγサイクロベヂア神田豊穂 春秋社 1928年7月 345P

第29巻

1527 世界文学と無産階級マルクス主義芸メーリング著 議文閤 1928年12月 235p

術理論叢書3 川口浩訳

1528 ドイツ経済史要社会科学叢書 小林良正著 日本評論社 1928年12月 167p

第14編

1529 ソイエート・ロシヤ詩濯 黒田辰男，村田春マルクス書房 1929年2月 166p

海訳

1530 労働者の居ない船 葉山嘉樹著 改造社 1929年2月 118P

1531 東洋思想辞典大思想エンサイクロベ神田豊穂 春秋社 1929年4月初日p

ヂア第28巻

1532 歴史辞典大思想エンサイグロベヂア神田豊穂 春秋社 1929年8月 387P

第33巻

1533 文芸思想（2）大思想エシサイクロベ神田豊穂著 春秋社 1929年10月 342P

チ’ア第11巻

1534 太万打ち 日本プロレタリア傑作選集片岡鉄兵 日本評論社 1929年12月 202p

1535 西式強健術と触手療法 西勝造 実業之日本社 1930年2月 285p

1536 日本プロレタリア文芸運動史 山田清三郎著 叢文閥 1930年2月 313P

1537 唯物論と経験批判論 νーュ γ著 白揚社 1930年7月 645P

山川均，大森義太

郎訳

1538 帝国主義論改造文庫第1部第64篇 ジェー·~ー・ホ改造社 1930年 9月 452P

プソン箸

石沢新ニ訳

1539 左翼労働組合の組織と政策 渡辺政之輔 希望関 1930年10月 400P

1540 新短歌はどう動く 清水信著 玉堂書店 1930年10月 224P
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1541 史的唯物論大系二料イデオロギー 「マルクス主義の白揚社 1931年6月 224P

論及宗教諭之部 旗の下に」編軽部

1542 20世紀白欧州文学マルクス主義芸術フリーチェ著 鉄塔書院 1931年7月 288p

史議書 熊沢復六訳

1543 マルクス主義美学 メ－vγク，ウィ 共生閣 1931年7月 296p

ットフォーデル著

三宅洗，屋井三市

訳

1544 資本論体系（中） 経済学全集第11巻 宇野弘蔵，山田盛改造社 1931年9月 510P

太郎著

1545 評議会闘争史 野田律太著 中央公論社 1931年10月 790p

1546 レーュ γ伝偉人伝全集第21巻 向坂逸郎著 改造社 1932年2月 296p

1547 財政史 日本資本主義発達史講座 風早八十二著 岩波書店 1932年5月 76p

〔第2部資本主義発達史〕

1548 明治維新の変草に伴ふ新しい階級分化平野義太郎著 岩波書店 1932年5月 127P

と社会的政治的運動 日本資本主義

発達史講座〔第1部明治維新史〉

1549 戦争史 日本資本主義発達史講座 田中康夫著 岩波書店 1932年6月 43p

〔第2部資本主義発達史〕

155日 プロレタリアートと文化の問題 蔵原惟人著 鉄塔書館 1932竿 6月 285p

1551 交通機関の発達と内外市場の形成＝艮小林良正 岩波書店 1932年6月 33p

1552 開（上・下） 日本資本主義発達史静 8月 68p

座〔第2部資本主義発達史〕

1553 経済学辞典（上・中・下）経済学全集塚本三吉編集 改造社 1932年8月 424p

1555 56-58巻 -33年6月 -1079p 

1556 新短歌論 族劉一郎著 素人社書屋 1932年9月 291p

1557 北海・観想世界名作文庫 ハイネ作 春陽堂版 1932年11月 158p

石中象治訳

1558 エ Yゲルスとデ品ーリ ング反デュー ラスキーヌ著 耕進社 1932年12月 133p

リシグのために第2輯 片野有一訳

1559 芸術論 蔵原惟人著 中央公論社 1932年12月 548P

156日ハイネ・回想録世界名作文庸 ハイ Yv ，ヒ・ハ春腸堂 1933年1月 86p

イネ著

多国利男訳

1561 ドイツ古典背学の進歩性改造文庫第ハイ γリッヒ・ハ改造社 1933年2月 261p

l部第81篇 イネ著

栗原佑，高沖陽造

共訳

1562 現代文学の諸傾向詩岩波講座世界文茅野市f々著 岩波書店 1933年5月 45p

学

1563 叙情詩岩渡講座世界文学 竹友藻風著 岩波書店 1933年6月 43P

1564 青春独逸派（！）春秋文庫第3部21 プランデス著 春秋社 1933年6月 198P

茅野粛々訳
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春秋文庫 1933年9月 398P1565 英国に於ける自然主義（2) プランデス著

宮島新三郎訳

レオンチェフ他箸ナウカ社

大竹博吉訳

1566 「資本論」研究第2編

1567 ロマンツェーロー （語詩集） ハイネ 吹田順助訳

全集第3巻

学芸社

1568 新しい美術とレアリズム自問題

1569 神曲（下巻）

岡本唐貴著 国際書院

〆ンテ著 新潮社

生田長江訳

西勝造編集 大日本西会

渡辺順三著 ナウカ社

マリイ・ポオノレ著 楽浪書院

石川湧訳

三木清著 岩波書店
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1573 文学史方法論

1574 ハイネ・浪漫派世界名作文庫

1575 全ソ作家大会報告

ハイネ作

石中象治訳

渡辺順三訳代表 ナウカ社

春陽堂

1576 文学は如何なる道に進むべきか＝ソグ外村史郎，田村三橘書店

ェート作家大会に於ける報告及討論造訳

1577 分り易く覚え易い書簡文の研究

1578 文学古典の再認識

1579 労働生活史

三省堂編栴所著 三省堂

芸術遺産研究会編現代文化社

ピエル・プリゾγ 刀江書院

著

松木勝喜代訳

小林三吾編 ナウカ社巻向。ー集全一一喜多
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1586 近代唯物論唯物論全書 森宏一著 三笠書房

1587 「資本論」研究 大竹博吉著 ナウカ社

1588 文芸評論現代ソヴェト文学全線四 ゴーリキー他 三笠書房

熊沢復六訳

1589 レニシ史的唯物論体系 アドラツキイ編 ナウカ社

直井武夫訳

1590 芸術論唯物論全書 甘粕石介著 三笠書房

1591 歴史論唯物論全書 服部之総著 三笠書房

1592 ゲョエテ ファウスト 大思想文庫19 茅野粛々著

1593 社会主義的レアリズムの問題 ツヴエ外村史郎訳

ト同盟に於る創作方法の再討議

岩波書店

ナウカ社
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1933年10月 362P

1933年10月 46.lp

1933年12月 106p

1934年 1月 634P

1934年2月 226p

1934年5月 310P

1934年6月 136p

1934年日月 90p 

1934年8月 254P

1934年11月 261P

1934年11月 314p

1934年12月 32p

1935年2月 342P

1935年2月 366p

1935年3月 519P

-6月 一618P

1935年5月 274p

1935年5月 293p

19お年6月 339p 

1935年7月 261P

1935年9月 415P

1935年 9月 454P

1935年9月 584P

1935年10月 257P

1935年12月 216P

1936年 l月 184P

193昨日 285p
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1594 文学と趣味 γ~ ヲキソグ箸 清和書店 1936年 1月 171P

金子和訳

1595 文芸学の発展と批判 F・シノレレノレ著 清和書店 1936年2月 454p

n~沢復六訳

1596 小説D木質文芸百科全書 コム・アカデミ 清和書店 1936年 3月 186P

文学部編

熊沢復六訳

1597 朝刊清水信第5作品集 清水信義著 生活社 1936年3月 198P

1598 独占資本＝帝国主義マルクス主義経 ラピドス・オスト 白揚社 1936年5月 366P

済学教程町 戸ヴィチ十ノフ著

橋本弘毅訳

1599 文芸の本質文芸百科全書 コム・アカデミー清和書店 1936年5月 170P

文学部編

熊沢復六訳

1600 ゴリキイ・文芸書簡集 ゴりキイ ナウカ社 1936年6月 226p

横田瑞穂訳

1601 古代哲学史唯物論全書 古在由重著 三笠書房 1936年 7月 187p

1602 ハイネと青年独逸派 フランツ・メーリ 西京書林 1936年 7月 307P

Yタ著

土方定一，朝広正

利訳

1603 現代物理学唯物論全書 石原純著 三笠書房 1936年8月 292p

1604 ゲーテ・ハイネ・現代文芸 舟木重信著 清和書店 1936年 9月 318P

1605 社会起源論唯物論全書 梯明秀著 三笠書房 1936年 9月 300p

1606 レーニンのゴオリキーへの手紙 1ノーュソ 岩波書店 1936年 9月 147P

中野重治訳

1607 文芸思想史唯物論全書 高沖陽造箸 三笠書房 1936年10月 283P

16C8 家族論唯物論全書 玉城盛著 三笠書房 1936年11月 243p

16C9 ハイネ人生読本人生読本叢書（3) 中野重治著 六芸社 1936年11月 356p

1610 Pアリズム文芸百科全書 熊沢復六訳 清和書店 1936年11月 173p

1611 一日一回便通主義の可否 西勝造 中庸出版社発行 1936年12月 40P 

1612 ゲーテ人生読本 人生読本叢書但） 舟木重信箸 六芸社 1936年12月 353p

1613 大トルストイ全集第四巻 原久一郎訳 中央公論社 1936年12月 795p

1614 日本風俗史唯物論全書 田村栄太郎著 三笠書房 1936年12月 307p

1615 広島県立呉第一中学校同窓会会報 広島県立呉第一中 1936年12月 125P

第13号 学校同窓会編

1616 社会主義と宗教 ニコライ・レーニ 白揚社 1937年 2月 157p

ン著

早川｜二郎訳

1617 文芸評論 宮本顕治著 六芸社 1937年2月 288P

16,18 経済学史 1 3巻 ローゼンベノレグ著 白揚社 1937年 2月 417P

1620 直井武夫，広島定 -9月 -524P 

吉共訳
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1621 現代の文学現代哲学全集第21巻 高橋健二，外村史建設社 1937年3月 317p

郎著

1622 性科学唯物論全書 太田武夫著 三笠書房 1937年4月 248P

1623 仏教諭唯物論全書 厳木勝著 三笠書房 1937年4月 258P

1624 文芸学の方法文芸百科全書 熊沢復六訳 清和書店 1937年4月 176P

1625 孤独なライフワーク 神山恵三 文芸春秋 1937年5月 227p

1626 フランス唯物論唯物論全書 石川湧著 三笠書房 1937年5月 223P

1627 芸術学 高1中陽造 美瑛堂 1937年6月 240P

1628 新経済学入門（上） ラピドス，オスト 慶応書房 1937年 6月 570p

ロヴィチヤノフ共

著

橋本弘裁訳

1629 短篇・長篇小説文芸百科全書 fl~沢復六著 清和書店 1937年6月 194P

1630 西式働康法と「クリマグ」に就いて 林学著 中庸出版社 1937年 7月 23p

1631 唯物史観ドイツ史 ソ聯大百科辞典版永田広志訳 白揚社 1937年7月 464P

1632 現代哲学唯物論全書 古在由重著 三笠書房 1937年9月 204p

1633 政治概論唯物論全書 掘伸三著 三笠書房 1937年10月 257p

1634 リアリズム文学論 熊沢復六 清和書店 1937年11月 165P

1635 宇宙進化論唯物論全書 石原辰郎著 三笠書房 1937年12月 194p

1636 現代哲学とファッシズムー現代思想秋沢修二箸 白揚社 1937年12月 283p

日本型ファッシズムの批判ー

1637 論理学 三枝博音著 河出書房 1938年2月 2日Op

1638 Hアリズム論争 熊沢復六 清和庁書店 1938年3月 175p

1639 科学的工場組織の理論 J • =1レマ Yスキ京学社 1938年4月 210P

一著

高山洋吉訳

1640 批評精神 伊豆公夫著 白揚社 1938年4月 348P

1641 短歌論三笠全書7 渡辺順三著 三笠書房 1938年7月 227p

1642 労働の理論と政策 風早八十二著 時潮社 1938年10月 292p

1643 ミケJレア Yヂェロ 羽仁五郎著 岩波書店 1939年3月 829P

1644 歌集烈風の街生活派短歌叢書第3編渡辺順三著 文泉閣 1939年4月 123p

1645 西式健康法 西勝造著 中庸出版社 1939年4月 253p

1646 亡命文学 19世紀文学主潮第1巻 吹田順助著 春秋社 1939年6月 288p

1647 囚衣 山田清三郎著 文泉関 1939竿7月 124P

1648 独逸浪漫派（1) 19世紀文学主潮 吹田順助著 春秋社 1939年7月 256p

第2巻

1649 仏蘭西の反動 19世紀文学主潮第4巻 G・プランデス 春秋社 1939年9月 438p

茅野市々訳

1650 長期建設期に於ける我国労働政策 昭和研究会著 東洋経済新報社 19泊年10月 252P 

昭和研究会労働問題研究会中間報告
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1651 

1652 

1653 

1654 

1655 

1656 

1657 

1658 

1659 

166日

1661 

1662 

1663 

1664 

1665 

1666 

1667 

1668 

1669 

1670 

1671 

1672 

1673 

1674 

1675 

1676 

一般図書・逐次刊有物・その他

現代文学論

告白・回想 改造文庫第1部第179篇

仏関西の浪漫派 (1・2)

19世紀文学主潮7・8巻

ハイネ研究

歩兵操典

原爆体験記

新独逸国家大系第11巻経済篤3

一社会政策・労働政策ー

子供の病気の早期手当と看護

戦時社会政策論

歌集 みたみわれ

技術文化史 科学史叢書

産業報国運動関係通牒

第7輯

西式質疑応答集 第3集

太陽と泥で育てる

産報指導資料

職長教育の方法大日本産業報国会技

能部長根上耕一講述

維新者の信条

軍神につづけ

玄米の炊き方食べ方

イタリアとドイツ

一文芸復興期の芸術ー

再説現代文学論

日本人の性格

日本町情勢と日本共産党の任務に関す

るテーゼ

共産党宣言 解放文庫〔1)

国家と革命 マルクス主義の国家論

と草命におけるプロレタリアートの

任務ー

生活協同組合の手引

窪Jll鶴次郎著

ハイネ著

土井義信訳

G・ プランデス著

内藤濯訳

高f中暢造編

広島市原爆体験記

刊行会

ニ荒芳徳編集代表

築田多吉著

大河内一男著

影山正治著

矢崎弾著

阪本勝編集

西勝造著

市橋善之助

橋本重遠編集

影山正治著

大政翼賛会文化部

橋本重遠編集

ハインリッヒ・グ

エノレフリ γ著

杉田益次郎訳

窪川鶴次郎著

宮城音弥

マルクス，且ンゲ

ノレス著

中央公論社

改造社

春秋社

金鈴社

武揚堂

朝日新聞社

日本評論社

主婦の友社

時潮社

日本打球社

山雅房

大日本産業報国

会

大日本西会

教材社

大日本産業報国

会

大東塾出版部

大政翼賛会宣伝

部

大日本産業報国

会

清閑舎

昭森社

朝日新聞社

日本共産党京都

地方委員会

彰考書院

堺利彦，幸徳秋水訳

レーニン著

小堀甚ニ訳

鈴木真洲雄編集
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彰考書院

日本共同組合同

盟

1939年11月

1939年12月

1940年2月

3月

194C年 3月

1940年4月

1940年7月

194C年 9月

1940年10月

1940年12月

1941年4月

1941年8月

1941年8月

1941年9月

1942年 4月

1942年6月

1942年7月

1943年 2月

1943年3月

1943年10月

1944年4月

1979年8月

1944年12月

1945年12月

1946年2月

1946年2月

666P 

220p 

288p 

292p 

302P 

376P 

259p 

419p 

104p 

375P 

242P 

442P 

95p 

240P 

257P 

65p 

362P 

71P 

llP 

285p 

330p 

285P 

41P 

60P 

207p 

43P 



般図 書

1677 反ファッシa統一戦線の経験と批判 ピーク著 人民店土 1946年2月 30p

人民叢書第7斡 松本健三訳

1678 科学論唯物論全書l 戸坂i南署 三笠書房 1946年3月 189p

1679 共産党1932年テーゼ民論議書（3) コミンタ γ著 民論社 1946年3月 35p

民論社編輯部訳

1680 ゴリキイ短篇集幸福外入篇 ゴリキイ i青山書院 1946年3月 128p

ロシア文学叢書ー1ー 大塚博人訳

1681 D坂の殺人事件 江戸川乱歩著 静香房 1946年3月 49p

1682 日本共産党は何を要求するか党行動平沢三郎著 日木共産党出版 1946年3月 63p 

綱領解説人民解放叢書・第一輯 剖1

1683 亡命16年 野坂参三著 時事通信社 1946年4月 86P

1684 わが革命に於けるプロレタリアートの レーニン著 星雲社 1946年4月 58p

諸任務 真中澄生訳

ープロレダリア党綱領草案一

1680 延安報告 賞炎培著 時事通信社 1946年5月 61P

水谷啓二，小椋広

勝訳

1686 1917年草命の教訓 レーニン著 船形書院 1946竿5月 sop

フナカタライプラリィ恥4 中山一浩訳

1687 ソゲェートの婦人人民群書 テ・セレプレニコ 伊藤書店 1946年5月 71P

フ著

植村鷹千代訳

1688 日本帝国主義の陰謀田中義一首相の斎藤新吾編 イスグラ社 1946年5月 28p

満州侵略の上奏覚書全訳

1689 日本文学の諸問題 中野重治著 新生社 1946年5月 60P

1690 婦人の皆さんへ人民解放叢書第8輯大町米子著 日本共産党出版 1946年5月 29p 

部

1691 ホイットマン詩集・草の葉 ワノレト・ホイット 富岳本社 1946年5月 176P

マシ原著

有島武郎訳著

1692 理論物理学学芸全書1 石原純著 三笠書房 1946年5月 264p

1693 レーニンについて青共文庫第6輯 スターリ γ著 日本青年共産同 1946年5月 12p 

盟宣伝部

1694 新民主主義論毛沢東選集 毛沢東著 人民赴 1946年6月 74P

名和統一，尾崎庄

太郎共訳

1695 ドストィエフスキィ芸術と生援 林逸馬著 九州評論社 1946年6月 31P

新文化叢書E

1696 弁証法的唯物論 高山徹著 九州評論社 1946年6月 15P

1697 レーェ γ1917年4月テーゼ レーニン 星雲社 1946年6月 30p

真中澄生訳

：~~~ ソ同盟共産党史 I • IT • ill ソ同盟共産党中央 日本共産党出版 1946年6月 126P 

委員会所属特別委部 1948年 ・488P 

員会編

-133ー



一般図書・逐次刊行物・その他

1701 新しき文化のために 蔵原惟人著 新生社 1946年7月 58P

1702 共産主義ABC 第一分冊 プハ－ v ，，，，，プレ共和社 1946年7月 102P

プルジョア社会機構の話 オプラジzγスキ

一共著

足利一夫訳

1703 黒船前後 服部之店主著 三和書房 1946年7月 178P

1704 ソヴzートの文化人民群書 ベ・コーヂγ著 伊藤書店 1946年7月 59p

植村鷹千代訳

17日5 日本共産党行動綱領早わかり 日本共産党石'Jll 1946年7月 64p 

附日本共産党規約 地方委員会

1706 封建制下の文学学芸新書3 永積安明著 丹波書林 1946年7月 86P

1707 新日本プロレタリア詩集 井上光晴編 九州評論社 1946年8月 93P

1708 新民主主議論 毛沢東著 船形書院 1946年8月 92P

フナカタライブラリーN•3 日本民主化協会訳

17日9 日本労働争議史 村山重忠著 震ケ闘書房 1946年8月 238p

1710 転形期D歴史学 羽仁五郎著 中央公論社 1946年8月 203p

1711 ドイツ帝国主義の歴史的特殊性 ヴァノレガ著 新興出版社 1946年8月 78p

広島定吉訳

1712 農民組合入門社会新書 大西俊夫著 山水社 1946年8月 64P

1713 ポリジエヴイズム闘争史 ベー・グォーリ γ 京王書房 1946年8月 lOOp

エス・イ，，，，!l'ロフ

日川三郎訳

1714 民主主義革命に於ける土地・農民問題伊藤律著 日本橋書店 1946年8月 57p

17日共産主義の「左翼」小児病 レーュ y著 人民赴 1946年9月 148P

園部四郎訳

1716 ソヴエトの家庭と生活 λヴzルドロフ， ソグエト文化社 1946年9月 91P 

ソグエト文化叢書I パシェ Jレストニク

著

ソグエト研究者協

会訳

1717 ソヴェート聯邦に於ける共産主義建設エム・ミーチン 星雲社 1946年9月 48P

に関するレーニ円スターリンの学柳春生訳

説

1718 鉄の話新日本名作叢書 中野重治著 新興出版社 1946年9月 214P

1719 何から始むべきか解放文庫〔8〕 レーュ γ著 彰考書院 1946年9月 40P

服部褒生訳

1720 現代唯物論唯物論全書9 永田広志著 三笠書房 1946年10月 184P

1721 10月革命へ白道 スターリシ箸 民主評論社 1946年10月 311P

佐伯嶺三訳

1722 小説勉強 徳永直 伊藤書店 1946年10月 94P

1723 迫り来る大破綻 νーユソ著 イスグラ社 1946年10月 SOP

如何にしてこれと闘うべきか 服部褒生訳
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1724 中国共産党中国叢書臼）

1725 日本共産党闘争小史

1726 亡命16年

1727 レーニ y主義の諸問題第ー分冊

1728 新らしき日 人民短歌叢書

1729 「戦争と平和」論

1730 人間レーニ γ

1731 バルザッグ人と作品

1732 現段階に於ける中国文芸四方向

1733 農民運動史

学生叢書文化科学篇－11ー

般図書

朝日新聞東亜部編月隠書房

著

市川正一著

野坂参三著

スターリン著

広島定吉訳

暁書房

時事通信社

ナウカ社

渡辺順三著 新興出版社

岩上順一著 河出書房

マキシム・ゴーリ 社会書房

キイ著

三宅威訳

水野亮箸 白日書院

毛沢東著 十月書房

千田九一訳

稲岡退著 日本科学社

1734 レ－ ~γ 一階級闘争四大戦略家ー ロゾフスキー著 解放社

玉城聡訳

1735 ロシヤ文学研究

1736 英国の労働岨合

1737 ゴーリキイの生涯と芸術

1738 自立演劇のやり方自立演劇般書1

1739 ソヴエト労働組合の話

ナウカ社解説全書恥1

1740 民主的労働組合とは何か

総司令部労働教育叢書第一瞬

1741 レーニンと芸術

1742 労働組合の育て方

アメリカC100)実例

1743 公開状ー第一輯ー

1744 社会運動思想史唯物論全書14

1745 青年四任務について青共文庫第10輯

1746 明治思想史唯物論全書13

ソヴエト研究者協新星社

会文学部会

ハミルト γ著

木下一夫訳

昇曙夢著

村山知義著

ノレイチョフ著

ナウカ社編集部訳

R・L・G・デヴラ

ノレ著

服部親行訳

ドレイデン編

蔵原惟人，杉本良

吉，村田春海，外

村史郎，黒田辰男

訳

米国CI O系自動

車従業員組合教育

部著

労働協会訳

真普美編稗部編

新島繁著

スターv＂＇著

鳥井博郎著
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新世界文化社

社会書房

大川書店

ナウカ社

労働民主協会

社会書房

毎日新聞社

真善美社

三笠書房

日本青年共産同

盟

三笠書房

1946年10月 273P

1946年10月 214P

1946年10月 86P

1946年10月 283p

1946年11月 119P

1946年11月 249P

1946年11月 97P

19岨年11月 366p 

1946年12月 92p

1946年12月 176P

1946年12月 80p

1946年12月 234p

1947年 1月 59P

1947年1月 190P

1947年1月 38p

1947'年 1月 14P

1947年1月 32p

1947年1月 196P

1947，年1月 67P

1947年2月 108P

1947年2月 230p

1947'年2月 53P

1947年2月 ・168P

／ 



一般図書・逐次刊行物・その他

1747 帝国主義戦争期 II レーユン選集第且ヌ・レーユ、ノ著人民社 1947.年3月 144P

3巻一戦略戦術に関するー

1748 日本の産業と農業の将来 徳田球一著 日本共産党出版 1947年3月 35P 

部

1749 メーデーとは何か人民殺害第8斡 江森盛鋼連ま 人民社 1947年3月 61p

1750 「くにのあゆみ」 を検討する 自由懇話会編 人民新聞社出版 1947年4月 58P 

部

1751 社会医学唯物総会審6 宮本忍著 三笠書房 1947年4月 197p

1752 住民パワー入門 斎藤浩二，佐和慶主婦と生活社 1972年4月 286P

かよわき庶民が自衛するために 太郎著

1753 ソヴエート文学概論 岡沢秀虎箸 東京堂 1947年4月 216P

1754 春 小潟杏奴 東京出版 1947年4月 276P

1755 美術と思想の話 福田新生蕃 大雅堂 1947年4月 247P

1756 へーゲル哲学への道 甘粕石介箸 解放社 1947年4月 287P

1757 弁証法入門 ベ・ゴーレフ箸 社会議房 1947年4月 57P

蔵原惟人訳

1758 唯物論哲学のために 永田広志箸 ナウカ社 1947年4月 183P

1759 人民の文学 宮本顕治箸 岩崎書店 1947年5月 302P

1760 スターリン伝 全ソ共産党中央委人民社 1947年5月 108P

員会附属マルクス

. ＂＂＂ンゲルス ・レ

ーエン研究所続

箕浦遺産文訳

1761 労働基準法 広島労働基単局 1947年5月 63P 

1762 論理学学芸全容2 三枝博音著 三笠書房 1947年5月 199p

1763 演劇論唯物論金書19 村山知量産箸 三笠書房 1947年6月 172P

1764 芸術認識論 北条元一著 北隆館 1947年6月 382p

1765 創作集新しい小説 1・2 新日本文学会 新日本文学会 1947年6月 390P

1766 1948年4月 310P

1767 文学の端緒 小田切秀雄 世界評論社 1947年6月 182p

1768 民主主義文学の進路 新日本文学会縞 新興芸術社 1947年6月 216P

1769 民主的労働組合運動 連合軍総指令部 日本通信社 1947年6月 26p

経済科学局労働

課編

1770 明日への文学精神 中野盆治，松本正労御戊化社 1947年7月 103P

一民主主義文学のためにー 主義，窪川鶴次郎，

宮本百合子， 蜜弁

繁治，徳永直

1771 新らしい労働賃銀 労働調査協議会 産業復興会議 1947年7月 52p

1772 進化論唯物論全容3 石井友孝著 三笠書房 1947：年7月 194p

1773 ソ連労働組合の文化活動 ツアレグラドスキ社会番房 1947年7月 55p

イ著書

帆足図南次訳
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一般図書

1774 中野重治詩集 中野重治著 小山書店 1947年7月 224p

1775 日本史入門 守屋典郎，信夫清正旗社 1947年7月 !OSp

三郎，上杉重二郎，

小野義彦，石母国

正，藤間生大，伊

豆公夫著

1776 ロシヤ文学研究 蔵原惟人著 昭森社 1947年7月 132p

1777 歌戸よおこれ 宮本百合子 解放社 1947年 8月 302P

1778 思想。進路 古在由霊著 伊藤書店 1947年8月！24p

1779 ソグェート聯邦民主主義科学教程17 平舘利雄著 彰考書院 1947年8月 118P

178日哲学読本 山崎謙著 紀元社 1947年8月 209p

1781 日本文学史物語人民群書 榊原美文著 伊藤書店 1947，年 8 月 13~p

1782 マルクス主義芸術論 ノレナチヤールスキ 社会書房 1947年8月 256p

イ著

昇曙夢訳

1783 朗読詩集第1斡自立演劇叢書2 新協劇団編 大川書店 1947年8月 39p

1784 哲学方法論真理叢書 山崎謙著 岩崎書店 1947年 9月 173p

1785 祖国を愛する道 神山茂夫著 岩崎書店 1947年9月 156P

1786 民衆芸術論 野坂参三著 日本民主主義文 1947年 9月 46P 

化連盟

1787 新しい婦人と生活 宮本百合子 日本民主主義文 1947年10月 136P 

化連盟

1788 解説付企業再建整備法 日本法規研究所編江戸橋書房 1947年10月 156p

1789 企業独占排除関係法規一独占禁止法！ 膨剤協会出版部 1947年10月 53p 

閉鎖機関令，経済力集中排除法等ー

1790 細胞活動早わかり 竹中恒三郎，春日真理社 1947年10月 55P

正一箸

1791 日本財閥の新支配湘一覧表 労働経済研究所編労働経済研究所 1947年10月 BOP 

調査報告1号 集

1792 日本財政論唯物論全書27 風早八十二著 三笠書房 1947年10月 138p

1793 労働関係法規罰則解説 神谷尚男，長谷多三芳書房 1947年10月 197p

郎著

1794 近代日本労働者運動史 社会経済労働研究白林社 1947年11月 23lp

日本資本主義研究叢書 所著

1795 虚無の花 江口決著 十月書房 1947年12月 267P

1796 新物価賃金体系のからくり 日本共産党中央 1947年12月 36p 

委員会調査部

1797 農業協同組合早わかり 日本共産党農民部 日本共産党出版 1947年12月 76P 

著 部

1798 婦人問題講話民主主義科学教程14 能智修璃著 彰考書院 1947年12月 167P

1799 文化革命の基本的任務 蔵原惟人著 日本民主主義文 1947年12月 108P 

化連盟
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一般図書・逐次刊行物・そD他

1800 一市民の歌 司代隆三著 新興出版社 1948年1月 lllp

1801 科学と民主主義 原光雄著 三一書房 1948年 1月 87p

1802 詩人の感想 盛井繁治 新星社 1948年1月 220P

1803 時りうどき 1947 中野重治編 プレプス社 1948年 1月 27lp

1804 文学。窓 小田切秀雄著 玄理社 1948年 1月 235p

1805 変革の理論 松村一人著 日本民主主義文 1948年2月 218P 

化連盟

1806 よみもり天皇紀（上巻） 秋月俊一郎著 人民赴 1948年2月 240P

1807 新日本詩集 新日本文学会編 新日本文学会 1948年3月 215P

1808 ストライキ 鮎沢巌 二見書房 1948年 3月 75P

1809 政治必携地方篇 日本共産党調査部 日本共産党出版 1948年 3月 298p 

編 部

1810 ソヴエトD農村 ソヴ且ト文化双書E 斉藤建著 ソグエト文化社 1948年3月 154P 

18ll （必携）労働法規集 井田宗一 井田書店 194；群l'3月 250p

1812 民主主義芸術論 北条元一著 彰考書院 1948年3月 168P

1813 モロエール喜劇集 内藤沼，小場瀬卓生活社 1948年3月 456p

三訳

1814 嵐に立つ少年 前川康太郎著 愛護会出版部 1948年4月 64P

1815 へJレマ γ・へ y セ研究 相良守峯他 三笠書房 1948年4月， 324P 

へJレマ γ・へy セ全集別巻

1816 労働運動千一夜 野田律太 日本労農通信社 1948年4月 237p 

1817 戯曲の書き方自立演劇叢書3 村山知義著 トラ Yク書房 1948年5月 36P

1818 日本プロレタリヤ文芸理論史 一条重美著 彰考書院 1948年5月 270P

芸術理論叢書

1819 美術論唯物論全書17 武田武志著 三笠書房 1948年5月 208p

1820 大衆芸術論 民主主義科学者協解放社 1948年 6月 128p

会芸術部会編集

1821 農村問題唯物論全書25 桜井武雄著 三笠書房 1948年7月 153p

1822 小林多喜二研究 蔵原惟人 解放社版 1948年8月 265p

中野重治編集

1823 労働組合講話 春日正一 暁明社 1948年 9月 283p

1824 小林多喜二全集 1 4. 6・7・9巻 小林多喜二全集刊新日本文学会 1948年9月 290p

183日 行会編 -5日年3月 495p 

1831 あぶら照り 徳ぜk直 新潮社 1948年10月 271P

1832 時のうどき 1948 中野重治 新プレプス 1948年10月 237P

1833 ロシヤ文学問答 除村吉太郎著 日本民主主義文 1948年10月 181P 

化連盟
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1834 こばやし・つねお詩集 こばやし・つねお解放社 1948年11月 133p

著

1835 事前割当早わかり 食糧確保臨時措松本三益著 船形書院 1948年11月 72P

置法D解説と運用ー

1836 マルクλ ・エ Y?'Jレス芸術論 マルクス・エンゲ真理社 1948年11月 162p

ノレス著

外村史郎訳

1837 労働戦線統ーの諸問題 斉藤一郎著 日本労農通信社 1948年11月 133p 

1838 勤労者詩選集－1949年版ー 新日本文学会編 新興出版社 1948年12月 152p

1839 世界名作大観ロシヤ篇 除村吉太郎著 労働文化社 1948年12月 296p

184~ だれでもわかる，できる税金町知識 大原春次著 米村健（発行人） 1948年12月 ISP 

1841 労働組合論ナウカ講座四 聴講克己 ナウカ社 1948年12月 130p

1842 共産党が政権を握ったら 日本共産党宣伝教 日本労農通信社 1949年1月 119p 

育部編

1843 農民は重税といかに闘うか 日本共産党農民部 日本共産党出版 1949年1月 32p 

部

1844 7ァグズム 岡田丈夫 暁明社 1949年1月 318p

1845 労働組合の訴訟手続早わかり 森長英三郎著 日本労働通信社 1949年1月 78P 

＝仮処分から行政訴訟まで＝

1846 共社合同と日本共産党の自己批判 民主評論社編集部民主評論社 1949年2月 107p

1847 文化運動ナウカ講座E 蔵原惟人著 ナウカ社 1949年2月 117p

1848 ジベリアの音楽生活 井上頼豊著 ナウカ社 1949年3月 179p

1849 重要産業国営人民管理早わかり 日本共産党中央委 日本共産党出版 1949年3月 40P 

員会調査部 部

1850 広島文学 杉原芳治編集 新日本文学会三 1949年3月 48p 

原支部

1851 人民の健康をまもるには 日本共産党科学技 日本共産党出版 1949年4月 46P 

一共産党はこう主張するー 術部編 部

1852 日本プロレタりヤ詩集 1928～1936 新日本文学会著 新日本文学会 1949年5月 292p

1853 美しき実りのために 牧瀬菊枝著 学生書房 1949年6月 205p

1854 漁業D復興と漁民の生活 日本共産党漁民対 日本共産党出版 1949年6月 56P 

たたかいの組織とやりかた 策委員会編 部

1855 漁民が生きるには・知っておくこと 日本共産党宣伝教 日本共産党出版 1949年6月 56p 

育部 部

1856 改悪労組法のみ方とたたかい方自討論 全日本金属産業 1949年7月 30p 

会 労働組合協議会

1857 共産主義と道徳 日本共産党統制委五月書房 1949年7月 78P

員会編

1858 すべてり土地を農民に 日本共産党出版部 日本共産党出版 1949年7月 22p 

編 部

1859 問と答子供会Dっくり方 日本共産党文化部 日本共産党出版 1949年7月 67p 

編 部
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1860 労働組合法，労働関係調整法 広島県労働部労 1949年7月 50p 

政課

1861 改正労組法施行令中労委規則の解説 中央労働学園 中央労働学園 1949年 8月 189p

：：：~ 景気はここから 日本共産党宣伝教 日本労農通信社 1949年 8月 16P 

失業の実相と解決。カギ 育部編 9月 16P

1864 下山・三鷹事件。真相 日本共産党宣伝教 日本共産党出版 1949年 8月 16p 

育部編 部

1865 引揚政策をあばく 日本共産党宣伝教ナウカ社 1949年8月 16P

育部著

1866 国民の疑問に共産主義はどう答える 古在由重 伊藤書店 1949年9月 40P

1867 デッチあげられた平事件 日本共産党教育宜機械工D友社 1949年 9月 16P

伝部編

ぐ1868 農村の世なおし・イ γチキ篤農技術を 日本共産党教育宣政治月報社 1949年 9月 16p

あばく 伝部編

1869 財閥と総同盟幹部由連合軍をつく 日本共産党宣伝教 日本かベ新聞社 1949年IO月 16P 

育部編

1870 シャウプ勧告で税は軽くなるか 日本共産党宣伝教 日本共産党出版 1949年10月 16P 

育部著 部

1871 新日本詩集 1949年版 新日本文学会編 新日本文学会 1949年11月 266p

1872 ソ連り謎をと〈 伊藤書店編集部 伊藤書店 1949年11月 48p

1873 日本町婦人と子供 アリア婦人会議参 日本民主婦人協 1949年12月 57P 

世界の婦人に訴うノ 加実行委員会編 議会

1874 中国大卒命の勝利人民政治協商会議アカハタ国際部編 日本共産党出版 1949年 64P 

と中華人民共和政府 部

1875 メーデー歌と明るい歌 ユマニテ社 1949年 16p 

1876 チェコ草命の一週間 ウォ Jレター・＂＇ト 日本共産党九州 1949年 95p 

ーム 地方委員会

1877 党生活の刷新のために 徳田球ー著 日本共産党出版 1950年 1月 34P 

部

1878 警察国家町復活 細川嘉六著 日本共産党出版 1950年2月 16P 

時局と生活叢書第2集 局

1879 小林多喜二 小田切秀雄著 新日本文学会 1950年2月 179p

1880 中小企業の生きる道 板野勝次著 日本共産党出版 1950年2月 16p 

時局と生活叢書第3集 局事業部

1881 日本共産党第18回拡大中央委員会報告 日本共産党出版 1950年2月 72p 

決定集 局

1882 漁民の生きる道 臼中松次郎著 日本共産党出版 1950年 3月 16P 

時局と生活叢書第8集 局事業部

1883 米の値段はなぜ安いか 小原嘉著 日本共産党出版 1950年3月 16P 

時局と生活叢書第6集 局事業部

1884 生活相談家事百科 玉披肇著 伊藤書店 1950年3月 138p
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1885 世界はどうなるか1950年の国際情勢 鈴木東民著 日本共産党出版 1950年3月 16p 

時局と生活叢書第7集 局事業部

1886 日本共産党内の偏向について 中西篤編 高田書店 195C年3月 392P

一野坂・徳田コース批判一

1887 25年度予算の全貌軍事前・植民地予 日本共産党中央委 日本共産党出版 1950年3月 28p

算を曝く 員会調査部編 局

1888 農業恐慌をEうする 福本和夫著 日本共産党出版 1950年3月 16p 

時局と生活叢書第9集 局事業部

1889 文学案内 岩上順一 冬芽書房 1950年3月 169P

1890 ポツダム宣言は日本の人民に何を保障 日本共産党宣伝教 日本共産党出版 1950年3月 68P 

しているか 育部 局

1891 スターリン民族問題とレーニン主義 世界経済研究所編 195C年6月 95p

一附解説アジジヤン マルクスレ

-= ＞＇主義民族問題体系〔 E〕

1892 三十八度線と日本 欧亜協会編 欧亜協会 1950年7月 61P

「ごツの世界」は爆発するか？

1893 新地方税のからくり 木村栄著 日本農民組合総 195C年8月 70P 

解説とそのたたかい方 本部

1894 くるまさ・詩集 1 久保文子編集 裸電球目下で0 1950年9月 17P 

会

1895 歴史小品 郭洗若著 岩波書店 1950年11月 203P

平阿武夫訳

1896 帝国主義と民族問題 W・I・レーニ Y著 1950年 136P 

1897ぐ地J下党機関は活動する 第l部 A・ フヨードロフ 真理社 1951年1月 224P

著

1898 抵抗り文学 加藤周一著 岩滋書店 1951年3月 172P

1899 ドイツ文学小史 G ・ノレカーチ 岩波書店 1951年7月 278P

道家忠道，小場瀬

卓三訳

1900 大陰謀 対ソ秘密戦争ー（上巻） マイケル・セイヤ ナウカ社 1951年8月 189P

ーズ・アノレバート・

イー・カーン著

大木貞夫訳

1901 原爆詩集 峠三吉著 新日本文学会広 1951年9月 74P 

島支部，われら

の詩の会

19日2 騰潟印刷術講義録 ひろし・たみ著 紅文堂 1951年10月 56P

1903 癒狂院 高旗宏著 三原子L版社 1952年1月 87P

1904 詩集風の子物語増岡敏和生活詩集増岡敏和くいぜき人民文学広島友 1952年3月 40P

みもお＞著 の会・新日本文

学広島支部・わ

れらの詩り会・

うんなん詩町会
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1905 感情白世界 島崎敏樹著 岩波書店 1952年5月 206P

1906 文学と生活 丁玲著 青銅社 1952年7月 2j6p

岡崎俊夫訳

1907 橋 北橋，李根全， 通俗文芸出版会 1952年8月 32P 

村路著

1908 ソグェ｝ト文学ノオト 山村房次著 九州評論社 1953年2月 188p

1909 魯迅評論集 魯迅 岩波新書 1953年2月 211p

竹内好訳

1910 職業としての出版人 鈴木均著 中経出版 1978年3月 302p

職業と人間シリーズ

1911 現代詩手帖 小野卜三郎著 創元社 1953年4月 252p

1912 安芸津町勢要覧 安芸津町十周年記広島県賀茂郡安 1953年5月 93P 

念（祝賀行事要覧芸津町役場

班）編

1913 貧しさからり解放 近藤康男編著 中央公論社 1953年5月 268p

1914 革命と人間解放・戦争に抗して 竹内払野間宏著筑摩書房 1953年9月 244P

現代日本評論選4

1915 総評 村上寛治，井出武東洋経済新報社 1953年10月 216P 

三郎，清水一著

1916 短歌的行情 小野十三郎著 創元社 1953年11月 179P

1917 日本人の心理 南博著 岩波書店 1953年11月 212P

1918 国民文学論 高沖陽造著者代表厚文社 1953年12月 378P

これから白文学は誰が作りあげるか

1919 国民文学論 竹内好 東京大学出版会 1954，年1月 23lp 

1920 図解・固民自経済生活 有沢広己脇村義岩波書店 1954，年1月 46p

太郎，美濃部亮吉，

内藤勝編著

1921 現代詩読本 村野四郎著 河出書房 1954年2月 206p

1922 現代文学論大系 1 6巻 吉田精一，青野秀河出書房 1954年2月 329P

1927 吉，中島健蔵他 10月 一－394p

1928 日本人町生活心理 高木正孝著 創元社 1954年3月 210P

1929 短篇小説作法 アントーノプ 未来社 1954年5月 136P

鹿島保夫訳

1930 小説とは何か E・M・フォ Jレ＂＇＂ ダグィッド社 1954年7月 205p

一著

米国一彦訳

1931 創作方法と創作体験現代文学（2) 中野重治，椎名麟新評論社 1954年8月 223p

三編

1932 高校生文芸作品集 旺文社 1954年8月 128P

1933 文学・芸術の繁栄町ために 郭沫若，周楊，茅駿台社 1954年8月 220P

中国文学・芸術工作者第2回代表大盾著

会報告集 中国文学芸術研究

会訳
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1:!4 日本プロレタリア文学大系 野間宏編 三一書房 1954年 9月 379p

1 2 序， 1-8巻 -55年5月 478p 

1943 エンピツをにぎる主婦 鶴見和子 毎日新聞社 1954年12月 238P

1944 詩集「各の広場」 磯村礼二郎著 騎離詩社 1955年2月 86p

1945 民族の詩東大新書24 藤間生大著 東京大学出版会 1955年2月 195p 

1946 芸術の認識と典型 アスムス・メーヲ 未来社 1955年4月 202p

, r、， ミヤスミコ

フ・オーゼロフ

鹿島保夫訳

1947 日本の国民生活 国民生活調査会編三一番房 1955年 4月 316P

1948 現代詩入門 小野十三郎 創元社 1955年5月 185p

1949 生活綴方ノート E 国分一太郎 新評論社 1955年5月 276P

195日文学と民族り伝統 ケッツノレリンゼイ，未来社 1955年7月 182P

アーロノヴィ y チ

トムソ γ

1951 アメリカの短篇小説 アメリカ学会文学評論社 1955年8月 218P

20世紀アメリカ文学研究叢書 部会

龍口富太郎，大橋

吉之輔共訳

1952 西洋文学岩波小辞典 桑原武夫 岩波書店 1955年 9月 224P

1953 戦後日本町労働運動岩波新書217 大河内一男箸 岩波書店 1955年9月 240p

1954 日本文学古典岩波小辞典 高木市之助編 岩波書店 1955年9月 218P

1955 学校。詩サークノレり詩 伊藤信吉著者代表創元社 1955年10月 265p

ポエム・ライプラリー5

1956 ソグエト短篇全集 I 中村融，清水邦生，新潮社 1955年10月 412P

革命・園内戦・新経済政策期 木村浩訳

1957 日本文学の現状とその方向 新日本文学会編 河出書房 1955年11月 234p

新日本文学会第7回大会報告集

1958 第二の性文学に現われた女 ポーグォワーノレ 新潮社 1955年12月 192P

生島遼ー訳

1959 中共職場文芸選集（1) 米田祐太郎訳 高風館 1956年 1月 230p

1960 詩集明日への限 増岡敏和著 詩運動社 1956年2月 93p

1961 労働者のそラル 高野実著 理論社 1956年4月 226p

1962 ティー y ・zイジ十ー 野辺地正之 三一書房 1956年6月 225p

1963 11年目白若もの 読売新聞社会部編修道社 1956年11月 189p

1964 映画の心理学 波多野完治 新潮社 1957年 1月 274P

1965 転向記・霧白時代 山田清三郎著 理論社 1957年 4月 239P

1966 日かげり労働者 永丘智郎著 三一書房 1957年 4月 242P

19,67 文芸思想史 I V 小島輝正他 三一書房 1957年4月 20Qp

1971 -58年3月 -262P 
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1972 現実と逃避 ルカーチ著 平凡社 1957年7月 225p

真下信一，藤野渉，

竹内良知訳

1973 小説と詩D文体 J ・M・マリイ ダグィッド社 1957年8月 227p

両角克夫訳

1974 昭和に生きる 森伊佐雄 平凡社 1957年 8月 262P

1975 小説の技術現代小説作法 P・ ラポック著 ダゲイツド社 1957年IO月 224P

佐伯彰一訳

1976 封建性 部落を支配しているもの 江口決着 大日本雄弁会議 1957年12月 240P 

談社

1977 病める芸術 ノレカーチ著 平凡社 1958年1月 227p

真下信一，藤野渉，

竹内良知訳

1978 演技しない主役たち 羽仁進 中央公論社 1958年2月 213P

1979 日本革命文学の展望 西国勝箸 誠信書房 1958年2月 277P

1980 社会調査岩波全書238 福武直著 岩波書店 1958年5月 250p

1981 5分間でできる自己暗示法 山口彰著 大和出版 1958年6月 214P

1982 日本文学近代岩波小辞典 片岡良一編 岩波書店 1958年6月 223p

1983 革命と芸術 佐々木基一 未来社 1958年7月 253p

1984 アメリカ国民の経済 米国大使館文化交 1958年8月 248p

その進歩，問題と展望 換局出版課

1985 科学論現代哲学全書12 甘粕石介著 青木書店 1958年8月 214P

1986 第5回文芸年度賞作品集 川上忠夫編 国鉄労働組合本 1958年8月 314P 

部教宣部

1987 アメリカ社会。新展望 米国大使館US I 1958年9月 182P

s 
1988 日本再発見 岡本太郎 新潮社 1958年9月 286p

1989 現代文学講座 4・5 日本文学学校編 飯塚書店 1958年9月 196p

1990 1959年3月 192P

1991 小説日本婦道記 山本周五郎著 新潮社 1958年10月 241P

1992 組織論 ノレカーチ著 未来社 1958年10月 155P

相沢久訳

1993 軍縮と国際協力りために 日本平和委員会 1958年12月 336p 

ストッグホノレム平和大会の記録

1994 原点が‘存在する 谷川雁 弘文堂 1958年12月 286p

1995 人聞の探究 小松摂郎著 新読書社出版部 1959年2月 213P 

1996 推理試験 二宮佳景 荒地出版社 1959年4月 184P

1997 アメロカの科学とテクノロジー アメリカ大使館文書籍出版部 1959年6月 256p

化交換局

1998 宣伝・広告の実務知識 新井喜美夫著 ダイヤモンド社 1959年6月 307P 

1999 広島 原爆り街に生きてー 深川宗俊著 短歌文学を研究 19Sヨ年8月 62P 

する会
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200~ 催眠術入門

2001 広告文案。技術

2002 チ aーホフ 作品を読みなおして

2003 筑豊のこどもたち

2004 性病と性器疾患

2005 黒い恐怖安保と国民

2006 ヒロシマ・ 1960

2007 お母さんの童話集

2008 パワーズ裁判 1960・8・17ー19

米スパイ飛行土フラ γシス・ゲイリ

ーパワーズ事件の公判資料

2009 民主主義の神話

2010 恒久平和と諸国民自自由のために

2011 思想としての戦争体験

2012 るみえちゃんはお父さんが死んだ

2013 当面の内外情勢。特徴と平和運動の

任務

2014 能の面

2015 冷戦政策白崩壊と日本 （中・下）

2016 

2017 安保反対闘争記録写真集

日本人民の勝利への前進

2018 広告文案ハンドブック

2019 毅鷲その思想史

2020 安岡章太郎集 4 

2021 若ものたち

2022 戦後日本田労働運動（改訂版）

岩波新書217

2023 株の秘密

2024 進路町指導

2025 アジア・アフリカ問題入門

藤本E雄 光文社

室田庫造著 同文館出版

イリヤ・エレンプ紀伊国屋書店

Jレグ

篠原茂

土門挙 パトリア書店

大越正秋著 創元社

黒い恐怖編集グル昌光社

ーフ

1959年9月 237p

1959年10月 204p

1960年1月 145P

1960年 2月 95p

1960年 3月 212P

1960年 6月 77p

永田登三 パトリア書店 1960年 8月 9Sp 

広島県地域婦人 196日年9月 37p 

団体連絡協議会

ソピエト広報局編 ソピエト社会主 1960年9月 149P 

義共和国連邦大

使館

谷川雁，吉本隆明，現代思潮社 1960年10月 230p 

埴谷雄高，森本和

夫，梅本克己，黒

田寛ー

エヌ・エス・フル ソピエト社会主 1960年11月 62P 

シチョフ 義共和国連邦大

使館

三枝康高

土門挙

桜楓社出版 1960年11月幻7p

研光社 l何日年11月 96p 

日本平和委員会 1960年12月 32P 

鈴木慶雲著 わんや書店 1960年12月 94P

日本平和委員会編 日本平和委員会 1960年12月 96p 

集 72p

日本共産党中央委 日本共産党中央 1960年

員会宣伝教育部・ 委員会出版部

文化部

96p 

川勝久編

蘇龍吉

ダヴィッド社 1961年1月 184P 

三一書房 1961年4月 247P 

筑摩書房 1961年4月 258p 

房書一一
一編部会社間新口

H毎

著

1961年5月 217P

大河内一男著 岩波書店 1961年6月 240p

亀岡大郎著 1961年9月 233P講談社

後藤豊治，池上正明治図書出版 1961年10月 209p 

道著

岡倉古志郎 岩波書店 1962年 1月 19Sp
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2026 

2027 

2028 

2日29

2030 

2日31

2032 

2033 

2034 

2J35 

2036 

2037 

2038 

2039 

2040 

2041 

2042 

2043 

2044 

2045 

2046 

2047 

2048 

2049 

一般図書・遂次刊行物・その他

生活禅

集団自論理

日本の革命路線 対立点とその解説

モ〆ン・セックス入門

御年代古墳

スタミナ白つく本

ゆるせない日からの記録

80年の歩み

新指圧入門

ピジネス催眠術入門

かくれた実力を発揮する法

氷柱・ある脅迫

国宝・重要文化財案内

三原郷土資料第四集

'II!佃家文書出火之覚

500万円の本

戦争体験

世界政治資料

人間一体

代官役年々定

一天衣無縫の悟道とその生涯

広告コピー入門

いまどきの若もの論

株式格言ABC

恐るべき公害 岩波新書521

生と死の妙薬

信念の魔術

日本を見なおす

森岡亀芳著

中井正一研究会

宮本次郎著

ロパート・ストリ

ート

青木尚雄訳

創元社

前市プリント社

新興出版社

荒地出版社

稲葉圭木編 本郷町教育委員会

本郷町観光協会，

沼田文化研究会刊

小池五郎著

ジャバンプレス写

真部，共同通信写

真部他

日本セメント紛

安部義雄著

山口彰著

多岐川恭著

光文社

安書房

主婦と生活社

講談社

河出書房新社

毎日新聞社

1962年4月

1962年 5月

1962年6月

1962年 6月

1962年 7月

1962年7月

1962年 7月

1963年3月

1963年4月

1963年4月

1963年4月

1963年5月

迫ロ慶之訳編 三原市教育委員 1963年5月

会，三原市郷土

安田武

村田太平著

V・O・シュワプ著

西尾忠久，木田宏

子訳

重松敬一著

野田功

庄司光，宮本憲一

著

レーチ~ノレ・カー

ソン著

青樹築ー訳

C ・M・プリスト

ル著

大原武夫訳

縮図豊之著
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文化研究会

野村証券

未来社

日本共産党中央

委員会

潮文社

ダヴィッド社

Fイヤモンド社

野田経済社

岩波書店

新潮直版

ダイヤモンド社

講談社

1963年 6月

1963年7月

1963年8月

1963年9月

1963年11月

1964年 1月

1964年3月

1964年4月

1964年 6月

1964年7月

1964年8月

233p 

9p 

205p 

254p 

23p 

238P 

95p 

136P 

246P 

245P 

219P 

434P 

12P 

l!Op 

250p 

48p 

264p 

321P 

308p 

270P 

209P 

309p 

265P 

250P 



一般図書

2C50 日本式育児法 松田道雄著 講談社 !964，年9月 213P

2051 禅りすすめ 佐藤幸治 講談社 !964年12月！97p

2052 エセー（1) モγテーニユ著 岩主主書店 1965年5月 415P

原二郎訳

2053 1分間健康法 市松謙二著 芸文社 !965年11月！86p

ェγピツころがしから舌出L法まで

2054 世代論 大野明男 三一書房 1965年11月 22!p

2055 四十からり健康 杉靖三郎著 実業之日本社 !965年11月 234p

2056 日常の家庭医学と民間薬食餌療法 日本家庭医学研究 日常出版 1966年5月 254P

会編

2057 おやじ対こども 松田道雄著 岩波書店 !966年7月 2泊6p

2058 脳行動のメカニズム 千葉康則 日本放送出版協 1966年7月 208p 

会

2059 菜食の効用 牛尾盛保著 光文社 1966年8月 215P

2060 仏教とマノレキジズム 稲葉裏著 創元社 1966年8月 226p

2061 日本人D生き方講談社現代新書90 星野芳郎，鶴見俊講談社 !966年9月 238p

輸著

2062 現代の名言 池田諭他著 ダイヤモγド社 !966年10月 228p 

2063 人聞の心のふしき’ 村松常雄著 講談社 1966年10月 202p

2064 頭の体操 多柑l輝著 光文社 !966年12月 214P

パズル・クイズで脳ミソを鍛えよう

2065 地方自治読本 磯村英一，星野光東洋経済新報社！966年12月 244p

東洋経済読本シリ－;;(!2 男編

2066 市場調査。実務要領 出牛正芳著 同文館 1967年1月！89p

2067 日本町医療は狂っている 水野肇著 三一書房 !967年1月 2日SP

三一新書557

2068 24時間強健法 三橋一夫 Fイヤモンド社 !967年2月 2!7p 

2069 日本文化の起源 江坂輝粥著 講談社 !967年3月！89p

2070 新編e真実とは何か 本多勝一著 未来社 !967年 5月 25!p

2日71 地獄の思想 梅原猛箸 中央公論社 !967年6月 247P

2072 発想法中公新書136 川喜田二郎著 中央公論社 1967年6月 202p

2073 予算分析の手引 自治体問題研究所 自治体研究社 !96T年 6月！95p

2074 社内報編集ハシドブック取材の仕方堀川直義箸 日本経営者団体！967年9月 257p 

連盟弘報部

2075 ツキとポカの科学 回多井吉之介著 現代書房 1967年9且 271P

2076 催眠一心D平安へり医学 池見酉次郎 日本放送出版協！967年10月 251P 

会

2077 自己催眠術 平井富雄著 光文社 !967年10月 2!5p

劣等感からの解放・ 6つの方法
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一般図書・逐次刊行物・その他

206P 

2C6p 

192p 

1967年11月

1968年6月

1968年 1月

実業之日本社

紀伊国屋書店

浪越徳治郎著

エーリ γヒ・フロ

ム著

懸田克朗訳

自分でできる 3分間指圧

愛するということ

2日78

2079 

2080 

277p 1968年 1月学芸書林粟津潔編若き創造者へ現代とり対話2日81

279P 1968年4月創元社三井但夫人体解剖学入門2C82 

224P 1968年4月岩波書店白木博次，佐野圭

司，椿J忠雄著

脳を守ろう2083 

301P 1968年6月

1968年7月

徳間書店

三省堂

小田実編

宇井純著

市民運動とは何か

公害の政治学水俣病を追って

三省堂新書30

2084 

216p 2085 

328P 1968年8月

1968年8月

現代ジャーナリ

ズム出版会

三一書房

鈴木敏夫

斎藤一郎著

採算点入門

戦後賃金闘争史（上）

敗戦から講和まで

2C86 

276P 2087 

129p 1968年8月三田蝋染堂三国嘉一広島碑林2088 

229P 1968年 9月講談社高橋長雄著る

一

探

い
を

な

問

L

町

証

気

3

保

病

也

を

と

一

日

康

B

営

明

健

ス

経

は

グ

い

有

向

学

ツ

強

繁

科

パ

に

D

D

一
吋
機
日

だ

ι
N
U
危

今

ら

プ

・

一

か

新

2089 

288p 1968年 9月ダイヤモγド社田辺昇一著2090 

344P 1968年9月現代ジャーナリ

ズム出版会

田村紀雄著日本のローカル新聞2091 

329p 1968年9月潮文社大山澄太著山頭火の手記漂泊の俳人2C92 

236p 1968年10月講談社田辺保著シモーヌ・ヴzイュ

その極限自愛の思想

健康食と危換食

2日93

248P 1968年11月潮文社河内省一著

自治と民衆

2094 

262P 1968年11月河崎斉，郷治光義，日本放送出版協

坂本耕一 会

2095 

210P 1968年12月

1968年12月

協版出送放本日

会

動草書房

磯村英一

磯田光一著

人聞にとって都市とは何か

比較転向論序説

ロマン主義白精神形態

2096 

316P 2097 

244P 1969年 3月三一書房榎並公雄著都市町時代2098 

209p 1969年3月日刊工業新聞社誠功著問題学誕生2099 

222p 1969年4月よヰーノレ出版社消費者問題研究会消費者をパカにするな2100 

194P 1969年4月講談社長谷章久著日本文学と風土2101 

407P 1969年5月新泉社鈴木三郎監修

信濃毎日新聞社編

問題の本質と実情現代の差別と偏見2102 

248P 

255p 

1969年5月

1969年5月

東洋経済新報社

光文社

木佐森吉太郎著

松本清張
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新版株式罫棋の見方使い方

内海の輪

2103 

2104 



一般図書

2105 島木健作 福田清ん矢野健清水書店 !969年6月！85p

ニ編

2106 都市の論理 羽仁五郎著 勤草書房 !969年6月 627p

2107 区画整理対策の実務 区画整理対策全国 自治体研究社 !969年7月！90p

連絡会議編

2108 現代ジャーナリズム論三一新書659 鈴木均著 三一書房 !969年7月 2!8p

2109 自己コントロール 成瀬悟策 大進堂 !969年7月 240P

2110 増補・うそつき食品 郡可篤孝著 三一書房 1969年7月 292p

2111 都市と娯楽 加藤秀俊著 鹿島出版会 1969年7月 24!p

2112 都市問題その現状と展望 佐藤武夫，西山知新日本出版社 1969年7月 444P

新日本選書20 三日編

2113 福山の史蹟めぐり 村上正名著 児島書店 1969年7月 167P

2114 有望株の発見法 浅井涌二郎著 ダイヤモンド社 1969年7月 238P 

2115 わが心の地図 岡部伊都子 創元社 1969年7月 232p

21日会員名簿 広島県呉三津田ケ 1969年8月 574P

丘同窓会

2117 マイナスをプラスにする自己暗示 高橋孝治著 実業之日本社 1969年8月 227p

2118 三日坊主 大原健二郎著 大和書房 1969年8月 221P

精神集中力・持続力を身につける本

2119 暮らしのなかり自然食 早野登美江著 自揚社 1969年9月 237p

2120 五十歳から白健康 塚原因雄，秋山房朝日新聞社 1969年9月 303p

雄，村地悌二，上

出弘之著

2121 絶対健康法 森下敬一著 大泉書店 1969年9月 236p

2122 キャッチフレーズ100年 武田勝彦著 潮文社 1969年12月 246P

秘められた日本人の心ー

2123 情報化社会の戦略言語 亀谷悟郎 東洋出版 1970年1月 28lp

2124 転向の論理 松原新一著 講談社 1970年l月 254P

2125 医師よ騎るなかれ 田村理一著 医事薬業新報社 1970年2月 272p 

稼ぎまくる白衣の商事主ー

2126 続・発想法中公新書210 月l喜回二郎 中央公論社 19初年2月 316P 

2127 道元入門 秋月龍蔵著 講談社 1970年2月 225p

2128 沖縄問題を考える 中野好夫編 太平出版社 1970年3月 334p

2129 短期必勝1000万円利殖術 岡部寛之著 徳間書店 1970年3月 230p

2130 鴎外白蝉 松本清張 光文社 1970年4月 322p

2131 情報整理学 川勝久著 ダイヤモンド社 1970年4月 276P 

一集める・捨てる・活かす技術

2132 . 70年代を考える 坂本二郎他著 潮文社 1970年4月 254p

2133 危険な医者・総点検 大壕仲著 ルック社 1970年5月 227P
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2134 黒い株価 藤田貞夫著 経済文芸社 1970年5月 257p

一信用取ヲ10活きた手引きー

2135 90CO万人は何を飲んだか 高橋脱正著 医事薬業新報社 1970年 6月 356p 

2136 グループパワー 週刊朝日 朝日新聞社 1970年 6月 354P

2137 景気と株価 松本和男 日本経済新聞社 1970年6月 30lp 

2138 これで病は治る 大浦孝秋著 人間医学社 1970竿6月 410P

2139 自然環境白保護 公害理論と実際 A ・I・グォロン ラティス 1970年 6月 405P

ツオフa A・Z・ 

ハグトノーパ著

杉山利子訳

2140 不良商品一覧表 日本消費者連盟編三一書房 1970年7月 316P

著

2141 よみがえれ地方自治 北日本新開地方自 動草書房 1970年7月 482p

治取材班編

2142 医療事故解決の法律実務 饗庭忠男著 ダイヤモンド社 1970年8月 324P 

2143 親と子 詑摩武後，松原治至文堂 197日年 8月 302p 

郎編

2144 欠陥商品 巻正平 三一書房 1970年 8月 240P

2145 公害にいどむ新日本新書110 丸尾博箸 新日本出版社 1970年8月 211P

水島ヨシピナートとある医師りたた

~山、

2146 ひとりでやる 3分体操 三橋一夫著 青春出版社 1970年 8月 228p

2147 公害の克服 一半谷高久著 三省堂 1970年 9月 202P

2148 地域経済と流通近代化 通商産業省企業局大蔵省印刷局 1970年 9月 210P

編

2149 不可視のコミュー γ 野本三吉著 社会評論社 1970年9月 286p

2150 公害の子ら 西村安子著 講談社 1970年10月 262P

2151 公害列島その実態と解決り道 日本共産党中央 1970年10月 220p 

委員会出版局

2152 公務労働現代に生きる自治体労働者芝田進午編 自治体研究室 1970年10月 350p

2153 続・能の面 鈴木鹿雲著 わんや書店 1970年10月 122p

2154 鼎談人類は滅びるか 今西錦可， Jll喜田筑摩書房 1970年10月 216P

三郎，小松左京著！

2155 農村田生活と健康 若月俊一著 協同組合経営研 1970年10月 258p 

学習シリーズ「生活と協同」 5 究所

2156 p 0 P広告1110キメ手 島田陽介 同文館出版 1970年10月 272P

2157 自己改善法 L・M・レグロン著創元社 1970年11月 280p

小野浩三訳

2158 辞世の哲学 伊藤晃著 布井書房 1970年11月 255p

2159 食品公害と市民運動 藤原邦達 新時代社 1970年11月 319P

2160 都市の魅力 清水襲八郎，服部鹿島研究所出版 19初年11月 280P 

鎧二郎共著 会

2161 日本人の意識構造 会田雄次 講談社 1970年11月 216P
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2162 民主的自治体へり道憲法を〈らしり憲法改悪阻止各界自治体研究社 1970年11月 221P

なかに 自治体新書 連絡会議編

2163 株の体験 同F永漢 徳間書店 1970年12月 254p

2164 都市計画とはなにか 吉野正治著 三一書房 1970年12月 322p

2165 人問。魅力 田辺昇一 ダイヤモンド社 1970年12月 233p 

2166 医者にかかるまえに 高橋暁正著 亜紀書房 1971年2月 228p

2167 原子力発電岩波新書1日日 武谷三男編 岩波書房 1971年2月 206P

2168 1情報整理由技術 遠藤昭 実業之日本社 1971年2月 313P

2169 日本列島地方都市そり現実 奥田義雄他編 勤草書店 1971年2月 437p

2170 水の健康診断岩波新書777 小林純著 岩波書店 1971年2月初日p

2171 株の心理作戦 村井幸也 日本経替新聞社 1971年3月 22lp 

2172 観破力人に裏切られないために 浅野八郎著 徳間書店 1971年3月 230p

2173 〈すり公害 UP選書69 高橋脱E著 東京大学出版会 1971年3月 325p 

2174 公害・予測と対策 住民による京磁パ朝日新聞社 1971年3月 291p

イパス公害研究グ

ノレープ編

2175 裁く・民衆が日本の軍国主義を 小田実編 合同出版 1971年3月 219P

2176 中小企業とョンサノレティング 中谷道達著 ビジネス教育出 1971年3月 348P 

現代企業診断全集（第1巻） 版

2177 いのもの値段 菱沼従予著 文化出版局 1971年4月 243P

2178 医療抜本改草への方向 田村理一著 医事薬業新報社 1971年4月 253p 

2179 公害行政の総点検解決。道は？ 加治康三 合同出版 1971年4月 222p

2180 子どもの心と社会 滝沢清人著 芸林書房 1971年4月 316p

2181 誰が人類を滅ぼすか 小野満春著 KKベストセラ 1971年4月 239p 

一戦し、は始まっている ーズ

2182 都市と交通 クルマ社会への挑戦 平井都土夫著 新日本出版社 1971年4月 217P

2183 日本公害地図 NHK社会部編 日本放送出版協 1971年4月 294P 

会

2184 人間環境の諸問題 外務省経済局編 大蔵省印刷局 1971年4月 477p

2185 労務診断現代企業診断全集〈第5巻〕石川I淳ニ著 ビジネス教育出 1971年4月 367P 

版

2186 公害（下） 青年新書2 天谷和夫，宮崎一 日本育年出版社 1971年5月 174P 

郎，小林勲著

2187 災害は進化する あすの危投。総点検木村耕三著 講談社 1971年5月 254p

21飽食品公害 帆足養右著 文理書院 1971年5月 159p

2189 都市と市民 柴田徳衛，石原舜 日本放送出版協 1971年6月 294p 

介 会

2190 マスコミ大国を告発する 木椅哲夫 労働旬報社 1971年6月 298p

マ主主コミ 1971

2191 有害な子供食品 郡司篤孝著 アロー出版社 1971年6月 222P
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2192 欲望のコンピナート 飯田清悦郎著 医事薬業新報社 1971年6月 228P 

2193 われらいかに死すべきか 松田道雄著 暮しり手帖社 1971年6月 275P

2194 新しい都市の人間像 R・ィールズ， c・ 鹿島出版会 1971年7月 271P

ワトソソ編

木内信蔵監訳

2195 汚染犯罪を追及する 公害取材記者グル医事薬業新報社 1971年7月 244P 

ープ

2196 自然と暮らす健康法 神山恵三著 文潮出版 1971年7月 230p

環境変化白適応力をつける

2197 斜陽都市 高橋潤三郎著 光文社 1971年7月 284p

あなたりマチは生きのこれるか

2198 数字でみる観光 運輸省観光部監修 日本観光協会 1971年7月 93p

2199 続・株で儲けろ 町田恒男著 広済堂出版 1971年7月 229p

2200 はじめにイメージありき 木村重信著 岩波書店 1971年7月 221P

原始美術D諸相

2201 病気ノイローゼ 武田専著 KKベストセラ 1971年7月 232p 

ーズ

2202 2 ガ入門精神が肉体を自由にできる沖正弘著 光文社 1971年7月 243p

22日3 草新首長と自治体労働者 自治体研究社 1971年8月 94p

2204 現代の倒産 日経新書148 小林武彦著 日本経済新聞社 1971年8月 212P 

2205 社会調盃入門 日経新書147 飽戸弘著 日本経済新聞社 1971年8月 211P 

2206 新訂・株で儲けろ 町田恒男著 広済堂出版 1971年8月 252P

2207 戦後文学覚え書 西野辰吉著 三一書房 1971年8月 232P

党をめぐる文学運動の批判と反省

2208 足で書いた経済ニュース 江上経雄著 自由国民赴 1971年9月 225p

2209 誤れる現代医学 橋本行生著 創元社 1971年9月 296P

病者におくるー医師の実践記録

2210 子ども白書（1971版） 日本子どもを守る 子どもりしあわ 1971年9月 394p 

会編 せ刊行会

2211 三分間心身強健法 銭天牛著 日本文芸社 1971年9月 253p

2212 日本的経営（集団主義の功罪） 間宏著 日本経済新聞社 1971年9月 204p 

2213 破壊のマーケティング 吉田貴一，工藤恒 ダイヤモシド社 1971年9月 256p 

プー』て

2214 やさしい情報整理学 かいきよみち著 社会思想社 1971年9月 270p

2215 医者にかかる人の法律知識 波奈土昇著 医事薬業新報社 1971年10月 316P 

2216 県民性 祖父江孝男著 中央公論社 1971年10月 216P

2217 公害の経済衝撃 清捕雷作著 講談社 1971年10月 225p

2218 •L＇のグセ 広瀬米夫著 日本生産性本部 1971年10月 259p 

2219 サイドビジネス・タブー集 大矢息生著 白馬出版 1971年10月 254P

2220 死に絶えた風景 鎌田態著 ダイヤモYド社 1971年10月 274P 

一日本資本主義の深層から
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2221 情報東京大学公開講座13 加藤一郎著 東京大学出版会 1971年10月 372p 

2222 人体ツポの研究 芹沢勝助著 ごま書房 1971年10月 254P

222~ 幹部のためD損得学入門 千住鎮雄 日本能率協会 1971年11月 267p

2224 公害から身を守る医学知識 清水忠彦著 日本実業出版社 1971年11月 222P 

2225 災害＂°＂＇チ脱出法 主婦の友社編 主婦の友社 1971年11月 222p

2226 四柱推命入門＜年表増補改訂＞ 新章文子著 青春出版社 1971年11月 223p

2227 店舗診断 井関純著 ピジネス教育出 1971年11月 259p 

現代企業診断全集 7 版社

2228 日本人はどこから来たか 樋口隆長著 講談社 1971年11月 2llp

2229 人間とは何か 飯島宗一，加藤秀 日本経済新聞社 1971年11月 283P 

俊編

2230 改訂新版・薬の効用 佐久間昭著 講談社 1971年12月 287p

薬を正しく使うための薬理学

プノレーバッグス B-183

2231 茶道の心理学 安西二郎著 淡交社 1971年12月 26~p

2232 日本人研究第2巻 板坂康弘著 流動 1971年12月 289p

2233 日本文化および日本人論 深作光貞 三一書房 1971年12月 246p

2234 人間と環境 加藤一郎他著 東京大学出版会 1971年12月 329p 

2235 病気の社会史文明に探る病因 立川昭二著 日本放送出版会 1971年12月 266P 

2236 欲望産業 片方善治編 毎日新聞社 1971年12月 312P

2237 首輸のない猟犬たち・トップ屋 中島宏著 産報 1972年 1月 197P

2238 現代の革命の論理 羽仁五郎 自由国民社 1972年 l月 293p

2239 この後に続く者へ 扇谷正造著 産業能率短期大 1972年 1月 387p 

学出版部

2240 三年倍増の株式投資法 田中穣著 実業之日本社 1972年 1月 245P

2241 情報ランチ白調理士たち・雑誌編集者中島宏著 産報 1972年 1月 221P

2242 資料・水質保全 西川喬 山海堂 1972年 1月 420P

2243 「やまとだましい」の文化史 斎藤E二著 講談社 1972年 1月 330P

2244 世直しり倫理と論理（上・下） 小田実著 岩波書店 1972年 1月 224P

2月 256p

2245 エコロジー入門講談社現代新書271 ポール・B・γァー講談社 1972年2月 246P

ズ著

柳田為正訳

2246 女の頭と心 源氏鶏太 青春出版社 1972年2月 231P

2247 株の発想 郎永漢 日本証券新聞社 1972年2月 230p 

2248 公害防止の技術と法規水質編 通商産業省公害保産業公害防止協 1972年2月 368, 

安局監修 会 22np 

2249 図表デザイン入門 馬場雄二著 講談社 1972年2月 325p

グラフ白見方・表わし方

2250 声相学入門 十一条龍樹著 潮文社 1972年2月 220p
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2251 続・人体ツポの研究 芹沢勝助著 ごま書房 1972年2月 229p

2252 日本の風土と文化 会田雄次著 角川書店 1972年2月 275P

2お3 広島県の歴史 後藤陽一 山川出版社 1972年2月 227P

2254 民族の起源 小林行雄著 塙書房 1972年2月 238p

2255 私の中の日本 古谷綱武 六蜜書房 1972年2月 261p

2256 私の中町私たち 乾孝著 いかだ社 1972年2月 222p

一認識と行動の弁証法一

2257 市民として家庭時評・家庭 松田道雄著 毎日新聞社 1972年3月 289p

2258 続・電通公害論 猪野健治編 日新報道 1972年3月 215p

政治権力と癒着する広告大国

幻59 組織情報と組織媒体の研究 田村紀雄 社会思想社 1972年3月 310P

2260 地成政治と住民 秋元議E郎著 潮出版 1972年3月 192P

2261 日本人のイメージ構造 岡田晋著 中央公論社 1972年3月 178P

2262 人間，こり非人間的なもの なだいなだ著 筑摩書房 1972年3月 283p

2263 無援の前線一教育へ逆射するもの一村田栄一著 社会評論社 1972年3月 373P

2264 オヤジの戦後ージャーナリストは戦鈴木均著 産報 1972年4月 260P

争を忘れないー

2265 壁に挑む教師たち 兵庫県立湊川高校三省堂 1972年4月 211P

教師集団著

2266 現代日本人 安部公房，堤清二毎日新聞社 1972年4月 206p

他

2267 好音心と日本人 鶴見和子著 講談社 1972年4月 229p

2268 常識のウソ 石垣純二著 文芸春秋 1972年4月 252P

2269 情報術入門 安川秋一郎著 ピクトリー出版 1972年4月 313P 

2270 たった一人の反乱 丸谷才一著 講談社 1972年4月 501p

2271 なにが環境り危機を招いたか パリー・コモナー講訣社 1972年4月初日p

エコロジーによる分析と解答 著

安部喜也，半谷高

久訳

2272 四日市・死の海と闘う 岩波新書820 田尻宗昭著 岩波書店 1972年4月 206p

2273 かけがえのない地球 バーバラ・ウォ一 日本総合出版機 1972年5月 354P 

ド，ノレネ・デュポ構

ス著

人間環境ワーキン

ググノレープ環境科

学研究所訳

2274 危険な幼稚園教育 村山貞雄著 産報 1972年5月 272P

子どものために親が読む木

2275 薬・この危険な副作用 高橋暁E，平沢E KKベストセラ 1972年5月 286p 

夫著 ーズ

2276 現代ジャーナロズム入門 扇谷正造著 角川書店 1972年5月 354P

-154ー



一般図書

2277 公害の政治経済学 都留重人著 岩投書店 1972年5月 222P

2278 自然食白すすめ 寺島文夫著 実業之日本社 1972年5月 254P

2279 10大都市時代めざめる自治体と市民高寄昇三著 日本経済新聞社 1972年5月 177p 

2280 成長町限界 ドラネ・ H ・メド ダイヤモシド社 1972年5月 203p 

ローマクラプ「人類D危騰」レポー ウズ，デユス・L・

ト メドウズ， fャー

ガY・ラーンダズ，

ウィリアム ・W・

ベアランズ3世著

2281 地方史り思想 芳賀登著 日本放送出版協 1972年5月 284p 

会

2282 日本の医療を告発する 日本の医療を告発亜紀書房 1972年5月 382p

するすべて白人々

白つどい編

2283 日本文化白構造論集・日本文化I 梅樟忠夫，多国道講談社 1972年5月 235p

2284 太郎編 9月 235p

2285 人聞の地理学 浅井得一箸 玉川大学出版部 1972年5月 254P 

2286 はだか沖縄 青い海出版社 六月社書房 1972年5月 286p

2287 pc  B汚染の恐怖 加賀節著 果林企画 1972年5月 302P

ーカネミ油症の島からのレポート

2288 文明白解体 三石厳 太平出版社 1972年5月 251P

2289 用途地域と住民 都市計画研究会編 自治体研究社 1972年5月 1sop

2290 愛の原点 村山徳和監修 日本ロータリー 1972年6月 211P 

相手の恋愛心理を知るために セ γター出版局

2291 当らん当り当る当る当れ当れ 小谷正一著 産業能率短期大 1972年6月 363P 

一喝采り実証一 学出版部

2292 ある軌跡未来社初年目記録 松本昌次編 未来社 1972年6月 204P

2293 医ーその騎りと退廃 朝日新聞社編 朝日新聞社 1972年6月 315.

41P 

~~：5 4 老い（上・下巻） ボーヴォワーノレ著人文書院 1972年6月 322P

朝吹三官訳 382P 

2296 環境白書（昭和47年版） 環境庁編 大蔵省印刷局 1972年6月 448p

2297 現代の児童文学中公新書289 上野瞭著 中央公論社 1972年6月 227p

2298 現代を聞い直す旅海外の市民運動 松井やより著 朝日新聞社 1972年6月 321P

2299 公害教育の実践 15年四記録一 鈴木煩恭著 察明書房 1972年6月 262p

23日D 公害と基本的人権 松本昌悦著 敬文堂 1972年6月 216P

2301 公害列島70年代 宇井純著 亜紀書房 1972年6月 254p

2302 ジャーナリストに何が可能か 鈴木均著 三一書房 1972年6月 231p

2303 日本人D探究 会田雄次編 日本能率協会 1972年6月 初 旬

「日本再発見」のすすめ

2304 日本の「道」 林屋辰三郎，上回講談社 1972年6月 294P

正昭，山田宗陸
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2~05 日本文化と陸界 梅樟忠夫，多国道講談社 1972年6月 227P

太郎

23C6 日本列島改造論 田中角栄著 日刊工業新聞社 197反f'6月 219p 

2307 野たれ死の思想 佐藤友之著 エーノレ出版社 1972年 6月 229p

2308 われらにとって教育とはなにか 無着成恭，阿部進湖文社 1972年6月 215P

著

2309 ある聖医伝 宿林正之 筑摩書房 1972年7月 223p

2310 意識のなかの日本 日高六郎著 朝日新聞社 1972年7月 286p

2311 忙しい人の健康医学 名和能治著 日本能率協会 1972年 7月 230p

2312 s Fに何ができるか ジュディス・メリ 昌文社 1972年 7月 207p

ル著

浅倉久志訳

2313 大気汚染と健康 丸屋博，安賀昇，橋新日本出版社 1972竿7月 206p

本卓，工藤淘二著

2314 会社四季報で儲ける法 阿部寛之著 東洋経済新報社 1972年7月 246p 

2315 現代の自治体 自治体問題研究所 自治体研究社 1972年7月 300p

編

2316 混沌の中から未来を 野呂重雄 一ツ橋書房 1972年7月 285p

2317 L十さの日本文化 多国道太郎著 筑摩書房 1972年7月 231p

2318 市民参加 本田弘 日本経済新聞社 1972年7月 195P 

2319 消費者貧乏の追跡一日本人四欲求不矢野誠也，山崎充東洋経済新報社 1972年7月 274P 

満はどこから来るか 著

2320 図でみる環境白書 環境庁企画調整局第一法規出版 1972年 7月 129p

編

勾21 滝川恵清写真集 17年自の訪問 滝川恵清著 柏樹社 1972年7月 62P

森永ヒ素ミノレグ中毒白こどもたち

2322 日常り生態学 水野寿彦著 築地書館 1972年7月 171P

2323 日本文化。表情 梅梓忠夫，多田道講談社 1972年7月 227p

太郎編

2324 人間環境宣言 環境科学研究所編 日本総合出版機 1972年 7月 76p 

構

2325 pc Bの記録 磯野直秀編集 資料通信 1972年7月 207p

2326 労働のなかの復権 熊沢誠著 三一書房 1972年7月 261p

2327 わが存在町底点から 甲田寿彦 大和書房 1972年7月 289p

2328 親と子と教師の願い 広教組三原地区 1972年 8月 69P 

三原市町教育白書 支部三原支区

2329 海洋の汚染 清水誠著 築地書館 1972年8月 151P

＜生態学と地球化学の視点から＞

2330 健康をもとめて（老年期） 小野三前著 不昧堂出版 1972年8月 207P

2331 現代社会と公害公開自主講座「公害宇井純，戒能通孝，勤草書房 1972年 8月 276p

原論」第2学期1 坂東克彦，宮本憲

一，荒畑寒村著
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2332 公害前線を採る 主婦のゴミ白書 サングループ編 自治日報社出版 1972年8月 287P 

局

2333 コミュニティ・メディア前 田村紀雄 現代ジャーナリ 1972年8月 270p

ズム出版会

2334 自然食療法 森下敬一 鶴書房 1972年8月 214P

健康をつくる献立と料理法

2335 住民のための地方自治 宮元義雄著 第一法規出版 1972年8月 263p

その実験と展開

2336 精神公害 斎藤茂太箸 主婦と生活社 1972年8月 234p

犯されているのは肉体だけか

2337 瀬戸内からの報告 中国新聞唯編 未来社 1972年 8月 331P

「公害」に蝕まれる人聞と自然

2338 底辺からの告発 野添憲治著 評論社 1972年8月 275p

2339 人間への挑戦 三石巌著 現代評論社 1972年8月 313P

公害時代¢健康管理学

2340 マーケティング情事鴻g使学 小嶋庸靖著 ダイヤモソド社 1972年8月 39!p 

2341 若者へのきょうなら 川上源太郎著 潮出版社 1972年8月 206p

2342 私。教科書批判 丸谷才一，松本清朝日新聞社 1972年8月 324P

張他

朝日新聞牡編

2343 株価の秘密 小林正和 産報 1972年 9月 270p

2344 環境の科学 宝月欣二，吉良竜 日本放送出版協 1972年 9月 409p 

夫，岩城英夫編 会

2345 教科書焼いちぞった 安藤正昭編 産報 1972年 9月 254p

ぽ〈らは大人たちり子どもではない

2346 自分でわかる体の診断 杉山四郎編 青春出版社 1972年 9月 325P

2347 正法眼蔵随聞記 山崎正一校注 講談社 1972年 9月 348P

現代語訳

2348 大国ニ y ポンの悲劇 ポー・グンナーソ 文芸春秋 1972年9月 413P

ノレポノレタージュ・公害先進国 ン箸

ピャネーノレ多美子

訳

幻49 地域経済要覧（1972年版） 経済企画庁調査局経済企画協会 1972年日月 369P 

編

2350 ちぐはぐな部品 星新一著 角川書店 1972年 9月 272p

2351 日本史の虚像と実像 和歌森太郎 毎日新聞社 1972年9月 334P

2352 パラドックス論理分析への招待 中村秀吉著 中央公論社 1972年 9月 214p

中公新書297

2353 ユダヤ商人のみた日本的思考法 アプラ J、ム・シフ 日新報道 1972年 9月 213P

2354 若返り自然食ーしあわせの献立ー 飯塚律子著 竪省堂 1972年9月 267p

2355 安全食品 郡司篤孝著 ピジ不ス社 1972年10月初日p
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2356 お多美さんm新聞 大岡清 フォトにっぽん 1972i手10月 201P 

社

2357 環境権の考え方 村田喜代治著 産業能率短期大 1972年10月 295p 

学出版部

2358 健康管理百科 杉靖三郎，水野肇， ダイヤモンド社 1972年10月 417P 

窪田登編

沼田現代科学と公害 宇井純他漏 動草書房 1972年10月 326P

公開自主講座「公害原論」第2学期

2360 扱独の考察ー現代人の心と行動 相場均著 平凡社 1972年10月 261P

2361 さあ大変／ Q)医学 構図弘著 どま書房 1972年10月 227p

救急車が来るまでの緊急処置法

2362 思想史の周辺 久野収代著 人文書院 1972年10月 314P

久野収対話集・戦後の渦の中で3

2363 市民と医療講座・現代田医療l 川上武，中Jll米造 日本評論社 1972年10月 282p

編

2364 情報り読み方 井上如著 日本経済新聞社 1972年10月 191P 

2365 植物たちり生 沼田真著 岩波書店 1972年10月 234P

勾66 真実とはなにか 田英夫著 社会思想社 1972年10月 213P

2367 生活に役立つ心理学 松本順著 ダイヤモンド社 1972年10月 273p 

2368 立ちあがる地方中央集権に抗して 五十嵐官英著 日本経済新社 1972年10月 193p

2369 地球村の戦争と平和 マーシャノレ・マク 番町書房 1972年10月 253p

Jレーハソー クェソ

テ，fY ・フィオー

／レ，ジェローム・

エイゲノレ著

広瀬英彦訳

2370 都市虚構論 池田亮二 鹿島研究所出版 1972年10月 200p 

会

2371 日本の体質 朝日新聞社編 朝日新聞社 1972年10月 268p

2372 人聞こD不可思議なもの 読売新聞社 1972年10月 338p

2373 民間医療法入門お医者いらずの本 現代民間医療研究東京スポーツ新 1972年10月 252P 

会編 聞社

2374 迷宮として白人間 中野美代子著 潮出版社 1972年10月 257p

2375 新しい市民戦線 久野収 人文書院 1972年11月 327p

2376 新しきプロメデウスたち ロパート・S・デロ 番町書房 1972年11月 317P

現代科学の創造力と破壊力 タプ著

八杉竜一，八杉貞

雄訳

2377 医学を考える潮新書93 水野肇著 潮出版社 1972年11月 230p

~：~： 岩波講座現代都市政策(I E・別巻〉 松下圭一他 岩波書店 1972年11月 284p

73年11月 -380p 

2390 株式実践教室 阿部寛之 マネーピル出版〔1972年11月〕 171P

部
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2391 現代への視角 松田道雄，五木寛三一書房 1972年11月 297p

之，久野収

2392 公害にいどむ瀬戸内住民 日本科学者会議瀬 日本科学者会議 1972年11月 228p 

第 1回瀬戸内シンポジウム由記録 戸内委員会編繰 瀬戸内委員会

2393 公害保健読本 山本宜正編 中央法規出版 1972年11月 523p

2394 こどもの四季 加太こうじ，滝平河出書房新社 1972年11月 193p

二郎

2395 座談会 日本の朝鮮文化 司馬遼太郎，上田中央公論社 1972年11月 374P

正昭，金達寿編

2396 消費者運動宣言一億人が告発者に 竹内直一著 現代評論社 1972竿11月 206P

2397 丈夫な体をつくる東洋の秘法 松田隆智著 佼成出版社 1972年11月 205p

2398 親驚道元目撃 池田諭 産報 1972年11月 273p

2399 図説・公害防止ハンドプッグ 編集委員会編 日刊工業新聞社 1972年11月 4日9p

2400 政府刊行物等総目録’73 政府刊行物等普及 1972年11月 188p

強化連絡懇談会編

2401 戦争商売兵器売買の内幕 ジ豆ージ・セイヤ 日本経済新聞社 1972年11月 244p 

一著

田口憲一訳

2402 他者催眠 守部昭夫 KKベストセラ 1972年11月 245P 

-;( 

2403 長生き89白ヒント 石垣純コ著 双葉社 1972年11月 252p

2404 日本史の東と西 高橋富雄 創元社 1972年11月 213p

2405 日本人目再発見 和歌森太郎他著 弘文堂 1972年11且 258p

2406 日本人D知恵白構造 樋口清之 講談社 1972年11月 232p

2407 「人間らしさ」の構造 渡辺昇一 産業能率短期大 1972年11月 223P 

学

2408 仏像 青山茂，入江泰吉保育社 1972年11月 190p

著

2409 料理ぎらいの料理の本 今回美奈子著 主婦と生活社 1972年11月 190p

2410 わたしの解放 辺境と底辺の旅 富山妙子著 筑摩書房 1972年11月 373P

2411 新しい都市づくりを求めて 日本科学者会議綿新日本出版社 1972年12月 342P

2412 危ない医者・危ない病院 九鬼亮康著 ~－ル出版社 1972年12月 222P

2413 株式必勝セミナー 浅井涌二期 カルチャー出版 1972年12月 243P 

社

2414 株。実戦どうすれば自分で銘柄を選小林正和著 産報 1972年12月 277P

＂＂＇るも、

2415 苦海浄土わが水俣病 石牟礼道子著 講談社 1972年12月 330p

2416 原説・般若心経 高橋信次著 フェイス出版 1972年12月 297P

2417 消費者自権利 正田彬 岩波新書 1972年12月 213P

2418 瀬戸内からり告発 よみがえれ青い海日本経済新聞社編 日本経清新聞社 1972年12月 246P 
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~d~~ 瀬戸内海汚染
星野芳郎 岩波書店 1972年12月 202P

197咋 2月 202p

2421 禅語百選 松原泰造著 祥伝社 1972年12月 232p

今日に生きる人間への啓示

2422 続・頭のいい583の実用集 ホームライフセミ 青春出版社 1972年12月 235p

ナー編

2423 続・現代科学と公害公開自主講座 石川哲，若月俊一，勤草書房 1972年12月 332p

「公害原論」第2学期3 半谷高久，石田好

数，宇井純

2424 地球からの発想 樋口敬二著 新潮社 1972年12月 28!p

2425 ドイツ草命 野村修著 平凡社 1972年12月 388p

2426 日本列島の前衛科学 斉藤守弘著 大陸書房 1972年12月 238p

2427 マスコミ現代史’70 日本マスコミ市民社会思想社 1972年12月 360p

会議編

2428 歴史と人間 朝日新聞社編 朝日新聞社 1972年12月 329P

2429 われらみなジャーナリスト 鈴木均 第三文明社 1972年12月 222P

2430 アウシュピッツの時代 羽仁五郎著 潮出版社 1973年l月 266p

2431 お医者いらずの本 現代民間医療研究 東京スポーツ新 1973年1月 252p 

会編 聞社

2432 地域開発はこれでよいか 宮本憲一著 岩波書店 1973年1月 242P

2433 地に棲む記録 椋鳩十著 ダイヤモソド社 19何年1月 276P 

辺境の思想・底流町情念ー

2434 現代社会と人間現代日本の共同体1 勝村茂著 学陽書房 1973年1月 3日5P

2435 国家現代日本の共同体5 河原宏編 学陽書房 1973年1月 297p

2436 庶民白戦後生活編 山岡明著 太平出版社 1973年1月 264P

戦後大衆雑誌にみる

2437 新全国総合開発計画（増補） 経済企画庁編 大蔵省印刷局 1973年 1月 Sip

2438 教育公害論 伊藤忠彦著 布井書房 1973年2月 205P

2439 現代日本の階級意識 安田三郎 有斐閣 1973年2月 230p

2440 工場日記 シモーヌ・グェイ 講談社 1973年2月 265p

ユ著

田辺保訳

2441 都市 羽仁五郎著 岩波書店 1973年2月 268P

2442 浪花老議長おおさかこのごろ 鈴木二郎著 創元社 1973年2月 205p

2443 日本町洗剤そり総点検 柳同尺文正著 積文堂出版 19何年2月 287p 

中性洗剤から石鹸へ

2444 日本の野人たち 桜井正信 日本生産性本部 1973年2月 246P 

2445 平和・権力・自由 久野収著 人文書院 1973年2月 313P

久野収対話集・戦後の渦の中で2

2446 現代日本の差別構造 高杉晋吾著 三一書房 1973年3月 312P

2447 ~ ＂＇ピナート列島 本間義人著 現代評論社 1973年3月おSP

改造される側の現実
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2448 市民自暦 小田実，鶴見俊輔，朝日新聞社 1973年3月 405P

古川勇一編

2449 社会主義と人間 菊地昌典 湖出版社 1973年3月 294P

2450 職場職業社会現代日本の共同体4 兼子宙編 学陽書房 1973年3月 258p

2451 親鷲 野間宏著 岩波書店 1973年3月 214P

2452 数学の世界 森毅，竹内啓著 中央公論社 1973年3月 272P

2453 生活優先の原理 松原治郎 講談社 1973年3月 205P

2454 大衆文化の創造 江藤文夫，鶴見俊研究社出版 1973年3月 319P

輔，山本明編

2455 父心 高瀬広居著 双葉社 1973年3月 235P

2456 知的好奇心 波多野誼余夫，稲中央公論社 1973年3月 190p

垣佳世子

2457 地方復権白思想 手島孝 西日本新聞社 1973年3月 279P

2458 都市はどうなる新日本新書171 遠藤晃著 新日本出版社 1973年3月 199p

2459 都市を住みょくできるか 三村浩史著 日刊工業新聞社 1973年3月 216P 

人間・環境・技術シリーズ3

2460 何を食べたらいい 読売新聞婦人部著エール出版社 1973年3月 221p

2461 日照権 楠本安雄著 日本経済新聞社 1973年3月 180P 

2462 日本人の意識改造 巻正平 双葉社 1973年3月 230p

2463 日本のユートぜア コートピア双書1 水津彦雄著 太平出版社 1973年3月 262P

2464 ふるさととは何か 西日本新聞社編 未来社 1973年3月 246P

臥陀・対馬・由布院を行く

2465 よそもの連合太平記 小沢遼子著 筑摩書房 1973年3月 275p

2466 親と子東京大学公開講座 加藤一郎著者代表東京大学出版会 1973年4月 320p 

2467 街道 山と渓谷社 1973年4月 199p

2468 解放へ白十字路 むのたけじ 評論社 1973年4月 455p

2469 義民 横山十四男 三省堂 1973年4月 200p

2470 現代経済を考える岩波新書856 伊東光晴著 岩波書店 1973年4月 218P

2471 現代雑誌論 清水哲男著 三一書房 1973年4月 205p

2472 公害被害者の論理公開自主講座 恩田正一，甲田芳勤草書房 1973年4月 303p

「公害原論」第2学期4 彦，水上勉，石牟

礼道子，渡辺栄蔵，

橋本十一郎著

2473 光化学スモッグ 高橋耽正，金戸其三一書房 1973年4月 258p

二，花村君枝著

2474 食品・薬品公害 高橋賊E，藤木英有斐閣 1973年4月 374P

消費者主権確立への闘いりすすめ 雄，森島昭夫，杭

沢文徳著

2475 戦争からの教訓 久野収著 人文書院 1973年4月切7P

久野収対話集・戦後四渦町中で4

2476 地方都市町再開発 鉄川与八郎 日本生産性本部 1973年4月 297p 
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2477 予測・日本経済 矢野誠也著 Fイヤモγド社 1973年4月 277p 

3年後・ 5年後・ 10年後一

2478 ヨーロ 9''1E雲記 弟子丸泰仙著 読売新聞社 1973年4月 334p

2479 NHK受信料拒否の論理 本多勝一著 未来社 1973年5月 235p

2480 株式売買術 阿部寛之 マネーピノレ出版〔1973年 5月〕 171p

部

2481 共同討議 日本人の風土 共同通信社文化部新人物往来社 1973年5月 318P

編

2482 極限状況における人間 五味川純平著 三一書房 1973年5月 274P

2483 試行として白ユートピア 山口富夫著 太平出版社 1973年5月 252p

2484 集中豪雨新しい災害と防災 斉藤銃一，奥田節 目本放送出版会 1973年5月 285p 

丸斉藤亮平著

2485 多摩川の自然を守る 三省堂新書120 横山理子編 三省堂 1973年5月 200P

2486 地域占士会現代日本の共同体3 勝村茂編 学陽書房 1973年5月 301P

2487 道元禅入門 田里亦無著 産業能率短期大 1973年5月 239p 

学出版部

2488 都市が滅ぼした川 加藤辿著 中央公論社 1973年5月初7p

多摩川り自然史中公新書325

2489 日本人り行動様式 荒木博之著 講談社 1973年5月 185p

2490 日本仏像100選 町田甲一編 秋田書店 1973年5月 277P

2491 人間浮浪考 野垂れ死の系譜 高木護著 財界展望新社 1973年5月 259p

2492 人間を考えた薬の話 大木幸介著 講談社 1973年5月 246P

2493 赤旗戦略 永田久光 講談社 1973年6月 221P

2494 あなたの運勢 設楽幸聖著 KKベストセラ 1973年6月 250p 

ーズ

2495 株に勝つ本 宮沢幸朔 産報 19何年6月 214P

2496 食品公害添加物の恐怖 郡司篤孝著 亜紀書房 1973年6月 254P

2497 新聞月評 1972 須田禎一著 評論社 1973年6月 202P

2498 全集・戦後の詩第二巻 鮎川信夫他 角川文庫 1973年6月 398p

2499 続・常識のウソ 石垣純二著 文芸春秋 1973年6月 268p

2500 地方自治体と中小企業 政治経済研究所 新評論 1973年6月 373P

2501 テリトリー戦略 田岡信夫 ピジネス社 1973年6月 258p

2502 人間環境都市への実践 宮崎辰雄著 日本評論社 1973年6月 168p

一明日の地方自治

2503 人間学への試み 山田鹿児編 筑摩書房 1973年 6月 239p

2504 病人は告発している 朝日新聞社編 朝日新聞社 1973年6月 253P

朝日市民教室 日本の医療l

2505 医学は人を救っているか 朝日新聞社編 朝日新聞社 1973年7月 251p

朝日市民教室一日本の医療2

2506 いま学校てや） 朝日新聞社編 朝日新聞社 1973年7月 274P
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2507 海洋汚染

25日B カタストロフィーの理論

くその本質と全貌＞

2509 からだの雑学事典

2510 草白根に生きる

2511 くらしの中の男ご人

般図 書

神山茂夫，古屋館三一書房

子編著

野口広著

稲葉峯雄著

講談社

毎日新聞社

岩波書店

1973年7月 280p

1973年7月 291P

1973年7月 229p

1973年7月 232P

深沢七郎，小田実現代史資料セシ 1973年7月 202p

著 ター出版会

2512 続・日本白教育をどう改めるべきか 教育制度検討委員勤草書房 1973年7月 245p

会編

2513 都市からの出発地方都市の未来図 宮沢弘著 読売新聞社 1973年7月 27ip

2514 日本公害地図第三版

2515 日本人とは何か

2516 日本列島再発見

2517 ローリング健康法

2518 ある町の公害物語

元釜石市長12年のたたかい

2519 市場調査戦略

2520 医療を支える人びと

朝日市民教室一日本の医療3

2521 親と子と教師の願い

三原市の教育白書

2522 株大儲け定石集

2523 健康由経済学暮らしと医療

三省堂1新書121

2524 語録・編集鬼たち

2525 自然界99の謎

2526 食物の生態誌

2527 都会人ゆがんだ精神構造を探る

NHK社会部編 日本放送出版協 1973年7月 387p

会

中日新聞社文化部新人物往来社 1973年7月 208P 

清水馨八郎

蓑原右欣

鈴木東民著

八周知成

朝日新聞社編

岡部寛之著

野村拓著

江国滋著

春田俊郎

西丸震哉著

岩井弘融著

角川書店

平河出版社

1973年7月 302p

1973年7月 244p

東洋経済新報社 1973年8月 256P 

ビジネス社

朝日新聞社

1973年8月 243p

1973年8月 257p

広教温三原地区 1973年 8月 76p 

支部三原支区

徳間書店

三省堂

1973年8月 222p

1973年8月 186P

産業能率短期大 1973年8月 234p 

学出版部

産報

中央公論社

1973年8月 263p

1973年8月 250p

日本経済新聞社 1973年8月 190p 

2528 都市学入門 黒川紀章著 祥伝社 1973年8月 234P

この東京，この列島を蘇生させる術

2529 都市再開発と住民

2日O 都市の思想保存修景への指標

2531 日本人民全滅

2532 羽仁五郎対談集

2533 広島県人

遠藤晃，佐藤哲郎 自治体研究社 1973年8月 297p 

著

西川辛治著 日本放送出版協 1973年8月 392P 

会

われらの命を守る 日本シェル出版 1973年8月 252p 

会編

羽仁五郎著者代表潮出版社 19何年8月 215p 

村上正名 新人物往来社 1973年8月 242P 
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2534 マスョミ現代史’71 日本マスコミ市民社会思想社 1973年8月 276p

会議編

2535 妄想ニ yポン紀行 小松左京著 講談社 1973年8月 679P

高天原～伊勢～出雲

2536 わが文学，わが昭和史 椎名麟三他著 筑摩書房 1973年8月 195p

2537 労組幹部 芦村庸介 日新報道 1973年8月 316P

2538 かけ足D医療費 朝日新聞社編 朝日新聞社 1973年9月 246p

朝日市民教室 日本の医療4

2539 軍事学入門 小山内宏著 潮文社 1973年9月 242P

2540 荒廃をつくる構造 朝日新商社編 朝日新聞社 1973年9月 254P

朝日市民教室日本町医療5

2541 子ども白書 1973年版 日本子どもを守る 日本子どもを守 1973年9月 578P 

会編 る会

2542 自己トレー＝ング 野沢秀雄著 青春出版社 1973年9月 277p

2543 図説エポカ統計・資料’74 旺文社編 旺文社 1973年9月 338p

2544 地震列島 朝日新聞社編 朝日新聞社 1973年9月 237p

2545 地方消費者行政資料消費者行政（ Il) 経済企画庁消費者大蔵省印刷局 1973年9月 374P

行政課編

2546 不老学Dすすめ 湯沢薙彦，新宿尚有斐閣 1973年9月 264p

武，青木茂編

2547 未来はあるか 朝日新聞社編 朝日新聞社 1973年9月 294P

2548 革新自治体 サンケイ新聞自治学陽書房 1973年10月 308p

問題取材班

2549 家族という財産 古木俊雄著 いんなあとりつ 1973年10月 283P 

ぷ社

2550 公害と住民公害出版シリーズ1 河村博編集 日報 1973年10月 354p

2551 昭和48年版大阪府公害白書 大阪府生活環境部 1973年10月 505p

公害室

2552 生命むための科学 川上武著 大月書店 1973年10月 210P

国民文庫＜現代の教養＞sos

2553 世界史こぼれ話 1 三浦一郎著 角川書店 1973年10月 173P

2554 日本戦後詩の展望 小海永二 研究社 1973年10月 322p

2555 人聞を生きている 児玉隆也 いんなあとりつ 1973年10月 252P 

ぷ社

2556 般若心経 金問秀友校注 講談社 1973年10月 215P

2557 150万人の群像現代学生気質 読売新聞社文化部協同出版 1973年10月 254p

編

2558 広島の文芸 I 知的風土と軌跡 岩崎清一郎著 広島文化出版 1973年10月 203P

広島文化叢書5

2559 環境白地球化学 山県登著 大日本図書 1973年11月！SOP

環境科学ライプラ 9-3 
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2560 近郊都市 鈴木均著 日本経済新聞社 1973年11月 208P 

ある地方都市の戦後社会史

2561 こどもが危い（下） 「こどもの誠の会」 徳間書店 !973年11月 299p

21世紀にはばたく子を育てるために代表上回哲編

2562 社会福祉労働論 「福祉問題研究」 鳩の森書房

編集委員会絹

!973年11月 380p

2563 立ちあがった群像 朝日新聞社編 朝日新聞社 1973年11且 250p

朝日市民教室 日本り医療6

2564 地方政治・新時代 朝日新聞内政部 勤草書房 1973年11月 234p

2565 人間変革白思想 グリーンプックス 2 池田諭

2566 物価騒動を起こそう 三一新書804 大門一樹著

2567 ボディ占い入門 田口二川著

2568 別れの名文句愛と死の鎮魂歌 赤塚行雄著

2569 医者いらず自強法 原崎勇次著

身体の芯からっくりかえる本

2570 強精美容台所漢方 長塩容仲著

2571 古代食健康法

2572 3分間ひとり療法

2573 自由を子どもに岩波新書879

2574 証券会社とつき合う秘訣

2575 大衆戦略

2576 どう医療をよくするか

朝日市民教室一日本り医療7

2577 4二地の病理

2578 日本資源読本

平井小糸

刑部忠和著

松田道雄著

小林正和

石川弘義

朝日新聞社編

朝日新聞土地問題

取材班

黒岩俊郎編

大和出版販売 !973年11月 227p 

三一書房 !973年11月 2!8P 

虹有社 !973年11月 290p 

ベストセラーズ！973年11月 227P 

徳間書店 !973年12月 245p 

ごま書房 !973年12月 226p 

サユー出版 1973年12月 23日p

東京スポーツ新！973年12月 314P 

聞社

岩波書店 !973年12月 188P 

産報 1973年12月 232p 

KKベストセラ 1973年12月 248P 

ーズ

朝日新聞社 1973年12月 252p

合同出版 1973年12月 213p

東洋経済新報社 1973年12月幻3p

2579 百科事典操縦法

-1,000万人の情報整理学ー

梅梓J忠夫，加藤秀平凡社

俊，小松左京訳

1973年12月 195p

2580 マスコミレポート

操作されるマスコミー

2581 生きるとは何か

2582 汚染物質新日本新書186

2583 変わる地場産業 日経新書200

2584 草新自治体と学校

お85 過密過疎への挑戦

あすの地方自治をきする I

2586 経済記事。見方

2国7 古代人99の謎

マスコミ共闘，マ

スコミレポート編

集委員会編

島崎敏樹

長崎誠三著

山崎充著

大槻縫他編

伊藤普市編

黛弘道
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第一出版センタ 1973年12月 419P 

岩波書店 !974年1月 215P

新日本出版社 !974年1月 220p 

日本経済新聞社！974年1月 206p 

民衆社

学陽書房

!974年1月 204p

1974年 1月 324p

日本経済新聞社 !974年 1月 5!6p 

産報 !974年 1月 249p
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196P 1974年 1月日本経済新聞社

アロー出版社

寄本勝美

清水桂一著

ゴミ戦争2588 

204P 1974年 1月除毒料理法

食品公害時代・何をどう食べるか

2589 

300p 1974年 1月白馬出版田村紀雄都市の文化2590 

!88p 

243p 

1974年1月

1974年 1月

中央公論社

民衆社

富山和子著

「熔川虎三自治体

論集」編集委員会

編

水と緑と土

道はただーっこの道を

強川虎三自治体論集

2591 

2592 

22Jp 

308P 

1974年1月実業之日本社郎永漢49年お金儲けのタネ2593 

1974，年2月学陽書房

東京スポーツ新

聞社

松原治郎編

早島正雄著

住民参加と自治の草新

あすの地方自治をさぐる E
2594 

228P 1974年2月続・人間は病気では死なない2595 

3!5P 1974年2月朝日新聞社地方権力2596 

185p 1974年2月日本経済新聞社斉藤精一郎，松田

義幸著

日本の余暇マーケνト2597 

239P 1974年2月

1974年2月

KKベストセラ

ース

久保書店

小野満春著

中江克己著

生き残る道はあるか

瀕死の日本列島

人類安住の限界を探るF

人間滅亡の記録259唱

238p 2599 

249P 1974年3月講談社

角川書店

野国春彦他著新しい生物学2600 

624p 1974年3月高見固著いやな感じ2601 

294p 1974年3月学陽書房サンケイ新聞その構造と戦略卒新自治体2602 

254P 1974年3月広済堂出版町田恒男著株常識のワナ26C3 

207P 1974年3月青春出版社田口真堂奇門遁甲入門2604 

262P 1974年3月朝日新聞社松下竜一著火電阻止運動の論理陪閣の思想を26C5 

293p 1974年3月朝日新聞社朝日新聞経済部編経済政策の舞台裏2606 

242P 1974年3月岩波新書なだいなだ権威と権力26C7 

〔1974年3月〕 206P日本文芸社守部昭夫著催眠技術入門26C8 

626p 1974年3月講談社講談社編情報源（74年版）2609 

216P 1974年3月岩波書店上回篤著日本人とすまい2610 

228P 1974年 3月毎日新聞社富士正晴著日本の地蔵2611 

242P 1974年 4月創元社大阪文化振興研究

会編

大阪の文化を考える2612 

203P 1974年4月日本放送出版協

会

入谷敏男著環境心理学への道 NHKプックス2032613 

222P 1974年4月実業之日本社三石巌健康長寿法2614 

245P 

266P 

1974年4月

1974年4月

日本放送出版協

会

三省堂

藤本浩之著

外山滋比古他編
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子どもの遊び空間

人間町発見E戦争の不条理

2615 

2616 



2617 

2618 

2619 

2620 

2621 

2622 

2623 

2624 

2625 

2626 

2627 

2628 

2629 

2630 

2631 

2632 

2633 

2634 

2635 

2636 

2637 

2638 

2639 

264日

2641 

2642 

2643 

2644 

地域開発公害への対応

あすの地方自治をさ十るE

小さい巨像

都会人が長生きするためのバイオ・リ

ズム健康法

バイオリズム四週間

むぎ健康法

環境汚染と指標指物 科学プッグス23

現代情報学入門

情報操作のウラを読む

ぢの本

なぜできる・どう治す・どう防〈・

都市の自然史 中公新書361

仏像に想う（上・下）

物理法則集

”科学音痴”にサヨナラする本

変革に対応する地方財政

あすの地方自治をさぐる町

労働現場の叛乱

8企業にみる合理化と労働の解体

株のからくり活用法

管理と運動 「支配」を克服する視点

機械文明の崩壊のなかで

コγピナートの労働と社会

自動車の社会的費用 岩波新書890

状況倫理ノート

自立する市民

大新問。虚像・実像

地方自治診断事典

都市問題概説

百円健康法

乱世だから儲かるユッポン新商売

現代社会と自治制度の変革

あすの地方自治をさぐる V

戦争と民衆

般 図 書

佐藤竺編

田多井吉之介著

国多井吉之介著

柳沢文正著

持田宏著

奥村誠次郎著

矢沢知海著

品目穣著

梅原猛，阿部伊都

子

都筑卓司著

恒松制治編

鎌困惑著

山本正純

大野力著

星野芳郎著

中岡哲郎

宇沢弘文著

小原信著

小田実著

桶谷繁雄著

柴田啓次編

磯村英ー，黒沼崎

共著

三橋一夫著

白水酔，佐々山晃

著

成田頼明編

秋元律郎著
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学陽書房

朝日ジャーナノレ

講談社

東京スポーツ新

聞社出版

読売新聞社

共立出版

東洋経済新報社

光文社

中央公論社

講談社現代新書

ごま書房

学陽書房

Fイヤモソド社

青年書館

東洋経済新報社

人文書院

平凡社

岩波書店

講談社

朝日新聞社

日本教文社

帝国地方行政学

会

鹿島研究所出版

会

六法出版社

実業之日本社

学陽書房

学陽書房

1974年 4月

1974年4月

1974年 4月

1974年4月

1974年4月

1974年5月

1974年5月

1974年5月

1974年5月

1974年5月

1974年5月

19何年5月

1974年5月

1974年 6月

1974年6月

1974年6月

1974年6月

1974年6月

1974年6月

1974年6月

1974年6月

1974年 6月

1974年6月

1974年6月

1974年6月

1974年 7月

1974年7月

321P 

320p 

256p 

294p 

251P 

170P 

258p 

211P 

200P 

175P 

175p 

227P 

315P 

236P 

277p 

278P 

263p 

237p 

!SOp 

213p 

324P 

232p 

870P 

253p 

252p 

293p 

356P 

278P 
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2645 団地を考えなおす H灰色の巣箱”から 日本経済新開地方 自本経済新聞社 1974年7月 203P 

の解放 日経新書212 部編

2646 苦手引術 早島正雄著 徳同省店 1974年 7月 226P

2647 ピタミ：／C健康法 アーウィン・スト 徳問書店 1974年7月 222P

ーン箸

稲垣長典監訳

2648 火を噴く世界経済 長洲一二，歌川令産報 1974年7月 255P

一

2649 民衆史の創造 NHKブックス210 芳賀登著 日本放送出版協 1974年 7月 216P 

会

2650 韓圃からの通信 T・K生「世界」 岩滋書店 1974年8月 233P

編集部編

2651 恐怖の加工食品 竹村一箸 三一書房 1974'.年8月 253P

~6中52 経済指標の見方（上・下〉 日本経済新聞社編 日本経済新聞社 1974年 8月 180P 

3 日経文庫 180p 

2654 自己催眠による性格強化法 竹内芳夫箸 ダイヤモンド社 1974年8月 237P 

2655 住民運動読本一公害反対 ・消費者運藤原郊逮箸 新時代社 1974年8月泊6P

動のすすめ方一

2656 積回山頭火 金子兜太箸 誘談社 197生年8月 202P 

2657 都市自治の構図 飛鳥田一雄，富田大成出版社 1974年8月 389P

富士雄

2658 都市と英米文学 刈岡元司編 研究社出版 1974年 8月 446p

羽田 日本共産党に与える醤 片山さとし著 三一書房 1974年 8月 228p

ーその政治・組織路線批判ー

2660 日本語のために 丸谷才一 新潟｛£： 1974年8月 213p

26Gl まず，ぼくたち自身を問題にしよう 向井孝，渡辺一衛太平出版社 1974年8月 229p

2662 薬草のすすめ アロエ健康法 主婦の友社 1974年 8月 218p

2663 石の民芸 池田三四郎著 文化出版局 1974年9月 301P

2664 いたずらカメラ入門 楠山忠之箸 青春出版社 1974年9月 223p

2明5 恐怖の都市公害 大阪自治センタ一三一書房 1974年 9月 226p

編

2666 個性表現辞典 青木孝悦事5・ ダイヤモンド社 19741'手9月 192P 

一人柄をとらえる技術と言葉一

2667 この見事な人たち 青木溺彦 産業能率短期大 1974年9月 277P 

AづMー－ 

2668 社会指標 国民生活審議会詞大蔵省印刷局 1974年 9月 337p

査部会

2669 消費と貯蓄の動向（昭和49年版） 経済企画庁調査局大蔵省印刷局 197生年9月 197p 

編

2670 生活の恐怖 大川博徳著 KKベストセラ 1974年 9月 309P 

お母さん／台所が危険です ーズ
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2671 生命の環境（上） K.E.マタスウ z Z誇談社 1974:年 9月 268P

ノレ箸

小泉明，長岡抵

渡辺絡訳

2672 西洋手相術 銭天牛 どま書房 1974年 9月 218P

2673 絶望の経済危機 加藤寛著 日本経済通信社 1974年 9J.l 236p 

日本のかかえる 8つの問題

2674 鎮魂の海峡 深川宗俊箸 現代史出版会 1974年9月 247P

－消えた被爆朝鮮人徴用工246名

2675 倒産の怨念 太図俊夫箸 日本経済通信社 1974年9月 242P 

2676 日本の歴史太平洋戦争 林茂 中央公論社 1974年9月 496P

2677 ピジネス365日調査術入門 岡本光極馨 啓明書房 1974年9月 237p

2678 広島文化通信 春陽社出版 1974年9月

2679 歩く健康法 阿久津邦男事？； 女子栄養大学出 1974年10月 220p 

版部

2680 生きがい療法病気と仲ょくする従病高島博著 祥伝社 1974：年10月 232p

主殺のすすめ

2681 生きぬくための医学常識 横森周信事ま ヘルスカウ γセ 1974:年10月 173p 

医者にかかる前に読む本 ラ一社

2682 改訂増補 コミュユティ・メディア論回村紀雄著 現代ジャーナリ 1974:年10月 294P

ズム出版会

2683 掌命と民〆衆ー』J 国家玲への試み 菊池昌典若・ 潮出版社 1974年10月 410P

2684 逆転の発想 糸JI!笑失事E ダイヤモンド・ 1974年10月 236p

タイム社

2回5 新聞をどう読むか 林三郎著 PH  P研究所 1974年10月 197p

2686 成人病は予防できる 広田滋 婦人生活社 1974年10月 36(ip

2687 太平洋験争 日本の歴史25 林茂箸 中央公論社 1974年10月 496p

2日8 地下街と人間安全性の総点検 神山恵三著 日本経済新聞社 1974年10月 181p 

日経新醤217

2689 地方自治と住民参加 埼玉県社会経済総中央大学出版部 1974年10月 153P 

一緒玉方式の模索一 合調釜会綴

26叩都市革命 アγp・Jレフ zー晶文社 1974年10月 275p

プノレ箸

今井成美訳

2691 日本人の生活空間 梅棒忠夫イ也著 朝日新聞社 1974年10月 238p

2692 人間と都市 高柳俊一箸 産業能率短期大 1974年10月 373P 

学出版部

2693 ppmへの挑戦 大八木義彦著 講談社 1974年10月 212p

2694 三原のあゆみ 芸陽日日新聞社 芸芸陽日日新聞社 1974年10月 幻6p

2695 よみがえる日本 日本の康史26 嫌山政道著 中央公論社 1974年10月 488p

2696 内ゲバの飴理 境谷雄高 三一書房 1974年11月 265p
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2697 梅干と日本万 樋口清之箸 祥伝社 1974年11月 232P

2098 大阪にルネッサンスを 黒図了一箸 法律文化社 1974年11月 268P

2699 階級意識とは何か三一新書位8 ヴィルへJレム・ラ 三一書房 197本年11月 196P 

イヒ著

久野収訳

2700 肝臓に強くなる 飯島登著 講談社 1974年11月 212P

一人体最大の化学工場を探るー

2701 企業は生き残れるか新日本産業論 朝日新関経済部 朝日新聞社 1974年11月 268p

2702 公害住民運動公害原論椀巻E 宇井純著 亙紀書房 1974年11月 282p

2703 言楽ぐせ相性判断 三村備弘者 主婦と生活社 1974年11月 223P

相手の性格を即座に見ぬく法

2704 新版予測・日本経済 矢野誠也事5・ ダイヤモンド社 1974年11月 295p 

- 3年後 ・5年後・ 10年後一

27侃 地図の歴史日本篇 織田武雄著 縁談社 1974年11月 188P

鯵談社現代新書369

2706 日本箆をさかのぼる 大野晋 岩波曾店 1974年11月 217p

2707 仏像祈りの美 佐和隆研 平凡社 1974年11月 144P

2708 欲望の考現学 石川弘毅 日本経済新聞社 1974年11月 185P 

2709 険陽五行入門 内国勝郎著 小学館 1974年12月 204P

東洋占術の粋が導くあなたの運命

2710 京笈から町衆へ 林屋辰三郎，加藤大進堂 1974年12月 254P

秀俊

2711 思想としての風俗朝日選書24 山本明箸 朝日新聞社 1974年12月 242P

2712 続・倒産学 坂本藤良著 ゆまにて 1974年12月 337p

”地獄の沙汰も金”の物語

2713 ふるさとの本 原康男 主婦と生活社 1974年12月 243P

2714 80年のあゆみ（NCR) 日本ナシ gナJレ金 1974年

銭登録機鮒

2715 株のからくり活用集 山本正純 脊生F曾館 1975年 1月 277p

2716 食事掌命玄米菜食の秘密 森下敬一著 ピジネス社 1975年 1JI 252P 

2717 絶対健康食入門 唐木秀夫，本多京 日本文芸社 1975年 1月 214P

子著

2718 地方を見る限 板井正義 東洋経済新報社 1975年 1月 254P 

2719 町人から市民へ 林屋辰三郎，加藤務談社 1975年 1月幻6P

秀俊

2720 長生き健康法 清水桂一著 品ーノレ出版 1975年 1月 216p

「お若いですネJと呼ばれるために

2721 公害犯罪 藤木英雄箸 東京大学出版会 1975年2月 202P 

2722 古都の近代百年 林屋辰三郎，加藤総談社 1975年2月 198p

秀俊

27お催眠健康法 柴回出 久保書店 1975年 2月 218P
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2724 株。科学 杉江雅彦 光文社 1975年3月 204P

2725 自然観察入門草木虫魚とりつきあい 日浦勇著 中央公論社 1975年3月 224p

2726 政治的市民の復権 久野収著 湖出版社 1975年3月 222P

2727 党員戦略 永田久光 講談社 1975年3月 238p

2728 にっぽん町商人 イザヤ・ベγダサ文芸春秋 1975年3月 206P

ン著

山本七平訳

2729 ひとり暮しの戦後史 塩沢美代子，島田岩波書店 1975年3月 2!9p

とみ子著

2730 ヒフ（皮膚）健体術 三橋一夫著 祥伝社 1975年3月 232p

全身活性と体質改造の極意

2731 梅干と日本万（続） 樋口清之著 祥伝社 1975年4月 232P

2732 ガンも治る西式健康体操 山崎佳三郎著 高橋書店 1975年4月 222p

2733 催眠療法入門現代の催眠 河野良和 河野心理教育研 1975年4月 240p 

究所出版部

2734 爽快ツポ刺激法 中谷義雄著 講談社 1975年4月 254p

2735 地方主義の研究 三輪公忠著 南窓社 1975年4月 262p

2736 都市化社会と人間 奥田道大， !ii凹義 日本放送出版協 1975年4月 262P 

也，高橋勇悦著 会

2737 怠け者の健康法 三橋一夫著 エール出版社 19何年4月 192p 

2738 複合汚染（上・下） 有吉佐和子著 新潮社 1975年4月 241P

2739 7月 269p

2740 ものと人間の文化史・石垣 田淵実夫著 法政大学出版局 1975年4月 214P 

2741 焼け跡は速くなったか 永井溺二箸 学芸書林 1975年4月 237p

2742 顔判断 松島茂雄，松原安池田書店 1975年5月 190p

治著

2743 ガンの科学99の謎かならず治る 高谷治著 産報 1975年5月 235p

最新研究と発見の知識

2744 君はいまどこにいるか 山代巴著 筑摩書房 1975年5月 243p

ち〈ま少年図書館26 歴史り本

2745 新・貧乏物語 朝日新聞経済部編朝日新聞社 1975年5月 213p

イγフレ・不況への告発状

2746 体質革命クロレラ強健法 福井四郎著 講談社 1975年5月 213P

2747 長寿町100カ条 近藤宏二箸 文芸春秋 1975年5月 270P

2748 転向の思想史的研究 そりー側面 藤田省三者 岩波書店 1975年5月 272p

2749 都市問題の基礎知識 伊藤善市著 有斐閣 1975年5月 394p

2750 パイオリズム博士の健康法現代病46 田多井吉之介著 学陽書房 1975年5月 259p

2751 演をたらした神 吉野せい著 弥生書房 1975年5月初2P

2752 妙薬・梅白効用115 多国鉄之助著 講談社 1975年5月 222p

2753 株価夏季報 町田恒男 広済堂出版 1975年6月 459p

-171ー



一般図書・逐次刊行物・そり他

2754 

2755 

2756 

2757 

2758 

2759 

2760 

2761 

2762 

2763 

2764 

2765 

2766 

2767 

健康哲学白すすめ

健康の秘密365<1)知恵

現代に生きる民話

荒廃する日本列島

日本由経清2

経済成長のひずみ

先を見放く経済眼力

盲点をつくウラの理論

自己変苧101<1l法則

死を考えて生きる

ストレス健康法

ハPの科学99の謎

ふるさと考

老後 安心できる老後を考える

続・韓国からの通信 1974.7～1975 6 

日本の伝説（下）

足の健康法

宍倒語りつぐ戦後史（上・下）

2769 

2770 

2771 

2772 

2773 

2774 

2775 

2776 

2777 

2778 

2779 

2780 

2781 

2782 

2783 

2784 

環境権つてなんだ

一発電所はもういらない

市民の論理と科学

庶民にたいする掠庄

昭和特高弾圧史5

都市環境り蘇生

一破局からの青写真一中公新書405

破綻する地方財政

版画京都百景

広島昭和二十年

ランエング健康法

株価操作

自己暗示術

自信がもりもりわいてくる本

市民自治の憲法理論

小説『複合汚染』へり反証

食べるのが怖い

地域D変革と中小企業（上・下）

石川中，森沢康著

大沼品誉著

大川悦生

星野芳郎著

青野豊作著

山口彰

三橋一夫著

池見酉次郎著

谷美智土著

松永伍ー

東京新聞編

T.K生，『世界』

編集部編

松谷みよ子編著

柿崎泰賢著

鶴見俊輔編集

松下竜一編

武谷三男

明石博隆，松浦総

三編

末石富太郎著

徳力富吉郎著

大佐古一郎

松井秀治著

仲本潤平

多湖輝著

松下圭一著

岩本経丸他著

河野友美

清成忠男
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有斐閣

日本文芸社

日本放送出版協

会

学陽書房

徳間書店

日本実業出版社

zール出版社

潮文社

産報

講談社

ザイマル出版会

岩波書店

講談社

広済堂出版

講談社

ダイヤモンド社

筑摩書房

太平出版社

中央公論社

日本経済新聞社

保育社

中央公論社

講談社

新現論社出版局

ゴマ書房

岩波書店

国際商業出版

主婦と生活社

日本経済評論社

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年6月

1975年7月

1975年7月

1975年8月

1975年8月

9月

1975年8月

1975年8月

1975年8月

1975年8月

1975年8月

1975年8月

1975年8月

1975年8月

1975年 9月

1975年9月

1975年 9月

1975年9月

1975年 9月

1975年 9月

263p 

218P 

2J8p 

268P 

2J2p 

229p 

206P 

254p 

229p 

201P 

255p 

235p 

380p 

240p 

327p 

446p 

25Jp 

2J4p 

34Qp 

228p 

187p 

15lp 

264P 

285p 

230p 

214P 

196P 

262P 

225p 

218P 

277p 

可
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2785 日本の公害 庄司光，宮本憲一岩波書店 1975年9月 238p

著

2786 ヨガの特効知られざる健康法 藤本憲幸 青春出版社 1975年 9月 253P

2787 危ない日本経済パユヲク図解 飯田清悦郎著 KKベストセラ 1975年10月 234p 

誰も知らない数字 ーズ

2788 取材学 加藤秀俊著 中央公論社 1975年10月 184p

2789 一九三0年代の構造 竹内静子著 田畑書店 1975年10月 236p

279日 トータル・フィットネλ 奇跡の健康 ローレソス・ E・ 徳間書店 1975年10月 241P

体操いつでもどこでも週30分 モアハウス著

石河利寛訳

2791 病気の自己診断 三橋一夫著 エール出版社 1975年10月 211P

2792 魅力ある都市づくり 星野光男著 第一法規出版 1975年10月 241P

市民のための地方都市

！~：~ 江戸三百年 1・2巻 西山松之助他編 講談社 1975年11月 222p

12月 238p

2795 身体の不安はす十に消せ／ 笹本浩著 講談社 1975年11月 261P

2796 護身強健法 三橋一夫著 ダイヤモンド社 1975年11月 244P 

2797 都市と文化問題 大阪文化振興研究創元社 1975年11月 246p

会編

2798 人間・気象・病気 NHKプックス244 加地正郎編著 日本放送出版協 1975年11月 235p 

気候内科へのアプローチ 会

2ヨ99 人間詩話 吉川幸次郎著 岩波書店 1975年11月 202P

2800 老働学入門定年対策56のチエ 辻川泰著 日刊工業新聞社 1975年11月 初旬

2801 あなたを狙う肝臓病 泉谷守著 三陽社 1975年12月 245P

2802 効く効かない健康食 伊沢一男著 広済堂 1975年12月 221P

2803 薬いらずの治療法 三橋一夫著 エーノレ出版社 1975年12月 236P

2804 健康の設計 神山恵三著 大月書店 1975年12月 222P

2805 私憤から公憤へ一社会問題としての吉原賢二著 岩波書店 1975年12月 205p

ワクチン禍ー岩波新書951

2806 食養・カルシウム強健法食べながら青山士郎著 講談社 1975年12月 222p

体質を改善する健康強化の秘法

2807 対論世直し 宇井純 創樹社 1975年12月 245P

2808 便秘が治る本 大概彰著 広済堂出版 1975年12月 236p

諸国有限り生態学 栗原康 岩波書店 1975年12月 187P

2810 若さの秘訣驚異りピタミンE 松木康夫著 弘済出版社 1975年12月 266P

2811 われ住むところわが都 むりたけじ 家の光協会 1975年12月 219P

2812 にぎやか温泉・安い宿 緑書店編集部編 緑書店 1975年 302p 

みどりオールガイド3

~：：： 日本の情報産業 1・3 YTV情報産業研サイマル出版会 1975年 255p 

究グループ編 269P 
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五味康祐著 1976年 1月光文社 261P 五味人相教室

顔が表わす男女のジンポル

2815 

417P 1976年1月学陽書房松原治郎，似田貝

呑門

住民運動D論理2810 

188p 1976年1月エール出版社三橋一夫著誰でも百三十歳まで生きられる2817 

212P 1976年 1月潮文社村田太平著長寿者の健康法2818 

205P 1976年1月光文社松田悦夫著カイロプラグティッグ背骨矯正2819 

239p 1976年 2月

1976年2月

ベストブックス

社

ナツメ社

小山寿著

浦宏著

遺伝の謎がとけたノ

株で儲ける127か条

人。行〈袈に道あり花町山

2820 

206p 2821 

242P 1976年2月金沢文庫加藤洋二篤異の催眠法2822 

206p 1976年2月岩波書店武谷三男著原子力発電2823 

210p 1976年2月東京スポーツ新

聞社

朝日；新聞社

Jlll部忠和著3分間SEX療法2824 

255p 1976年2月朝日新悶科学部著新解体新書2825 

241P 1976年2月いんなぁとりつ

ぶ社

自治体研究社

野沢秀雄著危ない健康常識信じてはいけない2826 

228p 1976年2月自治体問題研究所第3集地域と自治体2827 

236p 1976年2月

1976年2月

竹井出版

光文社

竹井博友般若心経を考える2828 

212P 山口素桜ほくろ占い

幸・耳曹を予言する小さな黒点

真菰健康法

2829 

221P 1976年2月

1976年3月

西京社

サンケイ新聞社

出版局

横田清

高須克弥著

2830 

224P 

225p 

222P 

1976年3月

1976年3月

1976年3月

岩波書店

岩波書店

教育社 235p 

254P 1976年3月

1976年3月

東洋経済新報社

東京スポーツ新

聞社

動草書房

林

著

著

小

男

男

’

若

著

喜

一

夫

之

男

三

内

英

克

恒

谷

河

水

著

部

田

隅

大

清

博

岡

町

危ない健康法

早くやめないと死んでしまう／

韓国の経済

情い谷聞の労働運動

出版業界産業界シリーズ38

2831 

2832 

2833 

2834 

2835 新・会社四季報で儲ける法

2836 ”信用取引入門”の入門 258p 

273p 

255p 

257P 

196P 

304P 

244p 

214P 

1976年3月

1976年3月

1976年4月

1976年4月

1976年4月

1976年4月

1976年4月

太平出版社

自由プッグス社

同文館

講談社

朝日新聞社

サYケイ新開社

出版局

Y・ クロダ著

秋元津郎，小林宏

一訳

三石般若

新井通友著

北見俊郎

渡部昇一

朝日新聞科学部編

藤林貞治著
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地方都市の権力構造

鉛が人間を呑みこむとき

食品汚染Dない家庭

都市と港

知的生活の方法

人閉その誕生から死まで

世の中，不公平だ

”善人が損する社会”を告発する

2837 

2839 

2841 

2840 

2842 

2843 

2838 



般図書

2844 運姓判断 八切止夫著 日本シェル出版 1976年5月 28Gp 

2845 株で儲けるヒ γト68 足立真一著 実業之日木社 1976年5月 238p

2846 競歩健康法 細川俊夫著 双葉社 1976年5月 213P

2847 裁かれる自動車 西村肇著 中央公論社 1976年5月 218P

2848 詞慌たいまつE むのたけじ 評論社 1976年5月 216P

2849 絶望的近代の民衆像 林英夫若 柏書房 1976年5月 248P

地方主義の復権

2850 日本風俗の起源99の謎 OOi口浩之著 産報 1976年5月 217P

2851 バイオリズム 白羽勇治郎 地産出版 1976年5月 2!2p

2852 「病いは気から」の医学 阿部正著 光文社 1976年5月 227P

どうすれば防げる・こうすれば治る

2853 予防医学 磁谷公良著 鳩の森書房 1976年5月 359P

2854 一億半病人を救う道 岩尾裕之，沼田勇， 農山漁村文化協 1976年6月 228P 

田村真八郎 会

2855 工場への逆攻 鎌田慧箸 柘植書房 1976年6月 288p

原発・開発と闘う住民

2856 山頭火著作集 I-IV 大山澄太編 潮文社 1976年6月 214P

2859 -329P 

2860 自己暗示精神改造法 原野広太郎著 自由プッグス社 1976年6月 230p 

2861 人間栄養学りすすめ 大木幸介著 講談社 1976年6月 217p

食品はどこまで近代化できるか

2862 ヒロシマの歌ほか 寺西祐行 講談社 1976年6月 203P

2863 教育白書運動の手引き 日本教職員組合 1976年7月 40P

2864 2ニコミ白論理 田村紀雄箸 学陽書房 1976年7月 273p

「知らせる権利」の復権

2865 朋あり遠方より来る現場からり哲学北沢恒彦，渋谷定風媒社 1976年7月 281P

輸，花崎呆平著

2866 諸と日本人入浜権の背景 高橋裕士，高桑守 日本放送出版協 1976年7月 206p 

NHKプッグス254 史著 会

2867 ガラスの靴 安岡章太郎著 角川書店 19何年8月 30Qp 

2868 健康への知恵 パー・オロフ・オ真興交易紛医書 1976年8月 2!5p 

ストランド著 出版部

本田良行他訳

2869 住民運動”私”論 中村紀一編 学陽書房 1976年8月 245P

＜現代の自由＞選書4

2870 上手に食べて長生きする本 木村登著 徳間書店 1976年8月 217P

2871 食品ブラックリスト 八藤歳 どま書房 1976年8月 215P

2872 多国籍企業 石川博友著 中央公論社 1976年8月 195p

2873 中国秘伝鏡で占う顔相術 20歳なら郷三豊著 小学館 1976年8月 232p

左額， 40歳なら右目で運気を見る
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2874 ニッポン偏見辞典 ピーター・ローザ筑波書林 1976年8月 235p

ッグ著

赤塚行雄訳

2875 氷河期が来る 根本順吉著 光文社 1976年8月 2!0p

異常気象が告げる人同町危機

2876 明るく健康な晩年を 近江明著 厚生出版社 1976年9月！42P

2877 株でもうけるための本 笹淵金二著 ダイヤモγド社 1976年9月 211P 

2878 教師ひとりひとりの生きざまを 菅龍一他著 昌平社出版 1976年9月 246P

2879 自伝的戦後史 羽仁五郎 講談社 1976年9月 414P

2880 転向研究筑摩叢書233 鶴見俊輔著 筑摩書房 1976年9月 405P

2881 判 中野好夫，新崎盛岩波書店 1976年IO月 221P

陣若

2882 仕手株。発見法 西宮史朗 東京スポーツ新 1976年IO月 246P 

聞社

2883 自律神経失調症は治る 高島博著 実業之日本社 1976年10月 254P

2884 成人医学 広田哲士編 朝日新聞社 1976年IO月 254P

2885 食べ方健康法 察一帯著 青春出版社 1976年IO月 2!0P

2886 地図入門 高崎正義著 日本放送出版協 19何年IO月 247P 

地形図からナジ言ナノレアトラスまで 会

2887 中固まむ養生法 陳東達著 PH  P研究所 1976年10月 2!5p

5千年の伝統をもっ食生活D知恵

2888 図書館づくり運動入門 図書館問題研究会草土文化 1976年10月 289p

編

2889 難病列島 吉川俊夫，早田昭竹書房 19何年10月 260p 

三著

2890 日本の工業地帯第三1版 山本正雄編 岩波書店 1976年10月 225p

289! ぬれ手にアワのリスト屋商法 武代典矢 啓明書房 1976年10月 187p

~i：~ ひろしま歴史の焦点（上・下） 中国新聞社編集 中国新聞社事業 1976年10月 !99p 

局出版部 12月 226p

2894 気学推命 田口真堂著 青春出版社 1976年11月 230p

2895 郷土教育運動小史土着の思想と行動桑原正雄著 たいまつ社 1976年11月 219P

2896 薬その安全性岩波新書984 砂原茂一著 岩波書店 1976年11月 2!2p

2897 手相で健康診断 門脇尚平著 講談社 19何年11月 236p 

2898 天気に強くなる本 有賀淳，宮内駿ーエール出版社 1976年11月 174P

著

2899 年金生活入門 橋本司郎著 大陸書房 1976年11月 272p

2900 エアロピクス健康法 ケネス・H・クーパ 実業之日本社 1976年12月 248p

一著

原礼之助訳

2901 肝心かなめの健康 原因尚 KKベストセラ 1976年12月 286P 

ーズ
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2902 くたばれコシピユートピア／ 津川敬，鈴木茂治柘植書房 1976年12月 341P

箸

2903 高タ γパタ健康法 三石巌著 講談社 1976年12月 258p

2904 地図で遊ぶ本地形図を楽しむコツ集清水靖夫著 文糊出版制 1976年12月 214p

2905 働きにくさの構造 岩崎隆治著 日本労働協会 1976年12月 294P

職場の日本的風土ー

2906 厄年の科学 金子仁 光文社 1976年12月 236p

2907 ノレボ・地方公務員 中国新聞社編 日本評論社 1976年12月 362P

2908 革命が歴史をつくる 寺尾五郎著 たいまつ社 1977年 1月 224P

2909 写楽町謎の「ー解決」 松本清張著 講談社 1977年 l月 94P

2910 都市と主婦たち 毎日新聞神戸支局毎日新聞社 1977年 1月 270P

神戸市婦人団体協議会のあゆみ 編

29日流民烈伝＝風のなかの旅人たち＝ 朝倉俊博著 白川書院 1977年 1月 249P

2912 頭。切りかえ方 多湖輝著 ごま書房 1977年2月 22日p

新機軌を生み出すためのテクニッグ

2913 生れかわる本 坂巻公男著 広済堂出版 1977年2月 220P

2914 家族を中心とした人間関係 中根千枝著 講談社 1日77年2月 176P

2915 驚異のミル健康法 片山京介 徳間書店 1977年 2月 251P

体質をかえ若さをつくる

2916 人体ェ γジニアリング ジョン・レニハ Y 森林書房 1977年2月 253p

著

池田豊信訳

2917 ミニヨミ 田村紀雄著 日本経済新聞社 1977年2月 171P 

2918 一日一禅（下） 秋月龍王民著 講談社 1977年 3月 198p

2919 書いて花咲く哲み学も 橋本義夫著 棒出版 1977年3月 278P

2920 季節りない街 山本周五郎著 新潮社 1977年 3月 327P

2921 道路公害と住民運動 道路公害問題研究 自治体研究社 1977年3月 326p

会

2922 入門株式記事の読み方 加藤惇著 日本実業出版社 1977年 3月 222P 

2923 老年期 加藤正明，湯沢薙有斐閣 1977年 3月 226P

彦，清水信編

2924 カネの流れが変わった fi~永漢著 日本経済新聞社 1977'年 4月 250p 

2925 新版・株のヒント 浦宏著 東京スポーツ新 1977年 4月 290p 

聞社

2926 マスコミ自由業 飯田靖宣編 池田書店 1977年 4月 207P

2927 まもの選挙 小野菊枝著 而立書房 1977年 4月 314P

叢書・民話を生む人びと②

2928 道 吉野せい著 弥生書房 1977年 4月 139p

2929 ジャーナリズムの社会学 回村紀雄 プレーン出版 1977年 5月 190p

2930 頭痛に強くなる J ・W・ランス著講談社 1977年5月 292p

加藤秀訳

177ー



一般図書・逐次刊行物・その他

2931 地方都市ルネッサンス 宮沢弘著 日本経済新聞社 1977年5月 190p 

2932 ドイツの職人中公新書467 高木健次郎著 中央公論社 1977年5月 185p

2933 広島の方言とそり語源 田淵実夫著 鼎出版社 1977年5月 216P

2934 マンガの描き方 手塚治虫 光文社 1977年5月 247P

2935 病いは食から 沼田勇著 農山漁村文化協 1977'年5月 263p 

会

2936 生き方発見の旅 真鍋博著 文芸春秋 1977年 6月 230p

2937 からだの雑学事典 毎日新問社 1977年 6月 229p

2938 環境アセスメント 島津康男 日本放送出版協 1977年6月 25lp 

会

2939 出版戦争 小汀良久箸 東京経済 1977年6月 166P

2940 年金に勝つその秘訣 毎日新聞社編 毎日新聞社 1977年6月 261P

2941 わがアリラ γの歌 金連寿著 中央公論社 1977年6月 261P

2942 生きるということ 佐野哲郎 紀伊国屋書店 1977年7月 284p

2943 驚異の若返りプロテイ γ カーソン・ウェイ 実業之日本社 1977年7月 238P

ド著

杉靖三郎訳

2944 続・会社四季報で儲ける法 阿部寛之箸 東洋経済新報社 1977年7月 244P 

2945 タウン誌の論理創る・読む・旅する岩田燕著 湖出版 1977年7月 318P

2946 都市に生きる方途 吉村元男著 日本放送出版協 1貯7年7月 206p 

会

2947 日本は快適か 快適な環境懇談 1977年 7月 214P 

会事務局

2948 軒下のたたかい 福山火電阻止・ l日たいまつ社 1977年7月 221P

料金を払う会編

2949 複合汚染その後 有吉佐和子著 湖出版社 1977年7月 258p

2950 ブラック・ユーモア入門 阿万田高著 KKベストセラ 1977年 7月 218P 

毒舌と皮肉に強くなる ーズ

2951 未来の事実 ステファ γ・ロ－ KKベストセラ 1977年7月 286P 

100年を3時間で楽しむ本 ゼン著 ーズ

加藤秀訳

2952 切り絵入門 山室正男著 日本文芸社 1977年 8月 154P

2953 写真で見る広島あのころ 津田一男著 中国新聞社 1977年8月 183P

2954 和漢方入門 三橋一夫，松本茂 日刊工業新聞社 1977年8月 189P 

著

2955 おんなの神経科 斉藤茂太著 大和書房 1977年9月 217P

2956 家庭薬の危険 新井基夫著 祥伝社 1977年9月 248P

その副作用総点検と賢い使い方

2957 原子力戦争 田原総一郎 筑摩書房 1977年9月 288p

2958 治安維持法 潮見俊隆著 岩波書店 1977年θ月 223p
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2559 人間・労働・技術 久野収，星野芳郎三一新書 1977年9月 227p

箸

2960 病気をなおす1000)秘法 小林三開l，佐藤久ナツメ社 1977年9月 239p

三著

2961 無意識四構造 河合隼雄著 中央公論社 1977年9月！9Jp

2962 痛みを止める健療法 飯野節夫 KKベストセラ 1977年10月 202p 

ーズ

2963 株価大暴落 町田恒男 広済堂出版 1977年10月 254p

2964 奇跡の暗示療法家庭で治せる催眠術長谷川大著 鶴書房 1977年10月 286p

2965 工場と記録 鎌困惑 品文社 1977年10月 300p

2966 新訂・株価大暴落 町田恒男著 広済堂出版 1977年10月 254p

2967 旅の発見 岡田喜秋著 玉川大学出版部 1977年10月 243P 

2968 阿QJE伝 増田渉著 角川書店 1977年11月 202p

2969 安野光雅絵本作家文庫 村松武司編 すばる書房 1977'年11月 79p

2970 医事紛争 饗庭忠男著 日本経済新聞社 1977年11月 188申

~：~2 1 食品を見わける 磯部昌策著 岩波書店 1977年11月 196p

1979年8月 196p

2973 ストレス養生法 杉靖三郎著 PH  P研究所 1977年11月！96P

2974 日本縦断 色川大吉著 人文書院 1977年11月 29Jp

2975 人白砂漠 沢木耕太郎著 新潮社 1977年11月 297p

2976 環境毒性学複合汚染の恐怖（上巻） 加須屋実著 日刊工業新聞社 197τ年12月 3!7p 

2977 四柱推明あなたをあやつる宿命白星千種竪著 光文社 1977年12月！92p

2978 スタミナ運動健康法 体育科学セγター講談社 1977年12月 244p

2979 肉体言語術 石川弘義著 どま書房 1977年12月 213P

人の心は腕組み一つにも表われる

2980 毛沢東『実践論』入門 坂元ひろ子訳 長崎出版鱒 1977年12月 203p

2981 歴史白方法 色川大吉著 大和書房 1977年12月 259p

2982 市民運動と政治続・雑兵の思想 大野明男著 創世記 1978年1月 215P

2983 深層言語術 多湖輝 ごま書房 1978年1月 2!6p

2984 タイミング株式投資法 国中穣著 実業之日本社 1978年1月 224p

2985 「問」り日本文化 剣除武彦 大進堂 1978年1月！89p

2986 ユーロコミュニズム 野地孝一著 岩波書店 1978年1月 225p

2987 頭の時計を使う法 篠原直 ごま書房 19何年2月 216P 

2988 イラストからの発想 真鍋博箸 PH  P研究所 1978年2月 254P

絵地図から国家計画まで

2989 現代職人伝 大谷晃一箸 朝日新聞社 1978年2月 259p

2990 動物は知っている 辺見栄 かんき出版 1978年2月 235p

2991 都市は「ふるさと」か F.レンツエロー鹿島出版会 1978年2月 204P

マイス

武基雄，伊藤哲夫

訳
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2992 袴田問題そこが聞きたい 日本共産党中央 1978年 2月 39p 

委員会出版局

2993 目撃者の証言袴回転落問題の 日本共産党中央 1978年 2月 55p 

真実 委員会出版局

2994 一枚の地図 サンケイ新聞社編 PH  P研究所 1978年 3月 250p

2995 ー休 水上勉 中央公論社 1978年 3月 349p

29日6 環境政策を考える 華山謙著 岩波書店 1978年 3月 210P

2997 森林の思考・砂漠の思考 鈴木秀夫 日本放送出版協 1978年 3月 222p 

会

2998 すぐ効く療法 鈴木博著 広済堂出版 1978年 3月 234p

2999 地域主義 玉野井芳郎，中村学陽書房 1978年 3月 336p

尚司，清成忠男

3000 爪と唇ズパリ健康診断法 田中樹生久著 講談社 1978年 3月 245P

3001 7 7、ンズム アYリ・ミシェル白水社 1978年 3月 174P

著

長谷川公昭訳

3C02 医者と患者 青山英康 家白光協会 1978年 4月 234P

3003 医者の薬ー危険のないのみ方 田村監幸著 鹿山漁村文化協 1978年4月 267p 

会

3004 記念碑 堀田善衛 集英社 1978年 4月 279p

3005 薬の選び方便覧 高橋杭E，里見け農山漁村文化協 1978年 4月 268P

一薬屋まかせは危険 い子，北野蓉子著会

3C06 健康食・総点検 三石援著 現代評論社 1978年 4月 238p

30日7 動物自目で見る文化 日高敏隆他著 平凡社 1978年 4月 274p

日高敏隆対談集

3008 討論青年にとって労働とは何か 小中陽太郎編 三一書房 1978年 4月 330p

3C09 七十歳まで白性 中村良雄著 津軽書房 1978年 4月！98P

!o午I~ 脳卒中どこまで防げるカB
朝日新聞科学部， 朝日新聞社 1978年 4月 214p

武部俊一著 6月 214P

3012 漫画のある部屋 尾崎秀樹著 時事通信社 1978年 4月 249P

現代まんがへの視角

3013 からだの数学小辞典 朝日新聞科学部 朝日ソノラマ 1978年5月 277P

3014 ジャーナリズムを考える旅 立花隆著 文芸春秋 1978年 5月 238P

30日生薬の世界 三橋博 講談社 1978年5月！97P

3016 誰にもわかる漢方健康法 中祖英雄著 中国新聞社 1978年 5月 285p

3017 地図のみかた 横山卓雄著 保育社 1978年 5月 151P

3018 「中流」の幻想 岸本重陳 認談社 1978年5月 262P

3019 病気に勝つ健康器具 松原英多著 広済堂出版 1978年 5月 237p

3020 老化と寿命一生物学の立場から 江上信雄著 東京書籍 1978年 5月！94p

3021 書かれざる一章 井上光晴著 集英社 1978年 6月 281P
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3022 株の落し穴82 小林正和著 東洋経済新報社 1978年6月初日p

3023 中年からの性 壮快編集部 マイヘルス社 1978年6月 253p

3024 文化運動論 農文協文化部編 農山漁村文化協 1978年日月 279p 

会

3025 400字健康法／春夏秋冬 大門八郎著 勝すばる書房 1978年6月 239p

3026 ある昭和史 色川大吉著 中央公論社 1978年7月 384p

3027 l宥具申新開発自律健康法 飯田宏著 青春出版社 1978年7月 205p

3028 住民運動を斬る 吉田信美著 日新報 1978年7月 21lp

一地域エゴの虚実を衝くー

3029 セルフ・コ Y トローJレの医学 池見酉次郎著 日本放送出版協 1978年7月初Sp

会

3030 五味手相教室 五味康祐 光文社 1978年8月 236p

3031 催眠の効用 多柑j輯I ごま書房 1978年8月 226p

3032 「民」の論理， 「軍」 D論理 小田実箸 岩被害店 1978年8月 273p

3033 地図との対話 中野尊正 講談社 1978年8月 213p

3034 足りツポベスト爽快法 星虎男 広済堂印刷胸 1978年9月 238p

3日35 生きがいの周辺 加藤秀俊著 文芸春秋 1978年9月 229p

~~~~ 原初生命体として白人間 野口三千三著 三笠書房 1978年9月 256p

10月 256p

3038 実戦・株式投資法 野村和弘著 ナツメ社 1978年9月 254p

3039 都市環境の美学 漆原美代子 日本放送出版協 1978年9月幻IP

会

3040 都市人閉めため白空気。健康学 三浦豊彦著 かんき出版 1978年9月 199p

鼻・のど・肺をまもる法

3041 人聞の死に方 島影盟 白揚社 1978年9月初IP

3042 80歳現役論 佐藤富雄 英知出版 1978年9月 ！63p

3043 風土の中の衣食住 市川健夫著 東京書籍紛 1978年9月 258p

3044 臨床薬理学者がおしえる 石崎高志著 かんき出版 197S年9月 221p

効く薬・効かない薬

3045 エネルギー問題の混乱を正す 星野芳郎著 技術と人間 1978年10月 267P

3日46 株式記事で儲ける法生きた情報をど村瀬育男著 こう書房 1978年10且 225p

う摘み活かすか

3047 からだの設計にミスはない 橋本敬三 柏樹社 1978年10月 初 旬

3048 国境線は速かった 筒井康隆著 集英社 1978年10月 270p

3049 自伝的戦後史（上・下） 羽仁五郎著 講談社 1978'年10月 281P

3日50 320p 

3051 人生。チャンスを知る運波推命術 松柏天著 かんき出版 1978年10月 227p

あなたり命はいまどう流れているか

3052 入浴健康法 阿久津邦男著 講談社 1978年10月 225p

3053 老年ほど素晴しいものはない 高瀬広居 山手書房 1978年10月 269p
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3054 

30日

3056 

3057 

3058 

3059 

3060 

3061 

3062 

3)63 

あなたは名医だ

痛みの発作をとめる本

健康法24の知恵

職業としての地方公務員

職業としてり人間シリーズ

地図と風土

百歳まで生きられる

病気白因を断つ血液健康法

あなたの血も駿毒化しているー

マーノス式手相術

無害・有害・薬のひろば

自己健康法室内トレーニング

昭和恐慌

ファシズム期の国家と社会1

3064 住民参加行政の光と陰

地域主義の時代3065 

3066 

3067 

3068 

3069 

3070 

3071 

3072 

3日73

3074 

3075 

3076 

3077 

3078 

3079 

3日80

地方は動く

人相判断

ホノレモン・バランス 不老白不思議

歴史小説の整理学

希望との旅

ジャーナリストたもの履歴書

H苗細胞トレーニング

子供白ための生命の起源

食べる

中国激動の世の生き方

野口体操・おもさに員く

125歳まで生きられる

密告 一昭和俳句弾圧事神ー

NHK「健康百話」 E

記録文学ノート

原田尚著

新聞豊造著

太田久行著

掘淳一著

スチィープソ・ウ

エスト著

高木長祥訳

岡田ー好著

マーノス比奈子

高橋暁正

小守良貞

東京大学社会科学

研究所ファシズム

と民主主義研究会

編著

五十嵐敬喜他

靖国L忠男著

小浜喜一

坂田篤威

朴応秀著

武蔵野次郎

ノリ・ハドル著

西村寛訳

人聞の科学の会編

飯田宏

三石巌著

柳沢文正

城山三郎

野口三千三

揚名時

小堺昭三著

NHK編

杉浦明平
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ベストセラーズ

潮文社

中経出版

そしえて

講談社

経済界

実業之日本社

日本書籍株式会

社

青春出版社

東京大学出版会

亜紀書房

東洋経済新報社

日本経済評論社

光文社

1978年11月

1978年11月

1978年11月

1978年11月

1978年11月

1978年11月

1978年11月

1978年11月

1978年12月

1978年12月

1978年12月

1978年12月

1978年12月

1978年12月

米国財団法人パ 1978年12月

一ク心臓研究財団

かんき出版

サイマル出版会

現代新社

太陽企画出版

サシポウジャー

ナル

日刊工業新聞社

毎日新聞社

柏日樹社

青春出版社

ダイヤモシド社

日本放送出版協

会

オリジン出版セ

ンター

1978年12月

1978年

〔1978年〕

1978年

1979年 1月

1979年 1月

1979年l月

1979年1月

1979年 1月

1979年 1月

1979年2月

1979年2月

253p 

218p 

23由p

319p 

19日p

316P 

276p 

247p 

237p 

366p 

30!p 

282p 

196p 

200p 

217P 

204P 

245p 

186p 

212P 

22or 

191;・ 

259p 

252p 

229p 

233p 

382p 

297p 



一般図書

初日l 薬は毒じゃない 田村豊幸 医学研究社 1979年2月 244P

3082 食養と物療 山崎敏子 ナニワ印刷 1979年2月 205P

3083 人体この不思議なしくみ 鈴木弘文 健友館 1979年2月 221P

3C84 「地域」から町発想 樺山紘一著 日本経清新聞社 1979年2月 210P 

羽田中・高年の体力管理学 波多野義郎著 泰流社 1貯9年2月 171P

3086 日本の薬害 高野哲夫著 大月書店 1979年2月 270P

3087 人間開発法 等々力文雄 日刊工業新聞社 1979年2月 186P 

3C88 原想術で自分を強くする 綿本昇著 ベストセラーズ 1979年2月 219P 

不思議な力が湧きでる本

3C89 ヨーガ背骨健康法

：ヱ彦著

広済堂出版 1979年2月 237P

3090 江戸浮世絵師たも 読売新聞社 1979年3月 194p

3091 休暇対。人びと 佐々木章一 晩声社 1979年3月 248p

3092 自己発想の方法 羽仁五郎著 青春出版社 1979年3月 224P

一自分の頭を持っているか

3093 性格推命術 松柏夫著 かんき出版 1979年3月 251P

3094 生命の深淵をさぐる 川田洋一 第三文明社 1979年3月 270P

3095 続・中高年の体力管理学 波多野義郎著 泰流社 1979年3月 171P

3096 羽仁五郎の大予言 羽仁五郎 株式会社諮り特 1979年3月 305p 

集

3097 非行老年りすすめ 土岐雄三著 山手書房 1979年3月 214P

3098 釈迦が白こした健康法 岩淵亮固著 経済界 1979年3月 232P

3099 歴史の読み方 渡部昇一著 祥伝社 1979年3月 248P

3100 運動と抵抗（上） 東京大学社会科学東京大学出版会 1979年4月 315P 

ファシズム期の国家と社会6 研究所「ファシズ

ムと民主主義」研

究会

3101 求問持法・限想入門 桐山靖雄著 講談社 1979年4月 244P

3102 現役で死にたい 邦光史郎著 主婦と生活社 1979年4月 234P

3103 主権ハ人民ユアリ 羽仁五郎 潮出版社 1979年4月 214P

3104 食物の生態怠 西丸震哉 中央公論社 1979年4月 190P

3105 住民参加をめぐる問題事例 佐藤竺編 学陽書房 1979年4月初lP

3106 新・健康論 広田哲土著 創元社 1979年4月 254p

3107 1945年8月からの出発 内田千寿子 而立書房 1979年4月 314P

3108 どんな病気も食べながら治せる 松本紘斉著 徳間書店 1979年4月 235p

3109 にんぎよりおひめさま アンデルセン原作 日本書房 19何年4月初7P

島村宏

3110 反原発事典 反原発事典編集委現代書館 1979年4月 374P

員会

3111 老年期の性 大工原秀子 ミネノレグァ書房 1979年4月 268p 
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3112 工業社会の崩壊 槌田勘著 四季書房 1979年5月 28Jp

3113 市民運動D視点 宮川淑 法学書院 1979年5月 271P

3114 生命系の危機 綿貫礼子 株式会社アング 1979年5月 255p 

ィエノレ

3115 1930年代問題の諸相 宮川透編 農山漁村文化協 1979年5月 300p 

会

3116 仙人不老不死学 高藤聡一郎 大陸書房 1979年5月 25Jp

3117 即効刺激療法 牧野武朗 講談社 1979年5Jj 328p 

3118 地域メディア時代 コミュニティ情報田村紀雄著 ダイヤモ γド社 1979年5月 235P 

をどうとらえるか

3119 特効薬り疑典 久保文首，柳浦才 自由国民赴 1979年5月 2!0p

三，永井恒司著

3120 脳をあやつる分子言語 大木幸介著 講談社 1979年5月 215P

知能・感情・意欲の根源物質

3121 バカの大研究 赤塚行雄 育也書店 1979年5月 220P

3122 映画っくりの実際 新藤兼人 岩波書店 1979年6月 220P

3123 主婦専従農業 小林みさを 而立書房 1979年6月 309p

3124 ソピエトの地方自治 坂梨昌弘編者 ありえす書房 1979年6月！69p

3125 脳卒中克服法 佐野恵 サYケイ新聞社 1979年6月 3!6p 

3126 80歳現役論 佐藤富雄著 英知出版 1979年6月 163p

3127 「私」町構造 政次満幸著 PH P研究所 1979年6月 238p

情緒社会と”個” D論理一

3128 薬なしで生きる ロマショ 7・F・ 水曜社 1979年7月 2!0p

N，フローロ 7・

V・A 

泰亘氏訳

3129 Fルマこユウム白神秘 山崎敏子著 カイガイ 1979年7月！54P

3130 健康も白しり事典 三右巌著 講談社 1979年7月 229P

3131 磁気健康法 中川恭一 実業之日本社 1979年7月 266p

3132 心臓の健康法心臓発作を予防する 柳原博著 KKベストセラ 1979年7月 212P 

ーズ

3133 速効D漢方・急性・慢性病にすぐ効く本松繁克道著 KKロングセラ 1979年7月 2!0P 

｝ズ

3134 誰も知らない相場町秘密 岡部寛之著 徳間書店 1979年7月 2!0p

3135 誰も知らなかった心身壮快法 河野良和 実業之日本社 1979年7月 232P

3136 日本のファシズム 河原宏他 有斐閣 1979年7月 286P

3137 よくわかる食D安全学 岩尾裕之，細貝祐女子栄養大学出 1979年7月 366p 

一環境汚染からまな板まで 太郎編 版部

3138 60歳からの健康 古川幸鹿著 成美堂出版 1979年7月 247p

3139 私の魚博物志 内田恵太郎著 立風書房 1979年7月 242P

3140 新しい人間観と生命科学 渡辺格 講談社学術文庫 1979年8月 234P 
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3141 活動年齢をのばす健康 有川l清康著 りくえっ 197百年8月 270P 

高齢化社会を生き抜く医学

3142 健康法。ウソ 横田清著 日新報道 1979年B月 188P

健康食品・民間療法町非科学性

3143 子どもの「健康」に必要な知恵 荒井良著 日本書籍 1979年8月 196p

3144 こり年齢でも 0 P叢書17 九重年支子著 ミネルヴァ書房 1979年8月 268p 

3145 誰も教えなかった株必勝法 町田恒男著 徳間書店 1979年B月 232P

3146 近きより 2 正木ひろし著 旺文社 1979年8月 423p

3147 158人の証言若がえり健康法 前山茂編 蒼海出版 1979年日月 204P 

3148 わが世代大正10年生まれ 河出書房新社編集河出書房 1979年8月 253p

部

3149 うまんちゅ由すくぢから 石原昌家著 晩声社 1979年9月 196p

Jレボルタージュ叢書18

ーアメリカのカイザー資本・琉球セ

メントと闘勺た民衆由記録

3150 株の銘柄選び43のポイ γト 真島弘 日本実業出版社 1979年9月 2初p

3151 極意／ 医学的人相占い 志賀貢著 毎日新聞社 1979年9月 238P

3152 知的人相学 竹井博友著 竹井出版 1979年9月 237P

~~！： 日本を知る小事典 1-3 大島建彦他編 社会思想社 1979年9月 303p

11月 -435p 

3156 山本周五郎のヒロイ Yたち 木村久適典 文化出版局 1979年9月 247P

3157 わらじ医者京日記 早川一光 ミネルヴァ書房 1979年9月 384P 

3158 子どものからだは蝕まれている 正木健雄，野口三柏樹社 1979年10月 287p

千三

3159 3分間筋力健康法 宮崎義憲著 湖文社 1979年10月 233p

3160 自分史発見のすすめイメージ・カー小川俊ー著 産業能率大学出 1979年10月 226p 

ド60枚による自己確立の技術 版部

3161 人と生き物48講 奥野良之助著 どうぶつ社 1979年10月 217P

3162 美の幾何学 伏見康治，安野光中央公論社 1979年10月 241P

雅，中村義作著

3163 ある図書館白戦後史 藤原覚ー著 築地書館 1979年11月 228p

3164 かぜからガンまで天候とからだ ジュリスト・ファ 三笠書房 1979年11月 294p

スト著

西丸震哉訳

3165 体にまかせる健康法 岡島治夫 潮文社 1979年11月 239p

3166 昭和さすらい派の論理 志水速雄 大進堂 1979年11月 246P

3167 人生”お天気次第” 100選 藤井幸雄 産報出版株式会 1979年11月 222P 

社

3168 すく・役立つ実践的編集・取材白知識100 猪野健治著 日本ジャーナリ 1979年11月 258p

スト専門学院出

版部
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3169 地域への視角 清成忠男，中村秀 日本経済評論社 1979年11月 237p 

一郎編

3170 年齢をとるということ その笈しみ， 掘秀彦著 光文社 1979年11月 268p

楽しみ，そして知恵

3171 脳卒中は防げる治せる 壮快編集部編 マイヘJレ凡社， 1979年11月 221P

マキノ出版

3172 脳と健康 荒井良著 雷鳥社 1979年11月 220p

3173 ひとりでやる幽点（ツポ）健康法 藤本憲幸著 太陽企画出版 1979年11月 244P

3174 老人ホーム日記 日高登著 朝日新聞社 1979年11月 261P

3175 し市、脳わるい脳 馬杉則彦 広済堂出版 1979年12月 237p

3176 医者ぎらいに捧げる本 田中小実昌，阿万池図書店 1979年12月！99p

田高，結成昌治他

著

3177 地域主義白思想 玉野井芳郎 農山漁村文化協 1979年12月 313P 

会

3178 転形期初年代へ 加藤周一，鶴見俊潮出版社 1979年12月 274P

繍， 日高六郎，高

畠過敏

3179 病みと闘う 清原治夫 東京大学出版会 1979年12月 25Qp 

3180 地方官僚その虚像と実像 塩沢茂著 産業能率大学出 1980年1月 186P 

版部

3181 母親たちり自分史 わいふ編集部編 青娘書房 1980年 1月 201P

3182 広島県労働運動史（第1・2巻，年表） 広島県労会議 1980年 l月 511P

一一1211P

3183 歴史の転換のなかで 小田実箸 岩波書店 198日年 1月 274P 

3184 あなたの体は何歳か 飯塚鉄雄著 青春出版社 1980年2月 245P

3185 おんながつづる おんなの〈らし7 田辺聖子，中山あ筑摩書房 1980年2月 227p

年をとる い子編

3186 株は投機しかない 守屋陽一著 徳間書店 198C年2月 236p

波乱相場を勝ち抜く法

3187 公害摘発最前線岩波新書111 田尻宗昭著 岩波書店 1980年2月 204P

3188 骨盤調整健康法 五味雅吉 潮出版社 1980年2月 222p

3189 最新にんげん健康法 吉田信弘 読売新聞社 1980年2月 255p

3190 生命を探る（第2版） 岩波新書112 江上不三夫著 岩波書店 1980年2月 219p

3191 地方紙の時代か／ 日本新聞労働組合晩声社 1980年2月 205P

一現場からの報告・討論 新聞研究部編

3192 脳卒中，也者の家族に 村上鹿郎 湖文社 1980年2月 230p

3193 80年代株式投資4つの非常識 上原敬之典 青春出版社 1980年2月 263p

3194 ひとすじの道を求めて 谷川巌著 学習。友社 1980年2月 215p

戦争を知らない君たちへ

3195 指さき健康法 堤芳郎著 KKロングセラ 1980年2月 213p 

指さきJill激が生む驚異白特効効果 ーズ
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般図書

3196 老婚へりみも 森幹雄著 ミネノレグァ書房 1980年2月 幻3p

3197 労働現場岩波新書110 鎌田慧著 岩波書店 1980年2月 232p

3198 夫と妻のための老後設計 水野肇著 中央公論社 1980年3月 210P

3199 株式投資はウラ情報を知らないと損を小野田修三著 日新報道 1980年3月 218P

する

3200 小麦眠芽油の秘密 藤原津多男 KKロングセラ 1980年3月 224P 

ーズ

3201 熟年時代 邦光史郎著 サソケイ出版 1980羊3月 238P

3202 スヒ勺レリナの秘密 藤井尚治 広済堂印刷 1980年3月 234P

3203 説話のなか由民衆像 小林豊 三省堂 1980年3月 222p

32日4 貫くことが自分を活かす 桜木健古著 大和出版 1980年3月 230p

一道を聞く生き方10章一

3205 黄金の膜想 坪井繁幸著 潮文社 1980年4月 228p

3206 〈らしの商品学 中農晶三 朝日新聞社 1980年4月 254p

3207 国家成立白謎 松本清張他著 平凡社 1980年4月 319p

3208 ネコと魚白出会い 西丸震哉著 角川書店 1980年4月 256p

3209 反原発事典 反原発事典編集委現代書館 1980年4月 375p

員会

3210 私はこんな死を迎えたい 松涼泰道 山手書房 1980年4月 246P

3211 羽目。拐目白夢の果て 小松左京 角川書店 1980年5月 296p

3212 中年からの出発 冨土谷あっ子著 読売新聞社 1980年6月 232p

男女協力社会をめざして

3213 文章。発見 問中隆 Fイヤモγド社 1980年6月 190p 

3214 現代人白寿命予知学 田村豊幸著 農山漁村文化協 198日年7月 344P 

会

3215 たたかし、に生きて 渡辺悦次，鈴木裕 ドメス出版 198C年7月 214P

子

3216 霧氷の花囚われの女たち第一部 山代巴著 径書房 1980年11月 344P

3217 アジアの平和と日本 ソ連共同宣言 日本共産党出版 48p 

周総理会談とその解説国民シりー 局事業局

ズ第1集

3218 健康官官龍白ウツ 千葉健一郎 ミロオγ出版社 204p 

3219 健康と若さを保つ食生活百科 清水桂ー著 文陽社 173P 

3220 子供をまもる戦い どうしたら日本民 日本共産党文化部 日本共産党出版 16p 

族の教育を守れるか 教育委員会編 部

3221 全民主勢力の団結のために 日本共産党中国 16P 

一大浜炭鉱労働者の闘い 地方委員会
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｝般図書・逐次刊行物・その他

E 逐次刊行物

3平2 思想第117・捌.269・434号 岩波書店 1932年2月

32お 60年8月

3,226 唯物論研究第1 29・38・39・41 唯物論研究会編 木星会書院刊 1932年11月

3276 54・60-65号 －38年3月
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神戸塗装工組合 1933年1月

一例年5月

日i訴通信社 1935年10月

-11月

東京帝国大学独 1937年1月

逸文学研究会

1940年4月

5月

大日本西会刊 1940年7月

大日本西会

西勝造編

32~3 健康科学第4巻第6ー12号，第5巻西勝造線
3315 第1ー10・12号，第6巻第1・3 6号

33,16 皇 洋医 学第9巻第5-8号

3319 

3平0 朝日新聞縮刷版昭和17年5月，

3326 昭和18年1・4・5・7-9月

3327 農業 世界 第37巻第10号

3328 朝日評論第2券第5号

3329 美術第1号

お30 日本評論第20巻第5号，第21巻

3334 第1-3・6号

33~5 人民評論第2号，第2巻第 1-5 号，

3341 臨時増刊（日本民主草命の経過と展望〉

33,42 改造第幻巻第2号，第お巻第B号

3343 

33,44 中央公論第683・684・686号

3346 

33,47 言論第1巻第2・4号

3348 

大日本西会刊 1940年8月

-42年9月

大日本西会刊 1940年9月

-12月

西勝造編

朝日新聞社

操業世界編輯部 博文館

朝日新聞社

1942年5月

43年9月

1942年10月

1947，年5月

鈴木三男吉編

日本美術出版社 19M年1月

日本評論社刊 1945年10月

-46年6月

伊藤書店

改造社

中央公論社

小林英三郎編 高山書院刊

1945年12月

-46年8月

1946年1月

一・52年6月

1946年1月

4月

1946年2月

4月

33,49 人民短歌創刊号，第1巻第3-11号新日本歌人協会編新興出版社刊 1946年2月

3371 第2巻第1・2・5-9・11号， -48年8月

第3巻第1・3・4・6・8号

3千2 展望第2・3号
3373 

筑摩書房
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逐次刊行物

~~~： 人間第1巻第2・3号 鎌倉文庫 1946年2月

-3月

3376 文明創刊号 文明社 1946年2月

3377 民衆の旗創刊号 中野重治編 日本民主主義文 1946年2月

化聯盟刊

~~~~ 思潮第1巻第1-3号，第4号，第 昭森社 !94fi年3月

9号 47年6月

~~~~ 時論第l巻第3・4号 嬉野満洲雄編 大雅堂 1946年3月

-4月

~~：7 5 新潮第43巻第3・4・6号 斎藤十一編 新潮社刊 1946年3月

-6月

~~~~ 新日本文学 1-44・46・48ー183・ 新日本文学会 1946年3月

185 190・192 202・401号 -81年1月

~平58＇日7 民主主義科学第1巻第1・2号 松村一人編 彰考書院 1946年3月

-5月

3守59: 経済評論第1巻第1-8号，第2巻鈴木三男吉編 日本評論社刊 1946年4月

3 第l号 4T年1月

3597 自由懇話会第1巻第4号 自由懇話会編 建設社刊 1946年4月

3598 新小説第1巻第3号 松村太郎編 春陽堂刊 1946年4月

~：~~ 評論第3・4・11号 困惑典央線 河出書房 1946年5月

47年3月

~~~~ 産業労働調査月報第1巻第1・2・ 日本産業労働調査解放社刊 1946年6月

5号，第8号 局編瞬 -48年2月

~中6206 社会評論第3巻第3ー7号，第4巻 ナウカ社 1946年6月

第1 5号，第5巻第1-3・8・ -48年12月

9号

3平62~ 文 学裁 第1巻第1-5号，第2巻第 浮城書房 1946年6月

3 6号 -47年6月

~平62~ 調査時報創刊号，第4号 日本共産党出版 1946年8月

部 -46年12月

~平63~ 月刊ソグィエト 創刊号，第2号 ソヴィエト文化 1946年9月

協会 -10月

~~~3 1 世界評論第1巻第7号，第2巻 世界評論 1946年9月

第1号，第3巻第9号 -48年9月

3~： 4 人民戦線第4. 16・17,19・初号 人民戦線社 1946年10月

3 6 -48年3月

3637 生産と文化第12号 近藤吉雄編 国民工業学院 1946年10月

s::: ソヴィエト文化 No5・8ー11・13 16 ソヴィエト研究者 ソヴィエト文化 1946年12月

3 協会・日ソ文化運社刊 -49年3月

絡協会編輯

~：＇~~ 労働運動創刊号，第1巻第2号 有紀書房 1947•年1 月

-2月
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一般図書・逐次刊行物・そり他

：：~6 9 文化革命第1巻第1-4・6 9号 日本民主主義文 1947，年3月

化連盟 48年6月

：：：~ コスモス第5・9・12号 秋山清編 コユモス書店干1 1947＇年5月

-10月

3660 労働問題研究第8号 中央労働学園 1947年 5月

:::3 1 樫恥7～N•9 
新田尚三1編1耳兼発国鉄労働組合三 1947，年6月

fi 原分会文化部 11月

3:: 4 潮流第2巻第5号，第3巻第5号， 吉田正蔵編 潮/JIW：刊 1947年 6月

3 6 第4巻第l号 -49年1月

！：~：新2し2い世37界号 第3 11・15・18・19・ 金谷栄次郎編 日本共産党出版 1947年8月

局事業部刊 5日年8月

3695 労働と科学第2巻第6号 労働科学研究所 1947年9月

：~~~ 科学と技術第2 5・7号 日本共産党科学 1947年10月

技術部 -48年5月

：~~~ 文学サークノレ第1 5・7・8号 東京地方文学サ 1947年11月

ークル協議会 -48年12月

3708 山河第5巻第6号 山河社 1947年12月

！~~o 9 働く人第1・2号 勤労者文学会議 1948年l月

3月

:;:5 1 文学時原第1-5号 新日本文学会東 1948年2月

京支部 8月

：；~~ 労農情報第1-6・11・13・14・18 日本労農通信社 1948年2月

• 26号 49年11月

：；~： 勤労者文学第1 6・8号 新日本文学会 1948年3月

49年10月

幻37~64 自由国民第11・13号，別冊第1号 時局月報社 1948年3月

-49年4月

~；~~ 民主評論第4巻第3号，第5巻第2 民主評論社 1948年3月

6号 -49年6月

~；，~！ 夕凪第3巻第1・5号 汽車製造脚岡山 1948年6月

製作所労働組合 〔1号不明〕

文化部

3745 詩作第5集 詩作社 1948年10月

3町7;06 山脈第1 5号
三菱三原車綱文 1948年10月

化会文学部 49年7月

~；~6 l 働く人第11 13・15-17号 三原寧輔文学サ 1948年11月

ークル -49年5月

：；~~ 芸備評論号数なし・第5号 芸備評論社 1948年12月

-49年3月

3759 言論第2巻第6号 富重義人編 言論社刊 1949年2月

3760 広島文学サークル1 広島地方文学サー文化ライト社刊 1949年3月

グル協議会編
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逐次刊行物

3761 スクラム第6号 関西労働学園 1950年1月

！~~~ 新日本歌人第46・63号 新日本歌人協会 1950年2月

-51年8月

！千7664 新 時代第1 3号 新時代社 1950年7月

-9月

3767 ＜るまざ第7号 楳電球の下でC 1950年8月

会

！~~~ われらわ詩 N•7・10・13・M・M・19 われらり詩の会 1950年8月

-53年7月

3774 経済ジープ第四号 ジープ社 195口年9月

3775 模峰文芸第3号 広島県尾道北高 1950年12月

等学校文芸部

3776 蟻第1号 備南地方文芸友 1951年l月

D会

：；；~ 映画新潮第2巻第1・2号 制作社 1951年 1月

-2月

3779 其相第56号 人民社 1951年1月

3780 理論戦線 N• 1 瀬川陽三ほか著 1951年3月

3781 春陽第2巻第4・5号合併号 尾道春陽会 1951年6月

3782 社会文芸第5号 日本社会党出版 1951年7月

部

！；~！ 処女地創刊号・恥2 西神戸文学サー 1951年11月

グノレ -52年3月

3785 青蔭第10号 青蔭会 1951年11月

！；~： 人民文学第2巻第11号，第3巻第6 人民文学社 1951年12月

7・10号 -52年11月

3790 文学通信第2号 新日本文学会神 1951年

戸支部文学新聞

！／！ヨ1 希望 L'ESPOIR第1号・ 6月号・ 9号 エスポワール社 1952年1月

-11月

3794 東海作家創刊号 東海作家社 1952年4月

!;b: 沿岸地帯創刊号，第2号 沿岸地帯社 1952年5月

-53年11月

3797 列島第2号 葦会内列島 1952年5月

!/:: 文芸第9巻第6・12号 河出書房 1952年6月

-12月

！！~o 日本週報第153・214・224・226・ 日本週報社 1952年7月

4 233-234・238・245・276・278・ 57年8月

280・312・334・342・417号

3815 新 創作 第6号 三原高校文学問 1952年12月

好会
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一般図書・逐次刊行物・そ自他

3816 意思第20号 意思短詩型文学 1953年l月

研究会

~：＇~~ 近代文学第8巻第1号，第9巻 近代文学社 1953年1月

第2・4・6号 -54年6月

3821 理論季刊第2日号 理論社 1953年3月

3822 知覚 知覚発行所 1953年5月

：：~o 3 文学第21巻第6号，第剖巻第3・12号 岩波書店 1953年6月

第25巻3・5・7・12号，第30巻第3号 62年3月

3831 解放第1巻第2号 解放社 1953年7月

3832 新女性 7月特別号 新女性社 1953年7月

3833 はぐくみ創刊号 PTA成人教育 1953年7月

委員会

~：~： 平和第16・22号 日本文化人会議編大月書店刊 1953年9月

54年4月

3836 国語研究第15号 愛媛国語研究会 1954年2月

~：~~多喜70二号と百合子第2 63・65 68・ 多喜二と百合子研 1954年2月

究会 61年3月

~：＇~s 4 真相第61-63・69・72号 真相社 1954年3月

-11月

3909 ありのざ第12号 あり白ざ編集部編ありのざ社刊 1954年4月

3910 全貌第18号 全貌社 1954年4月

3911 Books （十四時土出版だより〉恥48 Booksの会 1954年4月

~d~~ 沿岸詩人第1 4号 沿岸地帯社 1954年7月

12月

〔4号不明〕

~：~7 6 神戸文学 8号・ 13号 新日本文学会神戸 1954，年7月

支部編集委員会 [13号不明〕

~：~~ 三原小PTA新閣第8・9・11号 三原小学校 1954年7月

-55年1月

！平92~ どろんこ文学創刊号， 4・7・8号 神戸勤労者文学 1954年8月

• 16-18号・ 20号 研究会 62年8月

!!b! しま第4 10・12-32・34 36号 全国離島振興協 1954年10月

議会 63年12月

:9平6日3 前衛 97・344・364・号，索引表 日本共産党出版 1954，年10月

(45号付録） 局事業部，日本 74年2月

共産党中央委員

会

3964 文学評論季刊第8号 理論社 1954年11月

3965 ていじん第20巻第12号 帝国人造絹総紛 1954，年11月

:::: 現代詩第1巻第5号，第2巻第1号新日本文学会詩委百合出版刊 1954年12月

3 第2巻第6号 員会編 55年6月

3969 村のしんぶん第4号 土の会 1955年4月
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逐次刊行物

3970 作文と教育通巻第36号 50号，

3992 52号－55号，第8巻第1-4号

3993 若竹詩歌人第3号

3平4 日本児童文学 1-7号

4日日目

4日01 広島文学 8月号

4002 菊池野文学第3号

4日03 地人第5号

日本作文の会編 百合出版刊 1955年5月

-57年4月

若竹詩歌研究会 1955年6月

児童文学者協会 1955年8月

-56年3月

広島文学協会 1955年8月

菊池野文学会 1955年 9月

長崎文学懇話会 1955年10月

4004 生活と文学第1巻第1・2号， 新日本文学会編 百合出版刊

4020 第2巻 1-12号，第3巻 1・3号

4021 みなと第5号

4022 列島通信 N•5

40勾騎舵第44号

40,24 地方ー創作と評論ー創刊 1号ー5号

4029 1959年特別号

4中0 雑草 7・9号

4031 

4032 綴方 教室 第2号

4033 畦道第5号

4中4 玉津 10月号・ 2月号

4035 

4036 芸備地方史研究第四号

4037 原子林 5 

4038 詩学臨時増刊

4039 映画月報 N•4
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みなと発行所

知加害房

騎庇詩社

地方の会

1955年11月

-57年3月

1955年11月

1955年

1956年4月

1956年5月

59年11月

1956年6月雑草の会

帝人三原工場労 1956年7月

働組合

畦道クラブ

玉津俳句会

1956年 8月

1956年10月

-57年2月

1956年11月芸備地方史研究会三国書院刊

編

原子林編集室 1957年 1月

1958年 8月詩学社

（共産党）中央文 1958年 9月

化部

九州サークル研 1958年10月

究会 59年5月

リアリズム研究 1958年10月

会 －60年12月

1959年10月

-60年3月

1960年6月

11月

1960年9月

1961年 1月

1961年4月

-11月

世界労働組合連盟世界労連日本出 1961年7月

編 版協会刊

上智大学経済学会

編

木靴詩話会編

上智大学出版委

員会刊

木靴発行所刊

毎日新聞社

映画出版社

歩道り会
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一般図書・逐次刊行物・そ白他

巻ー第号
d

且写

刊

刊

4

創

増

一

四
時

1

一

号

学

臨

第

1

刊

地

創

本

賞

録

日

号

鑑

記

論

よ

新

2

と

の

評

L

冊

第

釈

本

化

ん

別

解

日

文

ぐ

抑

制

服

附

脚

m
m
m

卿

4

4

4

4

4

4

4

4

 

4090 過渡期第1・2号

4091 

40,92 雁木第1-3号

4094 

4095 現代史研究第12号

日本生活記録セγ

ター編

過渡期間人誌編

新日本文学会 1961年7月

-11月

至文堂 1961年11月

1961年12月

-62年10月

日本共産党中央 1961年12月

委員会 -63年6月

続群書類従完成 1962年1月

会

雁木の会

1962年2月

-5月

1962年4月

-63年11月

1962年4月現代社会思想研究三月書房刊

所編

4096 集団の論理 N• 1 

4097 中央公論第41・1125号

4098 

4099 広島共同映画ニュース第75・76号，

41[3 79 81号

41p4 現実と文学第13・18・19・26号 リアリズム研究会編

4107 

4108 どんぐり 36号

41p9 安芸文学第12集， 25号

4110 

4111 現代り眼第3巻第10号，第4巻

4(12 第1号

41戸地方月報第1・2・4号

4115 

4116 AV週報〔広島共同峡函ニュース改題〕

4119 第82・100・105・106,107合併号

4120 記録地方 私と私のまわり

4121 第1・2号

4122 れへるぷ第14号

4123 三文評論第2巻6ー11号

4128 

4129 三原白文化財第2・3号

4130 

4131 新房総文学第8号

41_32 日本白人形劇人第3巻第5・6号，

4135 第4巻第1・4号

41f6 若い職場第1・3号

4137 
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中井正一研究会 1962年5月

1962年9月

初年 8月

広島共同映画社 1962年9月

11月

中央公論社

現実と文学社刊 1962年9月

63年10月

双三作文の会 1962年9月

安芸文学同人会 1962年10月

-68年11月

1962年10月

-63年1月

1962年10月

-63年6月

広島共同映画社 1962年11月

-63年10月

現代評論社

地方の会

1962年12月

一臼年6月

れへるぷ同人会 1962年12月

地方の会

三文評論同人 1963年4月

-10月

三原市文化財協 19日年5月

会 －64年10月

新房総文学会 1963年9月

日本人形劇研究 1963年9月

所 －64＇年8月

広島教育通信社 1964，年1月

3月



逐次刊行物

4138 みちづれニュース第26・32・102号， みちづれ会 1965年 1月

4141 特別号 -75年2月

4142 月刊株式にっぽん8月号別冊付録 市場新開社 1965年5月

4143 みちづれ第6号 みちづれ会 1965年7月

4144 広報みどり 第 l号 三原市みどりの 1966午 9月

町づ〈り推進協

議会

4145 広報みはら第239号 三原市役所 1966年9月

4146 三津田ヶ丘第9号 三津田ヶ丘広島 1966年10月

同窓会

4147 わすれな草 No.1 呉一中三五期会 1967年6月

4148 潮流ジャ ーナル第10号 恒文社 1967年7月

4149 中小企業第427・430-432・434-446・ 中小企業経営研 1969年6月

448・449・451-465・467-478号 究所 一70年12月

4150 季刊国民教育祭2号 同民教育研究所 労働旬報社 1969年11月

4151 日本店装新聞第562号 日本店装新商社 1971年5月

4152 子どもの家 No.21 日本児童文学者 1971年6月

協会広島支部・

広島児童文学研

究会

4153 公害と対 策第7巻第9号 公害対策技術開 1971年 9月

好会

4千1554 実業の日本第お92・口58号． 実業之日本社 1972年2月

4 別冊付録

4156 先春 第23号 西小PTA  1972年3月

4157 PHP 第泊6号 PHP研究所 1972年3月

4158 広島民報縮刷版No.4 広島民報社 1972年3月

-74年12月

4159 季刊人間として第10号 筑摩書房 1972年6月

4160 週刊切り抜き速報第140号 ユホ γ ・.；.＂ク 1972年8月

41F団I 広島内ーナリストぬ44・47・48・ 日本ジャーナリス 1972年10月

41 51・54-56・61 ト会議広島支部編 -74年12月

集委員会

41169 価値ある情報第9巻第13号，第17巻 ダイヤモンド社 1972年12月

41 3 第7・8号，別冊 -80年7月

4千4 月刊地域闘争第27・47号 ロジナンテ社 1972年12月

4175 -74年 9月

4176 消費者運動 No.28 日本生活協同組合 1972年12月

連合会編集発行

全国消費者団体連

絡会編集協力
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一般図書・逐次刊行物・その他

：~~： 人間家族第1 5・8-10・14・15号 DM通信社 1973年l月

74年3月

4187 愛児に楽園を第2号 ヤマギシズム幸 1973年4月

福学園設立準備

委員会

4188 企業診断別冊（48年版） 中小企業振興事業同友館 1973年4月

団

4189 広島教育時報第748号 広島県教組情宜部広島県教職員組 1973年4月

山田昭編集発行 合

4190 季刊現代史春季特別号 松本清張 現代史四会 1973年5月

：：~， l 赤狼火第24・28号 日本共産党草命 1973年6月

左派全国委員会 9月

4193 自治研究第49巻第7号 良書普及会 1973年7月

4194 ひととき 108号 ひととき会岡山グひととき会岡山 1973年9月

ノレープ編 グループ

4195 現代のエスプリ No.77 （現代都市論） 奥田道大縞 至文堂 1973年12月

4196 世界政経第2巻第12号 世界政治経済研 1973年12月

研所

：~6~ 広島民報第444・ 445・447-449・ 広島民報社 1974年7月

452号，号外 9月

4204 毎日グラフ別冊 1億人の昭和50年史 毎日新聞社 1975年1月

第16巻第1号

：キ20! 櫨棲の旗肱3・4 1975年5月

42日7 商業界別冊変貌する商店街’75 商業界 1975年12月

42日8 投資相談第21巻第4号 実業之日本社 1976年3月

：~~~ 現代の限第17巻第10号，第18巻第11 現代評論社 1976年10月

12号，第19巻第1 12号，第20巻 81年6月

第1 12号，第21巻第1ー6号

：~~！ 潮第211・222 253号 潮出版社 1976年12月

-80年6月

4275 月刊教育の森創刊号 毎日新聞社 1976年12月

4276 毎日ライフ第95号 毎日新聞社 1976年12月

4ペ2；~ ひと第印号，第116号 太郎次郎社 rnn年2月

82年8月

：~~~ 別冊壮快第8・10ー14・16・17号， マイへノレ九社 1977年2月

号数なし 講談社編集発行 79年7月

：~：： 旬刊株式にっぽん第380・467号 市場新聞社 1977年3月

79年7月

：~＇凹28 思想の芋｝学 NoSO－邸・ 87-119 思想D科学編集委思想の科学社 1977年4月

員会編 -79年10月

4329 実業白日本第1894号 実業之日本社 1977年7月
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逐次刊行物その他

4330 朝日ジャーナノレ第967・971-983・9邸
4441 ・994・996-998・1000-1002・1004・ー

1007・1009 1017・1019-1029・1031
・1032・1034・1037 1080・1082-
1092・1105・1107ー1112号，総索引

4442 波第11巻9・10号，第12巻3・4号9

4446 第13巻1号

4447 人と日本第10巻第9号

4ヤ8 本第2巻第9号，第3巻第8号

4449 
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4455 議会と自治体第232号

4456 まんが広場創刊号

4457 歴史と旅第5巻第6号

4年8 埼玉県労働運動史研究第10・11号
4459 

4460 伝統と現代 55

4461 月刊総評第257・258号
4462 

4463 俳句公論 64号

4や4 壮快第7巻第5・6号

4465 

4466 さふやき第3号

4467 星座生活綴方のためにー第6・7号

4468 

1977年9月

79年1月

1977年9月

1977年9月

78年 8月

1977年10月

1977年12月

78年4月

1978年1月

一79年4月

日本共産党中央 1978年3月

委員会

朝日新聞社

新潮社

日高成美編 行政通信社

1977年8月

-80年6月

1978年4月

1978年6月

1978年7月

-10月

1978年11月

日本労働組合総 1979年5月

評談会 ー7月

俳句公論社 1979年12月

マイヘルス社 1980年5月

-6月

ill そ の 他

4469 国際赤色救援会の任務と紙紘マノレグ 国際赤色救援会執マルクス書房 1929年11月 36p

スレーユン主義パンフレット第2輯行委員会編

中村耕平訳

4470 近畿関西旅行案内修学旅行申案 三省堂 1931年2月 48p

4471 全建築労働者諸君F 組合を造ろう 神戸土木建築労 〔1933年〕 ト－B5

働組合準備会

4472 作戦要務帝 兵書出版会，藤 1938年12月 218P 

谷崇文館
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講談社

千秋社

新評社

岩法書店

守田達弘編

まんが広場編集室中央書店

鈴木享編 秋田書店

埼玉県労働運動

史研究会

伝統と現代社

小寺正三編

曙文化サークル



一般図書・逐次刊行物・そり他

4473 新聞切抜 〔1946年 1袋

-1963年〕

4474 労農手帳 人民新聞出版部 1947年 1月 68p 

4475 新しい憲法明るい生活 憲法普及会 1947年5月 30p

4476 日本に関するテーゼ 1927年テーゼ 日本共産党 1947年12月

〔研究資料〉

4477 人形劇脚本集 日本人形劇協議 1949年 1月 27P 

会中国支部

4478 三原市税候例案 三原市 1950年 8月

4479 大崎南村郷土史 正畑規矩監修 学校組合立木江 1951年

中学校崎南分校

刊

4480 鐙雪第8号 広島県尾道南高 1952年3月

等学校生徒会

4481 日本共産党の新綱領の基礎（国民通信 国民通信社 1952年3月 31P

パγフ第 1集）

4482 はぐくみ集 三原小学校FT 1954年

A成人教育委員

会

!!:! 生活指導と作文教育昭和29年度， 三原市立西小学 1954，年

30年度第2集 校 1955年

4485 学芸会のしおり 三原小学校花組 1955年 1月

文化部報道係

4486 国語科作文教育研究会要項 三原市立西小学 1955年11月

校，三原市教育

委員会，三原市

教育研修所

4487 第9回生名簿 三原市立第二中 1956年3月

学校心友会

4488 詩集河童昇天 麻井比呂志 1956年7月 49P

4489 創立75周年早稲田祭 早稲田祭委員会 1957年10月 2Dp 

4490 座談会入海事件。真実を語る 1959年2月 12P

4491 電源第6回美術文芸コ γク－，レ 電源開発株式会 1959年 3月

社

4492 うたどえー仏通寺のつどいー 三原高校十回生 1959年 8月

有志

!j!: 広島県青年研究発表集 広島県青年連合 1960年 1月

会，広島県教育 1961年 l月

委員会

4495 松川事件〔映画パγフ〕 松川事件劇映画 1961年 1月 34P 

製作委員会発行

449' 国民文化全国集会記録 国民文化会議 1962年5月 96p
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そ の 他

4497 新三菱重工輪三原製作所工場案内しミ 196~年~Ji

γフ〕

4498 フォトアサヒ 全日本写真連盟機関誌 全日本写真連盟 1963年8月 28P 

4499 三原市事業所名鑑 広島県三原市 1963年 160P 

'1500 〔運動における地方位について意見要請〕 「三文評論」地方 1963年

文化グループ

4501 自動車事故の賠償（どれだけ請求でき 三原安全協会 1966年8月

るか）

4502 広島県都市賃金調査結果報告 広島県統計協会 1968年11月 124p 

第16回広島県都市職種別民間給与

実態調査付新卒新採用者調査

昭和4必子12月分

4503 無欠点（ZD）運動テキスト 三姿重工業側三 1969年3月 20p 

原製作所

4504 東京へ関東方面修学旅行〔バンフ〕 素人社 1969年4月 75p

：~~~ 安全衛生管理指針 1969～1972年度 三菱重工業側三

原製作所

4509 z D運動テキスト 束中国菱重興産 1970年 1月 20p 

掛

4510 目標による管理 三菱重工業側三 1970年4月 23p 

原製作所

4511 全国労働衛生週間 三原労働基準監督 18P 

1970年度 10月1日一10月7日 署 ・三原労働基準

協会主唱

4512 公害問題情報 日本ピジネス 1970年11月

4513 新聞 ・雑誌 ・スクラップ 〔1970年 Z袋

-73年頃〕

4514 スクラッフ．フ·~ク［クレジット広告， 1970年頃 1冊

写真等］

4515 農薬害とその対策について 財団法人協同組 1971年 1月 22p 

合経営研究所

4516 三国会会員名簿（昭和17年） 昭和17年三国会 1971年3月

4517 瀬戸内海・四国（観光と道路図） 東京鉄道交通社 1971年6月

四国支部

4518 水質汚海防止法関係法令集 環境科学研究所 1971年7月 103p 

4519 騒音規制法関係法令集 環境科学研究所 197i年 7月 35p 

4520 大気汚染防止法関係法令集 環境科学研究所 1971年 7月 64p 

4521 通信教育講座教材〔テキスト11冊・間 環境科学研究所 1971年11月

題5冊〕

4522 小さな扇帖 藤井鋲子 1972年頃 81P 

4523 瀬戸内海汚染総合調査報告 瀬戸内海汚染総 1972年5月 528P 

合調主主回
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一般図書・逐次刊行物・その他

4524 南高来郡と観光の島原〔地図〕 東京交通社 1972年11月

4525 文集出会い ”中川先生”を詩う 三原市立沼田西小 1972年12月 20p

学校5年生の仲間

を中』むに

4526 河川公害を追放し，きれいな水をとりもどそう／ 全日本水道労働 1972年 12P 

＝全水道水質汚染公害反対闘争方針＝ 組合

4527 労務安全衛生管理指針 1972年度 三菱三原協力会

4528 児童生徒等の健康の保持増進に関する 文部省 大蔵省印刷局 1973年3月 63p

施策についてく保健体育審議会答申〉

4529 水辺の空聞を市民の手に 与川幸男編 三多摩問題調査 1973年3月 61P 

水系の思想と人間環境 研究会

4530 鉄斉〔バンフ7 朝日新聞社 1973年4月

4531 一子どもたちになにを食べさせたらい 日本子どもを守 1973年8月 26p 

いかー食品公害シローズ肱l る会

4532 名古屋高速道路公社の公害対策批判 日本科学者会議 1973年10月 34P 

愛知支部交通問

題研究委員会

4日3 千葉県の自然破壊 日本科学者会議 1973年11月 SOP

葉支部・房総の自

然を守る会・千葉

県住民運動連絡会

千葉県自治体問題

研究所編

4534 肝臓りはなし 柿崎泰賢著 東洋医学研究所 1974年8月 21P 

4535 第20回原水爆禁止世界大会に参加し 原水爆禁止広島 1974年8月

ましょう〔ピラ］ 県協議会

4536 激動とあらしの半世紀昭和50年展〔パ 朝日新聞東京本 1974年10月 SOP 

ンフ〕 社企画部

4537 三原案内図三原凪1 (J也図〕 太宣企画 1974年

4538 浮世絵名作300選艮 日本経済新聞社 1975年1月

4539 沖縄民芸振興展 日本民芸協団 1976年1月

4540 昭和51年運勢暦 日本占術協会編纂鶴書房 1976年 256p 

4541 学習Dてぴき「環境・公害」 「公害と教育」研究 』まるぷ総連合 1977年4月 135p

会その他編

4542 岩波文庫解説目録 岩波書店 1977年 157P 

4543 〔写真ネガ］ 1袋

4544 考え方教室ノート 小刻隆弘著 考え方教室 1979年1月 164p

隆心館

4545 銃後史ノート 胤 3 女たもの現在を 1979年4月 88p 

問う会
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そ の イ也

4546 ーカセットによる→雀眠法入門 I• II 小柴隆弘著 JASS 

4547 誰でもできる催眠法〔カセットテー

プ〕

4548 過度経済力集中排除に関する法規集 日本電気産業労 81P 

働組合民主化対

策委員会

4549 過度経済力集中拶陪余法に基く手続規則企業弘報綴集局綴産業再建通信社 38P 

・鉱工業等の部門における過度の経

済力の集中に関する基準・指定企業

者の手続一指定より手続の終結ま

でー

4550 講演と詩の朗読のタ キューバ〔パソフ〕 BS-6p 

4551 高級アルコールの例SDS （ドデシル 〔論文の一部を複写〕 複－B4

硫酸ナトリウム） -1枚

4552 工場新閣の作り方 春日庄次郎・春日 ト－B6

正一著 -29p 

4553 氏族制度の用語について〔法政研究第小越達也 〔llp〕

11巻第2号主主慮。

4554 しろい手袋 簸田鶴子 36P 

4555 人民民主主畿から社会主義へ〈研究資料〉 96P 

4556 人民民主主義の『国家と革命』〈研究資 コトーク，ファル国際研究会 78P 

料） ベロフ，マニヨフ

スキー馨

4557 スターリン主義を学ぶために幌究資ベ － ~ノマリョー 44P 

料） フ著

455B 続 ・整風文献（所内研究資料） 中国研究所調査部中国研究所刊

編

4559 ソ同盟の文芸対策（研究資料） 169p 

45印誰れにも出来る美容と健康〔健康様の 富士製作所医療 29P 

説明書〕 様研究所

4561 チロ／I，の秋甜l台本〕 岸田国土 12P 

4562 津田木材工業制従業員必携 72p 

4563 転形期の技術と文化〔雑誌の一部，雑相JI(参事 18P 

誌名は不00〕

4564 特定工場における公害防止組織の盤備 35P 

に関する法律 ・法律施行令 ・法律施

行規則

4565 どんぐりひろい 三原市立商小学

校

4566 二学期作文集みかん 因島市田熊小学

校3年1経

1567 日本共産党 農民綱領・行動綱領・規約 33P 
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一般図書・逐次刊行物・その他

4568 年表（附録） 〔日本プロレタリ ア文学 日本近代文学研究 83p 

年表1の1〕 所編

4569 農薬を告発する（ニッソール中毒事故 ニッソール中毒

裁判を支援するために〉〔パンフ〕 研究会

4570 広島県民文庫〔複写資料〕 llP 

4571 三原市街図 塔文社

4572 三原市住居表示案内市街図 日本地図協会

4573 毛沢東新段階論－1938年10月12日か 日本共産党宣伝 169P 

ら1413までの中共拡大六中全会席上 教育部

の報告一（教育資料）

補 遺

4574 組合ノート 〔アカハタ主葵教育 重2繁盛 1946年 8月 B6手帳1冊

用記事用記事目録他のメモ〕

4575 世界史教程 ボチヤロフ，ヨア 1947年 3月 308p 

エシアユ共著

早川1＝郎訳 自揚社

4576 〔文学活動に関するメモ〕 重家重量 〔195咋〕 B6手帳1冊

4577 平和問題月報 ぬ 1 平和問題研究会 1959年2月 4p 

！号；： 全労第6固定期金国大会議事速全労大会共同デス 1959年11月 48pー71p

記録 ク

4581 みんな罵を組もう 第羽田メー 1962年4月 30p 

デー前夜祭物語歌集

4582 歴史と人物 第79号 中央公論社 1978年 3月 336p 
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あとがき

重家資料は、戦後日本の労働運動に一時代を画した三原事輔にかかわる資料です。去る昭

和52年に刊行した『広島市職労三十年史』の編纂過程で、私たちはこの資料の存在を知るこ

とができました。これは一重に渡辺悦次 ・鈴木裕子両氏の地道で粘り強い史料探訪によるも

のです。その後、資料の散逸を心配された両氏が、その保存方法等について奔走された結果、

今日まで好余曲折はあったものの、広島市職員労働組合が寄贈を受け、広島市公文書館に保

管されることになりました。資料の寄贈を受けた私たちは、 『三十年史』を裏づける貴重な

史料として位置づけ、昨年、これを目録の形で公刊することを決定しました。

資料の寄贈にあたっては、重家氏の長男三嘉氏ならびに長女圭子氏には深いご理解をいた

だきました。ご厚意に対し深くお礼申し上げます。また、資料の保管についてど理解下さっ

た総務局長福島隆義氏および公文書館長植田保之氏に感謝の意を表します。

資料の発見から目録の刊行にいたるまでの問、多数の方々のご尽力とど助力がありました。

私たち広島市職員労働組合は、労働運動史研究にとって貴重な資料を専門的に高い水準の目

録として完成できたことを皆さんとともに喜び、今後の利用に強く期待するものです。

1984年3月31日

広島市職員労働組合
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